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令 和 元 年 第 ３ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開会 令和元年９月２日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 名寄市廃校体育施設の設

置及び管理に関する条例の制定につい

て

日程第５ 議案第２号 名寄市下水道事業及び名

寄市個別排水処理施設整備事業の地方

公営企業法適用に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定について

日程第６ 議案第３号 指定管理者の管理期間の

見直しに伴う関係条例の整備に関する

条例の一部改正について

日程第７ 議案第４号 名寄市印鑑条例の一部改

正について

日程第８ 議案第５号 名寄市災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第６号 名寄市職員の特殊勤務手

当に関する条例の一部改正について

日程第10 議案第７号 名寄市立大学の授業料等

徴収条例の一部改正について

日程第11 議員第８号 名寄市立大学奨学金給付

条例の一部改正について

日程第12 議案第９号 名寄市総合福祉センター

条例の一部改正について

日程第13 議案第１０号 名寄市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正に

ついて

日程第14 議案第１１号 名寄市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について

日程第15 議案第１２号 名寄市保育所に関する

利用者負担額等を定める条例の一部改

正について

日程第16 議案第１３号 名寄市水道事業給水条

例の一部改正について

日程第17 議案第１４号 名寄市立総合病院食堂

等使用料徴収条例の一部改正について

日程第18 議案第１５号 名寄市有給吏員退隠料

等支給条例の廃止について

日程第19 議案第１６号 名寄市特別用途地区建

築条例の廃止について

日程第20 議案第１７号 財産の取得について

日程第21 議案第１８号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第３号）

日程第22 議案第１９号 令和元年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第23 議案第２０号 令和元年度名寄市介護

保険特別会計補正予算（第２号）

日程第24 議案第２１号 平成３０年度名寄市一

般会計決算の認定について

議案第２２号 平成３０年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て

議案第２３号 平成３０年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

議案第２４号 平成３０年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

議案第２５号 平成３０年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について

議案第２６号 平成３０年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて

令和元年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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議案第２７号 平成３０年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

議案第２８号 平成３０年度名寄市立

大学特別会計決算の認定について

議案第２９号 平成３０年度名寄市病

院事業会計決算の認定について

議案第３０号 平成３０年度名寄市水

道事業会計決算の認定について

日程第25 議案第３１号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第26 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

日程第27 報告第２号 専決処分した事件の報告

について

日程第28 報告第３号 平成３０年度名寄市一般

会計継続費精算報告について

日程第29 報告第４号 株式会社名寄振興公社の

経営状況について（平成２８・２９年

度事業決算の修正及び平成３０年度事

業報告書の再提出について）

日程第30 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 行政報告

日程第４ 議案第１号 名寄市廃校体育施設の設

置及び管理に関する条例の制定につい

て

日程第５ 議案第２号 名寄市下水道事業及び名

寄市個別排水処理施設整備事業の地方

公営企業法適用に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定について

日程第６ 議案第３号 指定管理者の管理期間の

見直しに伴う関係条例の整備に関する

条例の一部改正について

日程第７ 議案第４号 名寄市印鑑条例の一部改

正について

日程第８ 議案第５号 名寄市災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第６号 名寄市職員の特殊勤務手

当に関する条例の一部改正について

日程第10 議案第７号 名寄市立大学の授業料等

徴収条例の一部改正について

日程第11 議員第８号 名寄市立大学奨学金給付

条例の一部改正について

日程第12 議案第９号 名寄市総合福祉センター

条例の一部改正について

日程第13 議案第１０号 名寄市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部改正に

ついて

日程第14 議案第１１号 名寄市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について

日程第15 議案第１２号 名寄市保育所に関する

利用者負担額等を定める条例の一部改

正について

日程第16 議案第１３号 名寄市水道事業給水条

例の一部改正について

日程第17 議案第１４号 名寄市立総合病院食堂

等使用料徴収条例の一部改正について

日程第18 議案第１５号 名寄市有給吏員退隠料

等支給条例の廃止について

日程第19 議案第１６号 名寄市特別用途地区建

築条例の廃止について

日程第20 議案第１７号 財産の取得について

日程第21 議案第１８号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第３号）

日程第22 議案第１９号 令和元年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第23 議案第２０号 令和元年度名寄市介護

保険特別会計補正予算（第２号）

日程第24 議案第２１号 平成３０年度名寄市一

令和元年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号
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般会計決算の認定について

議案第２２号 平成３０年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て

議案第２３号 平成３０年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

議案第２４号 平成３０年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

議案第２５号 平成３０年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について

議案第２６号 平成３０年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて

議案第２７号 平成３０年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて

議案第２８号 平成３０年度名寄市立

大学特別会計決算の認定について

議案第２９号 平成３０年度名寄市病

院事業会計決算の認定について

議案第３０号 平成３０年度名寄市水

道事業会計決算の認定について

日程第25 議案第３１号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第４号）

日程第26 報告第１号 専決処分した事件の報告

について

日程第27 報告第２号 専決処分した事件の報告

について

日程第28 報告第３号 平成３０年度名寄市一般

会計継続費精算報告について

日程第29 報告第４号 株式会社名寄振興公社の

経営状況について（平成２８・２９年

度事業決算の修正及び平成３０年度事

業報告書の再提出について）

日程第30 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の

推薦について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君
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教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまより令和元年

第３回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

６番 今 村 芳 彦 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

を指名をいたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今定例会の会期は、本日より９月２７日までの

２６日間としたいと思いますが、御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今定例会の会期は、本日より９月２７

日までの２６日間と決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ これより行

政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。本

日、令和元年第３回定例会の開会にあたり、これ

までの主な行政事項について、その概要を御報告

申し上げます。

はじめに、企業会計を除いた平成３０年度の各

会計決算について申し上げます。

一般会計については、歳入総額から歳出総額を

差し引いた形式収支で４億 ７４２万５千円の黒

字となり、翌年度に繰り越しすべき一般財源１億

４９９万４千円を差し引いた実質収支は、３億

２４３万１千円となりました。ここから、名寄市

基金条例に基づき、財政調整基金へ１億８千万円

を積み立て、残り１億 ２４３万１千円を令和元

年度へ繰り越しました。

特別会計では、国保の保険事業勘定で １０６

万６千円、介護の保険事業勘定で １００万５千

円、それぞれ黒字となりました。

国保・介護の保険事業勘定を除く特別会計につ

いては、一般会計繰入金で調整を行い、収支同額

となっています。

次に、基金について申し上げます。

減債基金、公共施設整備基金、名寄市立大学振

興基金などに、合計９億 ３６１万８千円を積み

立てましたが、それぞれ基金の設置目的に沿った

経費の財源として、合計１０億 ２５６万６千円

を取り崩したことから基金残高は９６億 １６８

万４千円で、前年度末に比べて、１億 ８９４万

８千円の減額となりました。

これらの基金については、今後も、有効かつ適

切に活用し、健全な財政運営に努めてまいります。

次に、地方創生について申し上げます。

国においては、本年度が第１期「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」推進期間の最終年度である

ことから、６月２１日に「まち・ひと・しごと創

生基本方針２０１９」を閣議決定し、第２期「総

合戦略」策定に向けた基本的な考え方などを示し

ました。その中で、地方においても、国の総合戦

略を勘案し、地方創生の充実・強化に向けた切れ

目ない取組が求められることから、現行の地方版

総合戦略を検証し、次期地方版総合戦略を策定す

る必要があるとされました。

本市におきましては、名寄市総合計画（第２

次）中期基本計画の策定に併せて名寄市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略についても計画期間や成

果指標（ＫＰＩ）の見直しを実施してきたところ

ですが、国で示した基本的な考え方はもちろん、

誰もが活躍できる地域社会の実現など新たな視点

が示されたことから、課題を踏まえながら名寄市

総合計画審議会において、議論を進めるとともに、
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総合戦略改訂作業を進めてまいります。

また、昨年度まで、国の地方創生推進交付金を

活用し、大会や合宿誘致、ジュニア選手や指導者

の育成を図るとともに、官民協働のスポーツコミ

ッションを設立するなど「冬季スポーツ拠点化プ

ロジェクト」を推進してまいりました。本年度、

インバウンドを含む一般観光客もターゲットに加

えたスポーツ・運動・自然環境を活用したスポー

ツツーリズム商品の開発や、地元農産物を活用し

たスポーツフードの開発及び販売による交流・関

係人口の拡大、地域経済の活性化を目指す「地域

資源を活用したスポーツ×交流イノベーションプ

ロジェクト」について、新たに地方創生推進交付

金の採択をされたことから、事業を着実に推進し、

地方創生の取組を深化させてまいります。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

はじめに、東京都杉並区との交流事業について

は、本年、交流自治体協定締結３０周年を迎える

ことから、双方で各種記念事業に取り組んでいま

す。

６月２１日から３日間、杉並区から「初夏のな

よろを楽しむツアー」参加者２８人が本市を訪れ、

施設見学や陶芸体験、交流会などを通じて、市民

との交流を深めました。

７月６日には、杉並公会堂を会場に、名寄市、

東吾妻町、杉並区交流・友好自治体協定締結３０

周年記念合同式典が挙行され、本市、市議会、市

内関係者１５人に加え、東京なよろ会からも木原

会長らが参加し、協定締結３０周年を祝うととも

に、交流の輪の拡大、各自治体の更なる発展への

取組を確認しました。

また、７月２２日には、風っ子プロジェクトと

都市交流実行委員会の共催により、ふうれん地域

交流センターを会場に、交流を始めるきっかけと

なった元北海道開発庁長官粕谷茂氏の秘書官を務

めた小磯修二氏を迎え、「粕谷茂と風連～大都市

と地方のきずな～」と題し、特別講演会が開催さ

れました。本市と杉並区との交流自治体協定締結

に至った経緯などについて御講演いただき、約１

００人の市民が来場するなか、今後の交流の在り

方などについて多くの御示唆をいただきました。

山形県鶴岡市との交流事業については、少年少

女交流事業として、藤島ミニバスケットボール少

年団の児童１７人が本市を訪れ、８月２日から３

日間、市内のミニバスケットボール少年団との交

流試合や施設見学、交流会などを通じて、お互い

のまちに対する理解と友好の絆を深めました。

ふるさと会との交流事業については、６月７日

から４日間、東京なよろ会会員など２２人が本市

を訪れ、ゴルフや施設見学、アスパラ収穫体験の

ほか、市民交流パーティーなどを通じて、ふるさ

とでの楽しいひとときを満喫していただきました。

姉妹都市カナダ国カワーサレイクス市リンゼイ

との交流事業については、姉妹都市提携５０周年

を迎えることから、名寄・リンゼイ姉妹都市友好

委員会が主体となり、７月１３日、１４日の２日

間、道立サンピラーパーク内ふるさと工房館を会

場に、なよろイングリッシュ・キャンプが開催さ

れました。約５０人の児童が参加し、外国人講師

との英語によるコミュニケーションを通じて、

「生きた英語」を学ぶとともに、国際感覚を磨く

機会となりました。

また、７月２７日から４日間、カワーサレイク

ス市から、リンゼイ・名寄姉妹都市提携委員会ヘ

ザー・ニューマン委員長ほか訪問団１３人を受け

入れました。訪問団は、カナダ料理教室や、記念

碑除幕式、名寄・リンゼイ姉妹都市提携５０周年

記念式典・祝賀会への参加などを通じて、これま

で育んできた友好の絆を再確認するとともに、今

後の末永い交流と友情を誓い合いました。

なお、記念式典・祝賀会には、御来賓として本

市出身の在トロント日本国総領事伊藤恭子様をは

じめ、多くの皆様に御臨席賜り、姉妹都市提携５

０周年を祝いながら友好を深めました。

友好都市ロシア連邦ドーリンスク市との交流事

業については、名寄・ドーリンスク友好委員会が



－7－

令和元年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号

主体となり、８月２２日から５日間、訪問団１４

人を受け入れました。訪問団は、ロシア料理教室

やなよろ産業まつりへの参加、文化体験などを通

じて、これまで育んできた友好の絆をさらに深め

ました。

台湾との交流事業については、国立鳳山高級中

学が６月６日、７日の２日間、本市を訪れ、市内

の高校生と授業を通じて交流などを行いました。

また、名寄日台親善協会が主体となり、７月１

８日から６日間、太保市から農業青年３人を受け

入れました。受入には、道北なよろ農業協同組合

や昨年の農業青年台湾派遣事業に参加した地元農

業青年などに御協力をいただき、歓迎会や農協主

催の運動会などで交流したほか、ホームステイや

農業実習などを通じて、お互いの地域の文化や農

業を知るとともに、農業青年同士の交流を深めま

した。

次に、移住の推進について申し上げます。

移住の推進については、名寄市移住促進協議会

での初の試みとして「まちなかお試し移住住宅」

の利用者と協議会会員、移住者の方々との関係性

作りを目的に、交流を図る場を設けました。

また、お試し移住住宅が所在する町内会と連携

し、町内会行事などの情報提供に努め、地域での

交流も推進してまいります。

移住ＰＲ事業については、札幌市や東京都で開

催される移住イベントに参加したことでつながっ

た方々が本市へ来訪されるなど、移住を希望され

る方との出会いの場となっており、関係性を深め

るきっかけにもなっていることから、今後も取組

を推進してまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺１１市町村で構成する「テッシ・オ

・ペッ賑わい創出協議会」では、８月１日から、

北海道の名付け親といわれる「松浦武四郎」が踏

査した天塩川周辺地点の案内サイトを公開し、松

浦武四郎の偉業や当時の北海道の様子を解説する

音声ガイドの導入など、昨年から配布している

「テッシ武四郎カード」と連動した取組を進めて

います。この取組を通じ、地域愛の醸成、歴史の

再認識及び交流人口の拡大を図ってまいります。

次に、恒久平和に向けた取組について申し上げ

ます。

本市は、平成１９年３月に非核平和都市宣言を

行い、過去に多くの人が犠牲となった戦争を二度

と繰り返させないことを固く誓いました。この宣

言の趣旨にのっとり、７月１０日に名寄市戦没者

追悼式や平和音楽大行進が開催され、また８月１

５日には全国戦没者追悼式に合わせて、正午にサ

イレン吹鳴を行いました。

加えて、「日本非核宣言自治体協議会」から原

爆に係るパネル及びポスターの貸出しを受け、８

月２３日から２６日まで駅前交流プラザ「よろー

な」において、名寄原爆の絵を見る会実行委員会

が主催する「原爆の絵 名寄展」に併せて展示を

行ったところです。

今後とも、戦争や原爆の記憶を風化させず、恒

久平和への願いを後世に伝えていくため、様々な

取組を進めてまいります。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

５月２９日に「チャレンジデー２０１９」が開

催され、本市は２６回目の参加で対戦相手は佐賀

県神埼市となりました。当日は天候にも恵まれ、

早朝ラジオ体操は １４１人、市民綱引き大会は

１６８チーム ６５７人の参加をいただくなど、

全体では１ ９８３人の参加で、参加率６ ２％

の結果となり、２年連続の勝利となりました。

今後も楽しみながら健康づくりに取り組んでい

ただき、市民の皆様と一緒に元気なまち・名寄を

つくってまいります。

次に、病院事業について申し上げます。

市立総合病院の第１四半期における一般科の患

者取扱状況については、入院患者数は延べ１万

９９３人で前年比４２２人の増、率にして ２パ

ーセントの増加、また、外来患者数は、延べ４万

９１１人で前年比８７９人の減、率にして ９
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パーセントの減少となっています。

医業収益については、一般科と精神科を合わせ

た入院収益は１４億 ７３１万円で前年比２８３

万円の増、率にして ２パーセントの増加、また、

外来収益は６億 ７５４万円で前年比 ２７９万

円の増、率にして １パーセントの増加となって

います。

この結果、入院収益と外来収益の合計額は、２

０億 ４８５万円となり、前年比 ５６２万円の

増、率にして ２パーセントの増加となっていま

す。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

本年１０月から予定されています幼児教育・保

育の無償化については、無償化の実施内容説明会

を順次実施しており、７月末時点で認定こども園、

幼稚園、保育所において説明会を終了しています。

今後は、認可外保育施設においても説明を行い、

引き続き関係機関と連携し、子育て支援の向上を

図ってまいります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

「人生１００年時代へのはじめの一歩」第３弾

として、８月３日に「地域包括ケア」の先駆けで

ある諏訪中央病院名誉院長の鎌田實氏から『「が

んばらない」健康法』をテーマに御講演をいただ

きました。講演には、１２０人を超える参加をい

ただき、医師としての豊富な経験などユーモアを

交えたお話や、自身が実践されている運動法の鎌

田式「スクワット」や「かかと落とし」の紹介な

ど、終始、笑いが絶えない講演となりました。

今後も、市民が安心して健康で自立した生活を

送ることができるよう、各種取組を推進してまい

ります。

次に、国民健康保険事業について申し上げます。

本年度、負担能力に応じた負担と、国保税負担

の格差是正や税収増を図るため、基礎賦課分に係

る限度額の改正を行い、また、国保税の軽減拡大

としては、軽減判定所得算定額について５割軽減

対象世帯及び２割軽減対象世帯の限度額を引き上

げる改正を行いました。

当初賦課の状況は、加入者数が ６１４人で、

前年度比１６５人の減、世帯数は ６１１世帯で、

前年度比１１０世帯の減となっています。

軽減の対象は、７割が ３０７世帯、５割が６

０４世帯、２割が４６６世帯となり、全体では国

保加入世帯の６ ８パーセントにあたる ３７７

世帯となりました。

昨年度の国保の都道府県単位化から、道と市町

村が共通認識のもとで安定した運営ができるよう

努めており、今後も医療費の適正化など加入者の

負担軽減につながる取組を進め、市民の皆様が安

心できる医療保険制度を確立するため、事業の円

滑な運営に努めてまいります。

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

現在、名寄地区衛生施設事務組合で次期一般廃

棄物中間処理施設整備が検討されていることを踏

まえ、平成２５年に本市を含む同組合構成４市町

村で策定した「一般廃棄物処理広域化基本計画」

の見直し作業を本年６月から開始しています。年

度内の見直し完了に向けて、引き続き作業を進め

てまいります。

次に、消防事業について申し上げます。

本年１月から６月までの上半期における火災及

び救急・救助出動状況については、火災出動件数

は１件で、前年比４件の減となり、火災種別では、

建物火災１件で、火災による負傷者などの発生は

ありません。

救急出動件数は５２４件で、前年比２６件の減、

事故種別では、急病３６３件、一般負傷７１件、

転院搬送４０件、交通事故２１件、そのほか２９

件となっています。

救助件数は２４件で、前年比５件の増、交通事

故によるもの１０件、そのほか１４件となってい

ます。

火災予防については、４月から６月までに防火

対象物７８事業所、危険物施設２２カ所の立入検

査を実施し、法令違反の対象物・施設に改善指導
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を行っています。また、一般住宅１１５世帯と高

齢者独居住宅１７９世帯の防火訪問を実施し、住

宅防火対策の推進に努めています。なお、住宅用

火災警報器の設置率は８ ７パーセントとなって

います。

次に、防災対策の充実について申し上げます。

本年の名寄市防災訓練については、７月１８日

に「ＦＩＧ―ａなよろ『課題を見つける避難訓

練』」、７月３１日には「確実な避難のための防

災セミナー」を多くの市民や関係機関の協力によ

り実施しました。

訓練では、浸水深への理解や、参加者自らが避

難に関する様々な課題を確認するなど、自助共助

の推進に弾みがついた訓練となり、防災意識の高

揚が図られました。

次に、７月３０日から３日間、復興支援事業と

して「なよろ夏休み防災・科学スクール２０１

９」を開催し、南相馬市の児童９人のほか、本市

の児童７人が参加しました。

スクールでは、７月３１日開催の防災セミナー

に参加したほか、旭川地方気象台の予報に関する

機器を見学するなど、学習と交流を深めました。

６月１８日に発生した山形県沖を震源とする地

震では、姉妹都市である山形県鶴岡市で震度６弱

を観測し、１８人の負傷者、６６７棟の家屋損壊

などの大きな被害を受けました。

被災された皆様に心からお見舞いを申し上げる

とともに、一刻も早い復旧を強く念願するもので

す。

本市においては、７月１０日から１８日の９日

間、職員２人を派遣し、業務支援に従事してきま

した。今後とも、鶴岡市が一日も早く復旧できる

よう支援に努めてまいります。

次に、交通安全対策について申し上げます。

交通事故のない住みよいまちづくりに向け、市

民や関係団体の御理解と協力のもと、７月１１日

から「夏の交通安全運動」を１０日間実施しまし

た。期間中、関係団体・地域住民による街頭啓発、

早朝街頭パトロールやパトライト作戦、高齢者の

交通事故撲滅を目的とした「高齢者交通安全宣言

大会」を開催しました。

また、「北海道飲酒運転の根絶に関する条例」

で定める「飲酒運転根絶の日」の７月１３日には、

道の駅「もち米の里☆なよろ」において、名寄警

察署、交通安全協会などの関係機関との連携によ

り、飲酒運転防止啓発を実施し、「飲酒運転をし

ない、させない、許さない」意識の啓発を図って

まいりました。

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅の整備については、環境整備事業とし

て７月に着工した緑丘第１団地４棟８戸の外部改

修工事における８月末現在の進捗率は約４０パー

セントとなっており、１１月の完成を予定してい

ます。

また、緑丘第１及び東光団地の高齢者向け住宅

２９戸の緊急通報装置改修工事は、９月の完成を

予定しています。

北斗団地の整備は、昨年度着手した鉄筋コンク

リート造２階建て１棟１２戸の建替工事における

８月末現在の進捗率は約８５パーセントとなって

おり、駐車場整備工事をはじめとする住棟の周辺

外構整備も並行して進め、１０月の完成を予定し

ています。

９月１１日から１９日まで、市営住宅の定期募

集を行い、入居が決定していない北斗団地の新築

住宅と修繕が完了した住宅について案内し、引き

続き公営住宅を適正に管理してまいります。

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市都市計画マスタープラン見直し及び名寄

市立地適正化計画策定については、６月に「コン

パクトなまちづくりを考える市民シンポジウム」

を開催し、策定委員会のアドバイザーである北海

道大学森傑教授から「コンパクトシティと生活の

質の向上とは」と題して御講演をいただき、講演

後には１２０人を超える参加者と意見交換会を行

い、コンパクトなまちづくりについての理解を深
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めました。

７月には庁内検討委員会を４回開催し、区域内

への誘導施設や誘導施策について議論を深め、実

効性の高い計画となるよう検討を進めてまいりま

した。また、策定委員会及び都市計画審議会にお

いて素案が取りまとめられた後に答申を受ける予

定となっています。計画（案）については、市民

説明会やパブリックコメントなどを実施し、市民

理解を深めた上で、本市が２０年後、３０年後も

持続可能で安心で快適に暮らせるマチとなるよう

な計画としてまいります。

都市公園の長寿命化修繕計画に基づく施設整備

については、大橋公園の遊具更新工事は７月に完

成し、現在施工中のナナカマド公園については、

１１月中の完成を予定しています。引き続きカエ

デ公園及びえんれい公園の遊具更新工事を発注し

てまいります。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、西町西１２条通老朽管更新工事ほか

４路線、延長 ６８２メートルが完成しており、

現在は東８号線（南１０丁目～南１２丁目）老朽

管更新工事ほか１路線、延長 ３１５メートルの

整備に着手し、１０月中旬の完成を予定していま

す。

次に、下水道事業について申し上げます。

老朽化した施設の改築工事については、名寄下

水終末処理場及び風連浄水管理センターの機械設

備と電気設備の更新工事に着手し、来年２月下旬

の完成を予定しています。

公共桝取替工事については、３工区に分けて５

月下旬に着手し、合計７８カ所の取替を７月下旬

に完了しました。

また、公共下水道ストックマネジメント計画に

基づく管渠更生工事については延長１２５ｍの整

備に着手し、９月下旬に完成を予定しています。

個別排水処理施設整備事業については、農村部

において７基の合併浄化槽の整備を進めています。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めてい

る北１丁目通の改良舗装工事は９月に、南３丁目

通は１１月に完成を予定しています。

新規路線の豊栄西１２条仲通の実施設計につい

ては、来年２月に完了を予定しており、本路線の

一部については、本年１０月に改良舗装工事の発

注をしてまいります。

また、本市単独費により整備を進めている北西

９条右仲通の改良舗装工事は８月に完成し、西１

条通は９月に、風連大沼線の舗装改築工事につい

ては１１月に完成を予定しています。

次に、橋梁整備について申し上げます。

道路整備と同様に、社会資本整備総合交付金に

よる東一号橋の修繕工事は９月に、忠烈布一線橋

は１２月に完成を予定しています。また、南大橋

をはじめとした５６橋の近接目視点検は来年１月

に、風連駅跨線橋ほか２橋の実施設計については、

来年２月の完了を予定しています。

引き続き、安全安心な道路環境の整備に努めて

まいります。

次に、農業・農村行政について申し上げます。

はじめに、基盤整備については、「風連東第１

地区」をはじめ、道営事業６地区すべての工事発

注が終了しており、順調に進捗しています。

次に、主要農作物の生育状況などについて申し

上げます。

８月１５日現在の状況は、水稲では、もち米・

うるち米ともに平年並みで推移しています。

畑作物では、秋小麦・春小麦は、収穫量は平年

並みで、現在調製作業を行っています。大豆につ

いては、少雨による干ばつの影響を受け一部で生

育不良が発生し、収穫が見込めない圃場約７７ヘ

クタールが廃耕される見通しですが、全体として

は平年並みとなっています。

次に、薬用植物振興事業について申し上げます。

７月１２日に、国立研究開発法人医薬基盤・健

康・栄養研究所による「薬草植物フォーラム２０
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１９」が開催され、薬用植物に関する最新の研究

成果などが報告されました。また、これに併せて

翌１３日には、市主催による「薬草植物フォーラ

ム２０１９・市民講座」を開催し、国立研究法人

医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター長川原

信夫氏から「身近な薬用植物・生薬・漢方薬」に

ついて、株式会社アルビオン副本部長染谷高士氏

から「化粧品と薬用植物」について御講演をいた

だきました。

市民の皆様をはじめ全国から御来場をいただき、

薬用植物に取り組むまちとして広く情報発信がで

きました。

次に、農業振興センター事業について申し上げ

ます。

ＩＣＴ技術の普及に向けて、６月２７日にビニ

ールハウス内の環境制御機器や水田水位計測装置

などの展示・紹介を行いました。各種機器の特長

や作業性の確認など、情報提供の場となりました。

次に、労働力確保対策について申し上げます。

２年目を迎えた農繁期における市立大学生の農

作業従事については、アスパラガスの収穫作業に

おいて、受入農家１５戸に４７人の学生が参加し

ました。また、スイートコーンの収穫作業におい

ては、受入農家１１戸に４４人の学生が参加し、

取組を継続しています。

次に、農業担い手の育成と確保について申し上

げます。

本年度の新規就農者は、新規学卒で１人、Ｕタ

ーンで７人、合わせて８人となりました。また、

７月３１日には、名寄市農業担い手交流会が開催

され、新規就農者４人が出席し、先輩農業者、関

係機関・団体からの激励を受けるとともに交流を

深める場となりました。

次に、農業後継者対策について申し上げます。

名寄市農業後継者対策協議会主催の夏の婚活事

業が、７月１４日、１５日の２日間、本市で開催

されました。当日は、市内農業者の協力のもと農

作物の収穫並びに花束作成体験、市立天文台「き

たすばる」での星空観賞など本市の魅力を体感し、

様々な交流を行った結果、６組のカップルが成立

したところです。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。

８月１３日現在の捕獲状況は、エゾシカで昨年

度の３１０頭に対し１５頭少ない２９５頭、アラ

イグマは昨年度４月から５月までの生息調査捕獲

８５頭を含む１２３頭に対し５頭、６月以降は昨

年度の１０１頭に対し８５頭の捕獲を行ってきた

ところです。引き続き関係団体と連携し捕獲活動

など、農業被害防止に取り組んでまいります。

ヒグマ対策については、８月１３日時点の出没

情報は、昨年度の総件数４３件を上回る４５件の

報告を受けており、そのうち目撃情報は１９件で、

昨年同期の約３倍となっています。

今後、農作物の収穫やキノコ採りのシーズンを

迎えることから、ホームページによる出没状況の

情報提供を行うとともに、関係機関・団体と連携

して注意喚起を図りながら、被害防止対策に取り

組んでまいります。

次に、産業まつりについて申し上げます。

なよろ産業まつりは、８月２５日、なよろ健康

の森を会場に開催され、多くの市民の皆様に御来

場いただきました。

山形県鶴岡市や、株式会社赤福をはじめ御協力

をいただいた関係機関・団体の皆様にお礼申し上

げます。

次に、食肉センターについて申し上げます。

衛生面と作業安全の改善を図る食肉センター改

修工事については、２月に着手し、７月に完成し

ています。また、畜産処理加工施設改修工事は、

９月の完成を予定しています。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

本年度より譲与が始まる森林環境譲与税につい

ては、現在、その活用に向けた考えや取組などを

示す「基本方針」の策定を進めており、本年１０

月の公表を目指しています。
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次に、商工業の振興について申し上げます。

北海道が公表した平成３１年第１四半期（１～

３月）の上川北部地域の地域別経済動向調査の結

果では、建設業は収益低下が懸念され、製造業、

運送業は引き続き人材不足が続いています。個人

消費については、例年並みの売上に戻りつつあり、

依然として厳しい状況にありますが、地域全体の

業況としては「普通」と判断されています。

昨年度までの住宅改修等推進事業に、新たに雪

対策工事などを拡充した名寄市ずっと住まいる応

援事業については、７月末時点で１２１件の申請

があり、申請件数は昨年並みに推移しています。

拡充した移住者加算は４件、空き家加算は２件、

雪対策に係る外構工事は２件となっており、引き

続き地域経済の活性化と良質な住環境の整備を促

進してまいります。

名寄市プレミアム付商品券発行事業については、

７月下旬に対象と思われる方へ購入引換券交付申

請書を送付しており、８月１日から名寄庁舎、風

連庁舎及び智恵文支所において受付事務を実施し

ています。

購入引換券については、順次審査を行い９月初

旬より発送し、９月２４日からは名寄商工会議所、

風連商工会において商品券の販売が行われること

になっています。今後も地元紙や広報などを活用

し、事業周知を図ってまいります。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における６月末の月間有

効求人倍率は ４１倍で、前年同月比 ０７ポイ

ント上昇し、５カ月連続で前年同月を上回ってお

り、求職者に対し求人数が上回っている状況とな

っています。若年層の持続的な人材の確保がより

一層重要となっていることから、７月２９日、名

寄公共職業安定所長、上川総合振興局長、上川教

育局長と本市の４者で名寄商工会議所に対し令和

元年度新規学卒者求人要請を行ったところです。

今後も関係機関と連携して情報収集に努め、雇

用の安定及び就職活動の支援に努めてまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

７月２７日から運行が開始された、観光列車

「風っこそうや号」は、８月１７日から９月８日

の毎週土日に名寄駅の停車を含む旭川から音威子

府間を運行しています。地域の皆さまと連携・協

力し、「ニシン・カズノコ弁当」の復刻販売や記

念ポストカードの配布などにより、観光客に対す

るホスピタリティを進めています。

ひまわり観光については、本年度もひまわりボ

ランティアとして市民及び名寄高校陸上部の協力

をいただき、除草作業や環境整備を行ったほか、

観光客に向けたウェルカムカードの製作を行い、

ホスピタリティあふれる観光地づくりに努めまし

た。

道立サンピラーパークにおけるひまわり観光に

ついては、６・７月の雨量不足が影響し、生育が

予定より遅れましたが、お盆の時期には満開を迎

え、市内外から多くの方々にお越しいただきまし

た。また、８月１日から１８日の間には「なよろ

ひまわりまつり」を開催し、ひまわり案内所の設

置や各種催事、市内飲食店などと連携したスタン

プラリーに取り組み、交流人口の拡大を図りまし

た。

次に、イベント関係について申し上げます。

本市の夏を彩るイベントでは、７月２８日に天

塩川曙橋下流河川敷を会場に、「てっし名寄まつ

り」が開催されました。野外ライブや各種団体の

ステージ、さらにはフィナーレを飾る花火など、

多彩な催しが行われ、約１万５千人の来場者で賑

わいました。

第４１回を迎えた「風連ふるさとまつり・風舞

あんどんオン・エア」は、８月１３日夜、１５団

体１７基の行燈がＪＲ風連駅前通り特設会場を練

り歩き、帰省者や多くの市民が夏の風物詩を堪能

しました。

次に、学校教育について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、４

月１８日に行われた平成３１年度全国学力・学習
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状況調査の結果が７月下旬に提供されたことを受

け、市内各校において２学期以降の子どもの教育

指導の改善策を講じる取組を進めています。

今後は、名寄市教育改善プロジェクト委員会の

教育研究（研修）の充実に関する研究グループと、

教育指導の充実に関する研究グループにおいて、

授業研究を通して授業改善の取組を進めてまいり

ます。

豊かな心を育てる教育の推進については、７月

２３日に風連中学校において、いじめの根絶に向

けた「名寄市小中高いじめ防止サミット」を開催

しました。

同サミットでは、いじめを許さない意識と態度

を育むため、全小・中学校、高等学校の児童会・

生徒会の代表者が一堂に会し、子どもたちが評価

しやすいように改善を加えた、改訂版「名寄市小

中高いじめ防止宣言」を新たに採択しました。

また、採択された「いじめ防止宣言」と自校の

取組状況を照らし合わせながら、各学校のいじめ

根絶に向けた取り組みの良さや工夫しなければな

らない点などについて話し合いました。

さらに、「いじめ防止標語」を募り、優秀な作

品についてはポスターを作成し、市内の各学校の

ほか公共施設などに掲示し、地域全体でいじめ防

止に向けた取組を進めています。

健やかな体を育てる教育の推進については、７

月上旬までに市内の全小・中学校において、「全

国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施しま

した。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会の教

育研究（研修）の充実に関する研究グループが中

心となり、５月２８日に名寄西小学校を会場に、

新体力テスト実施に向けた実技研修会を行いまし

た。

研修会では、本市の児童生徒の体力における課

題となっている「走力」を高めるため、Ｎスポー

ツコミッションと連携を図り、民間のトレーナー

を講師に招いて、短距離走の合理的な動作のポイ

ントなどについて研修を深めました。

今後は、各学校及び教育改善プロジェクト委員

会が、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」

の結果を分析し、児童生徒の体力などのより一層

の向上に向けて、体育指導などの充実を図る取組

を進めてまいります。

特別支援教育の推進については、北海道教育委

員会のスクールソーシャルワーカー活用事業によ

り、スクールソーシャルワーカーを学校に派遣し、

困り感を抱えている児童生徒に対する適切な支援

のあり方についての協議と研修を行いました。

信頼される学校づくりの推進については、６月

７日に名寄西小学校で第１回学校運営協議会を開

催しました。これをもって、市内すべての学校が

コミュニティ・スクールとなりました。

今後は、地域と学校が連携・協働して子どもた

ちの成長を支えていく活動を推進するため、学校

運営協議会と地域学校協働本部などが一体となっ

て活動体制を整備してまいります。

次に、学校施設の整備について申し上げます。

風連中央小学校の改築については、本年度、旧

校舎などの解体と屋外運動場の整備などを行い全

体事業が終了することになります。

工事は６月末から着手しており、来年３月１９

日の完成に向け、安全対策に配慮しながら取り進

めていきます。

旧下多寄小学校の校舎・屋内体育館などの利活

用については、かねてより要望があった下多寄町

内会、社会福祉法人陽だまりの会の両団体で活用

することになりました。

校舎は主に陽だまりの会が利用し、広々とした

環境の中で生活介護の活動や、名寄市指定ごみ袋

の製造事業に取り組む障がい者就労施設として活

用する予定です。また、校舎の一部は旧下多寄小

学校の資料の保管場所として町内会が利用するこ

とになります。

屋内及び屋外運動場は、主に町内会が地域振興

のために行うイベントの開催などでの利用が見込
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まれています。

また、敷地内にある４棟の教員住宅のうち、３

棟は経年劣化が激しく居住には適さないことから、

比較的建物の状態が良い１棟について、地域から

学校の閉校により地域振興やコミュニティを担う

教職員が居なくなることから、下多寄地区出身者

で地域振興に協力をいただける方を入居させたい

との要望を受け、現在貸付を行っています。

学校給食センターでは、老朽化が進んでいた蒸

気ボイラー及び蒸気回転釜、食缶洗浄機、フード

スライサーについて夏休み期間中に更新を実施し、

２学期から供用を開始しています。

今後も計画的な施設設備などの更新により、安

全安心な給食を提供してまいります。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学への理解を深め、進路決定の参考

としていただくため、７月２０日と８月１８日に、

高校生と保護者を対象にオープンキャンパスを開

催しました。２回合わせて高校生４２３人、保護

者３８３人の参加があり、昨年と比較して高校生

で１９人の増となりました。

また、令和３年度入学者から入試制度が変更と

なることから高校３年生及び１・２年生に分けた

ガイダンスを行ってきています。

なお、３回目のオープンキャンパスは１０月１

９日の開催を予定しています。

特別支援学校教諭免許状の取得向上に向けての

取組として、北海道教育委員会が主催し、名寄市

立大学が指導大学として実施している免許法認定

講習が、７月２９日から１２日間にわたり本学に

て開催されました。道内では、北海道教育大学が

指導大学となって実施した３会場と合わせて４会

場で実施されています。名寄会場では、市内の学

校などから参加した２４人をはじめ、合計８５人

が受講し、先進的な教育理論や教育実践の講義に

熱心に取り組みました。

次に、市立図書館について申し上げます。

夏休みの企画として、「一日司書体験」「夏の

工作」など、子ども向けの行事を開催し、参加し

た多くの子どもたちが図書館に対する興味や関心

を高めることができました。

８月１日から２５日まで、小学生から幅広い世

代にわたって楽しめる場をつくることを目的に、

「これも学習マンガだ！」学べるマンガ展を開催

しました。世界に認められているマンガを通して、

本を読むことが苦手な若い世代に興味を持っても

らい、読書意欲を引き出すことができました。

８月には、４１回目となる文学講座を開催しま

した。新元号「令和」が制定されたことにちなん

で、「令和の出典 萬葉集 その心の歌」をテー

マとしました。万葉集の時代に生きた人々の心を

映した古典文学の世界に触れていただきました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

７月２０日に、星と音楽の集い実行委員会によ

る「きたすばる・星と音楽の集い２０１９」が開

催され８６０人が参加しました。人類の月面着陸

５０周年に合わせた月にまつわる企画や、子ども

たち向けに、星の絵本の読み聞かせや工作を行い

ました。あいにく天候は曇り模様でしたが、講演

会やプラネタリウム内でのライブなど、多くの来

館者に好評を得ました。

また、ペルセウス座流星群の観望会は、８月１

２日は雨天のため中止になりましたが、翌１３日

には天候に恵まれ、２２５人の来館者が流れ星を

楽しみました。

環境省では、昨年度より「夜空の明るさ調査」

を実施していますが、なよろ市立天文台は、今年

の冬に行われた調査で、引き続き「天の川が良く

見える地域」となりました。今後も良好な天体観

測環境を維持するため、光害防止についての啓発

を行ってまいります。

また、良好な星空環境を観光に生かす、宙ツー

リズムが脚光を浴びていますが、宙ツーリズムを

紹介する書籍に、当天文台が北海道の星空スポッ

トとして掲載されたことから、今後も来館者の拡

大に向けたＰＲをしてまいります。
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次に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭教育支援講座「親子ふれあい体操」が、７

月３日に市民文化センターで開催され、４３人の

参加者は楽しく体を動かしながら、コミュニケー

ションを深めました。

また、家庭教育学級２学級の合同研修会「親子

でるんるん♪バルーンアート教室」が、７月２４

日に市民文化センターで開催され、参加した５０

人の親子は、バルーンをコミュニケーションツー

ルとして親子の触れ合いを深めました。

次に、スポーツの振興について申し上げます。

スポーツ施設の整備では、名寄市Ｂ＆Ｇ海洋セ

センターにおいて、開設準備中の５月２０日に１

日当たり約６０トンの漏水が確認されました。調

査したところ、ろ過装置から水槽に繁がる給水管

のつなぎ部分の腐食が原因と判明したことから、

緊急に修繕を行い、予定より１６日遅い６月９日

に開設したところです。

また、ピヤシリシャンツェにおいても、サンピ

ラー国体記念サマージャンプ大会に向けた準備中

に、スピードメーター及びスタートシグナルなど

のジャンプ競技システムの一部が正常に作動しな

かったことから、部品の取替修繕などを行ったと

ころです。

スポーツ振興事業では、「第６７回なよろ憲法

記念ハーフマラソン大会」を２５年振りに憲法記

念日の５月３日に開催しました。

本大会には７４６組の申込みをいただき、一部

公道の使用や商品割引券の配布など、ランナーの

満足度を上げる取組や、地域経済への波及効果を

高めるため新たな取組を行いました。

また、スポーツの価値を広く知っていただくた

め「まちづくり・人づくり」をテーマに２回のス

ポーツ講演会を実施しました。

講師には日本パラリンピアンズ協会の会長でパ

ラリンピック金メダリストの河合純一氏や、本市

出身で現役プロバスケットプレーヤーの大塚裕士

氏をお招きし、スポーツが持つ力を活かしたまち

づくりや、夢を持つことの大切さなどを、子ども

たちに伝えていただきました。

スポーツ合宿の誘致では、７月２８日に開催さ

れたサンピラー国体記念サマージャンプ大会の直

前合宿や、２０２２年北京オリンピックに向けた

強化合宿に中国吉林省体育局雪上運動管理センタ

ー所属のノルディック複合チームが訪れるなど、

海外からの冬季スポーツ合宿へのニーズが徐々に

高まってきています。

今後は、Ｎスポーツコミッションや各競技団体

のネットワークを活かし、情報収集を行いながら、

夏季合宿の環境づくりも進めてまいります。

ジュニアの育成については、本年度から本格的

に市内小中学校の体育授業にスポーツトレーナー

を派遣し、子どもたちの運動能力を高める取組を

実施していますが、これまで４つの小学校で活用

いただいています。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会に、

スポーツトレーナーを派遣し、先生方に対して走

力を高めるための講習会も実施しながら、ジュニ

ア育成のすそ野を広げる取組を行いました。

今後は、少年団や部活動などからのニーズに合

わせてスポーツトーレナーの派遣を行い、ジュニ

ア選手の基礎的な体力及び運動能力向上を支援し

てまいります。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

名寄市子ども会育成連合会と共催のリーダー育

成事業「わくわく！体験交流会」では、２０人の

小中学生が登録し、野外キャンプやネイパル深川

での宿泊研修など、全８回中３回の体験活動を行

いました。

また、野外体験学習事業「へっちゃＬＡＮＤ２

０１９」では、３７人の小中学生が３泊４日の野

外での団体活動を通じて、仲間同士互いに協力し

合って物事に取り組むことができるようになるな

ど、たくましく成長しました。

東京都杉並区との小学生体験交流では、親善大

使となる小学４年生から６年生を対象に、本市か
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ら２２人、杉並区から２５人の児童が参加しまし

た。それぞれの地域で３泊４日の集団生活を通し

て、文化や自然環境の違いなどを学びながら交流

を深めました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

７月３０日に名寄警察署の協力を得て、北海道

青少年健全育成条例に基づき、青少年に対して有

害となる図書・ＤＶＤ・刃物などの販売状況の確

認やカラオケボックスにおける青少年深夜入場禁

止の指導状況、携帯電話販売店へフィルタリング

機能の利用促進についての調査などを行うため、

市内３３店舗の訪問指導を行いました。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

市内で鑑賞することができない文化芸術に接す

ることで、市民の文化芸術活動への関心を高める

ことを目的に実施している文化芸術鑑賞バスツア

ーについては、本年度は３回のツアーを計画して

おり、７月には２回目のツアーが実施され、３３

人の市民が劇団四季のミュージカルや北海道立美

術館の芸術作品を鑑賞しました。

引き続き、質の高い優れた文化芸術鑑賞の機会

を提供できるよう、事業の充実に努めてまいりま

す。

また、本年度から１日開催となった、夏を締め

くくる盆踊り大会は、８月１４日に開催され、仮

装盆踊りに個人１９人、団体１０チームが参加す

るなど、約 ２００人の人出で賑わいました。

次に、北国博物館について申し上げます。

７月５日から８月２５日の期間中、特別展「キ

タキツネとエゾタヌキ」を開催しました。昔話な

どで誰もが幼少の頃から知っている身近な小動物

の生態を紹介するとともに、先史時代の遺跡から

キタキツネの歯を利用した装身具が出土した事例

や、アイヌ民族の狩猟法と衣類や食材としての利

用法などを紹介しました。８月１７日には幌延町

在住の動物写真家・富士元寿彦氏を講師に迎え、

講演会を開催し２２人が参加し、写真家の視点で

見て感じたキツネとタヌキの生態についてお話い

ただきました。

８月１３日には、夏休み体験講座「コウモリ観

察会」を開催し１７人の参加者がありました。本

年度も旭川市のオサラッペコウモリ研究所代表の

出羽寛氏を講師に迎え、館内での座学と野外観察

や捕獲調査を体験し、名寄公園一帯の自然の豊か

さを実感したところです。

最後に、株式会社名寄振興公社について申し上

げます。

第２回定例会最終日に御報告したとおり、同社

の経営状況については再精査が必要となっていま

した。その後、同社において精査を進めてまいり

ましたが、この度、調査を終え、平成２８年度及

び平成２９年度事業決算の修正及び、平成３０年

度事業報告の再提出を受けるとともに、経営改善

計画が提出され、本日、報告第４号で報告させて

いただきます。

本件については、市民の皆様、議員の皆様、そ

して関係する多くの方々に多大な御心配、御迷惑

をおかけしておりますことを、心からお詫び申し

上げますとともに、市民の皆様に御利用いただく

施設や冬季スポーツ拠点化の核となる施設の運営

を継続することを最優先に、市として最大限の努

力をしてまいりますので、御理解をいただきます

ようお願い申し上げます。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第１号

名寄市廃校体育施設の設置及び管理に関する条

例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市廃校

体育施設の設置及び管理に関する条例の制定につ
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いて、提案の理由を申し上げます。

本市は、市民の文化及びスポーツ活動の普及振

興を図るため名寄市立学校施設開放利用条例を制

定し、学校施設を学校教育に支障のない範囲で開

放しておりますが、廃校となる学校の増加に伴い

利用可能な屋内運動場が減少している状況でござ

います。屋内運動場は利用希望が多く、特に冬季

においては夏季に屋外で活動している団体が屋内

運動場での活動を希望されるため、開放校によっ

ては飽和状態となっております。このような状況

を踏まえ、廃校となった屋内運動場のうち当面利

用可能な施設について、市民のスポーツ及びレク

リエーション活動の場を確保することを目的とし

て本条例を制定しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

議案第１号は、総務文教常任委員会へ付託いた

します。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第２号

名寄市下水道事業及び名寄市個別排水処理施設

整備事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市下水

道事業及び名寄市個別排水処理施設整備事業の地

方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について、提案の理由を申し上げます。

計画的な経営基盤の強化と財政マネジメントの

向上に取り組むため、公営企業会計を適用してい

ない下水道事業等に対して総務省から公営企業会

計の適用の推進についての要請があり、本市にお

いても平成28年度から関係事業について詳細に検

討を行い、下水道事業及び個別排水処理施設整備

事業についてより的確に財政マネジメントの向上

に取り組むために公営企業会計を適用し、貸借対

照表や損益計算書の作成等を通じて経営、資産等

を正確に把握するため同事業について地方公営企

業法を適用するため、本条例を制定しようとする

ものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第３号

指定管理者の管理期間の見直しに伴う関係条例

の整備に関する条例の一部改正についてを議題と

いたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３号 指定管理者

の管理期間の見直しに伴う関係条例の整備に関す

る条例の一部改正について、提案の理由を申し上

げます。

本件は、本年６月３日に公布をいたしました本

条例において施行期日が適正に施行されないこと
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がわかったために、新たに経過措置を設けること

により条例施行前に指定した指定管理者の管理期

間については従前どおりとし、条例施行後に指定

する指定管理者の管理期間から改正後の規定を適

用するよう条例の一部を改正しようとするもので

ございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第４号

名寄市印鑑条例の一部改正についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 名寄市印鑑

条例の一部改正について、提案の理由を申し上げ

ます。

住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令

により、本年１１月５日から住民基本台帳におい

て旧氏の併記が可能となります。このことにより、

旧氏の印鑑登録を可能とするため、本条例の一部

を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第５号

名寄市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部

改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 名寄市災害

弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。

本件は、災害弔慰金の支給等に関する法律の一

部を改正する法律が本年６月７日に公布をされた

ことに伴い条項ずれが生じたことから、本条例の

一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 議案第６号

名寄市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 名寄市職員

の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。

本件は、市立大学教員が行う大学入試センター

試験に関する業務と入試問題作成及び点検業務を

特殊勤務と位置づけ、両業務に従事をする教員に

特殊勤務手当を支給するために本条例の一部を改

正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議案第７

号 名寄市立大学の授業料等徴収条例の一部改正

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 名寄市立大

学の授業料等徴収条例の一部改正について、提案

の理由を申し上げます。

本件は、高等教育の無償化制度の実施に伴い、

令和２年度からの給付型奨学金の拡大にあわせて

国が示す基準により各大学において入学料及び授

業料の減免が行われますが、本学には入学料の減

免規定がないため、本条例の一部を改正しようと

するものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 議案第８

号 名寄市立大学奨学金給付条例の一部改正につ

いてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 名寄市立大

学奨学金給付条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

本条例は、名寄市立大学に在学をしている学生

で、経済的理由のために修学困難と認められる者

に名寄市立大学奨学金を給付することにより学習

を奨励し、有為な人材の育成に資することを目的

として平成３０年に制定をされ、平成３１年４月

に施行されました。本件は、学生確保の観点から

給付対象者を現行の２年次から４年次までとして

いたものから１年次の学生を加えるため、本条例

の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 議案第９

号 名寄市総合福祉センター条例の一部改正につ

いてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 名寄市総合

福祉センター条例の一部改正について、提案の理

由を申し上げます。

名寄市総合福祉センターの会議室は、福祉関係

者の利用を目的としており、一般利用者が利用す

ることを前提としておらず、利用料金等を定めて

おりませんでした。しかしながら、会議室の空き

時間を有効利用する観点で一般利用者にも開放す

ることを目的に利用料金等を定め、あわせて施設

の利用に関する必要な事項を明記するとともに、

文言整理等を行うために本条例の一部を改正しよ

うとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１３ 議案第１

０号 名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部

改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 名寄市特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部改正について、

提案の理由を申し上げます。
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本件は、国が定める特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準で市町村長

が認めた場合に特定地域型保育事業者の連携施設

の確保義務が緩和するなど内閣府令の一部改正に

伴い、本条例の一部を改正しようとするものでご

ざいます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ２点ほど確認をさせ

ていただきたいと思います。

今回の幼児教育への保障ということで、３歳以

上の保育料を無料にしていくということになって

いるかと思うのですが、その反面副食費を実費徴

収するというふうな中身になっています。それで、

１つ確認をしたいのですが、今名寄は国が定めた

段階よりも数を多くして利用者の負担を軽減する

ように取り組んできたわけですけれども、そうし

た中で今回国のほうから支援をいただくというこ

とになると、市独自で行ってきた支援の部分がど

のくらいの費用があったのかお知らせをいただき

たいと思います。というのは、独自に保育料の助

成をしている市町村の中では、この部分を活用し

て給食費に充て、保育料が無料になるのですけれ

ども、副食費の部分が実費になるということで、

その無料になる部分を副食費の支援に回そうとい

う自治体もあるというふうに聞いているのですけ

れども、名寄市の場合その辺についてどのように

お考えなのかお聞かせをいただきたいと思います。

もう一点は、そういうことで今までは保育料に

あわせての副食費だったのですけれども、今回別

で払わなければならないということであります。

滞納者が出た場合、今回児童手当から差し引くこ

とも可能というふうに国のほうから言われている

かというふうに思うのですが、その部分について

保護者の方々としっかりと合意を得ながらしてい

くことが必要かなというふうに思うのですけれど

も、その部分どのように取り計らっていこうとさ

れているのか確認をさせていただきと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 無償化に伴って

１つは独自削減、これまでやっていた部分を含め

て財源をどのように活用するかというような御質

問だというふうに思います。前の川村議員からの

御質問も前回もあったかと思いますけれども、ほ

かの自治体においても独自削減分、３歳以上の無

償化によって国から臨時交付金なり交付税で補填

されるということで、これまで使用していた分が

一般財源からの支払いが減るということで、一般

財源が確保できる状況にあるかというふうに思っ

ています。それにつきましては、現在市長ローリ

ングも含めて行っていますけれども、これまで言

われていました乳児医療であったり、保育所の改

築であったり、今子ども・子育て支援計画のアン

ケート調査においても遊び場の確保が優先的に出

されている。そういった数多くの要望が出されて

いる中で、市のほうでどういった財源をいかに有

効に活用していくかということで議論をしている

ところであります。当面におきましては、副食費

におきましてはこれまで保育料とあわせて徴収し

た分については実費で徴収することになっていま

すので、この条例の改正のとおり副食については

実費で徴収をしていきたいというふうにも考えて

います。先ほど申し上げましたように、財源につ

きましては今後も議会の御意見もいただきながら、

有効に活用できるように子育て支援に努めてまい

りたいというふうに考えているところであります。

あと、児童手当の関係ですけれども、これは滞

納の分についてはどのように対応していくかとい

う部分につきましては、きちんと保護者ともお話

をしながら対応については慎重に取り扱っていき

たいというふうに考えておりますので、御理解を

お願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。
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〇１０番（川村幸栄議員） 子育て支援に対する

アンケートもとられて、皆さんからいろんな声が

寄せられているところでありますが、この国から

の支援の分の財源についての活用は今後検討する

ということでしたけれども、保護者の皆さん方の

意見をよく聞いていただいて、活用していただき

たいと思いますし、先ほど滞納された方々からの

育児手当を活用してということなのですけれども、

それはやはり保護者の方によく納得していただく

中でしてもらうということが必要かなと思います。

中には保育所に入所するときの契約の中で一文が

入っていて、それを認めなければならないような、

そういったところもあるやに聞いていますので、

そういったことのないように確実に保護者と面談

して、理解をしていただくということを強く求め

て終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１４ 議案第１

１号 名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 名寄市家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について、提案の理由を申し

上げます。

本件は、国が定める家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準で連携施設に関して確保が困

難で必要な支援ができると認めるときは、家庭的

保育事業者に連携施設を確保しないことができる

期間をさらに５年間延長する厚生労働省令が改正

されたことに伴い、本条例の一部を改正しようと

するものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１５ 議案第１

２号 名寄市保育所に関する利用者負担額等を定

める条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 名寄市保

育所に関する利用者負担額等を定める条例の一部

改正について、提案の理由を申し上げます。
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本件は、子ども・子育て支援法の一部改正によ

り３歳から５歳の全ての子供の利用料が無償化を

され、またゼロ歳から２歳の子供についても住民

税非課税世帯の利用料が無償化されることに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１６ 議案第１

３号 名寄市水道事業給水条例の一部改正につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 名寄市水

道事業給水条例の一部改正について、提案の理由

を申し上げます。

水道法施行令におきまして指定給水装置工事事

業者の指定要件を定めておりますが、水道法の一

部改正に伴い、工事事業者の指定に関して更新制

が追加をされ、また本条例で引用する水道法施行

令に条項ずれが生じたことから、本条例の一部を

改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１７ 議案第１

４号 名寄市立総合病院食堂等使用料徴収条例の

一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 名寄市立

総合病院食堂等使用料徴収条例の一部改正につい

て、提案の理由を申し上げます。

本件は、消費税及び地方消費税の税率の改正に

伴い、市立総合病院内で使用許可をしている食堂

等の利用料の額を改めるために本条例の一部を改

正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１８ 議案第１

５号 名寄市有給吏員退隠料等支給条例の廃止に

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１５号 名寄市有

給吏員退隠料等支給条例の廃止について、提案の

理由を申し上げます。

本件は、本条例の適用を受けた旧名寄町の元職

員とその遺族に対し退隠料または遺族扶助料を支

給をしておりましたが、支給対象者が死亡し、ま

た今後も適用を受ける職員がいないため、本条例

を廃止しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１９ 議案第１

６号 名寄市特別用途地区建築条例の廃止につい

てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１６号 名寄市特

別用途地区建築条例の廃止について、提案の理由

を申し上げます。

本条例は、特別工業地区において建築基準法の

制限に加えて大規模集客施設の建築を制限するも

のでございますが、建築基準法が工業地域におけ

る大規模集客施設についても建築を制限するもの

に改正をされたことに伴い、本条例により制限を

かける必要がなくなったために廃止をしようとす

るものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２０ 議案第１

７号 財産の取得についてを議題といたします。
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提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１７号 財産の取

得について、提案の理由を申し上げます。

本件は、戸籍システム共同利用型機器のＯＳの

サポートが終了することに伴い更新をしようとす

るものであり、本年８月２日に物品等審議委員会

での審議を経て、同月１９日に見積もり合わせを

実施をし、 １７０万円で株式会社ＨＤＣに決定

をいたしました。これに消費税及び地方消費税２

１７万円を加え、 ３８７万円で契約を締結しよ

うとするものでございます。

なお、本件に係る経費につきましては、北海道

市町村備荒資金組合の譲渡事業を活用し、取得す

るものでございます。

名寄市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、

予定価格が ０００万円以上であるため議会の議

決を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２１ 議案第１

８号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第３

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１８号 令和元年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正をしようとするものでありまして、歳入歳

出それぞれ ７１８万 ０００円を追加し、予算

総額を２０８億 ６７２万 ０００円にしようと

するものでございます。

補正の主な内容を歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして北海道鉄道利用促進環境整備

負担金１０８万 ０００円の追加は、北海道がＪ

Ｒ北海道に対し交付する北海道鉄道利用促進環境

整備交付金に係る市町村支援金として、宗谷本線

活性化推進協議会に負担金を支出しようとするも

のでございます。

３款民生費におきまして子ども・子育て支援運

営事業費 ３２９万 ０００円の追加及び１０款

教育費の子ども・子育て支援運営事業費 ０１３

万 ０００円の追加は、本年１０月１日から実施

となる幼児教育、保育の無償化に伴い各認定こど

も園や幼稚園に対し施設型給付費負担金を追加し

ようとするものでございます。

４款衛生費におきまして公衆浴場解体費助成金

２６２万 ０００円の追加は、先月廃業された日

の出湯の浴場解体に対しその一部を助成しようと

するものでございます。

６款農林業費におきまして森林整備等振興基金

積立金 １５２万 ０００円の追加は、今年度譲

与される森林環境譲与税についてその全額を基金

に積み立てしようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。

２款地方譲与税におきましては、森林環境譲与

税 １５２万 ０００円を追加しようとするもの

でございます。
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１１款地方特例交付金 ９１４万 ０００円の

追加は、幼児教育、保育の無償化の実施に伴い保

育料が減額となることから、その減額分について

国の子ども・子育て支援臨時交付金を追加しよう

とするものでございます。

また、このほか事業費の追加などに伴う特定財

源の調整のほか、収支の調整については前年度繰

越金で実施をしようとするものでございます。

次に、第２表、地方債補正では、臨時財政対策

債について限度額を変更しようとするものでござ

います。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきましては総務部長より説明させますの

で、よろしく御審議くださいますようお願いを申

し上げます。

〇議長（東 千春議員） 追加説明を中村総務部

長。

〇総務部長（中村勝己君） それでは、一般会計

の補正予算につきまして市長より申し上げた分の

重複を避けて追加説明をさせていただきます。

初めに、歳出から説明させていただきます。議

案第１８号の１２ページ、１３ページをお開きく

ださい。

２款総務費、１項１目秘書管理事業費の山形県

沖地震災害見舞金５０万円の追加は、６月１８日

に発生しました山形県沖地震により多大な被害が

生じている山形県鶴岡市に対し支援をしようとす

るものであります。

３款民生費、１項６目老人福祉費の地域介護・

福祉空間整備等施設整備補助金 ００９万 ００

０円の追加は、認知症高齢者グループホームの大

規模改修や非常用自家発電設備の整備に対し補助

しようとするもので、財源としてその全額を国庫

支出金で計上しております。同じく３款１項６目

老人福祉費の介護人材就労定着支援事業補助金６

４万 ０００円の追加は、実務者研修に係る受講

者の増などにより予算を追加しようとするもので

あります。

１４ページ、１５ページをお開きください。同

じく３款民生費、２項５目児童母子等給付費の未

婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付

金３５万円の追加は、児童扶養手当の受給者のう

ち未婚のひとり親の方に対し今年度の臨時特別措

置として給付金を支給しようとするものであり、

財源としてその全額を国庫支出金で計上しており

ます。

１６、１７ページをお開きください。６款農林

業費、１項２目農業振興費の強い農業・担い手づ

くり総合支援交付金４７５万 ０００円の追加は、

産地の収益力強化と担い手の経営発展を推進する

ため、必要な農業用機械や施設の導入に対し補助

しようとするもので、財源として全額を道支出金

で計上しております。

８款土木費、２項３目道路除雪費の市道除雪・

排雪対策事業費６５８万 ０００円の追加は、北

海道の労務単価の増に伴い市道排雪事業委託料な

どについて予算を追加して対応しようとするもの

であります。

１８、１９ページをお開きください。１０款教

育費、７項２目体育施設費の体育施設管理運営一

般行政経費５８万 ０００円の追加は５月に発見

された名寄市Ｂ＆Ｇ海洋センターの漏水に対する

調査手数料の追加、また体育施設整備事業費の５

９３万 ０００円の追加はピヤシリシャンツェジ

ャンプ競技システムの改修やピヤシリフォレスト

ろ過装置交換工事の実施に伴う予算の追加であり

ます。

次に、歳入について申し上げます。戻っていた

だきまして、８ページ、９ページをお開きくださ

い。１８款財産収入、１項１目財産貸付収入の母

子里牧場採草地貸付収入２３万 ０００円の追加

は、長年未利用地となっていた母子里牧場の採草

地について貸し付けを実施し、有効活用を図ろう

とするものであります。

１９款寄附金の１４万 ０００円の追加は、７

月末までにいただいた寄附金の状況を鑑み、予算
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を追加しようとするものであります。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それでは、１３ペー

ジ、総務費、企画振興費の北海道鉄道利用促進環

境整備負担金１０８万 ０００円にかかわって少

し確認をさせていただきたいと思います。

実は、土曜、日曜と旭川で北海道の中の女性議

員の研修会が行われました。私も参加させてもら

って、全道各地から女性議員がたくさん参加して

いただいたのですけれども、話題はどこから来た

のからどうやって来たのということであります。

もう不便で、不便で。開会の時間もそういったこ

とも加味しながら日程を調整していただいていた

ところなのですけれども、遠く根室から来られる

方は飛行機で来たそうです。ということで、利用

促進負担金ですから、そういった部分で本当に昔

はこここういうふうに通っていたのだけれども、

今は全くないというような話で持ち切りでありま

した。そういった部分でいうと、なかなか利用促

進のためのこのお金を出すというところの理解が

しにくいかなというふうに思っています。この部

分で市民へどのように報告といいますか、御説明

をされていこうとされているのか。また、これは

公共交通でありますから、しっかりと国や道へ求

めていくことも必要だと思いますが、今後どのよ

うに取り組まれていこうとしているのかお知らせ

をいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ただいま御質問

いただきましたけれども、この今回補正をさせて

いただく金額の意味といいましょうか、こちらは

北海道が取りまとめる北海道鉄道利用促進環境整

備交付金、こちらの協力として今回対象になって

いた各線区ごとに依頼が来て、一体となって取り

組んでいこうという流れでの今回の負担金の補正

予算でございます。確かに議員おっしゃっていた

だいたとおり、現状、本当に昔から見るとなかな

か不便な部分も実際にあって、ダイヤがなかなか

なかったりですとかあるのですけれども、この部

分については宗谷線、名寄市単体でどうのこうの

ということではなくて、やはり北海道の鉄道網を

どういった形で残していくのかという議論が非常

に大切で、そのためにはまずはしっかりと各線区

が利用しやすい、さらに現状以上に利用しやすい

ような環境をいかにつくっていって、今まで以上

に市民の皆さんたちに少しでも使っていただける

ような環境を用意していくのかというのが非常に

大事なのかなというふうに考えております。

今回北海道が提案している交付金についてです

けれども、ここは今年度、来年度、２年間にかけ

てＪＲに対しては車両設備、停車場設備、駅です

ね。それから、防護設備といったような鹿柵です

とか、そういったものにしっかりと使って、環境

を向上してくださいという目的で今回はみんな一

体となって協力していくということですので、実

はここを名寄が１０８万 ０００円と補正出させ

ていただきましたけれども、この部分がきれいに

名寄のために使われるかというと、そういったお

金ではないのも事実であります。しかしながら、

駅のワイファイの設備であるとか、そういったも

のも各線区ごとにＪＲが前向きに今後２年間で投

資していくというお話ですので、ここについては

しっかりと前向きに捉えて、市民の皆様方も少し

でも利用していただけるような環境になるという

ことで前向きに捉えて考えていきたいというふう

に思っておりますし、市民説明につきましては今

お話しさせていただいたような内容をこの補正予

算議決いただきましたら、実は来月号の広報等で

既に枠はとらせていただいておりますので、そち

らのほうで我々の中で説明できる限りのことを書

かせていただいて、説明をさせていただければと

いうふうに考えておりますので、よろしくお願い
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いたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） もちろん宗谷線、名

寄駅だけに使ってよというふうには思っていませ

んで、先ほどもお話ししましたように全道から来

られた皆さんがそれぞれ口々に言っていたのがそ

ういった現状であると。やっぱり北海道の中の交

通網の不便さを非常に、首都圏は便利になってい

るかと思いますけれども、一歩ちょっと離れると

旭川でさえもいろんなところから来るのが大変だ

という現状を私は目の当たりにして、そういった

部分でまた積極的にＪＲももちろんですけれども、

国や道へ要望を届けていただきたいと、そのこと

を強く求めて終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１８号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２２ 議案第１

９号 令和元年度名寄市国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１９号 令和元年

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれに２３０万 ０００円を減額し、予

算総額２９億 ７４６万 ０００円にしようとす

るものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。３款国民

健康保険事業費納付金におきまして国民健康保険

事業納付金の確定に伴い、２７２万 ０００円を

減額しようとするものでございます。

４款保健事業費では、人件費の増に伴い４１万

０００円を追加しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１款国民健

康保険税におきまして当初賦課の決定による増収

の見込みから ２４１万 ０００円を追加しよう

とするものでございます。

また、２款道支出金におきまして保険給付費等

交付金４１万 ０００円を追加しようとするほか、

４款繰入金で国民健康保険支払準備金基金繰入金

を ５１３万 ０００円減額をし、収支の調整を

図ろうとしようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１９号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１９号は原案のとおり可決され

ました。



－29－

令和元年９月２日（月曜日）第３回９月定例会・第１号

〇議長（東 千春議員） 日程第２３ 議案第２

０号 令和元年度名寄市介護保険特別会計補正予

算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２０号 令和元年

度名寄市介護保険特別会計補正予算について、提

案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれに ２２９万 ０００円を追加し、

予算総額を２６億 ２４３万 ０００円にしよう

とするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款総務

費におきましてマイナンバー制度における情報連

携に伴うシステムの改修及び介護報酬改定に伴う

システムの改修に要する費用のため８５万 ００

０円を追加しようとするものでございます。

６款諸支出金におきまして平成３０年度介護給

付費負担金等の精算に伴う返還金などとして １

４３万 ０００円を追加しようとするものでござ

います。

次に、歳入について申し上げます。４款国庫支

出金におきましてシステム改修に係る国庫補助と

して４９万 ０００円を追加し、８款繰入金にお

きまして一般会計繰入金の事務費繰入金を３６万

０００円追加しようとするものでございます。

また、９款繰越金におきまして １４３万 ０

００円を追加し、収支の調整を図ろうとするもの

でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第２４ 議案第２

１号 平成３０年度名寄市一般会計決算の認定に

ついて、議案第２２号 平成３０年度名寄市国民

健康保険特別会計決算の認定について、議案第２

３号 平成３０年度名寄市介護保険特別会計決算

の認定について、議案第２４号 平成３０年度名

寄市下水道事業特別会計決算の認定について、議

案第２５号 平成３０年度名寄市個別排水処理施

設整備事業特別会計決算の認定について、議案第

２６号 平成３０年度名寄市食肉センター事業特

別会計決算の認定について、議案第２７号 平成

３０年度名寄市後期高齢者医療特別会計決算の認

定について、議案第２８号 平成３０年度名寄市

立大学特別会計決算の認定について、議案第２９

号 平成３０年度名寄市病院事業会計決算の認定

について、議案第３０号 平成３０年度名寄市水

道事業会計決算の認定について、以上１０件を一

括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２１号から議案第

３０号までの平成３０年度名寄市一般会計決算、

各特別会計決算、病院事業会計決算及び水道事業

会計決算の認定について、一括して提案の理由を

申し上げます。

各会計の決算につきましては、議案第２１号か

ら議案第２８号までは令和元年５月３１日、議案

第２９号及び議案第３０号は平成３１年３月３１

日をもってそれぞれ出納を閉鎖し、決算を行いま
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したので、地方自治法第２３３条第３項及び地方

公営企業法第３０条第４項の規定により議会の認

定に付すものでございます。

なお、細部につきましては別途御説明をさせて

いただきますので、よろしく御審議くださいます

ようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議案第２１号外９件については、本会議質疑を

省略し、全議員をもって構成する決算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査したいと思

いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２１号外９件については、全議

員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することに決定いたしまし

た。

ただいまの決定に基づき、決算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２５ 議案第３

１号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第４

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３１号 令和元年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、株式会社名寄振興公社の決算の

修正に伴い運営資金の不足、経営改善に伴う資金

が必要なことから、歳入歳出それぞれ１億 ０５

５万円を追加をし、予算総額を２０９億 ７２７

万 ０００円にしようとするものでございます。

補正の理由を歳出から申し上げます。７款商工

費におきまして名寄振興公社経営改善事業費１億

０５５万円の追加は、名寄振興公社の経営改善

に必要な資金として名寄振興公社経営改善補助金

０００万円、施設の運営上緊急的に必要な資金

として名寄振興公社緊急運営資金貸付金 ０５５

万円を追加しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２０款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金１億 ０５５

万円を追加をし、収支の調整を図ろうとするもの

でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、議案第３１

号について質疑に入ります。御発言ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第３１号については、

８名の議員をもって構成する名寄振興公社運営に

関する審査特別委員会を設置し、これに付託の上、

審査したいと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案３１号は、８名の議員をもって構成

する名寄振興公社運営に関する審査特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することに決定い

たしました。

ただいまの決定に基づき、名寄振興公社運営に

関する審査特別委員会の委員に委員会条例第７条

第１項の規定により、山崎真由美議員、佐久間誠

議員、三浦勝秀議員、今村芳彦議員、高野美枝子

議員、塩田昌彦議員、東川孝義議員、山田典幸議

員、以上８名を指名いたします。

正副委員長互選のため暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時５９分

再開 午後 ０時１１分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄振興公社運営に関する審査特別委員会の正

副委員長の互選が行われましたので、その結果を

報告いたします。
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委員長には東川孝義議員、副委員長には高野美

枝子議員、以上であります。

〇議長（東 千春議員） 日程第２６ 報告第１

号 専決処分した事件の報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第１号 専決処分し

た事件の報告について申し上げます。

事故の内容は、本年４月１日午後１時４５分ご

ろ、名寄市西２条南９丁目の交差点におきまして

健康福祉部所管の公用車が一時停止をせず交差点

に進入したため、左方から直進をしてきた相手方

車両と衝突したものでございます。過失割合は本

市が９０％であり、相手方車両の修理代として１

１万３７６円を負担することで示談が成立をし、

和解したところでございます。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分をしたので、同条第２項の規定により

御報告を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第１号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２７ 報告第２

号 専決処分した事件の報告についてを議題とい

たします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第２号 専決処分し

た事件の報告について申し上げます。

事故の内容は、本年５月１０日午前９時３０分

ごろ、名寄中学校前庭において草刈り作業中の飛

び石により駐車車両を破損させたものでございま

す。過失割合は本市が１００％であり、相手方車

両の修理代として本市が１１万 ５６０円を負担

することで示談が成立をし、和解したところでご

ざいます。

以上、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分をし、同条第２項の規定により御報告

を申し上げます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第２号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２８ 報告第３

号 平成３０年度名寄市一般会計継続費精算報告

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第３号 平成３０年

度名寄市一般会計継続費精算報告について、提案

の理由を申し上げます。

本件は、継続費により事業を実施をしておりま

した北斗・新北斗公営住宅建設事業及び風連中央

小学校校舎・屋内運動場等改築事業が完了したこ

とに伴い、地方自治法施行令第１４５条第２項の

規定により報告をするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第３号を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２９ 報告第４
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号 株式会社名寄振興公社の経営状況について

（平成２８・２９年度事業決算の修正及び平成３

０年度事業報告書の再提出）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第４号 株式会社名

寄振興公社の経営状況について御報告を申し上げ

ます。

さきの第２回定例会におきまして報告第８号と

して上程をいたしました株式会社名寄振興公社の

経営状況については、当該定例会最終日に御報告

をしたとおり再精査が必要となったため、同公社

において精査を進めてまいりました。このたび調

査を終え、平成２８年度及び平成２９年度決算の

修正並びに平成３０年度事業報告及び決算の修正

に伴う経営改善計画につきまして８月２６日の臨

時株主総会を経て報告を受けたところでございま

す。

決算につきましては、当期純利益ベースで平成

２８年度当初決算の８７６万 ６３１円に対し修

正後の決算は４２８万 ４７３円となり、平成２

９年度におきましても当初決算の１３０万 ５４

７円に対しまして修正後の決算はマイナスの １

０６万 ５０９円となりました。

平成３０年度の決算につきましては、当初決算

の当期純利益１３５万 ７８２円に対し修正後の

決算では売上総利益１億 ０９４万 １３３円か

ら販売費及び一般管理費、営業外費用、法人税等

を差し引きし、当期純利益はマイナスの ４７２

万 ７３７円となりました。

また、繰越利益剰余金は前年度までのマイナス

５９５万 ３４８円を加え、マイナス ０６７

万 ０８５円となり、この決算の修正を受け、同

公社において経営改善の計画を策定をし、市に対

して提出がされたところでございます。

第４８期においては、経営改善計画をもとに関

係機関、団体等の指導を仰ぎながら営業力の強化

と利用者の満足度の向上を図り、信頼、信用の回

復に努めてまいります。

以上、地方自治法第２４３条の３第２項の規定

に基づき御報告をさせていただきますので、よろ

しく御審議くださいますようにお願いを申し上げ

ます。

〇議長（東 千春議員） 以上で報告第４号の報

告を終わります。

報告第４号については、本日の会議終了後に議

員協議会を開催し、質疑を行います。

〇議長（東 千春議員） 日程第３０ 諮問第１

号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題

といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 諮問第１号 人権擁護委

員の候補者の推薦について、提案の理由を申し上

げます。

人権擁護委員法の規定により、本市では８名の

人権擁護委員が法務大臣の委嘱を受けて活動を行

っておりましたが、平成３０年８月３１日付で今

田佳子氏が退任をされたことから、後任者の推薦

の依頼がございました。

本件は、新たな候補者として西條知加子氏を推

薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規

定により議会の意見を求めるものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

本件については、市長が推薦する者について適

任と認めることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、本件は適任と認めることに決定いたし

ました。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、あす９月３日から９月１７
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日までの１５日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、あす９月３日から９月１７日までの１

５日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ０時２０分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 今 村 芳 彦

署名議員 川 村 幸 栄



－35－

令 和 元 年 第 ３ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和元年９月１８日（水曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案の撤回について（議案第３１号）

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案の撤回について（議案第３１号）

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和元年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号



－36－

〇議長（東 千春議員） 本日の会議に１７番、

黒井徹議員からおくれる旨の届け出がありました。

ただいまの出席議員数は１７名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１番 富 岡 達 彦 議員

７番 五十嵐 千 絵 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

若年世代のまちづくりへの意識を高める取り組

みについて外２件を、山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） おはようございます。

議長の御指名を受けましたので、通告順に従い、

大項目で３点にわたり質問をさせていただきます。

大項目１、若年世代のまちづくりへの意識を高

める取り組みについてお伺いいたします。

最初に、小項目１、参議院議員通常選挙におけ

る若年世代の投票結果についてお伺いいたします。

７月の参議院選挙における本市の投票率について

は、平成２８年７月１０日執行の前回選挙に比べ

５７％減の５ ２３％であったことが公表され

ていますが、若年世代はこの中でどのような状況

にあったのか、選挙管理委員会事務局を兼ねてお

ります総務部としてどのような分析がなされてい

るのかお伺いいたします。

次に、小項目２、若年世代の主権者意識を高め

る取り組みについてお伺いいたします。平成２７

年６月の公職選挙法の一部改正により１８歳選挙

権が認められて以来、主権者教育の目的に照らし

合わせて若年世代の主権者意識を高めるべくさま

ざまな取り組みが進められてきたところでありま

す。現在の名寄市の状況についてお伺いいたしま

す。

次に、小項目３、主権者教育につながる子供議

会開催についてお伺いいたします。少子高齢化、

人口減少社会を迎えた今日において、若い世代が

主権者としての自覚を持ち、より早く政治にかか

わろうとする意識の啓発はまちづくりを進めてい

く上で大変重要であります。そのための方策とし

て、以前から子供議会の開催について提案し、議

論させていただいてまいりました。総務部、教育

委員会に加え、今年度総合政策部が新設されたこ

ともあり、子供議会の取り組みを始める好機と考

えますが、今までの検討結果も踏まえ、見解をお

伺いいたします。

次に、大項目２、市民協働のまちづくりについ

てお伺いいたします。今年度が第１期まち・ひと

・しごと創生総合戦略推進期間の最終年であるこ

とから、第２期総合戦略策定に向け地方において

は国の総合戦略を勘案し、地方創生の充実強化に

向けた切れ目のない取り組みが求められています。

したがって、現行の地方版総合戦略を検証し、次

期地方版総合戦略を策定する上においては、誰も

が活躍できる地域社会の実現を目指し、市民協働

によるまちづくりが必要不可欠であります。

そこで、小項目１、市民協働の意識を高める情

報公開についてお伺いいたします。意識啓発を促

すための情報公開の方法についての考え方と名寄

市においての取り組み方法についてお伺いいたし

ます。

小項目２は、パブリックコメントによる意見集

約についてであります。名寄市パブリック・コメ

ント手続条例をもとに進められているパブリック

コメントの状況について、過去３年間の対象政策

と提出されたコメント数についてお伺いいたしま

す。また、提出者の男女差についてお伺いいたし

ます。

小項目３、世代を意識した情報公開についてお

令和元年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号
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伺いいたします。情報公開の方法には各世代で受

け入れられやすい方法があると考えますが、世代

を意識し、市民協働の意識啓発につながる情報公

開の方法についてどのように考え、実施されてい

るのかお伺いいたします。

最後に、大項目３、公衆浴場の確保についてお

伺いいたします。ことし８月をもって地域に愛さ

れた市内最後の公衆浴場がその歴史の幕をおろさ

れました。心情的に惜しむ声が上がっている一方

で、必要性を訴える声も聞こえてきます。

そこで、小項目１、現状と必要性について。行

政として市民の声を受けとめ、人口約２万 ００

０人のまちに公衆浴場がないこの現状をどのよう

に捉えているのかお伺いいたします。また、必要

性についての捉え方についてもお伺いいたします。

最後に、小項目２、公衆浴場設置による効果と

将来展望についてお伺いいたします。以前の定例

会においても、名寄市の南の玄関口として道の駅

もち米の里☆なよろがあります。そのもち米の里

なよろに公衆浴場を設置することによる効果を議

論させていただきました。内風呂がほとんどとい

う現代において公衆浴場は必要ないとの声もあり

ますが、公衆浴場の果たす役割は単に入浴による

衛生面の効果だけではありません。名寄市におけ

る将来展望をどのように描かれているのかお伺い

いたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） おはようございます。

ただいま山崎議員からは大項目で３点にわたり御

質問いただきました。大項目１の小項目１及び３

並びに大項目２については私から、大項目１の小

項目２については教育部長から、大項目３につい

ては市民部長からそれぞれ答弁となりますので、

よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、若年世代のまちづくりへの

意識を高める取り組みについて申し上げます。小

項目の１、参議院選挙における若年世代の投票結

果につきましては、名寄市選挙管理委員会の所管

となりますので、同委員会事務局としてお答えい

たします。まず、令和元年７月執行の参議院選挙

における投票率は、本市全体で５ ２３％、若年

世代である１０代では３ ６４％となり、全国平

均が全体で４ ８％、１０代では３ ３３％であ

りましたので、全国平均よりもそれぞれ１ ４３

ポイント、 ３１ポイント高い結果となりました。

また、全道３５市の中においても本市は４番目に

高い投票率となっており、期日前投票の投票率で

も有権者に占める割合が２ １７％、投票者全体

に占める割合は４ ４９％と全道３５市の中で最

も高い投票率となったところであります。しかし

ながら、前回平成２８年執行の参議院選挙では、

本市全体の投票率が６ ８％、１０代が４ ３３

％、全国平均が全体で５ ７％、１０代で４ ４

５％でありましたので、このときの投票率と対比

しますと本市の全体で ５７ポイント、１０代で

は１ ６９ポイント、全国平均でも全体で ９ポ

イント、１０代では１ １２ポイントの減となっ

たところです。投票率全体が低くなってきている

中、特に１０代の減少幅が大きくなっており、こ

の傾向は本市ばかりではなく、全国的なものであ

ると言えます。これらのことから、選挙や政治に

対する関心や意識が全体的に薄くなってきており、

若い世代においてその傾向が顕著にあらわれてい

るものと推察しているところであります。これま

でも投票率の向上を図るため広報、折り込みチラ

シ、新聞、広告掲載、選挙啓発車の巡回、名寄市

立大学への選挙啓発コーナーの設置などのほか、

選挙管理委員による街頭啓発活動を市内商業施設

や名寄市立大学の期日前投票日に合わせて実施し

てきているところですが、今後も有権者の投票意

識を高める活動を北海道選挙管理委員と連携しな

がら進めてまいりたいと考えております。

次に、小項目３、主権者教育につながる子供議

会開催について申し上げます。御承知のとおり、

平成２７年６月の公職選挙法の改正により選挙権
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を有する年齢が２０歳以上から１８歳以上に引き

下げられたことから、社会の出来事についてみず

から考え、判断し、主体的に行動できる人間を育

成する主権者教育の充実が重要であると認識して

おります。議員からは子供議会の開催について、

その検討状況について御質問いただきました。子

供議会は、行政や議会の仕組みを学び、市議会の

模擬体験を通じてまちづくりに対する興味関心を

育むとともに、子供の自由な発想を生かした意見、

要望を市政へ反映させることを目的とする取り組

みであります。本市におきましても過去に全小中

学校において市長、教育長との懇談会を実施し、

市長、教育長と直接懇談することでまちづくりへ

の興味関心を育んできた経緯がございます。また、

他自治体では子供サミットとして子供間で意見を

交わす取り組みなどを実践している事例もありま

した。これらの取り組みを踏まえて、総務部、教

育委員会が中心となり調査研究を進め、市長、教

育長が学校へ出向き、子供たちと直接まちづくり

について意見交換を行うふるさと未来トークを平

成２９年度から実施しているところです。ふるさ

と未来トークは、学校によって取り組み内容には

違いがございますが、子供たちが学校や学年、学

級において名寄市がさらによいまちになるよう取

り組みを議論するなど事前の準備を進め、市長、

教育長への意見や質問、さらには施策の提案を行

うなど意見交換を通じて自分たちの住むまちを理

解し、地域への愛着や誇りを持ち、ふるさとに根

づく子供たちを育てることを目的に実施しており

ます。子供たちにまちづくりを意識し、考えても

らうためには行政をより身近に感じていただくと

ともに、参加する子供たちの意識の醸成が重要で

あることから、本市としましては多くの子供たち

が主体的にかかわることができるふるさと未来ト

ークの取り組みが有効であると考えております。

今後もふるさと未来トークの取り組みを通じて主

権者教育はもとより、地域への誇りや郷土への愛

着を育み、将来本市のまちづくりへの高い関心や

主体的なかかわりを持てる子供たちの育成に努め

てまいります。

次に、大項目２、市民協働のまちづくりについ

て、小項目１、市民協働の意識を高める情報公開

について申し上げます。本市では、市民主体のま

ちづくりを推進するため、まちづくりの理念や基

本ルールを示す名寄市自治基本条例を制定し、市

民と行政との情報共有や市民参加などを通じた協

働のまちづくりを進めています。まちづくりの主

役は市民であり、地域や市内で活動する団体など

と一体となってまちづくりに主体的にかかわるこ

とが重要であると考えているところです。市民協

働の意識啓発を促すための情報公開の考え方につ

きましては、自治基本条例第７条においてまちづ

くりに関するさまざまな情報などは市民に対して

十分に提供され、説明されていなければならなく、

また市民が知る権利及び学ぶ権利を有すること、

市はその権利を尊重しなければならないと規定さ

れております。本市では、この規定に基づき市民

が市政に関する情報を迅速かつ容易に得ることが

でき、透明性の高い行政運営を確保するための取

り組みとして、広報紙やホームページ等における

情報提供や市長室開放事業、出前トーク、市民説

明会などの参加を通じた情報共有など積極的な情

報提供に努めております。また、自治基本条例第

２７条の規定では、市民との情報共有を保障する

ため公文書の開示を求める権利や手続など具体的

な事案を定めた名寄市情報公開条例を制定し、市

政に関する情報について市民の知る権利を保障し、

市政をより一層開かれたものにする取り組みも進

めているところです。

次に、小項目２、パブリックコメントによる意

見集約について申し上げます。自治基本条例第２

５条では、重要な施策、政策決定の過程において

市民の意見を反映させるため、パブリックコメン

ト制度の設置が規定されております。本市では、

この規定に基づき市民参加の機会を設け、市政運

営の公平性や透明性の向上を図り、もって市民と
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連携、協力したまちづくりの推進に資することを

目的に名寄市パブリック・コメント手続条例を制

定しております。パブリックコメント手続の対象

となる政策等の過去３年間の件数につきましては、

平成２８年度１０件、平成２９年度１１件、平成

３０年度４件となっており、意見等の件数は平成

２８年度７１件、平成２９年度６件、平成３０年

度ゼロ件となっているところです。また、意見等

の提出者に係る男女の割合につきましては、パブ

リック・コメント手続条例第６条第３項の規定に

おいて、意見等を提出しようとする市民が明らか

にしなければならない事項に性別の定めがないこ

とから、男女の割合については把握しておりませ

ん。今後もホームページや広報紙への掲載、ＦＭ

ラジオによる意見等募集を行うとともに、当該政

策等の案の公表を市役所庁舎のみならず公共施設

や名寄市立大学などを閲覧場所に指定するなど市

民等が応募しやすい環境整備に努めてまいります。

次に、小項目３、世代を意識した情報公開につ

いて申し上げます。小項目１の答弁と重複をいた

しますが、本市におきましては自治基本条例第７

条の規定に基づき幅広い世代が迅速かつ容易に市

政に関する情報を入手することができるよう広報

紙やホームページ、情報公開コーナーや学校や町

内会、サークルなどの団体の希望に応じて市職員

が出向いて説明を行う出前トークなど多様な方法

による情報提供に努めてきたところです。また、

小中学校の児童生徒に向けた情報提供では、教育

委員会や学校と連携し、各種事業に係るリーフレ

ット等の配布やポスター掲示など必要に応じて情

報提供を行っております。今後も多くの市民が必

要な情報を入手できるよう多様な方法による情報

提供に努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目１

の小項目（２）、若年世代の主権者意識を高める

取り組みについてお答えをいたします。

先ほどお答えしたとおり、選挙権を有する者の

年齢が満１８歳以上に引き下げられました。この

ことにより、未来の日本のあり方を決める政治に

ついてより多くの世代の声を政治に反映すること

が可能になった一方で、これまで以上に子供たち

の国家や社会の形成者としての意識を醸成すると

ともに、課題を多面的、多角的に考え、自分なり

の考えをつくっていく力や根拠を持って自分の考

えを主張し、説得する力を育む主権者教育の一層

の充実が求められているところでございます。こ

のため、学校教育においては児童生徒の発達段階

に応じて地域の課題をみずからの問題として主体

的に受けとめ判断する学習活動や体験活動などの

充実を図ることが重要となっております。これま

でも本市の各学校では児童生徒に主権者として求

められる資質、能力である社会の中で自立し、他

者と連携、協働しながら社会を生き抜く力や社会

の構成員の一人として主体的に課題を解決できる

力を身につけさせるため各教科や道徳、総合的な

学習の時間など全教育活動を通して指導を行って

きています。具体的には、小学校では総合的な学

習の時間において地域で働く人へのインタビュー

や施設見学などを通して地域の人々と積極的にか

かわろうとする態度や地域にある施設を利用する

上で自分ができることを考えさせる指導をしてい

ます。また、特別活動においては地域のごみ拾い

を行うなどして、地域への愛着や誇りを育む指導

を行ってきています。中学校では、社会科の地理

的分野において身近な地域の調査活動等を通して

自分が生活している地域に対する理解と関心を深

めさせるとともに、地域の課題を見出し、地域社

会の形成や発展に努力しようとする態度を育てる

指導をしてきています。道徳においては、名寄市

社会福祉協議会と連携し、障がい等の有無にかか

わらず多様な人々がともによりよく生きるための

生き方や社会について考えさせる指導、地域の人

材を外部講師に招き、命の尊厳やとうとさについ

て深く考えさせる指導を行ってきています。また、
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自分たちの住むまちを理解し、学校や住んでいる

地域をよりよくしようとする意識を高めることを

通して地域への愛着や誇りを持ち、ふるさとに根

づく子供たちを育てることを目的として、平成２

２年度からは市長、教育長との懇談会、さらには

平成２９年度よりふるさと未来トーク、市長、教

育長と児童生徒の懇談会を行ってきています。さ

らに、いじめの根絶など学校生活の課題を見出し、

解決するために意見を交流し合うことを目的とし

て、平成２６年度より名寄市小中学校いじめ防止

サミットを実施し、平成２９年度からは高校生も

加わって、児童会、生徒会活動による自発的、実

質的な取り組みの活性化を図ってきています。今

後も教育委員会といたしましては、これまでのふ

るさと未来トークなどの取り組みを継続し、充実

させるとともに、各学校には主権者教育が目指す

資質、能力が子供たちに育っていくよう地域の実

態、児童生徒の発達段階を踏まえながら特色ある

教育課程の編成を図るようお願いしてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは、大項目３、

公衆浴場の確保について、小項目１、現状と必要

性について、小項目２、公衆浴場設置による効果

と将来展望について関連がございますので、一括

して説明をさせていただきます。

本年８月３１日に市内唯一の公衆浴場である日

の出湯が閉店となりました。５８年の長きにわた

り市民の衛生向上、コミュニティーの醸成などに

御尽力をいただき、心から感謝と敬意を申し上げ

ます。公衆浴場の確保対策としまして、市営住宅

に入居をされている方に公衆浴場の確保が必要な

ため市内の公衆浴場施設に対する経営支援を行っ

てきた経緯がありますが、現在全ての公営住宅へ

の浴室整備が完了しております。加えて、障がい

をお持ちの方は総合福祉センターの浴室、介護保

険の認定を受けている方はデイサービスが活用で

きる環境があり、またこれに該当しない方はなよ

ろ温泉サンピラーを御利用いただける状況がござ

いますことから、本市における本来的な公衆浴場

の使命はほぼ終了しているものと考えております。

道内の状況としましては、人口２万人以上の自治

体で見ますと、公衆浴場がある自治体は半数ほど

となっておりまして、統計調査による全国の公衆

浴場の数の推移では昭和５２年に１万 ８６６件

あった公衆浴場は平成２９年には ７２９件と２

２％に減少しております。本市におきましても、

この間公衆浴場確保対策補助金の交付を通して公

衆浴場の厳しい経営状況を確認する立場としまし

てはコミュニケーションの場として公衆浴場の果

たす役割はあると認識しておりますが、多額の建

設費用や運営費を伴う新たな公衆浴場の設置は非

常に困難であると考えております。道の駅の公衆

浴場設置については、観光面からの集客という点

を踏まえますと、魅力ある施設づくりのために温

泉などの付加価値が必要とされることから、さら

に多額の建設費が必要であると想定されることに

加えまして、平成２４年３月にふうれん望湖台自

然公園のセンターハウスを閉鎖した際に示させて

いただきました市の考え方のとおり、財政的に一

自治体で２つの公共温泉の運営は難しいと考えて

おります。市としましては、現有施設であるなよ

ろ温泉サンピラーが有効に活用されるよう努めて

まいりたいと考えておりますので、御理解をお願

いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ御答弁いた

だきましたので、再度質問させていただきたいと

思います。

大項目１についてでありますが、先ほど若年世

代の投票率についての具体的な数字をお示しいた

だきました。おおよそというところで考えますと、

前回が２人に１人の投票、今回が３人に１人の投

票というふうに残念ながら投票していただけた人

の数が減っているというふうに思います。このこ
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とを踏まえた中で、主権者教育が先ほど教育部長

から御答弁いただいたようにかなり学校において

進められてきています。そして、ふるさと未来ト

ークと市長、教育長との懇談も進められてきてい

ます。この状況を積み重ねてきた名寄市であるが

ゆえにやはり次一歩進んだ子供議会開催に向けて

の取り組みを求めたいと思いますけれども、この

点について再度お考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） この間山崎議員のほ

うから何度か子供議会についてということで御意

見をいただきました。先ほども少しお話ししまし

たけれども、教育委員会、そして総務部、これま

で２９年からふるさと未来トークも含めて実施を

させていただいているということで、現状このふ

るさと未来トークにつきましては継続をしたいな

というふうに考えております。それぞれ学校、や

り方はいろいろあるにしても、多くの子供たちが

かかわってまちづくりに関していろいろな意見を

市長、教育長と交えて交換できるということにつ

いては大変重要なことでありますし、このことが

将来の名寄市を初めこの地域で子供たちが育つ一

要因になるのかなというふうに理解をしていると

ころでございますので、ぜひ御理解をいただきた

いというふうに思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） この間の取り組みに

ついては十分成果を上げているというふうに私も

認識しています。具体的にふるさと未来トークを

進めていただいております市長におかれましては、

その成果をどのようにお感じになっているのかと

いうことについて伺いたいと思いますし、ふるさ

と未来トークについては多くの児童生徒がかかわ

ることが重要であるというところから取り組みが

進められてきているところもあります。その取り

組みを進めた上で、一歩進めるべくふるさと未来

トークは小学校に残し、中学校においては子供議

会に踏み込んでいくというお考えはございません

でしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ふるさと未来トークをこ

の間、平成２２年からの市長、教育長との懇談会、

そして２９年度からより進化させる形でふるさと

未来トークということで進めております。子供た

ちに自分たちのまちを身近に感じ、そして課題を

市長や教育長にぶつけていくという、その中の過

程でもいろんな子たちが先生方といろんな議論す

る中で準備をして、そこに臨むということで大変

意義がある会議だと思っていますし、子供たちか

らも非常に斬新な、あるいは子供たちならではの

素朴なというか、こういった気づきもあるのだと

いうふうなことも見られて、非常に参考になるな

と思っています。また、給食を食べる機会も非常

にいい機会だというふうに思っています。主権者

教育は、今それぞれ中村部長や河合部長からも答

弁あったとおり何もこうして市長、教育長とまち

づくりのことを語るというだけではなくて、その

場、その場でいろんな地域とのかかわりの中でさ

まざまな活動が行われる中で地域のことを主体的

に理解をし、そして問題意識を醸成して、その意

識を高めていくということが肝要であるというふ

うに思っていまして、今も大変いろんな取り組み

を実はしているという中において、これを継続、

進化させていくということはまずは大事だろうと

いうふうに思っています。加えて、今コミュニテ

ィ・スクールが全校的に導入をされたということ

でありまして、コミュニティ・スクールはまさに

地域が子供たちを支え、またコミットしていくと

いうことでありまして、まさにこれも主権者教育

の一環としてこれから進化をさせていかなければ

ならないという、さまざまないろいろ取り組みが

ある中でこれをまずは進化させていくということ

が重要だというふうに考えているところでござい

ます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。
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〇３番（山崎真由美議員） お答えいただいてい

る言葉を伺いながら、ほほ笑ましい子供たちの姿

も想像できたところでありますけれども、進化さ

せていくという言葉があったと思います。やはり

多くの子供たちがまちに対していろんな思いを持

つ。そのことについて市長、教育長と身近にお話

をさせていただく。しかし、それが単なる思い出

で終わらないようにするためには具体的な政治の

仕組みですとか行政、議会の仕組みを子供たちが

体験する機会をつくることが重要であると思いま

す。この点についてはいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 大変重要だというふうに

思いますが、それが子供議会で実現するべきもの

なのか、いろんなやり方はあるかというふうに思

います。このふるさと未来トークも進めていく中

で、学校側も含めてかなりのいろんな準備もしな

がら進めている経過というのもあって、これにプ

ラスアルファまた子供議会ということになると、

いろんな現場の負担もあろうかというふうに思い

ます。議会を見ていく中で、身近に感じてもらう

ということであれば、例えば議会の傍聴なんてい

うのも手としてあるのかもしれなくて、さまざま

な角度から身近に感じてもらうという手はいろい

ろな知恵を出すことがあろうかなというふうに思

いますが、先ほどからお話をさせていただいてい

るとおり、中身のある主権者教育の推進というこ

とに対しては今もかなりのボリュームをやってお

りますし、加えて今いわゆるコミュニティ・スク

ールも導入されたばかりということもありまして、

ここを着実に進めていくことが何よりも大事だと

いうふうに考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市長に御答弁いただ

いておりますので、市長のお考えを確認させてい

ただきたいと思っての質問でありますけれども、

確かに学校はこれ以上時間数がとり切れないほど

新学習指導要領の対応もあわせてたくさんの取り

組みをしていただいております。コミュニティ・

スクールも名寄市の場合は先進的に進めていただ

いている部分もありますけれども、教育部だけで

はなく、教育委員会サイドだけではなく総務部、

そして今年度せっかく総合政策部をつくったので

ありますから、そことの連携の中で子供議会を進

めていくお考えはないのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 繰り返しの答弁になりま

すが、主権者教育という観点からいくと今の取り

組みを継続、進化させていくということが何より

も大事だということでありまして、それが私の考

えであります。御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市長の今の取り組み

を継続、進化、具体的に市長の頭の中にはどのよ

うな姿が描かれておりますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 具体的にというか、今の

さまざまな取り組みを説明しましたが、これをさ

らに中身のあるものにしていくと。それは、私だ

けの思いではなくて、教育現場の中でのいろんな

創意工夫もあろうかと思います。さらには、例え

ば具体的に言うとするならばふるさと子供未来ト

ークも少し回数をふやしていくだとか、そういっ

たことの取り組みは可能なのかなというふうに思

いますが、いずれにしても中身も含めてよりブラ

ッシュアップをしていくということでぜひ御理解

をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） ちょっと具体的なと

ころは見えてこない、申しわけありませんが、と

ころでありますが、先日名寄産業高校の高校生が

数名名寄市のキャリア教育の中で名寄市に体験教

育ということで来ておりました。その中のある高

校生がやはり議会に大変興味があると。自分も議

会の取り組みについて学んでいきたい。そして、

行く行く自分がどんなかかわりをするかはわから
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ないけれども、しっかり議員がどのような活動を

しているのか、それに対して行政がどのようなま

ちづくりの中での議会対応されているのか大変興

味があるということを具体的に話しておりました。

中学生、高校生、私は中学生が適した年代かなと

いうふうに思っておりますけれども、やはりふる

さと未来トークで大勢の子供たちが積み上げてき

たふるさとへの思いを実際実現に移すときにどん

な手法があるのかということを体験する上では子

供議会は大変重要な方策になるというふうに思っ

ています。それにかわるさまざまな方策を継続、

進化させていきたいという市長の御答弁ではあっ

たと思いますけれども、やはり子供議会について

は初めからなしではなく、検討をしていく上での

有効性というのはあるというふうに思っています。

その点について再度お答えをお願いします。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 一つの御意見として受け

とめますが、例えば中学校、高校になるとインタ

ーンということもあって、定期的に役所、あるい

は役所に関連する部局にも子供たちを受け入れて、

いろんな体験をしていただくということもありま

す。もし議会活動でそういったことをということ

であれば、議員もそういったインターンを受け入

れると、例えばそういうような提案もこれからあ

るのではないかと。ただ、議会をやって、この議

論をやることが主権者教育ということがどうなの

か、それはもちろん一義としてあるかもしれませ

んが、なかなか仕掛けとしては非常に大変なもの

もありますので、今のそうした、今インターン、

ちょっと話ししましたけれども、そうしたことも

含めて、今までやっている中でさらに何か工夫は

ないのかということで主権者教育を進化させてい

くということでこれからも知恵を出していきたい

し、またさまざまな観点から御意見もいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いをいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 市長がよく口にして

くださるまちづくりは人づくりからという、この

言葉に直結する部分でやはり子供たちの主権者教

育、そして自分が具体的に将来像を描くときに議

員としての自分も描けるような、そんな具体的な

取り組みを求めていきたいと思いますけれども、

これについてはなかなか一致した見解をいただけ

ないところでありますが、この後も引き続き私も

議員としてどのような行動をとることが望ましい

のかは考えていきたいと思いますので、別な機会

にも議論させていただきたいと思います。

時間が気になりますので、次に移らせていただ

きますが、先ほど情報公開についての質問をさせ

ていただきました。その中でパブリックコメント

についての意見集約について質問させていただき

ました。数についても報告をいただきました。平

成２８年が７１件、それから２９年度が６件、３

０年度についてはゼロ件ということで、この平成

２８年度の件数が多かったのは総合計画にかかわ

るところの意見の提出が多かったのかなというふ

うに思っていますけれども、３０年度のゼロ件に

ついてはこれは妥当な数と思われているのかどう

か、再度お答えいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） ３０年度につきまし

て市民の皆さんから御意見がなかったというか、

ゼロ件ということでありますけれども、ここの部

分につきましては私どもの情報の収集、周知の仕

方ですとか、まだ反省をする点があるのかどうな

のか、その点につきましては改めて今後も研究し

てまいりたいというふうに思いますけれども、一

定程度私ども情報公開、パブリックコメントにか

かわっては公共施設なり、広報なり、やらさせて

いただいているというふうに思っていますけれど

も、残念ながら結果としてはなかなか意見が出て

こないという状況について今後何か改めて研究し

なければならないというふうには思っているとこ

ろです。

以上です。
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〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） ゼロ件であるという

のは、市民の側にも一定程度責任があるのかなと

いうふうには思っています。パブリックコメント

の設置されている公共施設のコーナーについてな

のですけれども、実は条例提案の資料等がきれい

に整理されて置かれていて、パブリックコメント

のコーナーですということも表示されているので

すが、全部は見ておりませんけれども、私がよく

利用させていただくコーナーはこういうふうに立

てた状態でケースの中に入れられているのです。

この立てた状態で何が置かれているかは背表紙で

しか受けとめることができないわけであります。

この設置の方法について正面を向けていただくだ

けで、これは全然違いますけれども、例えば正面

を向けていただくとか、図書館の新刊本紹介コー

ナーのような形でもう少し工夫していただく中で

市民の皆さんに認識していただけるものがあるの

ではないかというふうに思っていますが、先ほど

中村部長からも研究していきたいというお言葉が

ありましたので、ぜひコーナーの設置、それから

出される資料について少しインデックス等で見や

すい情報をつくっていただくことができるのか。

ただでさえ日々業務に忙殺されている、一生懸命

取り組まれている役所の担当者の中にさらなる負

担をおかけするのかなと思ったりもするのですが、

何といっても何が置かれていて、どんなことが自

分の身近で起こっているのかについての発信がこ

ちら側にあるとすると、そういう対応をお願いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 今山崎議員からあり

ましたように、閲覧場所における市民の皆さんが

少し興味を持っていただける、あるいは閲覧しよ

うかなというふうに思っていただけるような方法

につきましては少し研究をさせていただきたいと

思いますけれども、いろいろな案件が実はあるか

というふうに思います。市民の皆さんが常にいろ

いろな、例えば市の条例改正について興味が持た

れるかどうかというのは、これいろいろパターン

があって、内容によっても市民の皆さんそれぞれ

いろいろな、例えば会社ですとか、生活の中で興

味を持った部分については広報なりで周知をすれ

ば、閲覧場所がどこだということも含めて行って

見てみようかということにはなるかというふうに

思うのですけれども、こちらパブリックコメント

として上げている情報の内容によっても若干変わ

ってくるというふうに思いますけれども、閲覧場

所については担当のほうで可能な限り見やすいよ

うに研究はさせていただきたいと思いますけれど

も、閲覧場所についても少しスペースが限りがあ

るものですから、その点も踏まえて対応は研究し

ていきたいというふうに思っていますので、御理

解をいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 置かれている場所の

状況も想像できるところが多い中で、今の部長の

御答弁についてはいたし方ない部分もあるかなと

いうふうに思いますけれども、提示するときに求

めたい意見があっての提示でありますので、より

市民協働のまちづくりということをうたうのであ

れば、やはり市民に情報が提供されるときの方法

についてはぜひとも改善をお願いしたいと思って

おりますので、何とか１カ所から始めるというこ

とでも差し支えないのかなと思ったりはしますが、

ぜひともよろしくお願いしたいなというふうに思

っています。

それから、世代に適した情報公開ということに

ついてでありますが、今回も名寄振興公社の状況

についての市民の心配が大きく膨らんだ中で審査

特別委員会においても多数の方の傍聴をいただき

ました。その傍聴の会場には、当然きょうのよう

に情報を発信する機器というのはなかったわけで、

一般質問等についてはインターネット上で見てい

ただくことができるのですけれども、その中身に

ついていい、悪いというのは当然ありますので、
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全部というわけではありませんけれども、インタ

ーネット配信について、それからＳＮＳ等の配信

については今後何か進めていかれるおつもりはあ

りますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員、それは議会

の発信ということですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 済みません。言い直

します。

審議している内容について、途中経過について

は曖昧な発信はできないと思っておりますけれど

も、一定程度決まってくることについての発信に

ついて、タイムリーに発信していくことができる

方策というのはお考えの中にありますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員、それは議会

側の対応をどうするかということでしょうか。

山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 議会側のというより

は、名寄市の発信力というところで、広報ですと

か、それからホームページというのは一定程度時

間が置かれるものですから、広報については一月

に１回の発行ということになりますので、もう少

しタイムリーな発行についてのお考えがあるかど

うかをお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） お話、御質問の内容に

おきましては、議会サイドの情報も含めてどうい

うふうに発信するかということの整理が一つでき

るかと思いますので、市長部局としましては予算

の措置や何かの中で情報発信の手法について検討

させていただければと思います。あくまでも市長

部局、そして議会サイド、それぞれが両輪が相ま

っていろんな形の情報が発信できると。今回の事

案に対しましても一つ検証の部分としてそれが出

てきているということの御発言だと思いますので、

改めて予算を含めてどういう情報発信ができるか、

それは十分お互いに検討させていただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 検討していただける

ということでありますので、期待していたいと思

いますけれども、広報なよろは１カ月に１回の発

行でありまして、特別号というのはなかなか出し

ていただくことができていないというふうに思い

ます。議会サイドの議会だよりについても一定程

度発行部数が決まっている中で、市民が早く的確

な情報を知りたいと思ったときに広報紙というと

ころでの、要するに紙ベースで知る方法があるか

どうかということについて見解を求めましたので、

ただいま御答弁いただきました内容について今後

どのようになっていくかを見させていただきたい

というふうに思います。御答弁は結構です。

続いて、次の再質問に移らせていただきます。

公衆浴場についての御答弁、市民部長からいただ

きました。公衆浴場の数については、数がどんど

ん減ってきているということについて２２％ぐら

いに減っているというお話をいただきましたので、

なかなか経営が難しいという状況については理解

させていただきました。その御答弁の中に公営住

宅の浴室については全て整備が整いましたという

お言葉がありました。確かに公営住宅については、

お風呂が入っています。ただ、市民の皆様からい

ただいている声の中には、ひとり暮らしの中で毎

回お風呂をたいて入るということについて、その

方のお考えですけれども、それよりも公衆浴場を

利用させていただくことで人と会う機会がある、

要するにコミュニケーションの機会を求めている

ということでのお話がありました。その点から公

衆浴場について、今回もサンピラー温泉が残念な

がらしばらく使えない状況が続いています。一切

名寄市の中でお風呂が、外にお風呂に入りに行く

ことができない状況がある中では、今後において

もどのようなお考えを持たれているのか。これは、

市長にお考えを伺いたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。
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〇市長（加藤剛士君） まず、公共温泉に関しま

しては、風連の望湖台のセンターハウス閉鎖のと

きに公共温泉は２つ持てませんので１つにします

というような考え方を述べさせていただきました。

この考え方に今も変わりありません。加えて、公

衆浴場の重要性やその効果というのは、議員もお

っしゃるとおり、理解をするところですが、現実

的に非常に経営が厳しい中でやられているという

現実もあるということでありまして、もちろん民

間の方が公衆浴場法にのっとってやりたいという

方がいれば、それは一定の支援をすることはやぶ

さかでありませんが、そういった方が出てくるの

かということは今後疑問でありますし、どうなの

かなというふうにも思うところであります。公衆

浴場を公共でつくるという考え方も今のところ持

ち合わせていないということで御理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 考え方については、

持ち合わせていないということでありました。そ

の代替案というのは、ございますでしょうか。例

えばお風呂を利用したというところで、市民がコ

ミュニケーションをとれるような場所として今は、

先ほど市民部長の答弁の中に福祉センターという

のが出てまいりました。これは、設置目的がまた

ちょっと違うところでありますけれども、何か具

体的なところで名寄市の今ある施設をうまく利用

してというようなお考えはございませんでしょう

か。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 何度も申し上げています

が、公共で何かやるという、アクション起こすと

いう考え方はございません。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 今後市民は外の名寄

市以外のところにお風呂に行かなければいけない

ということに、サンピラー温泉はこの後は使える

ようになると思いますけれども、その１カ所だけ

で対応をしていくということになろうかと思いま

すけれども、実は一定程度の規模の公衆浴場につ

いて、公衆浴場ということでありますので、経営

をしていくということが前提になりますけれども、

そのことができれば、例えばさらに合宿誘致も進

むのではないかというふうに考えるところがあり

ます。風連地区には望湖台にあったお風呂が閉鎖

されてから一切公衆浴場がありませんので、風連

地区で活動するときの浴場は全くないわけであり

ます。その中で体育館、Ｂ＆Ｇ体育センターの中

にはシャワー室があります。そこのところを少し

使いやすい形に変えていただくというようなお考

えはできないものでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 今初めて聞いた提言なの

で、提言として受けとめさせていただきますが、

そうしたことが物理的に可能なのか、あるいは効

果がどれぐらいあるかということも含めてこれは

十分に検証しなければならないと思います。

それと、公衆浴場という枠のくくりではない、

例えば都会行けば多分スーパー銭湯とか、さらに

はスポーツジムとかと併設をしたお風呂みたいな、

そうしたことが民間でやりたいというようなお声

が出ることもあるのかもしれない。先ほどの合宿

誘致とかということであれば、そうした経済面を

求めていくということでそういう民間の活力とい

うことあるかもしれません。そうした民間の方た

ちが積極的に公衆浴場法によらない浴場の設置と

いうことに対しては、中小企業振興条例の中の企

業立地法の例えば業種枠を少し見直すというよう

な検討は可能なのかもしれないなということを考

えていまして、そのことについては市民の皆さん

のニーズも含めて少し中小企業審議会等の中でも

議論してみたいなというふうに考えています。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 民間活力の導入とい

うことについての見通しについてお話しいただい

たと思いますので、今後どのような状況が考えら
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れるのかについては身近にいる仲間とも相談、協

議を重ねていきたいなというふうに思っておりま

す。

最後に、１点お聞きして終わりたいと思います

けれども、やはり公衆浴場ということが大事だと

いうことについては、御高齢の方たちのコミュニ

ケーションということについての一つの場所とい

う捉え方をしたときの発想も私の中には大きくあ

るところであります。残念ながらなよろ温泉サン

ピラーが遠い状況にあります。そこにいろいろな

御支援をいただいていて、バスの無料化ですとか

取り組みをしていただいているのですけれども、

この取り組みについてさらに進めていただくこと

ができないのかということについて確認させてい

ただきたいと思います。振興公社に対しての予算

導入についての審査も進められている中で大きな

予算をということにはならないのですが、結局一

部分の無料バスということでありますので、風連

地区の人たちは全く名寄まで出てくるところでの

足がないわけであります。交通手段がないわけで

あります。そして、なおかつ交通手段を使わせて

いただいたとしても時間の設定の中でなかなかう

まく入浴をすることができないという時間設定も

ありますので、この辺についてのお考えについて

伺って終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） ただいま風連地区の

方も含めましてバスの運行などについて御質問い

ただきました。バスの運行につきましては、議員

おっしゃいますように市街地から毎日往復で５便

のバスが運行しておりますけれども、温泉に到着

した５分後に折り返してまた運行することになっ

ておりますので、市街地からの最終便でバスに乗

られた場合には温泉の利用がしていただけないよ

うな状況となっております。先ほどの風連地区の

方の部分も含めまして、今後の日の出湯閉店後の

影響による状況ですとかバスの利用者の状況など

も踏まえまして、今後そういったことも検討して

いくべき課題であると考えておりますので、御理

解いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で山崎真由美議員

の質問を終わります。

平成３０年度行政評価について外２件を、東川

孝義議員。

〇１５番（東川孝義議員） 議長より指名をいた

だきましたので、通告に従いまして、順次質問し

てまいります。

大項目の１番目、平成３０年度行政評価につい

て伺います。平成３０年度は、名寄市総合計画第

２次前期実施計画を２カ年で評価をするため実施

事業の約半分に当たる１３２事業が対象となって

おります。そのうち関連があるものを一部まとめ、

評価調書は１２７項目となっております。

そこで、小項目の１番目、評価事業全体の総括

について伺います。具体的評価方法は１次評価、

ワーキンググループ評価、外部評価、２次評価の

４段階で実施をされております。各事業は、分野

ごとの５つの基本目標に沿って推進をされており

ますが、基本目標ごとの事業評価について伺いま

す。

次に、小項目の２番目、Ｃ評価事業における今

後の対応について伺います。個々の評価区分にお

いて１３２事業のうちＡ評価は９８事業で、全体

の７ ２％、Ｂ、Ｃ、Ｄ評価は３４事業で、全体

の２ ８％となっております。評価基準において

Ａ評価は現状のまま継続、Ｂ評価は進め方を改善、

Ｃ評価は規模、内容の見直し、Ｄ評価は抜本的な

見直しと定義をされております。今回Ｄ評価はあ

りませんが、Ｃ評価の規模、内容の見直しにかか

わる事業として１次評価及び２次評価において３

事業が挙げられております。このＣ評価事業につ

いてどのように受けとめ、今後どのように対応さ

れるのか、考え方をお伺いをいたします。

次に、小項目の３番目、名寄市総合計画第２次

中期基本計画への反映についてお伺いをいたしま

す。前期計画では、基本目標ごとの主要施策に沿
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って１８の新規事業を含む２７７の事業が推進を

されております。総合計画第２次の中期計画策定

に向けて重点施策、いわゆる重点プロジェクト事

業として検討及び検証された内容についての議論

経過についてお伺いをいたします。

次に、大項目の２番目、下水道事業の運営につ

いて伺います。下水道は、清潔で快適な生活環境

を実現し、雨水、排水による浸水被害の防止、さ

らには川、海などの地球環境保全に貢献するなど

私たちの生活に欠くことのできない極めて重要な

役割を果たしております。名寄地区の下水道は、

昭和４６年に市街地２０３ヘクタールの公共下水

道の認可を受け、合流式管渠整備を進めると同時

に昭和５５年には下水桝処理場の供用が開始をさ

れております。一方、下水道の普及率は向上した

ものの、本格的な整備から時間が経過し、今後は

老朽化した施設の更新など計画的な整備が求めら

れます。

そこで、小項目の１番目、名寄市下水道事業中

期計画の評価について伺います。平成２４年度か

ら平成２８年度にかけて名寄市下水道中期経営計

画として集中改革プランが実施をされております。

事業計画において、公共下水道、個別排水処理、

下水道整備の現況結果と課題について伺います。

次に、小項目の２番目、名寄市下水道事業経営

戦略の推移について伺います。下水道の整備や施

設の改善には多額の資本投下を要することから、

平成２９年３月から平成３８年までの１０カ年計

画で経営戦略事業が推進をされております。経営

戦略事業がスタートして既に２年が経過をしてお

り、具体的事業推進に向けて下水道、個別排水、

料金体系、施設維持管理及び更新などに向けての

現状と課題について伺います。

次に、小項目の３番目、今後の推進における課

題についてお伺いをいたします。下水道による水

洗化は、平成７年度水洗化率で９ ２％となって

おり、おおむね普及が完了しております。今後利

用者の増加も見込まれないことや節水意識、節水

技術の向上により有収水量が減少していくものと

思われます。そのような背景の中で、老朽化施設

の改良更新事業、管渠の延命、更新、不明水対策

など直接の収益強化に直結しない投資の増加に加

えて、人口減少による有収水量の減少が見込まれ

ますが、施策推進における課題についてお伺いを

いたします。

次に、小項目の３番目、閉校施設の利活用につ

いてお伺いをいたします。学校施設は、地域住民

にとって身近で生涯にわたる学習、文化、スポー

ツなどの交流の場所として活用されており、地域

コミュニティーの拠点でもあります。しかし、人

口減少並びに旧耐震基準などにより平成２５年３

月には風連日進小中学校、平成２８年には東風連

小学校、豊西小学校、平成３０年３月には風連下

多寄小学校が閉校となっております。

そこで、小項目の１番目、閉校施設の利用実態

について、風連下多寄小学校については閉校後民

間での活用が検討されていると聞いておりますが、

それぞれの閉校施設の利用状況について伺います。

次に、小項目の２番目、地域住民との協議につ

いて伺います。平成３０年５月に名寄市立小学校

施設整備計画が示され、その中で閉校学校施設の

今後の取り扱いについて記されております。旧耐

震基準で建設された学校施設の再活用については、

耐震補強などが必要となることから、今後の活用

方法は決まっておりません。しかし、その他の施

設は長期間放置すると校舎の廃屋化や土地の荒廃

により生活安全や防犯、周辺環境や景観など問題

が生じることから、解体とその跡地利用について

再活用も可能と思われることから、地域とも連携

しながら検討を行っていくとされております。閉

校後の施設利活用について、地域住民との具体的

な協議経過について伺います。

次に、小項目の３番目、官民連携の運営につい

て伺います。豊西小学校グラウンドは、冬期間市

民利用のスケートリンクとして活用されておりま

す。しかし、夏場の利用はほとんどなく、建物施
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設は旧耐震構造により現状のままでは使用不可能

と考えます。そこで、夏場の新たなグラウンドの

利活用の一つとして民間活力を含めたドッグラン

の設備設置について提案をさせていただきますの

で、理事者の考え方について改めてお伺いをいた

します。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 東川議員から大

きく３点にわたり御質問をいただきました。大項

目１については私から、大項目２は上下水道室長

から、大項目３については教育部長からの答弁と

なりますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、平成３０年度行政評価につ

いて、小項目１、評価事業全体の総括について申

し上げます。平成３０年度行政評価については、

名寄市総合計画第２次前期基本計画に登載いたし

ました実施計画のうち平成２９年度に実施した１

３２事業を対象として評価を行い、一部関連する

事業を統合した結果、１２７事業について評価調

書を作成しております。議員御質問の前期基本計

画の基本目標ごとにおける評価結果でございます

が、基本目標１、市民と行政との協働によるまち

づくりでは１３事業中Ａ評価が７事業、率にして

５ ９％、基本目標２、市民みんなが安心して健

やかに暮らせるまちづくり、こちらでは３０事業

中Ａ評価が２５事業、率にして８ ３％、基本目

標３、自然と調和した環境に優しく快適で安全、

安心なまちづくりではＡ評価が３９事業中３６事

業、率にして９ ３％、基本目標４、地域の特性

を生かしたにぎわいと活力のあるまちづくりでは

Ａ評価が２２事業中１２事業、率にして５ ６％、

基本目標５、生きる力と豊かな文化を育むまちづ

くりでは２３事業中１９事業、率にして８ ６％

となっております。

本市の行政評価は、先ほども議員からもお話が

ありましたけれども、評価段階が４段階となって

おりまして、調書作成時の担当課における自己評

価、係長職で構成する庁内ワーキンググループ評

価、総合計画審議委員による外部評価、庁議メン

バーによる２次評価となってございます。これま

での評価結果を見ますと、第２段階の庁内ワーキ

ンググループによる評価がより厳しい評価となる

傾向になっておりまして、自浄作用が働く中で評

価作業が行われているものと考えております。

次に、小項目２、Ｃ評価事業における今後の対

応について申し上げます。行政評価においてＣと

評価された事業につきましては、議員御指摘のと

おり規模や内容の見直しを実施することとしてお

り、該当する事業については翌年の行政評価で再

度評価を実施することにより事業の適切な見直し

が実施されたかを確認しております。また、具体

的な事業の見直しに当たっては毎年実施される総

合計画登載事業のローリング作業において事業の

見直し、内容について行政評価の結果を踏まえて

協議を行うとともに、当該事業を具体化する予算

査定においてもローリング及び行政評価の結果を

反映することで事業の見直しを担保するプロセス

を構築しております。平成３０年度行政評価につ

いては、３事業についてＣ評価がなされたところ

ですが、いずれもさきに述べたプロセスを経て、

今年度の行政評価で見直しの後の取り組みが評価

され、Ａ評価となっている事業もあることから、

今後も行政評価の結果を踏まえた事業展開を進め

てまいります。

次に、小項目３、名寄市総合計画第２次中期基

本計画への反映について申し上げます。平成３０

年度行政評価については、名寄市総合計画第２次

中期基本計画の策定と期間を並行して実施してお

ります。行政評価の外部評価は総合計画審議委員

が行うことから、各審議委員がそれぞれの政策項

目における課題の把握に行政評価が資するもので

あったと考えております。また、重点施策として

検討を行った事業ですが、先ほどの答弁と重複い

たしますけれども、行政評価の結果は毎年のロー

リング作業及び予算編成作業において反映させる
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こととしております。重点施策として登載する事

業を含めて、名寄市総合計画第２次中期基本計画

実施計画事業はローリング作業を経て計画への登

載をしており、平成３０年度行政評価の対象とさ

れていない事業もあわせて事業のあり方について

検討、議論を行っております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 鈴木上下水道室長。

〇上下水道室長（鈴木康寛君） 私からは、大項

目２、下水道事業の運営についてをお答えいたし

ます。

まず、小項目１、名寄市下水道事業中期経営計

画の評価について申し上げます。議員御指摘のと

おり、下水道は清潔で快適な生活環境を実現し、

雨水排除による浸水被害の防除、さらには川、海、

湖等の地球環境保全に貢献するなど私たちの生活

に欠くことができない重要な都市基盤の施設とな

っております。下水道の整備や施設の改善には多

額の資本投下を要しますが、市民に清潔で快適な

生活環境を安定的に維持するためにも今後の事業

を計画的に行う必要があり、中長期的な視点に立

った事業運営を行うため経営の効率化及び健全化

を目指した中期経営計画を策定し、平成２８年度

まで取り組んできました。

中期経営計画では、新名寄市総合計画第１次を

踏まえ、事業運営の目標を設定し、経営基盤強化

への取り組みの基本方針を掲げ、効果的で効率的

な事業運営に取り組むこととしております。結果

といたしましては、おおむね計画どおりの進捗状

況であり、経営基盤強化の取り組みを進める中で

平成２９年度からは不明水対策への新たな事業着

手につながっております。また、使用料について

は、平成２７年度上下水道事業経営審議会におい

て経営状況について諮問し、検討いただいた結果、

下水道使用料は据え置きが妥当との答申を受け、

事業運営を進めてきたところであります。

次に、小項目２、名寄市下水道事業経営戦略の

推進に向けて、小項目３、今後の推進における課

題についての２点をあわせてお答えいたします。

経営戦略につきましては、総務省が平成２８年度

から策定を推進しているものであります。平成２

９年度には名寄市としても平成２８年度までの中

期経営計画にかわる経営戦略を策定しております。

経営戦略の策定については、総務省から基本的考

え方が示され、下水道事業や地域の現状と将来の

見通しを踏まえることなど６点について盛り込む

こととされ、これまでの中期経営計画との整合性

を図りつつ、引き続き中長期的な視点に立った事

業運営を実施し、経営の効率化及び健全化を目指

す内容としております。策定から２年が経過し、

毎年度の決算状況により進捗管理を行うこととし

ておりますが、おおむね計画どおりの進捗状況と

なっております。

課題につきましては、現在２カ所の下水処理場

と約１９７キロメートルの下水道管を管理してお

り、そのうち５ ６％に当たる１１７キロメート

ルの管が既に３０年以上経過している状況でござ

います。また、同様に下水処理場施設についても

老朽化が進んでおり、平成６年度から施設の更新

に着手しているところです。近年施設の計画的な

延命化を図るため平成２５年度からは長寿命化計

画に基づく改築更新事業を実施し、今年度からは

さらなる効率化を図るため新たにストックマネジ

メント計画を策定し、下水道の持続的な機能確保

に努めているところであります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 私からは、大項目３、

閉校施設の利活用についてお答えをいたします。

まず、小項目１、閉校施設の利用実態について

及び小項目２、地域住民との協議については関連

がございますので、あわせてお答えをいたします。

御質問にありました旧風連日進小中学校、旧東風

連小学校、旧豊西小学校、そして旧下多寄小学校

の利活用に向けた地域との協議経過と現在の利用

状況について申し上げます。初めに、旧風連日進
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小中学校での地域との協議ですが、平成２５年３

月に日進地区の町内会、老人クラブ、消防団等の

関係団体で構成した日進小中学校跡地等検討委員

会を設立し、廃校舎を有効活用している事例の視

察や地域からの要望を取り入れながら庁内の関係

部署とともに検討を進めてきましたが、将来にわ

たって施設全体を活用する具体案がなかったこと

から、文部科学省が取り組んでいる「みんなの廃

校」プロジェクトに地域の活性化や雇用創出につ

ながる活用となるよう貸与条件をつけ、引受者の

募集をしましたが、具体的な応募はありませんで

した。現在の利用状況については、地域の要望に

基づき職員室を日進小中学校の資料展示室に利用

し、また屋内運動場は地域の行事や少年団への貸

し出しを行っていますが、平成３０年度の利用実

績は利用団体が４団体、延べ利用者数は８５６人

となっています。屋外運動場は、パークゴルフの

コースとして地域のパークゴルフ愛好会や町内会

が維持管理し、利用しているところです。

次に、旧東風連小学校についてですが、東風連

地域では小学校の閉校が決定されて以降閉校準備

委員会が設置され、閉校後の地域振興策として要

望事項の検討、取りまとめが行われました。要望

内容としては、校舎は築後４０年以上が経過し、

未耐震構造で経年劣化が激しいことから、取り壊

し、屋内運動場についても未耐震構造とはなって

いますが、コミュニティーの場として今後も地域

で利用できるようにとの要望でした。現在の利用

状況については、地域の要望に基づき校舎は当分

の間職員室を地域資料室として活用し、屋内運動

場は地域振興のための場として活用するとともに、

スポーツ活動などで貸し出しを行っています。平

成３０年度の利用実績では、利用団体は４団体、

延べ利用者数は７３４人となっています。

次に、旧豊西小学校ですが、名寄南、西小学校、

そして豊西小学校３校の統廃合に当たって特に地

域からの要望事項はありませんでしたが、庁内で

の協議では耐震構造になっていないことや施設の

老朽化が進んでいることなどから、市として多額

の費用をかけ改修を行い、施設を有効活用するこ

とはできないと判断してきました。このことから、

民間への売却または解体撤去などの取り扱いにつ

いて平成２９年９月に市民意見の募集を行ってき

ましたが、特に御意見はなかったところです。現

在は、校舎、屋内運動場の貸し出しは行っていま

せんが、屋外運動場については夏場は花火大会な

どのイベント時に駐車場として、冬場は市民スケ

ート場として利用されています。

最後に、旧下多寄小学校は平成３１年２月に下

多寄小学校閉校実行委員会から地域振興につなが

る校舎の有効活用として、地域行事や会合等を開

催するため学校施設の利用や行事に必要となる備

品の確保等について要望がありました。その後、

社会福祉法人なよろ陽だまりの会から障がい者の

生活支援や就労支援活動の場として借り入れの要

望があったところです。市は、これらの要望を受

け、学校施設が利用団体で有効活用ができるよう

調整するため本年４月から下多寄町内会代表者と

陽だまりの会代表者、そして市の関係部署の３者

で旧下多寄小学校の校舎利活用に向けた協議を進

めてきたところでございます。利活用の概要とい

たしましては、今定例会の行政報告で報告をさせ

ていただいた内容となってございます。

次に、小項目３、官民連携の運営についてお答

えをいたします。旧豊西小学校屋外運動場につき

ましては、現在なよろ憲法記念ハーフマラソンや

てっし・名寄まつりの駐車場として、冬期間には

市営スケートリンクとして利用しているほか、閉

校後においても学校開放と同様に市民の方々がス

ポーツやレクリエーションなどで幅広く屋外運動

場を利用していただけるよう旧名寄市立豊西小学

校屋外運動場の暫定利用に関する要綱を定め、市

民グループや団体の方々に利用していただいてお

ります。

議員より御提案いただきましたドッグランの設

置についてですが、ドッグランとは一定のエリア
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内で飼い犬をリード、綱から外して自由に遊ばせ

ることのできる施設として、近年公園内や高速道

路のサービスエリア、道の駅などへの設置を初め

民間事業者では有料のドッグランの整備もされて

いるものと認識をしております。本市においては、

平成２２年度より天塩川さざなみ公園内に指定管

理者の提案のもと公園の利用頻度の向上を目指し、

ドッグランを設置させていただいており、市内外

から愛犬家の方々に利用をされている状況となっ

てございます。市街地区においてもしばしば愛犬

とともに散歩を楽しまれている方々も見られ、ペ

ットと寄り添った生活を過ごされている方もふえ

てきていると思います。旧豊西小学校屋外運動場

にドッグランを設置することについてはこれまで

の利用団体との調整を初め、何よりもドッグラン

設置に当たって周辺住民の方々の理解が必要にな

るものと考えております。また、ドッグランは犬

の安全を考慮する必要があることから、屋外運動

場への芝生の整備や犬の飛び出し事故に配慮した

柵の設置など初期投資の費用を初め、維持管理業

務をボランティアや専門知識を有する民間の団体

などに御協力いただいてもランニングコストは発

生いたしますので、それら費用に係る財源の確保

が必要となります。したがいまして、飼われてい

る犬を自由に伸び伸びと運動させたい愛犬家の方

の気持ちも理解はできますが、天塩川さざなみ公

園のドッグランなど既存の施設を御利用いただき

ますようよろしくお願いをいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） それぞれ答弁をいた

だきましたので、限られた時間でありますけれど

も、改めて再質問させていただきたいというふう

に思います。

３０年度行政評価について答弁をいただきまし

た。それぞれ基本目標ごとに事業の内容、事業の

本数とＡ評価の内訳をいただきました。それで、

それぞれ行政評価、ＫＰＩという評価指数で今成

果指標であらわされているというふうに思う。今

回それぞれ自分で３０年度のものを見させていた

だいたときに基本目標の１についてＫＰＩの評価

項目２３、それぞれ基本目標２は２５、基本目標

３は３７、４は１７、５は２８と。１３０という

ふうになるのですけれども、このＫＰＩの重要業

績評価指標、これの取り組みを始められたという

のは名寄市まち・ひと・しごと総合戦略から積極

的に取り入れられたのではないかなというふうに

思っております。

そこで、各事業におけるＫＰＩ評価の実態と課

題について改めて伺いたいというふうに思います。

というのは、ＫＰＩというこの重要評価指標、こ

れ最終的なゴールではなくて、要するに事業を計

画してからゴールに向かうまでのある面ではプロ

セス過程の評価ではないのかなというふうに思っ

ております。いわゆる中間目標であって、最終ゴ

ールではないという形の中で、今のＫＰＩ評価で

それぞれ事業評価をされているというふうに思う

のですけれども、取り入れた期間から今それぞれ

中期計画、個別に評価をされていると思うのです

けれども、当然これを進めていく上ではＰＤＣＡ

サイクル、これが非常に重要になってくるのかな

というふうに思いますので、それぞれの部門にお

けるＫＰＩ評価に向けての教育、訓練を含めた実

態、それと課題が今現状どうなっているのか改め

てお伺いをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ＫＰＩ、ＰＤＣ

Ａサイクルについて再質いただきました。行政評

価調書、こちらのほうでは総計の前期計画から個

別の実施計画事業についてＫＰＩを設定してきて

おります。成果指標では、各事業の改善点を明確

化、言語化するツールとして活用すべきものと考

えておりまして、事業ごとの指標の進度に当然ち

ょっとばらつきが出てきているのですけれども、

達成の困難性にも差が実際あることから、成果指

標そのものがひとり歩きしないように注意するよ
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うな必要もあるというふうに考えております。各

事業の評価は、総合的に内容を精査する必要があ

るというふうに考えております。成果指標は、内

容精査の一項目と考えておりまして、事業が現状

から改善するために活用する手法として今後成果

指標に対する全庁的な理解を深めていくという必

要があるかなというふうに考えております。この

成果指標を、ＫＰＩを設定するということがどん

な効果があったかというか、それは実感としてや

はり数字をつくるための事業を必然的に本質的に

捉えなければ数字がつくれないということで、そ

ういった部分で前例踏襲ということではなくて、

改めてしっかりと本質的なところ見直して、目標

をしっかり達成に向けて数値を設定するといった

ようなことが非常に効果があるのだろうなという

ふうに思いますし、議員おっしゃるとおりＰＤＣ

Ａというのはどんどん重要な段階を踏んでいくわ

けで、プラン、ドゥー、チェック、アクションと。

アクションで終わりではなくて、アクションの後

の次のまたＰに戻るわけで、またそのＰは最終的

にアクション起こした部分をしっかりつないだプ

ランにつなげていくというところが非常に重要だ

というふうに考えておりますので、毎年の評価調

書をしっかりと検証しながらＰＤＣＡを回してい

かなければならないというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 今の進め方、あるい

はＫＰＩの設定の仕方ということで改めて今答弁

をいただきました。

それで、今部長のほうからお話あったようにＫ

ＰＩというのは数値を設定するという形で、当然

その数値に向かって進めていくと。最初のつくり

の部分というのは、ある面では非常に重要になっ

てくるのかなというふうに思います。ただ、今回

も評価調書、全部細かく見たわけではないのです

けれども、たまたま事業を計画したときにほかの

ものとうまくタイミングが合って、このＫＰＩの

数値が非常に上回ったというものもあるし、その

ときの事情によって数値が思ったように伸びてい

ないと。非常にＫＰＩというのは一方では数値で

すごく管理はできるのですけれども、そのほかの

要因、先ほど事業評価のそれぞれの４段階の中で

庁舎内でのワーキンググループ、非常に一方では

厳しい見方をされているというふうなお話も答弁

でありました。そういう中で、実際にＫＰＩの数

値とそれぞれの評価項目、内容についてもう一度

それぞれの部門で検討はされていると思うのです

けれども、扱い方についてもう少し答弁をいただ

きたいなというふうに思うのですけれども。

といいますのは、数値で、Ａ評価とすごく数値

が上がって、今後の対応という、ずっと段階を追

っていっても、では次何目標にいくのかなという

のが見えてこない評価の項目というのも、事業の

項目というのは結構あるのです、見ていると。こ

れを当初の目的を推進するべきだと。ですから、

数値すごく上がっているから、それは次の目標な

くてもいいとは思うのだ。でも、そうではなくて、

やっぱりその中に次のアクションも改めて入れて

いく必要があるのかなというふうに思っています

ので、その辺の実際の対応というか、取り組みに

ついて改めてお聞きをしたいというふうに思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ＫＰＩの設定に

ついてですけれども、ここの熟度といいますか、

数値目標設定して、指標を設定して、そこ管理し

ていくという作業が実はここ数年の間という、行

政評価については平成２２年からＫＰＩ的なもの

を設定はしているのですけれども、総合計画も含

めて、総合戦略も含めてＫＰＩを設定して全庁的

にしっかりとこの文化を根づかせていくというこ

とが日が浅いというか、そんなに経験的にはまだ

少ない部分でありまして、議員おっしゃるとおり

達成して、では次どうするのだといった部分でい

うと、アウトプットとアウトカムがありますけれ
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ども、特にアウトカムです。最終的にどこを目指

すのだというところの達成目標というのがやはり

それぞれのＫＰＩの設定の中でも非常に重要な数

値目標になってくると思いますので、そこについ

ての熟度というか、勉強は今後も職員一同浸透さ

せていかなければならないかなというふうに考え

ておりますので、しっかりとそこら辺はローリン

グ作業と行政評価と含めて我々もＫＰＩについて

は浸透させていかなければならないというふうに

考えておりますので、よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） それぞれの今答弁を

いただいた内容の中でまたそれぞれの部門で事業、

当初の目的を達成するため、あるいはそれを上回

る事業を進めていくためにまたそれぞれの取り組

みの強化をお願いをしたいというふうに思います。

それで次に、２点目、Ｃ評価事業における今後

の対応ということで、先ほど答弁の中ではそれぞ

れ行政評価、ローリング作業の中でそれがＣ評価

から変わってきていますというふうな答弁をいた

だいたかというふうに思います。今回Ｃ評価に上

がった３項目、それちょっとＡ評価に上がったと

いう形での答弁はいただいたのですけれども、ど

ういう経過でそういうふうになったのかというの

を改めてお聞きをしたいなというふうに思います。

３点指摘をさせていただいたのですけれども、１

つは交流活動の推進、１つは生活に困っている人

への包括的支援の充実、１つは文化芸術振興事業。

交流活動については、お試し移住定住の関係、こ

れは夏場の利用があるのですけれども、冬場の利

用が少ないというふうな指摘だったというふうに

思っております。それから、生活に困っている人

への包括的支援というのは取り組みそのものは非

常にいいのですけれども、特に外部評価で施設入

所されている方は国、道からの補助もあるので、

その辺との整合性というのも必要ではないですか

というふうな部分、それから文化芸術振興事業で

はバイオリン体験教室、これ少年少女オーケスト

ラ、効果としては非常に高いと。ただ、団による

開設で、市が教室を開催するのではなくて、やっ

ぱり自走化をしていく体制づくり、こういうのも

一方では必要でないだろうかというふうな御指摘

だったと思うのですけれども、先ほど答弁をいた

だいたこれがＡにつながったという形の中での議

論経過について改めてお伺いをしたいというふう

に思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ちょっと個別の

評価、どうつながったのだという御質問いただき

ましたけれども、Ａにつながったというふうに答

弁していまして、全てではなくて、実は３事業の

うち２事業がＡにつながって、１事業が新たな課

題を見つけて、またＣにしたというのが実際のと

ころでございます。これから令和元年度の調書に

ついてはしっかり精査した上でまた議員の皆様方

にも提供させていただきますけれども、現状令和

元年度につながった状況といたしましては、先ほ

ど議員がお話しいただいたとおり、低所得者の分

については去年施設の関係とか指摘いただいた部

分を制度的にしっかり見直しながら今年度につな

げているということで、今回も外部評価等でもそ

の部分をしっかり見ていただいて、Ａ評価をつけ

ていただいているというところでございます。

それから、移住定住の部分につきましては、昨

年度はほかの自治体の成功事例等参考にしながら

ということで評価、Ｃということで、一定程度見

直してみたらどうだいというお話をいただきまし

た。ことしはいろいろ、勉強はさせていただいた

のですけれども、やはりどこの自治体もなかなか

季節的な平準化という部分が課題に挙がっていま

して、そこの部分は新たな課題ですということで

我々も認識しておりまして、担当課のほうからそ

ういったような課題を挙げながらみずからももう

一度見直ししたいということでＣ評価ということ

で、新たなまた課題でのＣ評価というつながりを
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してきております。

それからあとは……ちょっとよろしいですか。

済みません。

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時４６分

再開 午前１１時４６分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） ３点目については、

文化芸術事業の関係ということです。この内容的

には公民館の市民講座のということで、年間１０

講座程度やっているのですけれども、この中でバ

イオリン教室の講座を開いたと。それが最終的に

は名寄のオーケストラ、名寄市民オーケストラが

設立とうまく連動して、オーケストラの指導のも

とにそのバイオリン教室ですとか、そういうこと

が展開されるようになったということで、逆に言

うと行政が持つのではなくて、自走するというこ

とで、逆に言ったら理想的な形なのかなというふ

うに考えております。ただ、Ｃ評価としていただ

いたのは、やはり今後も団の取り組みを側面から

応援していくということをずっと続けていただき

たいというようなことで、Ｃ評価としての規模、

内容を見直して継続するということでなってござ

いますので、行政と民とのうまくつながりができ

て、オーケストラとして自走する一つの足がかり

になったのかなということで、こちらとしては大

変いい事業の展開ができたのだろうというふうに

考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） それぞれＣ評価個々

の事業について答弁をいただきました。せっかく

当初決められた事業で、今答弁にもありましたよ

うに改めてそれぞれの内容検証されて、Ｃ評価で

また次の展開を目指すなり、あるいは求められて

いることに対して新たな施策を進めるということ

でまたぜひお願いをしたいというふうに思います。

それで、今回全体的な総合評価というふうなこ

とで質問させていただいております。総合計画の

前期事業、重点プロジェクト、それぞれ設定をさ

れております。経済元気化プロジェクトでは３９

の事業、安心子育てプロジェクトでは３９、冬季

スポーツ拠点化プロジェクトでは１４の事業、い

わゆる３事業で９２の重点プロジェクト、事業本

数になっております。その中で基本目標４では５

事業、基本目標５では３事業がそれぞれ部をまた

いだ形の取り組みになっております。総合政策部

がことし４月からスタートして、いろんな総合計

画あるいは総合戦略、これに代表される施策や短

期的に全庁が協力をして取り組むべき施策につい

てスピード感を持ってスムーズに遂行していくと

いうふうなことで６月のときに御答弁をいただい

ております。発足して６カ月を経過をしたわけで

すけれども、今の総合計画を含めて実際にどのよ

うな対応されているのか改めてお伺いをしたいと

いうふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 複数にまたがる

事業ということで御質問いただきました。複数の

重点プロジェクトにまたがる事業で、個別の話で

いいますとそれぞれのハード事業については財源

の確保を踏まえながら年次の事業計画に沿って取

り組んでいるところでありまして、今後も毎年の

ローリング作業、予算協議を踏まえて計画的に取

り組んでいくというところになるのかなというふ

うに思います。観光、それから冬季スポーツ拠点

化、子育てなど複数の視点から取り組むべき事業

については、総合計画に包含されております名寄

市まち・ひと・しごと創生総合戦略、こちらにお

いて各種施策を構成する事業に位置づけをさせて

いただきまして、地方創生の推進交付金、こちら

を充当しながら進めてきているというところでご

ざいます。この交付金、充当事業として冬季スポ

ーツ拠点化推進プロジェクト、それから名寄市立
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大学を活用した地域のケア力向上プロジェクト、

この２事業を実施をさせていただきまして、予定

していた事業内容はおおむね達成をさせていただ

いておりまして、事業の評価についてはさきの第

２回定例会の議員協議会でも報告をさせていただ

いたところでございます。また、事業の計画的な

遂行に当たっては、財源の確保も非常に重要であ

るということから、各事業の実施に当たっては常

に有利な財源を検討する必要があると考えており

ます。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） この件についてまだ

改めて議論させていただきたいというふう……時

間が少なくなって。今後はやっぱり総合政策部の

果たす役割というのは非常に重要なのかなという

ふうに思っておりますので、その点についてまた

違う機会に質疑をさせていただきたいというふう

に思います。

今回の３０年度の評価というようなことで総括

的な形でお聞きをしました。改めて加藤市長にお

伺いをしたいというふうに思います。総合計画、

基本理念、人づくり、暮らしづくり、元気づくり

というふうなことで３０年度の行政評価を中心に

質疑をさせていただきました。加藤市長としても

総合計画、前期の結果を踏まえて既に総合計画の

中期計画が進められておりますけれども、これの

推進に向けての考え方について改めてお伺いをし

たいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 総合計画の推進あるいは

行政評価についてさまざまな御提言をいただきま

して、ありがとうございます。今回ＫＰＩを用い

るということで、できるだけ市民の皆様にわかり

やすくやっぱり評価をいただくということと我々

も内部でそれは部局をまたいで庁内でも評価、検

討はしやすいような仕組みにしようということで

この評価を取り入れたということでございます。

これからも市民の皆さんとともにつくり上げてき

たこの総合計画を着実に推進をしていくというこ

とが肝要だというふうに思いますので、先ほどＫ

ＰＩの話もまだまだアウトプット、アウトカムの

設定そのものが成熟していない部分も実はあるの

かなというふうに思っていて、そこをさらに本質

を踏まえた中での目標設定をさらにブラッシュア

ップをしていくことだとか、さらには評価をして

いく中でさらに計画をブラッシュアップしていく

と。そのことを市民の皆さんと対話をしながら前

に進めていくという、この庁内あるいは推進委員

会初め市民の皆様との協働の作業の中においてこ

の総合計画を着実に推進をしていくということが

名寄市の総合的な持続可能な発展につながってい

くというふうに考えておりまして、ぜひ御理解い

ただきたいし、またあらゆる場面において議会の

あるいは議員の皆様にもさまざまなチェックある

いは提言をいただければというふうに思いますの

で、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 今市長からお話もい

ただきました。今回は、総括的な形での質問とい

うふうな形でさせていただきました。今後の総合

計画中期計画がもう既にスタートしております。

その後の進捗につきましてもよりよい結果につな

がるように二元代表制の一翼を担う一人として、

今市長からもお話ありましたように、あらゆる機

会を通じて検証、提案をさせていただきたいとい

うふうに思います。

時間がなくなりましたので、何点か絞って再質

問させていただきます。下水道の運営について、

それぞれ中期計画、それから水道事業の計画、お

おむね計画どおりに進捗をしているというふうな

お話をいただきました。それから、やはり設備の

老朽化というふうなことの話の内容であったかと

いうふうに思います。

それで、１点ちょっとお聞きをしたいのですけ

れども、今回の下水道事業経営戦略、この中で平
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成３２年度、いわゆる令和２年度を目標に公営企

業会計を導入をするというふうに記されておりま

す。計画どおりに導入をされていくのか、あるい

は導入することによって汚水処理費あるいは処理

料の考え方、これについての現状での考え方につ

いて改めてお伺いをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 鈴木上下水道室長。

〇上下水道室長（鈴木康寛君） 今定例会の初日

におきまして条例改正案を可決していただいてお

りますけれども、下水道事業と個別排水事業、今

時点２特別会計で運営しておりますが、令和２年

度からは１企業会計事業として移行することにな

っております。今時点での経営戦略につきまして

は、２の特別会計事業としての経営、財政のバラ

ンスをとっておりますので、企業会計化以降はも

う一度これを見直す作業が出てくる予定でござい

ます。見直した結果、今度水道事業と同じような

企業体系になりますので、貸借対照表ですとか財

務諸表ができることから、適切な経営ができるも

のと考えております。汚水処理費、使用料の関係

については受益者負担というものが原則となって

おりますので、使用料は使用者が負担するべきも

のと考えております。使用料の中身は企業会計以

降の検証にもよるのですけれども、今後とも安定

して使用し続ける下水道であるための適正な使用

料について検証していきたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 東川議員。

〇１５番（東川孝義議員） 当初の計画どおり推

進をされるということで、今までの２会計の特別

会計から１事業に変わっていくというふうなこと

と、当然貸借対照表、損益計算書が１カ所で見ら

れるというふうなことで、経営内容がより明確に

理解ができるようになるのかなというふうに思い

ます。それに加えて、下水道の料金、汚水処理費、

それから使用料、これについても今お話がありま

した。基本的には上水道と同じ使用者が負担する

受益者負担というふうなことで、できるだけ上が

らないほうが望ましいのですけれども、そうはい

いながら一方では老朽化設備の更新というふうな

いろんな課題等も抱えながらなので、その辺につ

いてはやはり適宜市民に対してあるいは住民に対

しての的確な情報発信の中で理解を得ながら進め

ていっていただきたいというふうなことでお願い

を申し上げておきたいというふうに思います。

それから、最後に閉校施設の活用ということで、

時間がなくなったので、一方的にちょっと要望と

いうようなことでお話をさせていただきます。豊

西小学校のドッグランのことで、今利用されてい

る形のもの、それからドッグランを設備するに当

たってのイニシャルコスト、ランニングコスト、

それぞれ河合部長のほうからお話をいただきまし

た。豊西小学校のスケートリンクの利用、２８年

度 ９５３人、２９年度 ０７９人、平成３０年

度は５５日間で ００４人と大体 ０００人前後

利用されております。名寄市で３月初め現在の犬

の登録数 １９２頭登録をされております。先ほ

どさざなみ公園のドッグランのお話も聞きました。

実際自分も見に行っています。小型犬、大型犬、

それぞれ１５メーター角ぐらいの設備になってお

ります。ほとんど実際お聞きをしてみると使用さ

れておりません。そんな中で、今言われたことも

含めて非常にこのドッグランの要望が強いので、

今後愛好者を含めて募って、新たな視点で再度協

議をさせていただきたいというふうに思っており

ますので、この要望を含めて私の質問を終わらせ

ていただきます。

〇議長（東 千春議員） 以上で東川孝義議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

障がい者福祉の推進について外１件を、遠藤隆

男議員。
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〇８番（遠藤隆男議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、順次質問をさせ

ていただきます。

まず、大項目の１、障がい者福祉の推進につい

て４点、最初に小項目の１、就労支援について。

障害者総合支援法の改正により障がいのある方が

みずからどの地域で自立した生活を営むことがで

きるよう生活と就労に対する支援の一層の充実な

どが図られ、新たなサービスが広がりつつありま

す。名寄市においても、障がい者雇用の促進のた

め名寄市障害者自立支援協議会や就労支援部会が

中心となり、各関係機関と連携を図り取り組まれ

ていることと思いますが、名寄市の障がい者の現

状、一般就労及び福祉就労の現状を含め、名寄市

の就労の支援体制についてお伺いをいたします。

次に、小項目の２、地域生活支援について。障

がいがあっても住みなれた地域で生活したいとい

う希望者もふえてきており、住みなれた地域で安

心して暮らせる切れ目のないさまざまな支援が求

められています。障がい者ができる限り住みなれ

た地域で充実した生活を送るため支援が必要な一

人一人のニーズに応えるための相談支援の充実及

び地域生活を支えるサービスの整備に向け、現在

どのような取り組みをされているのかお伺いをい

たします。

次に、小項目の３、生活環境等整備について。

地域で安心して暮らせる環境づくりのために市内

の福祉施設と連携をして生活環境等の整備をされ

ていることと思いますが、現在どのような取り組

みをされているのかお伺いをいたします。

次に、小項目の４、障がい者、障がいへの理解

及び障がい者の重度化、高齢化について。名寄市

は、障がい及び障がい者への理解度は高いほうで

あると認識をしておりますが、さらに理解を深め

るため、また障がい者の重度化、高齢化や親亡き

後を見据えた名寄市の取り組みについてお伺いを

いたします。

次に、大項目の２、農福連携の推進について２

点お伺いいたします。農業分野と福祉分野が連携

した農福連携の取り組みは、障がい者の心身のリ

ハビリ効果もあり、就労訓練や雇用の場となるだ

けでなく、農業者の高齢化や労働不足といった問

題を抱える農業分野にとっても働き手の確保や地

域農業の維持、さらには地域の活性化にもつなが

ることから、より一層の推進が求められておりま

すが、名寄市における農福連携の現状と課題につ

いてお伺いをいたします。

次に、小項目の２、農福連携の考え方について。

農福連携は障がい者等の農業分野での活躍を通じ

て自信や生きがいを創出し、社会参画を促す取り

組みであることから、国としても農業分野、福祉

分野双方の課題解決とメリットがあるウイン・ウ

インの取り組みであると考えられ、農福連携を推

進しておりますが、名寄市としての農福連携の考

え方についてお伺いをいたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま遠藤議

員からは大項目で２点にわたり御質問をいただき

ました。大項目１については私から、大項目２に

ついては経済部長からの答弁となりますので、よ

ろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、障がい者福祉の推進につい

て、小項目１の就労支援についてお答えいたしま

す。平成３１年４月に北海道労働局が発表した民

間企業における障がい者の雇用率につきましては、

ハローワーク名寄管内においては実雇用率が ５

２％となっており、障害者雇用促進法で義務づけ

られている法定雇用率 ２％を上回っている状況

にあります。全国平均が ０５％、全道平均が

２％ということで、ハローワーク名寄管内につい

ては障がい者の雇用率が比較的高い状況となって

いるところであります。また、障がい者の就労支

援といたしましては、市内障がい者事業所や障が

い者団体からの代表者、ハローワークや名寄市立

大学など関係機関で構成をする名寄市障害者自立
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支援協議会の就労・生活支援部会を年６回開催し、

充実した支援に向けての話し合いを継続的に行っ

てきております。就労・生活支援部会では、例年

開催している仕事講座をことしも１０月に開催を

予定しており、一般企業へ就職を希望する障がい

者の方々を対象に既に就職している先輩方を講師

に迎え、実際に働いている現場の映像や仕事にま

つわる経験談を聞くことで就職への意欲や業務へ

の関心を高めることにつながっているものと考え

ております。これまで参加した皆さんからは就職

した後の様子がわかってよかったなどの御意見を

いただいており、好評を得ているところでありま

す。このようなさまざまな取り組みの結果、障が

い者の一般就労の状況につきましては昨年度一般

企業への就職を希望されていた障がい者１７人全

員が名寄市内の企業へ就職をされております。こ

のことは、市内の障がい事業所や関係機関の努力

により一般企業への就職希望がかなうような状況

が出てきているところであります。今後も障がい

者の方々の希望がかなうよう関係機関と協力、連

携を図りながら障がい者の就労支援の充実に努め

てまいります。

次に、小項目２の地域生活支援についてと小項

目３の生活環境等整備については関連があります

ので、一括してお答えいたします。障がいがあっ

ても住みなれた地域で安心して暮らすためには切

れ目のない支援が重要であると認識しております。

その中でも障がい者の相談支援の充実と地域生活

を支える福祉サービスの整備は最も重要であると

考えているところであります。障がい者の相談支

援につきましては、平成２８年度から障がい者の

総合相談窓口であります基幹相談支援センター事

業ぽっけを名寄庁舎に設置し、障がいに関するさ

まざまな相談に対応してきております。また、本

年４月からは総合福祉センター内に開設している

こども発達支援センターで行っていた相談支援部

門を基幹支援センター事業と統合し、子供から大

人まで切れ目のない相談体制を構築しております。

現在の相談体制は、専門職５人で障がいに関する

各種の相談に対応している状況です。昨年度の基

幹相談支援センター事業の相談件数につきまして

は、障がい者１３５人、障がい児９２人から相談

を受け、延べ ４６８件にわたり必要に応じた支

援を行いました。相談内容で一番多いのは福祉サ

ービスの利用に関する支援で、その次は保育、教

育に関する支援でした。このほか民間の福祉施設

が運営している相談窓口も名寄市内に３カ所あり、

合計４カ所の相談窓口を開設し、障がいに関する

さまざまな相談に対する支援を行っているところ

であります。

また、名寄市障害者自立支援協議会には相談支

援・権利擁護部会があり、さきに述べました就労

・生活支援部会と同様定期的に会議を開催し、障

がい者の相談支援が充実していくよう継続的に話

し合いの場を設けております。今年度は、教育と

福祉の連携について論議を進めながら、障がいの

あるお子さんが地域で安心して暮らし、大人にな

るまで切れ目のない支援を受けることができる体

制づくりを考えているところであります。

次に、福祉サービスの整備についてですが、現

在名寄市内には障がい者の福祉施設が７法人あり、

積極的に就労のトレーニングが行われる状況にあ

ります。福祉サービスの就労継続支援につきまし

ては、一般企業での就労が困難な方に働く場を提

供するとともに、知識及び能力の向上のために必

要な訓練を行っており、就労継続支援Ａ型の事業

所が１カ所、就労継続支援Ｂ型が５カ所あります。

昨年度の実利用人数は９８人となっております。

また、就労移行支援につきましては、一般企業へ

の就労を希望する方に一定期間就労に必要な知識

や能力向上のために必要な訓練を行っており、２

カ所の施設があります。昨年度の実利用人数は２

０人となっております。これらの事業で行われて

いる作業はお弁当づくり、パンづくり、畑作業な

どさまざまであります。また、福祉施設の詳細を

名寄市ホームページに働く場マップとして公開し、
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情報発信にも努めているところであります。

次に、障がい者の生活の場でありますグループ

ホームにつきましては、民間の福祉施設の御尽力

によりここ４年間でグループホームが４棟ふえて、

現在市内には２０棟のグループホームが整備され、

１１０人が生活をしております。障がいのある方

が安心して働くためには生活の安定も必要になり

ますので、グループホームの整備には働く上でも

生活を送る上でも非常に重要な取り組みでありま

す。当市では、グループホームの設置促進を目的

に名寄市障害者グループホーム整備事業補助金と

して施設建設費の一部を助成する制度を設けてい

るところであります。今後におきましても、この

住みなれた地域で安心して自立した生活を送るこ

とができる環境をより一層整えていくために関係

する皆様と連携をしながら取り組んでまいります。

最後に、小項目４、障がい者、障がいへの理解

及び障がい者の重度化、高齢化についてお答えい

たします。障がい者への理解につきましては、理

解促進研修啓発事業としてさまざまな取り組みを

行っております。４月２日の世界自閉症啓発デー

にはＪＲ名寄駅前の駅前広告塔をブルーに照らす

ライトアップや駅前交流プラザよろーな内でパネ

ル展を行い、自閉症や発達障がいへの理解啓発活

動を実施いたしました。１２月の障がい者週間に

は障がい者の美術展でありますアール・ブリュッ

ト展を名寄市民文化センターで開催し、独創的な

美術作品をたくさん市民の方々に鑑賞していただ

いております。このほか、市民を対象とした障が

いの理解啓発のための研修会や障がい者の地域生

活をテーマにしたシンポジウムを開催しておりま

す。

次に、障がい者の重度化、高齢化につきまして

は、平成３０年度より近隣５市町村が連携して地

域生活支援拠点の取り組みをスタートさせており

ます。地域生活支援拠点とは、障がい者の高齢化、

重度化や親亡き後も見据え、障がいのある子供や

障がいのある人が住みなれた地域で安心して暮ら

していけるようさまざまな支援を切れ目なく提供

できる仕組みを構築することを目的に広域的な取

り組みを進めているところであります。現在の取

り組み状況としては、近隣５市町村の行政担当者、

福祉施設職員、名寄市立大学教員、福祉関係者な

どが集まる全体会議を定期的に開催し、地域全体

の課題などについて協議を行っております。この

ほか近隣５市町村内にあるグループホームの空き

部屋の情報を共有することでグループホームの利

用を希望する方に対し最新の情報を提供できるよ

う取り組んでおります。また、障がい者の親亡き

後や権利を守ることを考えますと、地域に成年後

見センターがあるということが重要なことであり

ます。当市では平成３０年１月から名寄市社会福

祉協議会に業務委託して、総合福祉センター内に

名寄市成年後見センターを設置いたしました。今

後においても必要なときに成年後見制度をすぐに

利用できるよう事業の推進にも努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、農福連携の推進について、小項目の１、現

状と課題について、小項目の２、農福連携の考え

方については関連がございますので、あわせて申

し上げます。

農福連携につきましては、農業分野におきまし

ては高齢化などによる労働力不足が課題となる一

方で、福祉分野におきましても農業を通じて得ら

れる心身のリハビリテーション効果や共同作業に

よる社会参加への促進効果などが評価されており、

農業分野と福祉分野が相互に連携し、障がい者な

どが農業生産活動に携わる農福連携が推進されて

ございます。本市における取り組み状況といたし

ましては、福祉事業所が障がい者などによる農作

物の栽培、加工、販売を行っている事例や農業者

が障がい者を従業員として雇用する事例、福祉事

業所と農業者が連携し、農作業を受託して請け負

う例などがあり、市内におきましても既に４つの
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福祉事業所などで取り組みが行われているほか、

養護学校の実習としても取り組まれてございます。

本市としましては、障がい者雇用に対する理解を

広げるため農業者を対象とした研修会を開催して

おりますが、全体的にはまだ関心が低い状況にあ

ります。また、福祉事業所といたしましては通年

を通しての作業でないこと、作業に携わることが

できる障がい者が不足していること、作業に同行、

指導する職員が確保できないこと、作業内容が多

岐にわたり指導が難しいなどが課題として挙げら

れてございます。

また、本市としての考え方といたしましては、

さきに申し上げたように、農業分野におきまして

は労働力不足の解消、福祉分野におきましては社

会参画を促す取り組みとして期待をされていると

ころであります。現在農作業の従事を受け入れて

いる農家戸数といたしましては９戸となっており

まして、労働力不足への対応といたしましてはそ

の一部を補完する取り組みと捉えておりますが、

障がい者の方が働ける環境づくりを進めることで

誰もが農業に従事しやすい環境づくりにつながる

ことも期待がされるところであります。福祉分野

におきましては、個々の特性において農作業が合

う方がいることから、課題の整理に努めながら就

業場所の一つとして引き続き連携していくことが

必要と考えており、議員が言われるウイン・ウイ

ンの関係にあるべきと考えてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） それぞれ御答弁をいた

だきまして大変ありがとうございました。何点か

再質問させていただきたいと思います。

まず、障がい者福祉の推進についてからお伺い

をいたします。先ほどの丁寧な御答弁で名寄市に

おける就労体制、基幹相談支援センター事業を中

心として市内の特定相談支援事業所との連携によ

る相談支援、またグループホーム及び日中活動系

サービス等の地域生活を支えるサービスの整備等

含む地域生活支援、市内福祉施設と連携した生活

環境整備等、障がい者の高齢化、重度化、親亡き

後を見据えた取り組み等については、おおむね理

解をさせていただきました。

現在取り組まれている取り組みについては、市

民の皆様にさらに御理解を深めていただけるよう、

また名寄市みんなを結ぶ手話条例や成年後見制度

等の周知が余り進んでいないことに対しても情報

発信等含め引き続き関係機関と連携をしながら取

り組んでいただきたいというふうに思います。

障がい者の雇用においては、障害者雇用促進法

に基づき国、道においても職業訓練、雇用主に対

する助成や職場定着に対する取り組み等が行われ

ていますが、現実は雇用主側としても雇用したい

けれどもノウハウがない、ニーズに合う人材と出

会えない、どの部署でどんな仕事をさせていいの

かわからないといった不安等もあり、雇用主側、

働きたいと思う障がい者側双方においてまだまだ

さまざまな課題があり、スムーズに進んでいない

のが現状なのかなというふうにも感じております。

名寄市においては、民間の団体、ＮＰＯ法人なよ

ろ職親会が名寄大学と連携をして、厚生労働省認

定のジョブコーチ養成研修を実施する等、大変力

を入れていると思います。また、名寄市には市独

自のジョブコーチ支援制度があり、さまざまな取

り組みをされていると思いますが、市独自のジョ

ブコーチ支援制度及び取り組みの内容についてお

伺いをいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま再質問

で名寄ジョブコーチについての御質問であります

けれども、ちょっとこの場をかりてそのジョブコ

ーチも含めて御説明をさせてもらいたいと思いま

すので、御了解をお願いしたいと思います。

ジョブコーチにつきましては、皆さんも御承知

だというふうに思いますけれども、言葉のとおり

仕事のコーチ役ということで障がい者の就労支援

の専門知識を学んだ職員が障がい者が会社に就職
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した際に障がい者本人と会社の双方を支援するも

ので、障がい者が長く安定して働くために有効な

取り組みであります。先ほど議員からありました

とおり、会社がどのように対応していいかとか、

障がい者もいきなり会社に行ってやっぱり人間関

係を含めて大変な状況の中では、このジョブコー

チ制度というのは大変重要なことだというふうに

考えております。議員からありましたように、Ｎ

ＰＯ法人なよろ職親会におきましては９年前から

厚生労働省の認可を受けまして、ジョブコーチの

養成研修を主催しており、これまで３００人が受

講しております。名寄市内におきましても十数人

が受講して、活躍をしているところであります。

これにつきましては、旭川にあります北海道障害

者職業センター旭川支所に相談して、必要な手続

をして、ジョブコーチを派遣いただくということ

になっているところであります。ただ、課題とい

たしましては、障がい者が会社に就職した際、最

初毎日とかジョブコーチが同行するのが望ましい

状況にありますけれども、このジョブコーチ制度

をやりますと旭川の派遣となりますので、やっぱ

りなかなか難しい状況があるということでありま

す。また、ジョブコーチを利用するためには手続

を含めて２週間程度かかるということで、急遽就

職決まったり、また養護高等学校の生徒や実習の

場合にはこの制度は使えないという、そういった

状況があります。そういった面において、それを

補うために名寄ジョブコーチ制度を発足させまし

て、就労・生活支援部会が中心となってそこの不

足している部分を補うということで活動している

ところであります。これにつきましては、基幹相

談支援センター事業ぽっけが相談窓口となって、

先ほど言いました国のジョブコーチ制度で対応で

きない部分について障がい者の就職先への必要に

応じた同行であったり、養護学校の生徒や実習の

同行についても実施をしているところであります。

昨年度におきましては、精神障がいや発達障が

いの方６名に対しまして約２０回のジョブコーチ

を派遣しているところであります。内容につきま

しては、職場を訪問して、本人の仕事の状況を確

認したり、会社の従業員と意見交換をしながら本

人の状況、こういった対応したらいい、そういっ

た意見交換をしながら、このジョブコーチの支援

を行うことで本人が緊張感がなくすんなり会社で

スムーズに仕事ができる、そういった取り組みで

あったり、何よりも本人が長くその職場で働く、

そういった環境づくりについても支援をして、効

果が出ているというふうに考えているところであ

ります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ありがとうございまし

た。障がい者も会社で働く時代であります。働く

幸せを感じられる優しい団結力のある組織、障が

い者にとって働きやすい環境づくりはパートで働

く方々を含めより働きやすい環境づくりにつなが

っていくと思いますので、またジョブコーチ支援

については障がい者本人だけではなく、事業者や

家族も対象になっているということもありまして、

ジョブコーチ制度がますます活用されるよう、ま

た事業所内においても上司や同僚によるナチュラ

ルサポートにスムーズに移行されるような取り組

みになるよう引き続きよろしくお願いしたいと思

います。

次に、障がい者への理解について再度質問をさ

せていただきます。障がいや障がい者を理解する

には障がいの種類を理解し、障がい者個々の障が

いの特性を理解することが必要であり、親、兄弟

や家族でさえ理解困難な状況に出会うことがあり、

そう簡単には理解できるものではないというふう

には思っております。一例を挙げますと、意思疎

通が困難である自閉症の障がいを持つ障がい者に

は個々にさまざまなこだわりといったものがあり

ます。日常において急遽行動予定が変わったり、

いつも通っている経路が変わったり、本人が一人

でできるいつもどおりしている行動の一部を手伝
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われたり、体をさわられるのを嫌い、コミュニケ

ーションのつもりで肩をさわられたり、おはよう

ございます、さようならといった挨拶を同じ言葉

で返してもらえなかったことから行動が停止した

り、しつこくなったり、またいきなり怒り出した

り、パニックになったりといったことが起きてし

まいます。日中の生活において家族と常に過ごし

ているならば、そのような行動を避けることがで

きるとは思いますが、現実としてそういうことに

はいかないと思います。大半の方は、福祉施設等

において支援を受け、福祉就労等の場において日

中の生活をしていると思います。障がい者を支援

する職員の方々が障がい者個々の特性を知り、理

解できなければ戸惑うことも多く、満足のいく支

援もできず、職務に対するやりがいも見えないの

ではないかというふうにも考えます。

そこで、障がい者を支援する職員等に対して各

種障がいの特性を含め理解をさらに深めてもらう

ため名寄市として何か取り組まれていること等が

あればお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今の議員からあ

りましたように、やっぱり障がい者個々によって

その障がいの程度だったり、状況は違うという面

では障がいというものを理解することは大変重要

というふうに思っております。そういった面では、

市においても継続して市民、地域も含めていろん

な啓発活動やったり、講習会も今後も実施したい

というふうにも考えていますけれども、今職員の

研修ということで質問がありました。言いました

ように、障がいといってもさまざまな種類、程度

がありまして、全ての障がいを学ぶことについて

はかなり時間がかかりますし、障がいの支援に携

わる職員については専門的な知識をもとにした高

度な支援が求められてきているところであります。

障がい者の支援に携わる人がより専門的な知識を

身につけることができるよう研修会の開催、就労

・生活支援部会、相談支援・権利擁護部会での研

修などを実施しておりますけれども、ことしにお

きましては８月に職員向けの研修会を実施して、

福祉業務に従事している職員を対象に知識の向上

や対人援助、スキル向上及び職員間のネットワー

クの構築に向けて講話だったり、あとは小グルー

プでのグループワークを実施しております。先ほ

ど言いました就労・生活支援部会、相談支援・権

利擁護部会においても年６回開催している中では

常に事例検討も行いながら、やっぱり社会状況の

変化であったり、子供といいますか、障がい者の

状態、いろんなケースがありますので、そういっ

たものを事例を検討しながら、意見交換をしなが

らよりよい対応といいますか、サービスといいま

すか、そういったものをいかに提供できるかとい

うのは常に研さん、検証しながら実施をしていき

ますので、今後においてもそういったことを通じ

まして職員のスキルアップに努めながら、障がい

者の方々が自分に合った生活ができる、対応でき

る、そういったような取り組みをさらに進めてま

いりたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ありがとうございまし

た。名寄市としては障がいや障がい者への理解を

深めるために研修会を初めさまざまな取り組みが

されており、安心しているところではありますが、

障がい者個々の特性を把握し、さらに理解を深め

てもらうためにも障がい者の御家族とも連携をし

た取り組みというふうになるようによろしくお願

いをしたいと思います。

先般７月２７、２８日に「楽しく働き、楽しく

暮らし、自分らしく生きよう」をテーマに第６４

回北海道手をつなぐ育成会全道大会名寄大会が行

われました。北海道手をつなぐ育成会、名寄心と

手をつなぐ育成会等の主催で各関係機関を初め多

くの後援によりさまざまなテーマについての討議、

イベント、アトラクション等が行われ、大変意義

の深い大会になったのではないかと私も思ってお
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ります。私も障がいを持つ子の親として、また名

寄心と手をつなぐ育成会の一会員として改めて親

として何をすべきなのか、今何をしなければなら

ないのかを考えるいい機会になったというふうに

思っております。障がい者も社会を支える一員で

あり、楽しく働き、楽しく暮らし、自分らしく生

きていける、また支援をする職員等の皆さんがや

りがいを持って働ける名寄市、さらには福祉関係

者だけでなく市民の皆様に障がいの特性に応じた

コミュニケーション手段を身近に感じてもらい、

障がい者との円滑なコミュニケーションが図るこ

とができるような名寄市になればと願うところで

もあります。そのためにもより多くの市民の皆様

に理解していただけるよう情報発信等含めた取り

組みを引き続きしていただきたいというふうに思

います。

次に、農福連携について再度質問をさせていた

だきます。先ほどの御答弁により名寄市における

農福連携の現状と課題、考え方については理解を

させていただきました。農福連携には農業分野、

福祉分野においてさまざまな問題が多々あると思

います。また、農福連携は農業関係者と福祉関係

者がお互いに理解を深め、行政としても既存の協

議会の活用や協議会の新規設立等、官民一体の連

携がなければ前へ進まない取り組みであると考え

ますが、名寄市としてはどのようにお考えかをお

伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農福連携の推進に当

たって農業サイド、そして福祉サイドがしっかり

と相互理解をしながら進めていく必要があるので

はないかというところの御質問だったかというふ

うに思います。農林水産省が、２０１８年ですか

ら、昨年の１１月にアンケート調査をとっており

まして、農福連携を実践する農家１２６人、そし

て福祉事業者７７７件の回答を得てまとめた結果

がありまして、この中には、先ほど申し上げまし

たけれども、効果が言われています。１つは農家

サイドにすると年間売上額がふえた農家が８割ほ

どに上がっていたという効果が言われていたり、

あるいは福祉事業者のほうでは障がい者が農作業

することで体力がついた、あるいは表情が明るく

なったなどの効果が実感できるという報告をいた

だいているところであります。ただし、一方で課

題として浮き上がっているのが農家と福祉事業所

とのマッチングをどう進めるかというのが課題と

いうことで報告をされているということでありま

す。名寄市におきましても、先ほど報告をさせて

いただきました。現状農福連携進んでいる分あり

ますけれども、これらの取り組みについては各種

福祉事業所と農家さんがそれぞれ個別に連絡をと

り、連携をして取り組んでいるというのが実情で

あります。さらにこの農福連携進めるに当たって

は、やはり今後の取り組みの課題ですとか、それ

ぞれの意向ですとか、あるいは課題解消に向けて

実態を知り、相互理解を深めることがまず必要だ

ろうというふうに考えているところでありまして、

議員が言われるように農業分野、さらには福祉分

野の関係者が集まって協議する場も必要だという

ふうに認識をしているところであります。幸いに

市内に目を向けますと福祉事業者が参加する会議、

名寄市障害者自立支援協議会というのが既に設置

をされておりますので、こういった場を活用しな

がら農福連携の推進に向けて相互に情報を提供し

合い、知り合い、そして課題解消に向けて検討を

進める、そんな機会としてまいりたいと思います

ので、今後また調査研究してまいりたいと思いま

すので、ぜひ御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 前向きな御答弁で、大

変ありがとうございます。ぜひそのようにお願い

したいと思います。

農福連携の取り組みは、高齢者社会と言われる

時代、元気な高齢者の活躍の場、また高齢者の健

康、生きがいづくりの場との考え方もあります。

私は、障がい者と高齢者のコラボもありではない
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かなというふうにも考えております。名寄市には、

農業振興センターというすばらしい施設がありま

す。農業、福祉関係者が取り組む農福連携だけで

はなく、農業振興センターを活用した農福連携が

できないだろうかというふうにも考えます。そこ

で、農業振興センターを活用した名寄市独自の農

福連携の可能性を含めお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいま農業振興セ

ンターを活用した農福連携のモデル的な取り組み

を含めていかがですかという貴重な御提言をいた

だいたというふうに受けとめさせていただきたい

と思います。議員御存じのように、農業振興セン

ター、さまざまな作物もありますので、さまざま

な体験ができるという部分がある一方で、どうし

ても面積的な制限なんかもあるということについ

ては御存じいただいているかというふうに思いま

す。そういった意味では、どうしても限定的な取

り組みとならざるを得ないのかなという一面があ

るというふうに思っておりますけれども、農福連

携におきましては障がい者の方が実際の農作業体

験を通じて農作業従事の適性を見きわめることが

あるというふうに思いますし、またある意味では

作業内容の指導方法を検討しながら進めること、

そういったことも振興センターを活用すると可能

になるかなというふうに思っているところであり

ます。さらには、農業者にとっても実際に障がい

のある方が作業している姿を見て、こういう方た

ちであれば私たちもぜひ受け入れてみたいなとい

う、そういうきっかけにもなるのではないかなと

いうふうに思っているところでありますので、ど

のような活用ができるかについてさらに研究をさ

せていただきたいなというふうに思っています。

これは、農業サイドだけということでなくて、福

祉サイドも含めて研究をさせていただきたいとい

うことであります。

なお、申し上げておきたいと思いますけれども、

振興センターでも既に高齢者事業団の方について

は作業に御協力をいただいて、実際に農作業の従

事に当たっているということもあります。いずれ

にいたしましても、今後さらに研究を進めてまい

りたいと思っておりますので、ぜひ御理解をいた

だければと思います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ありがとうございまし

た。ぜひ御検討いただき、名寄市の農福連携がさ

らに推進されますようよろしくお願いいたします。

まだ時間がありますが、最後に障がい者に優し

いまちづくりは高齢者、子供にとっても優しいま

ちづくりにつながると私は考えております。名寄

市において推進されている各計画、各事業がさら

にいいものとなり、名寄市の皆様がこれからも住

み続けたい名寄であると思える名寄市になること

を願い、質問を終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で遠藤隆男議員の

質問を終わります。

防災について外２件を、清水一夫議員。

〇９番（清水一夫議員） 議長から御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、大項目３点にわ

たって質問させていただきます。

大項目１、防災についてであります。ここで小

項目３点についてお伺いします。小項目１、雪害

等における市の対応について４点お伺いします。

１点目、融雪による鉄塔倒壊、停電時の市の対

応についてでありますが、停電のことについて、

今台風１５号の影響で千葉県では６万戸の１週間

以上の停電が続き、不自由な生活を余儀なくされ

ている被災住民の皆様に心からお見舞い申し上げ

ますとともに、早く復旧されますことを御祈念申

し上げます。

改めて、１点目、融雪による鉄塔倒壊の停電時

の市の対応についてお伺いします。昨年９月６日

未明、胆振東部地震による北海道全域の停電、ブ

ラックアウト、市民は約２日間電気のない不自由

な生活を送りましたが、幸いに９月上旬で、まだ

暖かい時期でありました。これが冬に停電があっ
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た場合を考えますと、一抹の不安を感じ、冬の停

電に備え、石油ストーブ、カセットコンロ、使い

切りのカイロ、湯たんぽなど冬の災害に備え用意

しておくべきと改めて考えさせられました。実際

過去に平成２４年１１月２７日、発達した低気圧

の影響で猛吹雪により鉄塔が倒壊、室蘭市など約

５万 ０００戸が一時停電し、暖房が使えない住

民のため登別市など周辺自治体で２６カ所の避難

所を開設しました。ここで以下３点について見解

をお伺いします。

その１つ、停電時、ガソリンスタンドはポンプ

アップ機能が不能となり、給油できない状態にな

ります。市としての緊急時の燃料等の確保につい

てお答えください。

その２、酪農家への搾乳等の非常用電源確保の

支援について御答弁願います。

その３、独居老人など災害弱者支援について。

独居老人など災害弱者の状況把握はどのように行

うのか。また、臨時避難所を開設するのか。開設

すればその運営はどのようにやるのか答弁願いま

す。

小項目１の２点目、吹雪、吹きだまり交通どめ

時の市の対応についてお伺いします。平成２４年

３月２日午後、暴風雪となり、中標津町や湧別町

で車が相次いで立ち往生するなどし、３日の朝ま

でに８人の方が亡くなりました。原因は、車内で

の一酸化炭素中毒死と車外に出ての凍死でありま

した。このような気象時、市は迅速、確実な災害

応急対策及び減災対策を図るため非常配備の体制

をとり、暴風雪による外出の抑制の周知、まずは

庁内関係部課、また名寄消防署、関係機関、団体、

マスコミ等、町内会長、保育所、各学校、幼稚園、

共同生活援助等の施設などに伝達しますが、緊急

時警察及び車が立ち往生している運転手から直接

救出の要請があった場合、市の対応について、ま

たその関連について４点お伺いします。

１点目、救出における関係機関との連携で、そ

の１、現場までの除雪、その２、その救出要領に

ついてお答え願います。

２点目、避難者の臨時避難所の開設についてお

伺いします。その関連について２点、その１、冬

季災害における市の備蓄状況についてお伺いしま

す。その２、市の冬季防災訓練を計画、実施する

か。

以上、４点答弁をお願いします。

小項目２、本年度の名寄市の防災訓練の成果に

ついてお伺いします。１つ、よかった点、２つ、

改善を要する点、３つ、成果を踏まえて今後の市

防災訓練の取り組みについて答弁を願います。

小項目３、避難行動要支援者の対応について前

回質問しましたが、その同意書の取得状況の進捗

状況についてお答えください。

大項目２、冬の観光についてであります。市は、

地域資源を活用したスポーツと交流イノベーショ

ンプロジェクトで合宿やスキーツアーなどのイン

バウンド、訪日外国人でありますが、受け入れは

０００人、３年間で ９００人増を目指すと発

表がありました。そこで、お伺いします。スキー

ツアーなどのインバウンド、受け入れ施策につい

て答弁を願います。

大項目３、冬季スポーツ施設整備についてであ

ります。お伺いします。前回質問した健康の森の

クロスカントリーコース整備の進捗状況について

お答えください。

以上で壇上からの質問を終わります。理事者の

答弁をよろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） ただいま清水議員か

らは大項目で３点にわたり御質問いただきました。

大項目１の小項目１及び２につきましては私から、

大項目１の小項目３については健康福祉部長から、

大項目２については産業振興室長から、大項目３

については総合政策部長からそれぞれ答弁となり

ますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、防災について、小項目１、

雪害等における市の対応についての停電時におけ
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る燃料確保について申し上げます。市では、災害

時等において燃料を優先的かつ安定的な供給を行

えるよう平成２３年に上川北部石油業協同組合と

災害時等における燃料供給等に関する協定を結ん

でおりますので、災害時等には優先的に燃料を供

給していただくことになっております。また、石

油業協同組合でも停電時を想定して発電機を用い

たポンプアップ訓練などを平成２９年度に行って

おり、本年９月２４日にも訓練を実施すると伺っ

ておりますので、停電時でも速やかな対応が期待

されます。万が一市内の給油所で対応ができない

場合には災害時における北海道及び市町村相互の

応援に関する協定などによる広域での連携による

支援などが必要になると考えております。

酪農家への搾乳等の非常用電源確保の支援につ

いてですが、酪農家において作業効率を高めるた

め機械化が進んでおり、安定的な生乳生産を進め

る上で非常時の電源確保が重要となっております。

この非常電源の確保に必要な発電機の導入や配電

盤の改修については、国から支援事業が示されて

おり、導入を希望する酪農家では設置に向けての

準備を進めています。また、市内事業所における

発電機の保有状況を調査し、必要時には迅速に借

り上げが可能となるよう情報提供に取り組んでお

ります。引き続きＪＡと連携して、災害に備える

よう生産者への情報提供と指導に努めてまいりま

す。

独居老人など災害弱者の状況把握につきまして

は、身体障害者手帳や介護認定を受けている方な

どについてはそれぞれの部署において把握をして

おります。また、住民基本台帳上での独居世帯の

方などについても把握は可能となっています。臨

時避難所の開設ですが、災害の状況によっては指

定された避難所以外の施設を開設することも考え

られますが、基本的には指定された避難所を開設

することとなります。また、避難所の開設につい

ては電源が復旧している地域や一定期間滞在でき

る施設の設備状況などそれぞれの状況に応じて選

定していくこととなりますので、御理解をお願い

します。避難所等を開設した場合の運営につきま

しては、基本的には水害や地震などと同様に市職

員を派遣することとなります。

次に、吹きだまりでの交通どめ時の対応につい

ての１点目の関係機関との連携についてですが、

上川管内の広域的なエリアでの豪雪時の連絡体制

を含めた組織については旭川開発建設部が事務局

となり、国、北海道、各自治体、警察、消防、気

象台、自衛隊やＪＲ、バス、ハイヤー等の各交通

機関等で組織されている上川地方道路防災連絡協

議会において災害発生時の被害拡大を防止するた

め関係機関が相互に連携を図り、道路における地

域防災パートナーシップを構築することとして、

年１回の会議を開催しております。市の独自の取

り組みとして、防災に特化した会議ではありませ

んが、市の除排雪対策会議としても国、道、市の

各道路管理者と消防、警察署と名寄市役所内の関

係部署と冬期間の除排雪の状況やふぶいたときの

状況の確認について協議を行っております。立ち

往生している運転手からの救出要請についてです

が、警察や消防に救助要請が入ることになると思

いますが、市に要請があった場合については警察、

消防、道路管理者などの関係機関と連携して対応

したいと考えています。

２点目の臨時避難所の開設については、交通障

害などで避難所が必要な場合には、必要に応じて

避難場所を開設することとなりますが、場所につ

いては交通障害となった道路の場所や気候などに

より検討することとなります。

３点目の冬季災害における市の備蓄状況につい

てですが、おおむね冬季に活用する備蓄品につき

ましては移動用の発電機、ガソリン式の中型が５

台、小型が２台、ＬＰガス式が１台、電源を要し

ない石油ストーブ４９台、避難所用マット７枚、

アルミ保温シート３枚、毛布７００枚、給水容器

７００個など冬期間の災害等に備えて備蓄してお

ります。
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４点目の冬季防災訓練についてですが、平成２

６年度に冬季訓練を実施して以降は行っていない

状況となっております。防災訓練については、毎

年度訓練内容を検討して、計画、実施しており、

近年では平成２７年の関東東北豪雨による鬼怒川

の決壊や平成２８年に国が発表した想定最大規模

の降雨による浸水想定などを受け、名寄市におい

ても最もリスクが高いと想定される水害に対する

訓練を３カ年続けて実施してきております。次年

度以降の訓練につきましては、今後内容について

協議してまいりますので、冬季訓練も含めて検討

させていただきたいと思います。

次に、小項目２、本年度の名寄市防災訓練の成

果等について申し上げます。第２回定例会におい

て訓練概要をお伝えしておりますが、本年度の防

災訓練につきましては４つの町内会に御協力いた

だき、実際に避難行動を起こすことによって避難

場所までの移動時間や避難経路での危険箇所、地

域での共助における課題などに気づいていただく

ことによって地域での避難能力の向上と防災意識

の高揚を目的に実施しております。この訓練につ

きましては、ＦＩＧ―ａなよろ課題を見つける避

難訓練として平成２９年度から継続して実施して

きており、複数年継続して市民の避難能力や防災

意識の向上を図ってきました。今年度の訓練です

が、各町内会からの発見課題の発表で自助、共助

に関する建設的な意見が多く、特に各町内会とも

に早期の自主防災組織の設立に向けた発言をされ

ておりました。さらに、本年度から導入された５

段階の警戒レベルに関する説明についても９割を

超える方が理解されたとのアンケート結果をいた

だいております。また、防災セミナーにつきまし

ては、多くの市民の皆さんに参加をいただき、浸

水深についての理解を深めていただいたものと考

えております。本年の訓練においては、参加され

た町内会の皆さんの意識の高揚とあわせて警戒レ

ベルについての認識も深められたことは大きな成

果と考えています。さらに、陸上自衛隊名寄駐屯

地の訓練展示や名寄警察署、旭川地方気象台、名

寄河川事務所などの協力をいただく中から関係機

関との連携も深まったものと考えております。こ

の訓練につきましては、防災まちづくり大賞を受

賞したものであり、本年はハザードマップを活用

した事例の北海道代表として国土交通省本省のロ

ビーに訓練概要のパネルが展示され、全国的にも

注目を集めたものと考えております。一方で、訓

練とセミナーについては、水害に特化し、同じよ

うな内容としていたため、継続して参加いただい

た方には少し物足りないものとなったかとも考え

ております。

次年次以降の防災訓練については、今後検討し

ていくことにはなりますが、これまでの訓練につ

きましては３年間継続して取り組んだことで浸水

深の深い地域の町内会もおおむね訓練に参加いた

だけたので、新たな視点での訓練も視野に入れて

検討を進めてまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 私からは、大項

目１、小項目３の避難行動要支援者の同意書の対

応についてお答えいたします。

第２回定例会において議員より避難行動要支援

者についての御質問をいただき、名簿については

平成２５年度に避難行動要支援者からの申請をい

ただき、その中であわせて同意をいただいている

ところでしたが、それ以降名簿の更新が進んでい

ない状況であるとお答えをさせていただいており

ます。前回の御質問以降、避難行動要支援者名簿

の整備に向け、該当となる対象者情報を保有して

いる関係部署、保健所などの関係機関と調整を重

ねてきたところであります。御承知のとおり、各

部署、各機関でそれぞれ保有する個人情報の取り

扱いについては十分な配慮が必要であり、慎重に

しなければなりません。新たな名簿の作成に向け

ては、年内をめどに対象者へ同意書の依頼に関す

る案内ができるよう防災担当部局と連携をしなが
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ら現在進めているところでありますので、御理解

をお願いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目２、

冬の観光について、小項目１、スキーツアーなど

のインバウンド受け入れ施策について申し上げま

す。

本市の観光振興につきましては、名寄市総合計

画における重点プロジェクト、経済元気化プロジ

ェクト及び基本目標４、地域の特性を生かしたに

ぎわいと活力のあるまちづくりを推進する主要施

策の一つとして位置づけ、交流人口の拡大や地域

の活性化を図るため名寄市観光振興計画に基づき

各種事業を実施してまいりました。インバウンド

につきましては、来年の東京オリンピックに向け

て国は ０００万人、北海道は５００万人を目標

としており、本市におきましても名寄市観光振興

計画の計画目標値として平成２９年度に新たに外

国人観光客の宿泊延べ数を加えたところでござい

ます。

インバウンドに対する取り組みの結果、本市に

おける外国人宿泊延べ数は、平成２８年度４１７

泊、平成２９年度 ０９４泊、平成３０年度 ９

８５泊と着実に増加しています。主な取り組みと

いたしましては、平成２８年度に観光庁から認定

された日本のてっぺん。きた北海道ルート。にお

きまして冬のスキー、スノーボード、ゲレンデ以

外でのアクティビティーとしてスノーシューや雪

遊び体験など本市の自然環境などを生かした体験

型観光の商品化を進めてまいりました。本年にお

いては、旭川市、士別市と連携し、スキー場や冬

の体験メニューのＰＲなどの取り組みをさらに進

めることとしております。本市のスキー場におけ

るインバウンドにつきましては、スキー場利用全

全体の中で、少数ではありますが、平成２８年度

１１４人、平成２９年度１８１人、平成３０年度

２０３人と本市の雪質を求め訪れる訪日外国人は

増加傾向にありますことから、本年度北海道が主

宰するバックカントリースキー事故防止等に関す

る検討会に本市も参画し、情報収集をしていると

ころでございます。今後利用者のニーズを把握し、

先進地の取り組み事例なども研究しながらインバ

ウンドの受け入れ環境の整備、誘客に努めてまい

ります。

また、スキー場以外のインバウンド誘客の取り

組みといたしましては、旅行会社と提携し、地元

農家の協力によりまして冬季の農作物の収穫体験

や餅つきなどを昨シーズンの冬は３回実施いたし

まして、２カ国１７人が本市を訪れております。

こちらの体験メニューにつきましては、来訪時期

に合わせた農業収穫体験を提案することによりま

して、通年でのインバウンドが期待できるところ

です。昨年１１月に旭川空港国際線ターミナルが

完成したことに加えまして、来年度から道内７空

港の一括民営化が順次実施されることなど今後道

北地方を訪れる外国人観光客がふえることが予想

されますことから、これを好機と捉え、近隣市町

村と連携し、観光ＰＲ、受け入れ態勢の整備に努

めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは、大項

目３、冬季スポーツ施設整備について、小項目１、

健康の森クロスカントリーコースの整備進捗状況

についてお答えいたします。

冬季スポーツ施設整備は、本市の冬季スポーツ

の振興、ジュニア育成にとまらず、地域経済や交

流人口拡大に係る重要な事業であると考えており

ます。また、冬季スポーツ拠点化事業においても

ソフト、ハード両面で環境整備を図りながら事業

を推進し、各競技団体の御協力をいただいて、毎

年多くの大会、合宿誘致等の事業を実施している

ところです。さきの名寄市議会第２回定例会でも

御質問をいただいていた健康の森クロスカントリ

ーコースの整備ですが、本年３月に開催されたジ
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ュニアオリンピックスキー大会のクロスカントリ

ー競技において転倒によりけが人が発生したこと

から、より安全な競技環境を求められていました。

コース内の立ち木伐採等について関係団体と協議

を進めていたところ、名寄建設業協会様から支障

木伐採等のコース整備に御協力をいただけると申

し出を受けたところであります。詳細については、

今後協議を進めてまいりますが、今回のような市

民の協力によりコース整備が実現したことは大変

ありがたいことであり、深く感謝を申し上げると

ともに、今後もよりよいスポーツ環境を提供でき

るよう努めてまいります。

以上、壇上からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 丁寧な答弁ありがとう

ございます。ここで再質問させていただきます。

停電対応についてでありますが、停電時、病院

ですね、患者さんの生命維持等に自家発電が稼働

しますが、病院の自家発電の能力で何時間稼働し、

何の油を使って、給油は何リットル、そこまで把

握されているかお伺いします。答弁願います。

２つ目、同じく。市民に対しての臨時給油所の

開設要請と市民周知についてもお伺いします。答

弁をよろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 市立総

合病院の発電の状況ということでございますので。

現在病院のほうで設置しております発電機につき

ましては、本館用の発電機が５００キロワット２

台でございます。それから、手術室、ＩＣＵ等用

の発電機が２５０キロワット１台、精神科病棟等

の新館の発電機が２７０キロワットが１台という

ことでございます。５００キロワット、本館のほ

うは２台でありますけれども、１台を動かすとい

う想定でございますので、３台を運転いたしまし

たら１日 ６００リットルＡ重油を使うという想

定でございます。当院の地下タンクにつきまして

は、７０キロリットルございます。通常時は５０

キロリットル以上を常に確保しておくという体制

を講じておりますので、３台常時運転した状態で

１週間以上持続可能ということでございます。ま

た、この発電機で発電をした場合におきまして、

本館もほぼ通常どおりの機能は維持できるかとい

うふうに思いますが、一部電気容量を食う大型の

医療機器等についてはとめるケースがございます

けれども、ほぼ通常どおりの運用が可能というこ

とになってございます。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 市民に対しての臨時

給油所の開設要請、市民周知ということで御質問

いただいたかなというふうに思いますが、市民に

向けた給油所の開設につきましては、上川北部石

油業協同組合との協定で市においては優先して燃

料供給いただくということになってございます。

あわせて消防、警察などの緊急車両などについて

も優先されることとなってございます。市民への

給油に関しましては、組合や各給油所において燃

料の残量などにより判断をされるものと考えてお

りますので、市から開設を要請をするということ

は現状では想定をしてございません。また、各御

家庭においてはストーブや発電機とあわせて燃料

についても備蓄をいただきたいというふうに考え

ているところでございます。

市民への周知につきましては、停電時の市民周

知ということかと思いますが、停電時には広報車

を活用する、あるいはエフエムなよろなどと連携

を図りながら情報伝達手段を用いて周知をしてい

きたいというふうに考えているところでございま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 自家発電、市立病院、

わかりました。ありがとうございました。

では、民間病院はそこまでは把握していないと

いうことでよろしいでしょうか。民間の病院。

わかりました。
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〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 済みません。民間の

病院の状況についてまでは、今の段階では把握は

していない状況です。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） やっぱり緊急のこと、

非常時でありますから、平時においてそれぐらい

の把握はしておいてもよろしいと私は思っており

ます。

また再質問させていただきます。昨年の停電時

の市の機能についてお知らせください。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 昨年の停電時におけ

る庁舎の機能というのは、窓口とかというような

ことですよね。名寄庁舎においては、庁舎に自家

発電機が整備をされておりますので、サーバー関

係ですとか１階の窓口の対応につきましては、シ

ステム電力確保をしておりました。また、防災用

の非常用発電機も整備をしておりまして、３階総

務部のフロアだけでございますけれども、電源が

確保されている状況となっておりました。風連庁

舎及び智恵文支所におきましても発電機を常設を

してございますので、非常時につきましては電源

の確保が可能となっております。

また、非常用発電機を稼働させて、２階の窓口

対応も３階から必要な電源を確保することにより

まして通常どおり対応ができておりました。さら

に、この議会の中でも御質問があったかと思いま

すけれども、夕方になれば庁舎内も照度が落ちる

ということで、来庁者が通る通路などについては

投光器などの照明を設置をいたしまして、対応を

図ったところでございます。さらに、夜間にも１

階ロビーを開放いたしまして、携帯電話の充電な

どの対応も行ってまいりました。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） よろしくお願いいたし

ます。

酪農の停電時の搾乳について再質問させていた

だきます。昨年の停電時の対応についてＪＡさん

にお聞きしますと、牛乳の出荷先である旭川の業

者も停電で受け入れができないということで、搾

った牛乳は廃棄し、牛を乳房炎から守るためとり

あえず搾乳だけとし、例えば１台の発電機を数戸

の酪農家さんで使い回して、牛の個体を守るため

に搾乳だけをしたとお聞きしました。また、旭川

の業者も停電時に備え、自家発電を設置するとお

聞きしております。となりますと、酪農家さんの

牛乳を受け入れていただけるということになりま

すと非常時、発電機、バルククーラーも稼働させ

なければなりません。であるからにして、酪農家

さん、ＪＡさん、市と密接に連携して、早い対応

が必要かと思います。早く大型発電機を借りると

か、そういうことが対応が必要と思いますが、い

かがでしょうか。お答え願います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 昨年のブラックアウ

トを受けて、市内でも酪農家が大きな金額的にも

合わせて７００万円ぐらいだったと思いますけれ

ども、それぐらいの被害額があったということで

あります。これを受けて、今清水議員が言われた

ように集荷業者のほうでも発電機等を備えて、そ

ういった災害時にも受け入れ態勢ができるように

ということで準備を整えているという知らせ等に

ついて聞いているところであります。実は、昨年

のブラックアウトを受けまして、国のほうで発電

機の整備の事業が創設をされました。これ補正対

応でありました。あわせて、北海道のほうでは配

電盤の設置について支援策を講じたということで

あります。市内においては、ＪＡさんが窓口とな

りながら、各酪農家に何回となくお伺いしながら

取りまとめをしてきたということであります。私

どももこういった事態が起きたすぐですから、こ

ういった事業を活用して酪農家の皆さん、緊急時
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に備えての発電機の設置、あるいは配電盤の整備

が進むものと実は思っていたのです。しかしなが

ら、ここでやはり経営というか、事業ですので、

１つ大きな課題があったのは、確かに設置に対す

る補助事業はできたのですけれども、設置後に電

気を毎月点検するのに有資格者が点検をしなけれ

ばいけないと。これについては、酪農家さんみず

からなかなか資格を持っている方おられないので、

点検ができないという課題がありました。一方で、

これ委託したらどうなるかということですけれど

も、一月当たり２万円前後の金がかかるというこ

とでありまして、年間にすると２０万円から３０

万円かかるということです。先ほど被害額申し上

げました。少なくない７００万円という金額であ

りますけれども、個別の酪農家にとると大きいと

ころは確かに１００万円を超えるような被害もあ

りますけれども、多くは年間の委託料と比べたと

きにどちらが被害が大きいというか、経費がかさ

むかという、そういう恐らく判断がされたのだと

思います。今国の事業については、今３１年度も

継続をされておりまして、今２戸の農家、これや

はり規模の大きな酪農家ですけれども、そこにつ

いては手を挙げて整備をしようということで進め

ておりますが、その他のどちらかというと中規模

から小規模の酪農家についてはそういった経営判

断もあって、今手を挙げていないという部分であ

りますので、ここについては仮に市がそういう施

策を設けたとしてもその後のランニングコストを

考えたときについては事業の効果からいくと大き

な期待ができないところかなと思いますので、こ

こ大きな酪農家については国の事業を活用いただ

きながらぜひ整備をしていただき、リスクに備え

ていただきたいと思います。

なお、市のほうには農業振興資金という融資制

度でありますけれども、こういった制度もありま

すので、ここは相談があればそういった施策を活

用しながらの対応もありますので、そこも含めて

今後検討させていただければと思います。御理解

いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） わかりました。

非常時に、最後に私が言いましたように、酪農

家さん、ＪＡさん、市が一体となって状況を把握

して、早く発電機を把握して非常時に備えると。

その連携をお答えいただいておりませんので、改

めてお答えお願いします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 非常時の対応という

ことであります。我々も防災でいくと農業班とい

うことで被害状況に合わせて対応するという立場

にあるというふうに思っていますので、ここはＪ

Ａさんと協力をしながら対応していきたいと思っ

ています。既にブラックアウト後に発電機のリー

ス会社等については一定程度押さえさせていただ

いて、農協、さらには酪農家とも情報を共有して

いますので、できるだけ速やかな対応を関係機関

と連携しながら取り組んでまいりたいと考えてお

ります。御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） よろしくお願いいたし

ます。

それでは、吹きだまり等で立ち往生をした運転

手の直接救出要請があった場合の対応について先

ほど総務部長より御回答いただきましたが、自衛

隊への災害派遣要請はどのようにお考えですか。

答弁願います。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 立ち往生している運

転手の方から、先ほど言いましたように、市のほ

うに連絡というのは少ないのかなとは思いながら

も、警察ですとかあるいは消防に連絡が入るとい

うこともあるのかなというふうに思います。そう

いった場合にはお互いに情報共有しながら今後の

対応について連携を図るということになろうかと

思いますが、最終的に議員おっしゃられたように

どうしても自衛隊のほうに要請が必要だというこ
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とになれば、これは北海道のほうに要請をすると

いうことになろうかと思いますけれども、そうい

った対応も検討が考えられるかなというふうに思

います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） わかりました。タケノ

コ遭難のときのように、自衛隊派遣要請について

いつも市とは名寄自衛隊と密に情報を共有してお

ります。それの要領で、もし何かあったときには

よろしくお願いいたします。

続きまして、市の備蓄状況について答弁いただ

きましたけれども、その備蓄計画はあるのか、計

画的に備蓄していく計画はあるのか答弁願います。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 先ほど一部備蓄品の

関係報告をさせていただきましたけれども、特に

冬に限ってということではなくて、今地域防災計

画を持っていまして、特に食料の関係につきまし

ては本年度から令和５年度までに一定の食料につ

いて備蓄をしようということで、 ０００人分の

食料、３食３日分を、全部で１万 ０００食にな

りますか、この備蓄を今予定をしているというこ

とでございます。このほか必要な備品、備蓄品な

どについては適宜整備をしてまいりたいというふ

うに考えているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 備蓄品でありますけれ

ども、夏季も、特に冬季は床が冷たい。床。だか

ら、断熱マットもちょっと計画的に備蓄してほし

いと思います。いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 先ほど申し上げまし

たけれども、地域防災計画の中にはまだそういっ

た冬季の部分ですとか、そこまで計画を実はうた

っていないということありますので、内部で少し

協議をしながら今後考えていきたいというふうに

考えています。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 市の防災訓練について

再質問させていただきます。

前回質問いたしましたけれども、休日等での市

の防災訓練についての御検討はいかがでしたか。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） きっとこの件は前回

質問いただいてということかなというふうに思い

ますけれども、訓練の開催日につきましては御協

力いただきます気象台ですとか名寄の河川事務所、

講義をいただいたり、講師として来ていただくと

いうことで、そういった関係機関の協力をいただ

きながら開催をしているという状況にございます。

さらに、参加をいただく各町内会の皆さんですと

か、それぞれ日程調整が当然必要かなというふう

に考えているところでありまして、休日での開催

につきましては今言いました関係機関との調整が

整えば実施は可能かなというふうには考えている

ところですけれども、訓練の内容によっては参加

町内会ですとか人数などの設定も変わってくるか

なというふうに考えております。あくまでも訓練

の目的ですとか目標の達成に向けた効果的な訓練

が行えるよう今後検討してまいりたいというふう

に考えています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 検討を前向きによろし

くお願いいたします。

避難行動要支援者名簿作成についてであります。

この避難行動要支援者名簿、法律、義務化になっ

たのはいつであって、その法律に基づいて名寄市

防災会議においてこの名簿作成について名寄市地

域防災計画に掲載することを承諾され、それでそ

の年はいつなのか、最初のときの担当部署はどこ

なのか改めて質問させていただきます。答弁をよ

ろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） いつからという

正確な、平成２５年だったかなと記憶ではちょっ
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とありますけれども、今回の防災計画の中では必

要な対処等々の記載があります。健康福祉におい

てはそういった名簿を提供する部署として記載を

されているかというふうに認識をしております。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） ３回までオーケーです

ね。

〇議長（東 千春議員） いいです。

〇９番（清水一夫議員） もう一度聞きます。

この名簿作成が努力義務から義務化になって、

法律になったのはいつですか。その法律に基づい

て名寄市防災会議においてこの名簿作成をしろと

地域防災計画に載った、その年はいつですかと教

えてください。答弁、もう一度求めます。

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩します。

休憩 午後 ２時２８分

再開 午後 ２時３４分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 先ほどのいつ地域防

災計画に登載をしたのかということなのですけれ

ども、平成２５年６月２１日にこの法律の公布の

日ということになっております。したがいまして、

名寄市におきましては年度末、翌年の３月に会議

を持って、この内容について確認をしたというこ

とになろうかというふうに思いますので、２６年

度からは掲載されたというふうに認識をしており

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） ２６だから、２７、２

８、２９、３０、令和元年、５年ですね。年内に

めどをと言いましたけれども、外部先の提供をよ

ろしくお願いいたします。

改めて次行きまして、冬の観光について再質問さ

せていただきます。前回質問で述べましたけれど

も、ことしの１月、２月、ピヤシリスキー場駐車

場で確かに私は外国人を見かけました。彼らはパ

ウダースノー、新雪を求め、バックカントリーだ

ったと思いますが、ここでお伺いします。ピヤシ

リスキー場及びその周辺でニセコルールを適用し

た運営管理を行う考えがあるか答弁をお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ニセコで実施さ

れておりますローカルルールによりますバックカ

ントリーのピヤシリスキー場周辺での可能性につ

いての再質問をいただきました。訪日外国人の中

でも特に欧米のスキーヤーは雪質のよい地域を求

め、日本、中でも北海道を訪れてきているところ

でございます。パウダースノーを楽しめるバック

カントリーの人気が高まっている中で、スキー場

コース外を滑走するためにさまざまな問題が発生

し、その対応が急がれているところでございます。

スキー場コース外に出て発生した遭難事故は増加

傾向にありまして、北海道内では平成３０年度で

３８件の遭難が発生しております。本市におきま

しても訪日外国人を含めたコース外活動が見受け

られまして、この間多言語での注意喚起看板の設

置もしてきておりますが、当スキー場においては

パトロールを配置し、コース内の安全管理、負傷

者への対応などを行っておりますけれども、ゲレ

ンデ内での活動を基本としておりまして、コース

外での負傷があった際にも救護いたしますけれど

も、安全管理に加えて本来業務であるゲレンデで

の安全確保が手薄になるということが課題になっ

てございます。

ニセコルールなどに代表されるローカルルール

を設けまして安全、安心にコース外滑走を楽しん

でいただくためには雪崩の危険性等を検証できる

人材、ガイド、救助に係る警察、山岳救助隊など

の関係機関との緊密な連携が必要となりますため、

先ほども御答弁させていただきましたけれども、

本年度から北海道が主宰するバックカントリース

キー事故防止等に関する検討会に本市も参画いた



－75－

令和元年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号

しまして、情報収集をしているところでございま

す。今年度から地方創生推進交付金を活用して、

バックカントリーコース設定の可能性及びそれら

に必要な安全管理調査などを行うこととしている

ところでございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 改めましてインバウン

ドについて再質問させていただきます。

今ニセコ周辺ではアジア系の資本が入り、アジ

ア系のスキーツアー、観光客が入ってきている状

況であります。従前いました欧米のスキー、スノ

ーボーダーは道北に流れ、富良野周辺を拠点に富

良野、サホロ、カムイ、キトウシなどに来ている

とお伺いしております。私がカムイリンクスの方

にお話をお聞きしますと、昨年 ５００人ほどの

外国人スキーヤーが来ていたとのことであります。

その対応について、もちろんコース外は滑っては

いけませんよと看板、それからロープ等、また２

５コースのうち８コースを未圧雪し、パウダース

ノー、新雪を楽しんでいただくようコースを開放

しているとお聞きしました。これをピヤシリスキ

ー場に当て考えますと、ピヤシリスキー場は９コ

ースと少なく、またコースが重複している。時期

的には学校のスキー授業、またスキースポーツ少

年団の練習など未圧雪のコースの確保について大

変難しい状況ではありますが、よく関係者と調整

して、未圧雪のコースを開放するなど、また私は

こう思うのです。ピヤシリ観光道の活用でありま

す。町中から１５分、本当に短時間で、またこれ

は他のスキー場にない強みであります。また、魅

力でもあります。関係者及び特にスキーツアーガ

イドの方々と意見交換して、このピヤシリ観光道

の開発について、これもインバウンドの受け入れ

の一つの施策と思いますが、いかがでしょうか。

お答え願えませんか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ただいまピヤシ

リ観光道についての活用ということで御質問いた

だきました。その前段で道北に欧米の方が流れて

きているというところでございましたが、その点

につきましては最初の答弁でもお答えしましたと

おり、今広域観光周遊ルートの関係では旭川市で

すとか士別市さんと連携しながらカムイスキーリ

ンクスのお客様をピヤシリスキー場に流していた

だくような、そんな連携もこれから進めていくと

ころでございます。そんな中で、未圧雪のことも

御質問ありましたけれども、２つ前のシーズンで

第４ロマンスリフトが停止したときにもその対策

として未圧雪のコースをつくったりですとか、少

ないコースでありますが、ピヤシリスキー場でも、

バックカントリーは公式にはできませんけれども、

未圧雪のスキーを楽しんでいただくという取り組

みはしているところでございます。そういったと

ころで、これからふえてくるであろうインバウン

ドの皆様にピヤシリスキー場の魅力を感じていた

だくために御質問のピヤシリ観光道路の活用につ

きましては今後研究させていただきたいと思って

おります。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 最後に、再質問になり

ます。

クロスカントリーのコース整備であります。あ

りがとうございます。よく頑張ってくれました、

本当に。税金を使わないで市民の協力を得る、な

かなかできるものではありません。よく頑張りま

した。私は、ここ念を押して言いたい。雪降る前

にコース整備やるわけですけれども、必ず名寄地

方スキー連盟と市の担当者ともちろんそこには業

者と三位一体ですばらしいコース整備をしていた

だきたい。そして、全道、全日本ジュニアオリン

ピックの選手に名寄のコースは日本一、こう言わ

れるように今後ともコース等不備な点について整

備するとお約束いただけますか。答弁願います。

以上で私の再質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。
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〇総合政策部長（石橋 毅君） 力強い御提言今

いただきましたけれども、そもそも冬季スポーツ

の拠点化という推進については、やはり名寄の財

産を生かしたという時点で私は既に名寄というの

はすばらしい環境があるのだというところがまず

大前提にあるのではないかなというふうに考えて

おります。その結果、今全国大会規模、特にジュ

ニアオリンピックスキーの大会なんかの誘致につ

ながっているものと考えているところですけれど

も、今お話しいただいたとおりの、お話しいただ

いた内容にお答えしますと、御存じのとおり健康

の森というのはクロスカントリーコースは例年ス

キー大会や合宿等で利用されております。あわせ

て地元のクロスカントリースキー少年団、また歩

くスキーの愛好家の活動拠点としても広く利用さ

れておりまして、年間で今 ０００人程度の方が

利用していただいているということでございます。

クロスカントリーコース初め名寄市内の各スポー

ツ施設、こちらの利用者数は３５万人程度という

ことになっておりまして、各施設の安全管理とい

うのは重要な事業であるというふうに考えており

ます。財源確保や市全体の公共施設の整備計画と

のバランスも重要な視点となるのではないかとい

うふうに考えているところであります。スキーに

限らず、実は大きな大会、地元開催ではそれぞれ

の種目の地元の協会等の主体的なかかわりがあっ

て初めて開催できるものというふうに私は考えて

おります。このことからもそれぞれ地元競技団体

と連絡を密にして、行政としてできる限りの努力

はしていかなければならないというふうに考えて

おりますので、今後とも御提言いただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で清水一夫議員の

質問を終わります。

１５時まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時４５分

再開 午後 ３時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

産業の振興について外１件を、倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 議長より指名をいただ

きました。通告順に従い、２点についてお考えを

お聞きしてまいります。

初めに、大項目１、産業の振興についてお伺い

をいたします。５月の第１回臨時市議会において

専決処分した事件の承認議案として提案されまし

た事務分掌条例の一部改正により経済部において

は本年度一部組織の見直しが行われ、新たに産業

振興室が設置されました。この見直しにより、市

内中小企業の振興はもとより、企業誘致の促進、

農産物を含めた製品のブランド化や販路拡大、体

験型観光の充実など地域経済の活性化への取り組

みに期待が持たれるところです。この組織の見直

しの背景には、事業者数の減少、また今定例会の

行政報告にもありましたが、景気の低迷、人材の

不足等さまざまな課題に対応していくための施策

の一つと推測しますが、消費増税が目前に迫って

いることもあり、総合計画に掲げる各種実施計画

の推進や各種計画の策定、また景気対策も含めス

ピード感を持ちながらも着実な対応を求めるとこ

ろです。

そこで、小項目１、創業支援及び事業承継状況

についてお伺いをいたします。近年の統計による

と、平成２４年から２８年までの５年間において

本市の全産業の事業者数は約７０減少しており、

とりわけ商業分野においての減少数が顕著となっ

ております。こうした情勢は、高齢化が進む中、

現実に日用品の調達や住宅設備の維持管理等に支

障を来しているとの声も聞かれ、市民生活にも少

なからず影響が出ていると感じております。本市

における直近の事業者数の状況、またそうした事

業者数減少への対策として取り組まれている創業

支援等事業計画の進捗及び事業承継事業の取り組

みの内容とそれぞれの成果についてお知らせをく

ださい。
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続きまして、小項目２、企業誘致等の取り組み

状況についてお伺いをいたします。若干先ほどの

質問とも関連しますけれども、本市における製造

業、食品加工業等においても減少が進み、地域の

特性ある製品の消失や雇用の面においても影響が

懸念されます。近年における企業誘致の取り組み、

また企業立地促進条例に基づく支援の状況と工場

等の立地に係る工業団地の周知についての取り組

みについてお知らせをください。

小項目３、実施計画等の状況についてお伺いを

いたします。名寄市総合計画第２次中期計画では、

中小企業者の先端設備等の導入を促すことを目的

に生産性向上特別措置法に基づく導入基本計画を

策定し、昨年６月に国の同意を得て、３年間の計

画でスタートしております。期間内に１０件程度

の認定を目標とするとした中で、１年が経過しま

した。現在の認定状況についてお知らせをくださ

い。また、総合計画中期計画の実施計画事業等に

新たに加わった商工業振興基本計画及び中小企業

創業支援センターの検討について、商工団体及び

中小企業審議会等における協議経過があればお知

らせをください。

次に、大項目２、高齢化社会等に対応した各支

援策についてお伺いをいたします。全国の地方都

市においても同様の状況にあるかと思いますけれ

ども、本市においても人口減少とあわせ高齢化が

全国平均をはるかに上回るペースで進んでおりま

す。平成３０年次の状況では、１世帯当たりの人

口が２人を割り込み、 ９人と核家族化も進んで

おり、同時に高齢者のみの世帯、高齢者単身世帯

も増加していると推測されるところです。こうし

た状況は、医療や介護はもとより、地域のコミュ

ニティーの維持も含め社会のさまざまな分野に影

響が出てきております。少子化や労働人口の減少

とあわせ高齢化率の推移など今後においてもそう

した社会情勢を的確に把握し、施策に反映してい

くことが重要であり、いつまでも安心して居宅で

の生活を送る上で住居や衛生面など生活支援のサ

ービスのシステム構築対策が急がれるところです。

そこで、小項目１、現状の把握と分析について

お伺いをいたします。名寄市総合計画第２次では、

全国的な傾向として理解しておりますけれども、

平成３２年をピークに高齢者は減少に転じていく

とあります。本市における高齢化率の現状と今後

の推移についてお知らせをください。また、今後

の推移に基づく高齢化率の抑制に係る課題につい

てもお知らせをください。

続きまして、小項目２、衛生面の支援について

お伺いをいたします。核家族化が進み、高齢者世

帯が増加していく中で居宅生活をされる方のごみ

出しや入浴に関することなど衛生面での支援が課

題として考えられます。とりわけごみ出しに関し

ては、収集方法により程度は変わりますけれども、

分別も含めごみ出しが困難な世帯が今後増加して

いくことが考えられます。現状の把握とその支援

に対する考え方についてお知らせをください。

小項目３、各支援の現状についてお伺いをいた

します。自家用車など独自の交通手段を持たない

高齢者世帯においては、通院や買い物の際の交通

の確保、あわせて専門店等の事業者減少により生

活用品の調達が困難になるなど地域によっては高

齢者の生活に資する地域資源の確保、整備が重要

になってくると考えられます。交通の確保、また

高齢者の生活に資する地域資源の確保に対する支

援の状況についてお知らせをください。

以上、この場からの発言とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 倉澤議員からは、

大項目２点について御質問をいただきました。大

項目１は私から、大項目２はこども・高齢者支援

室長からそれぞれ答弁をさせていただきます。

初めに、大項目１、産業の振興について、小項

目１、創業支援及び事業承継事業について申し上

げます。近年大型店の進出、消費者ニーズの多様

化、後継者不足などにより中心市街地の商店数は

減少し、空洞化が進行しております。経済産業省
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と内閣官房が提供する地域経済分析システム、い

わゆるＲＥＳＡＳによりますと、本市の全産業の

事業所数は平成２４年度が ４７３事業所、平成

２８年度が ４０４事業所と４年間で６９事業所

が減少し、特に卸売業、小売業は平成２４年度が

３７８事業所、平成２８年度が３６１事業所と４

年間で１７事業所が減少し、市内経済活動の縮小

が懸念されます。既存の商業者の廃業増加が見込

まれる中で、本市では創業支援及び事業承継を名

寄市総合計画第２次中期基本計画における重点プ

ロジェクト、経済元気化プロジェクト及び基本目

標４、地域の特性を生かしたにぎわいと活力のあ

るまちづくりを推進する主要施策として位置づけ

ております。

創業支援につきましては、新たな雇用の創出や

地域資源の活性化を図るため、創業支援等事業計

画及び名寄市中小企業振興条例に基づき各種事業

を実施しております。創業支援等事業計画に基づ

く創業相談窓口設置事業の実績につきましては、

昨年度は７件の相談があり、今日までに５件が創

業し、創業した５件のうち２件が名寄市中小企業

振興条例に基づく支援制度を利用しています。事

業承継につきましては、名寄商工会議所に中小企

業振興条例に基づく商工振興事業補助金を交付し、

同会議所が中心となり事業を進めております。平

成２９年度から同会議所内に創業事業承継の対策

と推進のため事業承継支援室を設置し、実態把握

と支援活動を開始いたしました。主な取り組み内

容といたしましては、会員企業への事業承継診断

アンケートの実施、北海道よろず支援拠点と連動

した事業承継個別相談会及び事業承継セミナーの

実施となっております。

今年度は、これまでの取り組みに加え、北海道

中小企業総合支援センターの協力のもと個別企業

訪問を実施し、ＭアンドＡに向けた相談対応を行

っております。今後も商業等の活性化を図るため、

起業意欲のある者への経営相談、財政支援を行い、

新規創業へ誘導するとともに、後継者不足による

廃業を避けるための支援体制を構築し、市内事業

所数の維持及び第二創業による発展を推進してま

いります。

次に、小項目２、企業誘致等の取り組み状況に

ついて申し上げます。企業誘致につきましては、

市外から新しい企業を誘致することはもちろんの

こと、既存企業の移転、増設や大規模な設備投資

などの事業拡大も含むものと考えておりまして、

企業の立地は税収の増加、市内の雇用の拡大、地

域経済の活性化のほか、新たな産業集積により市

民の暮らしやすさ、住みよさの質の向上にもつな

がるものと考えております。本市における企業誘

致の取り組みといたしましては、平成２６年６月

に名寄市企業立地促進条例を一部改正し、助成の

対象となる施設の範囲を拡大するとともに、助成

の要件を変更いたしました。同条例に基づく近年

の支援状況ですが、平成２９年度に運輸業を主た

る業種とする中小企業１社に対し工場等設置費及

び建設用地取得費等を支援しております。今年度

は、日本最北のワイナリーを起業する中小企業を

同条例に基づく助成の対象と指定したところです。

また、平成３０年３月には本市の特性と強みを生

かした成長分野を農林水産分野、食料品製造関連

分野、観光関連分野と選定し、地域経済牽引事業

の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する

法律に基づく基本計画を策定、さらに同年９月、

物づくり関連分野を追加し、国の同意を得たとこ

ろです。基本計画の策定により地域の中核企業を

成長させ、その波及効果により地域経済の好循環

を図るための環境を整備いたしました。その結果、

市内に立地する企業が地域経済牽引事業計画を策

定し、平成３０年１２月に北海道の承認を得て、

大型の設備投資を行ったところです。

企業誘致に係る工業団地等のＰＲにつきまして

は、北海道工業団地ガイドへの掲載にとどまって

おりますけれども、企業立地に係る相談があった

際には都度親身な対応をしております。今後とも

国の制度や地域特性を生かした支援策の充実に努



－79－

令和元年９月１８日（水曜日）第３回９月定例会・第２号

めるとともに、本市の支援制度等を情報発信し、

地域資源を有効に活用できる産業への誘致活動を

展開してまいります。

次に、小項目３、実施計画等の状況について申

し上げます。生産性向上特別措置法は、平成３０

年度からの３年間を集中投資期間と位置づけ、中

小企業の生産性革命の実現のため臨時、異例の措

置として償却資産に係る固定資産税の特例率を３

年間ゼロ以上２分の１以下で市町村の条例で定め

ることとしています。本市においては、同法施行

後速やかに導入促進基本計画を策定し、平成３０

年６月に国の同意を得るとともに、償却資産の課

税標準額をゼロとする名寄市税条例の一部改正を

行いました。基本計画では、３年間の計画期間中

に１０件の先端設備等導入計画の認定を目標と定

めまして、平成３０年６月から令和元年８月まで

の認定件数は７件で、市内中小企業の生産性向上

に大きく寄与しております。今後も本市が道内で

設備投資が活発な自治体の一つとなり、道北地域

の中核都市としてさらに経済発展していくよう商

工団体及び認定支援機関と連携し、市内中小企業

への情報発信に努めてまいります。

次に、商工業振興基本計画策定及び中小企業創

業支援センター設置に向けた関係機関との協議経

過について申し上げます。市内事業所の大半を占

める中小企業は、地域経済の活性化はもとより、

就業、雇用機会の提供、さらには市街地等におけ

るコミュニティー形成など地域の健全な発展に資

する重要な社会的役割を担っており、本市では名

寄市中小企業振興条例に基づき人づくりや創業支

援など地域経済の活性化を図るための支援を行っ

ております。さらに、中小企業を取り巻く経済的、

社会的環境の変化への対応や中小企業が果たす地

域での役割の重要性を踏まえ、今年度スタートし

た総合計画第２次中期基本計画において中小企業

の振興に関する基本的な考えなどを示す商工業振

興基本計画及び関連施策の窓口となる中小企業創

業支援センターの検討を掲げたところです。基本

計画及び支援センターの検討につきましては、今

年度から名寄商工会議所、風連商工会と市の３者

で地域経済活性化に資するに意見交換の場を月１

回程度設けておりまして、基本計画策定に向けた

工程や支援センターのあり方などを協議しており

ます。今後も３者協議を中心に議論を重ね、基本

計画策定及び支援センター設置に向けた検討を進

めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 私か

らは、大項目２、高齢化社会等に対応した各種支

援策について、最初に小項目１、現状の把握と分

析についてお答えいたします。

名寄市総合計画第２次の中期基本計画では、総

人口は減少傾向で推移し、世帯数には大きな変動

がなく、１世帯当たりの人数が減少し、核家族化

や単独世帯が増加していることが推測されており

ます。また、高齢者数については、令和２年度を

ピークに減少するものの、総人口の減少により６

５歳以上の高齢化率はさらに上昇すると見込まれ

ております。名寄市における７月末現在の地区別

の６５歳以上人口は、名寄地区は １６９人で高

齢化率３ ３５％、風連地区は ６８０人で高齢

化率４ ９３％と風連地区の方の高齢化が進んで

おり、今後もこの状態が続いていくとともに、高

齢独居世帯、高齢夫婦世帯が増加していくことが

想定されます。

続きまして、小項目２、衛生面の支援について

お答えいたします。ごみ出しが困難な世帯につい

ては、状況によって２つの課題が挙げられていま

す。１つ目の課題はごみステーションまでごみを

運ぶことができない場合であり、距離的理由、ま

たは身体的理由によってごみ出しが難しいという

場合です。２つ目の課題は、認知症などの状況に

よって適切なごみ出しができないという場合です。

これまでもごみ出しが困難な世帯の相談を受けて
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おり、地域包括支援センターや市内介護支援専門

員などとの連携を図り、そのケースに応じた対応

策を検討してきたところですが、現行の公的サー

ビスや地域の協力の範囲では支援が難しい状況と

なっています。その状況を踏まえまして、本年８

月には高齢者のごみ出しをテーマとした地域ケア

会議が開催をされまして、市内の介護支援専門員

を中心にごみ出しが困難な世帯の状況報告と改善

策の検討が行われました。具体的に挙げられた課

題としましては、歩行状態が悪く、ごみを持って

歩けない、ステーションまで数百メートルの距離

があり、ごみを出せない、認知症があって分別で

きない、訪問介護員の訪問時間とごみの収集時間

が合わないなどの状況が報告されるとともに、ご

み出しが困難な世帯を対象とした何らかのサービ

スの構築を求める声が多く出されていたところで

す。介護支援専門員への聞き取りでは、市内５０

世帯程度がごみ出しに困っているという状況を把

握しておりますが、今後介護支援専門員等へのア

ンケートなどにより具体的な状況の把握に努める

とともに、ごみ出し支援のあり方について地域包

括支援センターと連携し、検討を進めてまいりま

す。

次に、小項目３、生活関連の支援についてお答

えいたします。最初に、交通の確保についてでご

ざいますが、名寄市第７期高齢者保健医療福祉計

画・介護保険事業計画の策定に当たりまして実施

しましたニーズ調査、さらには地域包括ケアシス

テム構築に向けたワークショップにおいて、通院

や買い物などのために便利な交通手段の確保が課

題として挙げられました。高齢者の方が住みなれ

たこの地域で安心して暮らし続けるためには高齢

化社会に適した住民ニーズを踏まえた公共交通の

構築が不可欠であると考えております。本年５月

に名寄市地域公共交通網形成計画が策定されまし

て、計画策定に当たり実施をしました市民アンケ

ート調査の結果から高齢者に着目した公共交通カ

バー率が８ ９％、市民がバスで行きたい場所に

行けるが８５％との評価となっております。一方

で、公共交通でカバーできないエリアが１ ５％

あり、自動車を手放す方がふえる将来において地

域の足を確保することが必要とされ、現状の公共

交通ネットワークの維持と交通空白地における地

域の足の検討が課題として挙げられました。今後

におきましても人口減少や高齢化社会の進行を見

据えながら地域の足を守るために計画に基づき各

種事業の改善や新たな取り組みの検討を行ってま

いります。

次に、高齢者の生活に資する地域資源の確保に

対する支援の状況についてお答えいたします。買

い物支援につきましては、高齢者が可能な限り住

みなれた地域で自分らしく暮らしていくことを目

的に平成２９年度から地域介護予防活動支援事業

の通いの場の一環として助成事業を開始しており

ます。実施に向けては、生活支援ネットワーク会

議や地域ケア推進会議での協議結果を踏まえまし

て事業内容を精査してきております。現在通いの

場での買い物支援に取り組んでいる団体は、１カ

所となっております。実績報告では、利用される

方の感想として安心して買い物ができる、おしゃ

べりすることが楽しい、以前より元気になったと

いった声が出されまして、順調に事業が運営をさ

れております。この間事業内容の問い合わせはあ

るものの、事業を利用される団体はふえていない

のが現状であります。事業を利用するためには事

業を支えるボランティアの確保や運営方法などさ

まざまな課題があり、利用拡大につながっていな

いのが現状となっております。買い物支援の利用

拡大に向けましては、本年３月から設置しており

ます生活支援コーディネーターが地域の町内会や

老人クラブ、ボランティア団体などにお邪魔し、

住民ニーズの把握、サービスとのマッチング、関

係機関とのネットワーク構築、担い手の育成、支

え合いの体制づくりに関する周知や意識啓発など

の活動を現在進めているところであります。人が

生活していくためには食べること、食べるために
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は買い物が必要であり、買い物をすることで他者

との会話、情報の共有ができ、商品を選ぶ際に歩

くことで身体機能の維持が図られるなど自立した

生活につながると言われております。このことか

ら、買い物支援は重要な事業でありますので、先

進的に取り組んでいただいております町内会の事

例を各町内会や団体へ広く紹介するなど今後もさ

まざまな方法で事業を周知しながら事業拡大を図

るとともに、より使いやすい事業となるよう努め

てまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） それぞれ御答弁をいた

だきましたので、再質問をさせていただきたいと

いうふうに思います。

初めに、産業の振興についてですけれども、創

業支援及び事業承継状況について状況を御答弁い

ただきました。御答弁の中にありました創業支援

事業計画の相談件数７件、創業支援に結びついた

件数は５件とございましたけれども、この５件の

業種の内訳についておわかりになれば教えていた

だきたいと思いますけれども。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ５件の内訳につ

きましてですが、飲食業が３つ、それから小売業

が１つ、宿泊業が１つでございます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 創業に結びついている

といったところでいいますと、やっぱり飲食業が

多いと。なかなか小売業、その他業種については

結びついていないという現状があります。質問の

中にもお話ししましたけれども、日用品の調達等、

なかなか個店が減っている状況の中、高齢者にお

いては苦労をしているといった状況もありますの

で、小売店の減少をとめる上でも事業承継、また

創業支援、何とかそうした施策を使いながら状況

の改善につなげていっていただければというふう

に思っております。

事業承継につきましては、市として独自の取り

組みがございましたらお知らせをいただきたいと

いうふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 先ほどの答弁に

もございましたけれども、市として特別な取り組

みというのは今はしていない状況でございますが、

名寄商工会議所が中心となって進めておりまして、

そこに対して商工振興事業補助金を交付すること

でサポートしているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 市として財政的な支援

のみの部分で今とどまっているということでござ

いました。商工会議所のほうでは事業承継支援室

といった部分を設置しておりまして、今取り組み

を進めております。金融機関とも連携をしながら

取り組んでいるというふうにお聞きしております。

名寄市としてもその事業に積極的にかかわりなが

ら、状況を常にリアルタイムでそれぞれ把握して、

先ほどお伺いをしております中小企業創業支援、

また事業承継に向けた取り組みを進めていってい

ただきたいというふうに思います。

続きまして、小項目２、企業誘致等の取り組み

状況についてお伺いをいたします。企業誘致の状

況ですけれども、企業立地促進条例に基づく事業

を実施しながら、今実績もお話をいただきました

けれども、取り組みを進めているといったところ

でお話をいただきました。取り組みの一つとして、

企業誘致に係る立地適地としてかつて徳田の工業

団地であったり、風連の豊里工業団地、また多く

の企業が移転したり、新たな企業が立地しました

大橋の食品流通加工団地などこれまで取り組みが

ありましたけれども、大橋に関してはまだ分譲さ

れていない土地が幾つかあったというふうに記憶

しておりますけれども、現在そうした分譲されて

いない土地、何筆あるかわかれば教えていただき

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。
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〇産業振興室長（田畑次郎君） 先ほどの答弁で

も申し上げました北海道工業団地ガイドというと

ころで掲載させていただいております。若干古い

情報もあるのですけれども、現在食品加工流通団

地としてこの段階では３筆というのでしょうか、

ある状況になってございます。そのほかですけれ

ども、本市はこれまでも遊休市有地の有効活用で

すとか売却に努めてきたところでございますが、

現時点で工場などの適地は限られているというと

ころが現状でございます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 私もそのサイトは拝見

しておりまして、食品加工流通団地といった情報

出ております。事業主体が名寄土地開発公社とい

うふうに表示されておりまして、インターネット

もＡＤＳＬと。この情報、いつの情報かわからな

い情報がちょっと載っているといった状況もござ

います。もし今分譲を行っているのか、行ってい

ればどこが窓口になっているかもお知らせをいた

だきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 議員おっしゃい

ましたとおり、この名寄土地開発公社は平成２６

年度に解散してございますので、この情報自体は

新しい情報ではないというところでございます。

先ほどの答弁にもございましたが、積極的な誘致

活動というところではしているところではないの

ですけれども、ここについて窓口がどこかという

のはちょっと私もすぐに答えられないところでご

ざいますけれども、先ほど申し上げた３筆という

ところがこの情報としてあるというところでござ

います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） ちょっと情報等、正確

な情報を周知していくような取り組みをしていた

だきたいというふうに思っております。今後の部

分ですけれども、先行投資等をして、新たに企業

誘致、立地を目指すために今遊休資産となってい

る市有地の活用をしたり、また今後インフラ整備

行ったりするようなお考えはあるのかどうかをお

聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 先ほども申し上

げましたとおり、工場などの適地というのは限ら

れている現状がございます。また、土地開発公社、

先ほど申し上げました解散がありましたが、そう

いったものに伴いまして土地の先行取得が現状困

難であるということですとか、工業団地の造成及

びインフラ整備といいますのは土地が売れない場

合には塩漬けになるという、そういったリスクも

ございますので、費用対効果の観点から現状では

慎重な対応が必要だと考えております。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 先ほどちょっと出まし

た大橋の食品加工流通団地、市場の跡地も今あい

ているような状況でございます。そうした土地の

活用、また新たな企業適地の整備、企業誘致に係

る部分につきましては人口減少が顕著になってい

る中、一定の従業員を確保した企業が来るといっ

たところではハードルは高いですけれども、有効

な手段だというふうに考えておりますので、継続

的な取り組みが実を結ぶというふうに考えており

ますので、ぜひとも取り組みについて御検討をい

ただきたいというふうに思います。

続きまして、実施計画の取り組み状況に移って

まいります。先ほどお話がございました。御答弁

いただきましたけれども、先端設備導入を促すこ

とを目的に計画が取り組まれている生産性向上特

別措置法に基づく導入基本計画ですけれども、実

績として１年で７件の認定があったということで、

３年間で１０件を目標にしている中では大変認定

状況がいいというふうに思っております。こちら

については、固定資産税の減免等の措置があると。

従業員の減少が伴わないというところが条件にな

っているというところでありますけれども、効率

的な事業運営を行うに当たってさらなる認定状況
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がふえていくような取り組みをお願いをしたいと

いうふうに考えております。

また、実施計画の中に新たに加わった商工業振

興基本計画、また中小企業創業支援センターの状

況の検討については、月１度程度の３者会議を行

いながら今後設置検討に向けた、策定検討に向け

た取り組みが行われるといったお話がありました。

ぜひとも、先ほど来からありましたとおり、中小

企業、小売業の減少を何とかとめていくためにも

こうした中小企業振興施策に向けた取り組みを進

めていっていただきたいというふうに考えており

ます。

今消費増税、冒頭も申し上げましたとおり１０

月に迫ってきております。軽減税率の対象商品等、

キャッシュレスのポイント還元など制度的には大

変複雑となっており、中小零細事業者については

増税のために大変苦労しているというふうにお聞

きをしております。市内の事業者の増税に対する

対応状況について市として把握されているかどう

かはちょっとわかりませんけれども、ポイント還

元などキャッシュレスが進まなければ市民のほう

にも還元がされない、恩恵が受けられないといっ

た状況もありますので、そうした部分とあわせて

しっかりとした事業所への指導等も含めてシステ

ムを構築をしていただきたいというふうに考えて

おります。名寄市においても増税に対する景気対

策施策として非課税世帯、あとあわせて子育て世

代を対象としたプレミアムつき商品券事業、今実

施されております。増税後の景気の状況によって

ですけれども、その他一般の世帯に対して何らか

の独自の景気対策、消費喚起の事業について実施

を検討されるお考えがあるのかどうか、こちらに

ついてお聞きをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今お尋ねの消費

増税、消費税率の引き上げに伴う国が進めている

もの以外のことについてというところで申し上げ

ますと、今私どもで特別にこのことについての対

策を考えているところはございません。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 今のところ一般世帯へ

の消費喚起の部分については、財源等の関係もあ

ると思いますけれども、お考えはないということ

ですけれども、ちょっと状況を見ながら対応して

いっていただきたいというふうにお願いをいたし

ます。

続きまして、大項目２、高齢者社会に対応した

各種支援策について再質問をさせていただきます。

現状の把握と分析ということで小項目１でお伺い

しました。名寄市の高齢化率、名寄地区で３ ３

５、風連地区で４ ９３と。風連地区においては、

もう終わりに近づいているといった状況があると

いう現状がわかりました。名寄市全体においても

３２％ぐらいになりますかね。間もなく３人に１

人が高齢者といった状況があります。こうした状

況の中ですけれども、高齢者、高齢化を何とかと

めるといった部分につきましてはやっぱり少子化

対策、労働人口の減少を食いとめるといったとこ

ろが大きな策の一つとなるというところですけれ

ども、現実的になかなか取り組まれていない。小

項目２の衛生面の支援についても関連しますけれ

ども、核家族化が進んでおりまして、高齢化世帯

の増加とあわせて共働き世帯がなかなか多くなっ

てきており、日中地域の高齢者を支援する方々が

少なくなっている。地域の力がなかなかなくなっ

てきているといった部分もあって、ごみ出しの支

援についても今話題となってきているところです

けれども、今８月に実施された包括システムケア

会議の中で話がありましたごみ出しへの関係で、

今後名寄市としてどのような支援方法、直接支援

型がいいのか、地域支援型がいいのかといったち

ょっと支援の方法もあると思うのですけれども、

その辺についてお考えがあれば教えていただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） ただいま高齢化に伴
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いますごみ出しの問題などについて御質問いただ

きました。風連地区と名寄地区で収集方法が違う

という部分もございますけれども、風連地区につ

きましては合併前からステーション方式を採用し

ておりまして、現在市街地では７６カ所、郊外地

区では６１カ所の設置となっております。また、

資源ごみですとか種類などにつきましては、各町

内会に設置されておりますリサイクルステーショ

ンで収集を行っている状況となっておりますが、

先ほど答弁の中で申し上げました例えばごみステ

ーションまでの距離が遠いといった部分につきま

しては、主に風連地区の高齢者の部分であると考

えております。当面は、収集方法の違いによりま

す課題などにつきましてはごみ出しが困難な高齢

者などの支援という形で位置づけまして、現状の

把握と今後どのような対策ができるのかといった

部分の検討を進めてまいりたいと考えております

ので、御理解いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 今風連地区、名寄地区

の部分でのお話いただきました。収集方法が違う

と。もう合併して１４年が経過する中でまだまだ

名寄地区と風連地区との差があるという部分では、

ごみ出し、大きな部分なのかなというふうに思っ

ております。こちらについては、数年前にもアン

ケート、風連地区の皆さんにもとられているとい

った状況があるとは思うのですけれども、今後ご

み収集の方法について統一に向けた考えがあるの

か。そうした今後また新たなアンケート調査等の

実施のお考えあるのかちょっとお聞きをしたいと

いうふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 現状で風連地区の収

集方法を変更するという部分につきましては、人

的な部分ですとか費用の面を勘案しますと現状と

しては難しい部分があると考えております。しか

し、今後は高齢化がますます進むということで、

ごみ出しが困難な高齢者世帯もますますふえてく

ると考えておりますので、その必要性の有無も含

めまして状況を把握し、対応していく必要がある

と考えています。また、アンケートにつきまして

も５年ほど前に実施しておりますが、見直しなど

が生じた場合にはそれとあわせてアンケートの必

要性も考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） わかりました。ごみの

状況については、現状含めて理解をさせていただ

きます。

冒頭壇上でちょっとお話をさせていただきまし

た入浴に関する部分でもやっぱり高齢者のところ、

大変苦労しているところもあると。先ほど来から

ありましたとおり、市内の銭湯が廃業したといっ

たところ、午前中の山崎議員の答弁の中ではサン

ピラー温泉を活用してほしいということで市民部

長のほうからもお話ありましたけれども、現状９

月６日からサンピラー温泉、ちょっと使えない状

況がお知らせをされておりますけれども、今後再

開に向けためどとか現状でわかればお知らせをい

ただきたいなというふうに思いますけれども。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいまなよろ温泉

サンピラーの再開の見込みということで御質問い

ただきました。９月６日の夜８時ぐらいから日帰

り入浴についてはとめているということでありま

して、議員が言われるように市内唯一の公共温泉

であり、温浴施設ということで、私どももできる

だけ早く再開ができるように今努めているところ

であります。できるだけ早期にということで、今

応急的な対策ということで進めさせていただいて

いるところであります。まず、１つは安全性をし

っかりと確保しなければ再開ができないというこ

ともありますし、また急対応ということで制約も

あるかもしれませんけれども、実際の使用に当た

ってできるだけ不便がないようにということで、

この点についても今いろいろと工夫をしながら進
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めさせていただいているところでありまして、実

際に作業も進めているところでありますけれども、

近日中に再開できるように目指して今進めている

ということでぜひ御理解いただければ。再開にな

りましたら、改めてまた市民の皆さん含めて周知

をさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） ありがとうございまし

た。市民の皆さん、本当に気にされている方、問

い合わせも含めて多いというふうに聞いておりま

すので、今若干外れましたけれども、お聞きをさ

せていただきました。

続きまして、各支援の現状についてお伺いをし

ていきたいというふうに思います。交通、買い物、

なかなか高齢者施策の中では大きな課題というこ

とで考えております。地域の中では町内会での取

り組みということで何町内会かで買い物支援を含

めて取り組んでいるところがあるというお話でし

たけれども、大項目１のほうでも関連しますけれ

ども、専門の業者、個店が減少していく中、地域

によっては例えば自転車屋さんがないとか、電気

屋さんがないとかいうような状況で、ふだんの足

として使っている自転車が壊れたり、パンクした

りしたときに修理するところがない。また、電気、

蛍光灯が切れたり、電球が切れたりしたときに取

りかえてくれる頼めるお店がないといった高齢者

の方の声も聞かれます。食料品、日用品について

ももちろんですけれども、そうした方々の支援と

いうことで総合計画の中には高齢者の生活に資す

る地域資源の確保というところで、地域の人材と

いうような意味合いだというふうに思いますけれ

ども、そうしたところの確保については、先ほど

ちょっと申し上げましたけれども、核家族化、ま

た共働き世帯等があって、なかなか地域の資源の

確保が難しい、人材の確保が難しい状況があると

いうふうに考えております。こうした課題の解決

策の一つとして、今名寄市で農業支援員という形

で募集をかけております地域おこし協力隊の活用

について、今後こうした高齢者の支援策、商工業

団体と連携をしながら最終的に事業化につなげて

いくような、定住につなげていけるような取り組

みについてお考えがあればお知らせをいただきた

いというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 議員

のほうから高齢化の中でそういったマンパワーも

含めた地域資源の確保ということで、新たに地域

おこし協力隊員の活用ということで御提言をいた

だいております。現在農業の従事者ということで

農業関係が中心になっておりますけれども、農業

だけではなくて、地域住民の生活維持していくた

めの支援ということでありますので、当然高齢者

に対する支援という部分でも活用できるかなとい

うふうに考えておりますけれども、先ほど答弁も

させていただきましたが、今後新たな高齢者の生

活支援サービスを実施していく上で、地域住民が

主体となったボランティア組織だったり、民間団

体を立ち上げた場合など、例えば地域おこし協力

隊員の活用も考えられると思いますので、今後の

高齢者に対する生活支援体制整備の方策の一つと

して参考にといいますか、研究させていただきた

いと思いますので、今のいただいた提言も参考に

させていただきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 高齢者の支援策といっ

ても交通であったり、ごみの関係、また入浴、本

当に幅広い施策となります。なかなか健康福祉部、

１つの部署だけでは取り組めないというふうに思

いますので、ぜひとも庁内連携をした中での施策

の検討、実施に向けて取り組んでいただくようお

願い申し上げ、私の質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で倉澤宏議員の質

問を終わります。
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〇議長（東 千春議員） 日程第３ 議案の撤回

についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 本定例会に提出をいたし

ました議案第３１号 令和元年度名寄市一般会計

補正予算（第４号）につきまして、撤回の理由を

申し上げます。

議案第３１号は、株式会社名寄振興公社の決算

の修正に伴う運転資金の不足、経営改善に伴う資

金が必要なことから、株式会社名寄振興公社経営

改善計画に基づいて提案したものでございます。

しかしながら、９月６日に発生をいたしましたな

よろ温泉サンピラー男性温浴施設の天井落下に起

因をいたしまして、令和元年度以降の収支に影響

が生じる事態となり、当該改善計画及び市の支援

につきまして再精査が必要となったことから、名

寄市議会会議規則第１９条の規定により、議案第

３１号の撤回について議会の承認をお願いをする

ものであります。

既に議会におかれましては、特別委員会を設置

をし、審議をいただいているところでございまし

て、議員各位並びに市民の皆様に対しまして御迷

惑をおかけいたしましたことをおわび申し上げま

すとともに、御承認をいただきますようにお願い

を申し上げます。

なお、株式会社名寄振興公社への支援につきま

しては、内容を精査いたしまして、改めて提案さ

せていただきたいと考えております。あわせて御

理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） ただいま市長より議案

第３１号の撤回について説明がありました。議案

第３１号は本定例会初日に名寄振興公社運営に関

する審査特別委員会に付託しておりましたが、市

長提案のとおり議案第３１号の撤回について承認

することに御異議ございませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議がありますので、

起立により採決を行います。

議案の撤回について承認することに賛成の議員

の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数でございます。

よって、議案の撤回については承認されました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時５４分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 富 岡 達 彦

署名議員 五十嵐 千 絵
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開議 令和元年９月１９日（木曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和元年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

２番 倉 澤 宏 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

中心市街地活性化について外１件を、三浦勝秀

議員。

〇５番（三浦勝秀議員） おはようございます。

議長より御指名いただきましたので、通告順に従

い、大項目２点質問させていただきます。

大項目１、中心市街地活性化についてお伺いい

たします。小項目１、中心市街地の空き家対策に

ついてお伺いいたします。現在本市の中心市街地

では、建物の老朽化や後継者不足による空き家や

空き店舗がふえてきております。名寄市空き家対

策計画でも適切に管理されていない空き家がふえ

ることにより、地域住民の生活に悪影響を及ぼす

とあります。実際空き家であることが原因で５丁

目商店街のアーケードの崩落や西２条南７丁目の

店舗の看板の落下など市民生活への悪影響が懸念

されております。そこで、本市の空き家対策につ

いて国が定めた法律及び指針に沿ってさまざまな

取り組みをされておりますが、現在、これまでの

効果検証と今後の展望についてお伺いいたします。

また、空き家の戸数は本市のホームページより平

成２５年のアンケート結果を報告していただいて

おりますが、倒壊の危険性のある建物、つまり特

定空き家についても把握されているのかお伺いい

たします。

次に、小項目２、中心市街地の再整備について

お伺いいたします。中心市街地は、地域コミュニ

ティーの担い手として地域にとって重要な位置づ

けにあると考えます。しかし、商店街を取り巻く

環境は働き手の高齢化、後継者不足、空き店舗の

増加、大型商業施設への流出等非常に厳しいもの

があります。本市も中小企業や商店街向けの支援

事業があり、実績も一定程度把握しております。

これからは、商店街ならではの創意と工夫あふれ

る取り組みに挑戦し、住民の豊かな生活と地域の

発展に貢献することを通じ、地域の活性化を図る

ことが大切となってきます。そのためには、目指

すべき商店街像を考え、長期的な計画を立て、根

気強く課題を一つ一つ事業者と行政が一体となっ

て解決していくことが必要です。そこで、中心市

街地活性化に対し１０年後や２０年後を見据えた

中でどのようなまちづくりを推進していくのかお

考えをお伺いいたします。

次に、大項目２、観光振興についてお伺いいた

します。小項目１、観光振興計画の進捗状況につ

いてお伺いいたします。名寄市観光振興計画によ

る目的に都市機能を維持し、持続的な経済活動を

支える上で地域資源を活用した観光を初めとする

各種振興策による交流人口の拡大と高付加価値ブ

ランドの開発の確立が求められるとあります。本

市を訪れた観光客が買い物や飲食、施設利用を通

して市内での消費を増加させることが必要になっ

てくると考えます。しかし、本市の観光の現状は、

夏のひまわり観光や冬のスキー場など期間が限定

的であることから、観光振興計画の目標達成を考

えた上で精査が必要であると考えます。そこで、

本市の観光振興計画の現在の進捗状況と今後の取

り組み方についてお伺いいたします。

小項目２、イベント事業の効果検証についてお

伺いいたします。本市では、先月行われました産

業まつりやてっし・名寄まつりなどさまざまなイ

ベントが行われ、交流人口の拡大に貢献しており

令和元年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号
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ます。しかし、イベントの入り込み人数は報告さ

れておりますが、各イベントの経済効果等効果検

証について報告が少ないのが現状となっておりま

す。今後人口減少に伴う経済基盤の弱体化が危惧

され、持続可能なまちづくりを進める中で、イベ

ント事業について精査が必要であると考えます。

そこで、各イベント事業について今後どのような

方針で進めていくのかお考えをお伺いいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） おはようございます。

ただいま三浦議員から大項目で２点にわたり御質

問をいただいております。大項目の１の小項目１

は私から、小項目２及び大項目２につきましては

産業振興室長からの答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

初めに、大項目１、中心市街地活性化について、

小項目１、空き家対策について申し上げます。全

国的に課題となっている空き家対策ですが、本市

では市内全体の空き家状況を把握するため空き家

データコンテンツを活用した市全域の現地調査を

平成２９年から２カ年度にわたって実施を行い、

空き家の概要等のデータベース化により空き家対

策に活用しているところです。空き家の調査に当

たりましては、空き家と思われても個人の財産で

あることから、個人情報を調べたり、敷地や家屋

に立ち入ることはできない中で、職員が敷地外か

ら外観での調査を行っていることから、各物件の

倒壊の危険性についての調査とはなっておりませ

ん。啓発に関する取り組みとしましては、市の広

報紙などを通して空き家が適正に管理されずに周

囲に危害を及ぼすことを予防するため空き家は所

有者などが適切に維持管理をするべき義務がある

ことや適正管理を怠り、他者に損害を与えた場合

のリスク、また相続放棄をしても空き家などの管

理責任は失われないことなど当事者意識を醸成す

る広報活動を行っております。また、通報などに

よりそのまま放置することで倒壊など著しく保安

上危険となるおそれのある空き家につきましては、

空家等対策の推進に関する特別措置法によりまし

て固定資産税の課税台帳の内部利用が認められて

いることから、所有者などを確認し、文書や電話

によりまして第三者へ損害を与えた場合のリスク

の説明や適正管理の依頼を行っております。この

取り組みによりまして、周囲に危険を及ぼす可能

性のある家屋が所有者などによって除却された案

件を初め、連絡を行ったうち半数以上では建物の

修繕や屋根雪の処理など適正な管理が行われてお

り、危険な状態が回避されていることから、名寄

市空家等対策計画に基づく取り組みの成果があら

われているものと捉えております。今後におきま

しても周囲への危険が発生することを防止するた

めの広報活動や実際に危険が迫っている空き家へ

の対応につきまして重点的に取り組みを進めてま

いります。

以上で私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目１

の小項目２と大項目２について御説明申し上げま

す。

まず、大項目１の小項目２、中心市街地の再整

備について申し上げます。本市では、ＪＲ名寄駅

を起点として商業などの活性化を図り、事業活動

を促進するため名寄市都市計画用途地域として商

業地域を定め、中心市街地として位置づけており

ます。これまでの中心市街地活性化の取り組みに

つきましては、平成１２年に中心市街地活性化基

本計画を市が策定するとともに、商工会議所など

民間では中小小売商業高度化事業構想、いわゆる

ＴＭＯ構想を策定するなど行政と経済界が連携を

図りながら中心市街地の活性化に取り組んでまい

りました。その後、名寄市都市再生整備計画に基

づきコンパクトなまちづくりを進めるに当たりま

して、社会資本総合交付金を活用し、駅前交流プ

ラザよろーななどＪＲ名寄駅から浅江島地区まで

の施設整備を行ってきたところです。本市の地域
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経済の活性化のためには中心市街地の果たす役割

は大きく、現在名寄市中小企業振興条例に基づい

て商業地域内での店舗または事業所の新築や増改

築、設備投資に係る事業費の一部を補助する中心

市街地近代化事業や創業支援事業、さらには商業

地域内の空き地、空き店舗の活用を促す支援など

中心市街地の活性化に寄与する取り組みを進めて

おり、今後も引き続き地域経済活性化に資する拠

点の継続的な支援が重要と考えております。

名寄市中小企業振興条例に基づく昨年度の支援

実績といたしましては、商業地域内での店舗改修

や設備投資などを支援する中心市街地近代化事業

が４件、店舗支援事業が３件、また空き地、空き

店舗を活用して事業を行う場合の賃借料などを支

援する商店街空き地空き店舗活用事業が２件とな

っております。また、中心市街地のにぎわいづく

りへの支援制度でありますコミュニティー事業な

どを活用した商店街あそびの広場、大道芸フェス

ティバルなど商店街振興組合やグループなどがイ

ベント事業を企画、実施し、商店街の新たな発見、

足を運ぶきっかけづくりなどに努めていただいて

おります。さらに、商店街振興組合では名寄市立

大学に協力をいただき、商店街の空き地に仮設の

壁を設置し、名寄市にゆかりのある絵本作家の作

品を題材に絵を描くなど商店街を歩く人が楽しめ

るような取り組みも行われました。

以上、これまで中心市街地の商店街の方々や商

工団体、市民の皆様と環境整備や各種取り組みを

実施しており、時代の変化に対応した支援制度の

改定や支援を行ってまいりました。本市では、現

在名寄市都市計画マスタープランの見直し及び名

寄市立地適正化計画の策定に向けて検討を行って

おり、都市全体の観点から居住機能や福祉、医療、

商業などの立地、公共交通の充実に係る包括的な

グランドデザインを描く中で、中心市街地の中長

期的なあり方について検討しているところです。

続きまして、大項目２、観光振興について、小

項目１、名寄市観光振興計画の進捗状況について

申し上げます。本市の名寄市総合計画第１次の観

光分野におけるアクションプランとして平成２３

年３月に策定した観光振興計画については、名寄

市総合計画第２次の策定に当たり平成２８年度に

時代の変化に対応すべく戦略事業の一部を見直し、

名寄市総合計画第２次の６つの基本計画事業に戦

略事業をひもづけ、インバウンドの受け入れ態勢

の整備、広域観光の推進、スポーツツーリズムな

どを重点施策として位置づけました。また、数値

目標については、観光入り込み客数の目標値を修

正したほか、新たに外国人宿泊延べ数を加えたと

ころです。計画の目標としている観光入り込み客

数につきましては、平成３３年度の目標６１万

２００人に対しまして２８年度が４８万 ０００

人、２９年度が４４万 ２００人、平成３０年度

４２万 ９００人となっており、目標に向けて各

事業の検証、見直しを行いながら、さらなる取り

組みが必要であると考えております。外国人宿泊

延べ数につきましては、平成３３年度の目標 ６

３５泊に対しまして平成２８年度４１７泊、２９

年度 ０９４泊、３０年度 ９８５泊となってお

り、平成２８年度に観光庁から認定された日本の

てっぺん。きた北海道ルート。の取り組みなどの

効果もありまして、計画目標値を超え、訪日外国

人は着実に増加しています。

戦略事業につきましては、市民、行政、観光協

会、民間が連携し、オール名寄体制で実施してお

りまして、これまで行ってきたひまわり観光など

に加えまして、観光キャラクターなよろうの誕生、

ご当地グルメなよろ煮込みジンギスカンの開発な

ど新たな取り組みも進めてまいりました。各事業

の評価につきましては、観光関係や商工業、建設、

農業、教育関係者など１０名から構成される名寄

市観光振興計画市民検討委員会委員による事業評

価を年に１度実施しております。検討委員からの

意見や事業検証をもとに改善を行い、より効果的

で、本市を訪れる観光客に満足いただけるような

体制づくりと事業を進めてまいります。



－91－

令和元年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号

次に、小項目の２、イベント事業の効果検証に

ついて申し上げます。本市のイベントにつきまし

ては、観光団体や市民の皆様が中心となり、実行

委員会形式で事業を企画、実施しており、旬の食

材をテーマにしたなよろアスパラまつりやなよろ

産業まつり、夏の風物詩である風連ふるさとまつ

りやてっし・名寄まつり、迫力ある大雪像のなよ

ろ雪質日本一フェスティバル、北の天文字焼など

地域資源を生かしたイベントが実施されておりま

す。主なイベントの入り込み状況につきましては、

なよろアスパラまつりが平成３０年度 ８００人、

令和元年度 ８００人、風連ふるさとまつりが平

成３０年度 ４００人、令和元年度 １００人、

てっし・名寄まつりは平成３０年度２万人、令和

元年度１万 ０００人となっており、入り込みに

ついては天候に左右されることもございますが、

交流人口の拡大に成果を上げております。いずれ

のイベントも古くから地域に親しまれるイベント

として実行委員会が中心となり、地域住民参加の

イベントを開催することによる市民の満足度向上

や地域資源を生かしたイベントとして市外の方へ

のＰＲ、誘客に寄与していると考えています。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 御答弁ありがとうござ

います。それぞれ再質問させていただきます。

まず、大項目１、小項目１についてお伺いいた

します。現在空き家は個人の財産であり、維持管

理は所有者が適切に行うものであり、行政は啓発

活動に取り組んでいただいているということは理

解いたしました。それでは、中心市街地の空き家

について所有者を把握しているのかということを

お伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 空き家の所有者の対

策につきましては、中心市街地につきましても一

般の空き家と同じ考え方に基づくことになります

が、個人情報の部分につきましては空き家特措法

の中で倒壊のおそれなど著しく危険な状況にある

といったものしか個人情報をこちらのほうでは確

認できるようになっておりませんので、全ては把

握している状況ではございません。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

ちょっと私のほうでほかの市町村の空き家の対策

について調査させていただいたところ、空き家の

所有者を把握している場合、その空き家の所有者

に対して今後その空き家をどのように活用したい

かというアンケート調査を行っている自治体もご

ざいました。このアンケート調査による現状把握

ということについて市の御見解、お伺いいたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 名寄市におきまして

は、危険な状態にある空き家の方に関しましては

こちらで情報を調べ、連絡をさせていただくので

すが、その場合につきましてはあくまでも危険な

状況になっているということで、倒壊ですとか建

材の飛散が既にあらわれている状況ということに

なりますことから、今後の利用状況という部分に

ついての確認ではなく、どのように対応していた

だけるか、危険な状況をどのように回避していた

だけるかという部分についてのお問い合わせとな

っておりまして、利活用についてのアンケートと

いうことでは行っておりません。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 本市の、先ほどもお伝

えしたように、ホームページで空き家の現状とい

うことで、これ平成２５年に実施した町内会アン

ケートの結果で空き家は全部３５７戸あって、そ

の中でも適切に管理されていない空き家が８６戸、

全体の２７％ぐらい、３０％弱ほどの管理不全の

空き家があるとございました。この管理不全の空

き家というのは、後々倒壊の危険性のある特定空

き家になり得る可能性が高く、早期からの対策が

必要となってくると思うのですが、いかがお考え
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でしょうか。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） ２５年の調査の後、

平成２９年度にデータコンテンツを活用しました

空き家の実態調査を行っておりまして、その段階

では現状で２４９件の空き家と把握しております。

そのうち適正な管理をされていない空き家につき

ましては１３４戸となっておりますが、この適正

な空き家の判断基準、管理をされていないという

判断基準となりますが、こちらが雑草が生えてい

るですとか、壁にわずかな亀裂がある、灯油タン

クに若干ひびがあるといった本当に細かな部分の

調査も含めまして、一つでも該当があった場合に

は適正な管理がされていないということで数字と

して掲載させていただいております。ですから、

長い目で見た場合にはこのまま放置されるという

ことになると倒壊の危険などがある空き家という

形になってくるかと思いますが、現状におきまし

てはほとんどがそういった状況ではないという部

分で、私どもとしましては所有者の方の啓発によ

りまして適正な管理をお願いしてまいりたいと考

えております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 済みません。ちょっと

話変わってしまうかもしれないのですけれども、

名寄市立地適正化計画の観点でも空き家、空き店

舗、空き地に対する補助の誘導方針、掲げており

ますが、中心市街地の空き家等について今までの

この答弁等も含めてお考えをお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 立地適正化計画

の関係につきましては、議員御承知のとおり今現

在素案づくりで、市民、各界各層から構成してお

ります策定委員会を構成してございまして、その

中に、市役所内の庁内議論を経まして、その素案

づくり、その一部を今議員が御披露いただいたと

いう形になるかと思っていますが、まだこれ素案

段階でございまして、最終的な方針として固まる

のは、８月末で策定委員会の作業はおおむね完了

してございまして、ちょっとスケジュール的な話

になりますけれども、今後都市計画審議会の中で

御審議等々いただいて、その結果市長への答申と

いった運びになろうかと思っていまして、まだ今

現在審議、作成中の段階でございますので、具体

的な明言等についてちょっと御遠慮させていただ

きたいというふうに思っておりますけれども、そ

ういったことへの施策なり、今後の対応が極めて

重要なものであるということは各委員の皆さんに

も御理解いただいているのではないかというふう

に理解しているところでございますので、よろし

くお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

ちょっと現状何か行動するのは難しいということ

ですが、今後状況を見ながら取り組んでいってい

ただきたいと思います。市街地は、住宅密集度が

高く、周辺の生活環境に大きい影響を与えるため

施策の重要課題であるとあります。そのため、市

民の皆様が安心して生活を送るため空き家の所有

者に対し適切な管理の支援があることの周知や空

き家バンクを有効活用できるようなことを願い、

終わらせていただきます。

次に、大項目１の小項目２について再質問させ

ていただきます。さまざまな支援事業や町中のに

ぎわい事業を行っていただき、まことにありがと

うございます。また、実績もあり、すばらしい事

業であると考えますので、これからも継続してい

ただきたく思います。しかし、現在人口減少等社

会情勢もありますが、現状中心市街地の空洞化は

進行しております。この問題に対しては、行政で

はなく、市民の皆様とも連携していかなくてはい

けないと考えます。そこで、中心市街地活性化に

向けた具体的な道筋をお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 中心市街地の活

性化に向けた取り組みなのですが、今後は各計画
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におきまして関係者はもとより、市民の意見など

も踏まえながら中心市街地の役割やあり方を検討

しますとともに、時代のニーズに合った支援制度

の改定などを行いまして、行政、商工団体、民間

のそれぞれが責務と役割を果たしながら、本市に

おける商工業振興に係る基本的な理念や役割など

を定めます基本計画を今後検討していく中で、中

心市街地の活性化に向けた協議を進めてまいりた

いと考えております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 討論や協議するだけで

はなく、実際に行動に移すことが大切と考えます。

御答弁にもありましたように、行政、商工団体、

民間が三位一体となってしっかりとした基本計画

を立て、目標に向かって取り組んでいただきたく

思います。

先ほどちょっと立地適正化という話もあったの

ですが、中心市街地に対する未来像として、また

さっきと同じ答弁になってしまうかもしれません

が、町中の長期的な未来像に関してどういったビ

ジョンをお持ちであるか、お考えをお伺いいたし

ます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 中心市街地の具

体的な未来像ということの御質問ですが、先ほど

の答弁のちょっと繰り返しになってしまいますけ

れども、市では現在名寄市都市計画マスタープラ

ンの見直し及び立地適正化計画の策定に向けて検

討を行っているところでございます。こういった

都市全体の観点から居住機能や福祉、医療、商業

などの立地、公共交通の充実に関する包括的なグ

ランドデザインを描く中で、今後そちらとの協議

も進めながら中心市街地の中長期的なあり方につ

いて検討してまいりたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

本市の未来は、市民全員で考えて取り組んでいか

なくてはいけない課題です。難しい課題が多いと

思うのですが、市民の皆様と一体となって課題を

解決し、よりよい名寄市をつくり上げていきまし

ょう。

次に、大項目２、小項目１について再質問させ

ていただきます。本市を訪れる観光客が施設利用

や飲食など消費につながる取り組みが重要である

と、先ほどもお伝えしたように、考えております。

本市の観光の中心はひまわり観光やスキーなど期

間が限定的であることも、先ほどお伝えしたとお

り、計画の目標達成に向けた精査が必要であると

考えます。そこで、経済効果につながる今後の観

光の取り組みについてお伺いいたします。

また、外国人観光客の増加が数値にあらわれて

いるところですが、市内の各施設や公共交通の多

言語化、インバウンド対応に対するホスピタリテ

ィーは不十分であると考えます。観光庁の統計に

ある訪日外国人消費額からも本市における経済活

性化を考えた上で、先ほど御答弁にもありました

ようにインバウンドの受け入れ態勢の整備、機運

の醸成が重要であると考えます。そこで、実際に

外国人観光客に対応するのは事業者の皆様である

ことから、市としてインバウンド対応に関する事

業者へ向けた支援など御検討されているのかお考

えをお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 名寄市観光振興

計画の目的として、魅力ある地域資源を活用し、

地域と住民が主体となり、交流人口拡大の視点に

立ったまちづくりを行い、来訪者を受け入れてい

くことが必要であり、これが地域経済の活性化に

結びついていきますとされております。本市の地

域資源を生かしたひまわり観光は、市外からも多

くの人が訪れ、夏のメーン観光として取り組んで

いるところでございますし、スキーにつきまして

は冬季のみならずサマージャンプ大会や夏合宿の

誘致にも結びついているところでございます。そ

れぞれの事業は、期間が限定的なものもあります

が、交流人口の拡大には大きく寄与しているもの
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と考えております。今年度のひまわり観光におき

ましてもひまわり畑と市内宿泊、飲食、小売店な

どをめぐるスタンプラリーを実施するなど目的地

以外への誘導施策にも取り組んでいるところでご

ざいます。また、経済効果につなげるためには地

域に長く滞在いただくことが重要と考えますが、

単一市町村の取り組みでは通過型観光となる傾向

となる中で、近隣市町村との連携によりましてさ

まざまなコンテンツを組み合わせ、周遊させるこ

とにより宿泊など経済効果が生まれると考えられ

ることから、冬には幌加内町のワカサギ釣り、美

深町のクラフト体験、本市のスキー、雪遊びなど

を組み合わせた広域での観光事業についても積極

的に推進しております。さらに、本市を訪れてい

ただく以外にも農産品の通信、インターネット販

売である畑自慢倶楽部、道の駅もち米の里☆なよ

ろに加え、北海道内の道の駅での人気の高い伊達

市の道の駅でも名寄市の特産品を販売するなど本

市のＰＲと経済効果につながる取り組みをしてい

るところです。

一方で、今お尋ねになりましたインバウンドに

つきまして受け入れ態勢の整備が課題となってお

り、観光振興計画の中でも受け入れ態勢の整備を

掲げております。議員おっしゃりますとおり、そ

れぞれの取り組みについては民間の方でやってい

ただく部分もございますが、市としては受け入れ

態勢の整備ということでホスピタリティーのセミ

ナーですとか、そういったことを実施しまして、

市内の観光事業者の方々にインバウンドに対する

ホスピタリティー向上に努めていただいていると

ころでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

実際に外国の方の講師をお招きしてのセミナー等

々数多くやっていただいているのは把握している

のですが、実際に公共交通を使う場合であるとき

に外国語表記が名寄市ではまだまだ少ないのかな

と。外国人観光客がふえているにもかかわらず、

対応がちょっとおくれているのかなと考えますが、

その点について事業者の方にまるっきりお任せし

てやっていただくということではなかなか進まな

いのかなというふうに考えますが、どうお考えで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） インバウンドの

方々に向けた表記等について当市の施設あるいは

案内表記がまだ十分ではないということは、議員

おっしゃるとおりだと思います。先ほどの答弁に

もありました観光振興計画の評価委員の中でもそ

ういったお声もあるところでございますので、そ

ういった声も反映させながら今後研究し、あるい

はできるところから進めてまいりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

先ほどもお伝えしたように、外国人観光客が名寄

市、近隣市町村に来ていただけるということは経

済活性化のためにこれからとても重要なことにな

ってくると思いますので、対応のほうよろしくお

願いしたいと思います。本市や道北にはすばらし

い観光資源があり、広域観光周遊ルートや道北観

光連盟など近隣市町村と連携し、市外や海外の方

に一人でも多く地域に来ていただくことや特産品

の地方発送やご当地グルメでの地域ＰＲなどを通

し、地域経済が活性することを期待いたします。

最後に、大項目２、小項目２について再質問さ

せていただきます。イベントの効果検証について、

入り込み客数報告されておりますが、経済効果に

ついて報告が少ないものと思われます。イベント

事業の精査、見直しが必要であると考えますが、

市としての見解をお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） イベントの効果

検証というところで、先ほども御答弁させていた

だきましたけれども、入り込みについては毎年公

表させていただいているところでございます。そ

れぞれ実行委員会形式で実施されておりまして、
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市からの補助金を交付させていただいているイベ

ントにつきましては事業終了後に事業の効果、決

算書など実績報告を提出していただいているとこ

ろでございます。イベント開催による経済効果と

いたしましては、一般的に会場での飲食、物産購

入、体験料、来場に伴う宿泊などの直接効果、こ

の直接効果に伴う原材料等の購入により誘発され

る１次波及効果、直接効果や１次波及効果を通じ

て発生した雇用所得による消費などの２次波及効

果といったところが挙げられるところでございま

す。一方で、本市におけるイベント事業では経済

効果による地域活性化とともに市民参加によるま

ちづくりの意識向上、郷土愛の育成、歴史、文化

の継承などさまざまな効果も期待できますことか

ら、各事業について総合的に検証し、今後も事業

に取り組んでまいりたいと思っているところでご

ざいます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） まちづくりの意識向上、

郷土愛の育成、歴史、文化の継承ということで事

業を行っているということは理解いたしました。

今の御答弁にもありました１次、２次、３次の波

及効果を総務省や道庁観光局のツールを利用、算

出し、検証することによりイベントの事業の精査

の精度を上げることが可能になると思います。き

のうの石橋総合政策部長の話ではございませんが、

事業評価する上で用いるＰＤＣＡサイクル、この

チェックとして経済効果を算出することでその精

度を上げていけることができると思うのですが、

その点について再度お考えをお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今三浦議員がお

っしゃられた北海道におけるシステム等もござい

ます。私どもも実際そのシステムを活用といいま

しょうか、適用したこともあるのですが、数字と

して現実的ではない、かなり大きな数字が出てし

まったりして、それはちょっと各イベントとして

の数値としてはいかがかなというところもありま

した。昨年度、道の事業として稼ぐ観光という事

業がありまして、ここでも一定程度の経済効果で

すとか考え方などもモデル的に出していただいた

ところもございます。また、今開発局さんのほう

で産業連関表を作成中だというふうに聞いており

ますので、そちらが今年度できた後にはそちらを

有効に活用させていただこうというふうに考えて

いるところでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

先ほど壇上からもお伝えしたように、持続可能な

まちづくりを推進する上で事業の精査というのは

これからすごく必要となってくると思います。そ

の中で何を見て精査するのかというところに関し

てこういった経済効果であったり、いろんな市民

の意見等をお伺いして調査することは必要になっ

てくると思います。しかし、ここで口で言うのは

簡単なのですが、とても本当に難しい調査になる

と思います。でも、やっていかなくてはいけない

ことだと思っております。なので、今新たな産業

連関表ですか、作成していただいているというこ

とがございましたので、それを今後活用し、名寄

市の今後の事業、イベントだけではなくて、全て

の事業においてそういったものを活用し、よりよ

いまちづくりにしていければいいのかなと思い、

御検討お願い申し上げ、質問を終わります。御答

弁ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で三浦勝秀議員の

質問を終わります。

建設業が抱える働き方改革への対応について外

２件を、塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） おはようございます。

議長より御指名をいただきましたので、通告順に

従い、順次質問をしてまいります。

大項目の１、建設業が抱える働き方改革への対

応についてお伺いをいたします。小項目の１、建

設業における働き方改革の施行による影響につい

てお聞きをいたします。有給休暇の取得や週休２
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日制の導入、時間外労働規制の適用除外とされて

いた建設業においても猶予期間の５年はあるもの

の、今後一般則が適用されていくことになります。

団塊世代の退職、若手への技術継承不足や少子化

に伴う若手技術者の不足など労働力の確保は難し

い現状であります。このことを踏まえ、影響への

懸念についてお考えをお聞きをいたします。

小項目の２、今後における課題の背景と対策に

ついてお聞きをいたします。建設業における中小

企業や小規模事業者の新規採用が厳しい背景には、

３Ｋ事業と言われる割には仕事に見合う賃金体系

になっていないなど、新規入職者が敬遠傾向にあ

ると考えます。これらの解決には、雇用する事業

者の体力強化を図るため安定的な事業量の確保が

重要であり、職員の処遇や福利厚生の充実などの

改善を図り、入職者を増加させることが必要です。

地域における雇用確保に向けた取り組みが必要と

の認識のもと事業者の努力だけでは解決しない問

題であり、働き方改革実行計画の実現会議では建

設業において発注者の理解や協力が不可欠であり、

工事発注時期の平準化や適正な工期設定など適切

な賃金水準の確保を図り、技術者、技能労働者の

確保、育成に向け制度的な支援を図ることとし、

あわせて業界等の取り組みに対して支援措置を実

施することなど盛り込まれておりますが、行政と

しての考えをお聞きをいたします。

次に、大項目の２、名寄産業高校が担う農業担

い手対策についてお伺いをいたします。小項目の

１、農業担い手海外派遣事業の検証と評価及びそ

の後の対応についてお聞きをいたします。平成２

７年度から３年間の事業として国際感覚を養い、

幅広い視野を有する農業後継者の育成を図ること

を目的に実施した事業でありますけれども、検証

と評価、効果についてお聞きをいたします。

小項目の２、名寄産業高校酪農科学科の現状と

公立高校間口の維持に果たす役割への認識につい

てお伺いいたします。酪農科学科は全国各地から

の受け入れが可能な学科であり、農業担い手海外

派遣事業の取り組み効果もあり、酪農科学科の入

学者が増加をしているわけであります。名寄の公

立高校として、名寄産業高校間口維持に果たす役

割は大きなものがあったものと認識をしておりま

す。また、学校関係者によると、地元を初め道内

外の中学校への案内においても効果があったとお

聞きをしておりますが、近年の酪農科学科の入学

状況についてお知らせください。あわせて、酪農

科学科受験者交通費助成事業についてもお知らせ

いただきたいというふうに思います。

小項目の３、名寄産業高校及び道北農業担い手

育成対策協議会からの要望状況とその対応につい

てお聞きをいたします。平成２９年度をもって農

業担い手海外派遣事業の取り組みが終了いたしま

したが、その後の要望の状況などお知らせいただ

きたいというふうに思います。

次に、大項目の３、名寄市立大学を活用した地

域ケア力向上プロジェクト事業の取り組みについ

てお伺いをいたします。小項目の１、当該事業の

概要についてお知らせください。当該事業は、圏

域で不足している保育士などの専門職育成を図り、

安全、安心な地域社会の子育て、定住環境の充実

に資することを目的に平成２８年から３カ年間実

施した事業でありまして、初年度には保育士、幼

稚園教諭を対象に実態調査を行い、特に幼稚園教

諭の免許更新時講習の要望実態を把握をし、更新

に必要な３０時間のうち選択領域講習の１２時間

を名寄大学において実現しております。そこで、

地方創生推進交付金の採択を受け実施した事業の

取り組み内容についてお知らせください。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 塩田議員からは、

大項目３点にわたりまして御質問をいただきまし

た。大項目の１、建設業が抱える働き方改革への

対応については私から、大項目２、名寄産業高校

が担う農業担い手対策については経済部長から、

大項目３、名寄市立大学を活用した地域ケア力向
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上プロジェクト事業の取り組みについては大学事

務局長から答弁いたしますので、よろしくお願い

いたします。

それでは、大項目１の小項目１、建設業が抱え

る働き方改革の施行による影響についてと小項目

２、今後における課題と対策については関連がご

ざいますので、一括して申し上げさせていただき

ます。さて、長時間労働の是正や多様で柔軟な働

き方の実現と雇用形態にかかわらない公正な待遇

の確保のための措置により働き方改革を推進する

ための働き方改革関連法が施行されました。建設

業に関しても改正労働基準法の見直しにより労使

協定を結ぶ場合にも時間外労働の上限制限や違反

時の罰則が科されるなど、一定の猶予期間を置き

適用することとなってございます。建設関連工事

では、工期の遵守に基づき施行を進める中、長時

間労働や休日返上の現場対応を求められたりする

など一般的に週休２日を実現できる現場は少ない

と認識をしております。また、技術者、労働者の

高齢化も顕著でありまして、労働が苛酷と言われ

る建設業ですので、若手が他業種との比較で建設

業への就職を避けるようになれば将来人が集まら

ず、建設業が成り立たなくなる可能性もあるため、

対応策が必要なものと思っております。

先駆的な取り組みは、国土交通省におきまして

建設業界や民間発注企業等の長に対しまして働き

方改革による長時間労働の是正に向け、給与や社

会保険の事業主負担、適正な工期設定や生産性向

上などの推進策を打ち出しています。また、国や

道が直轄する工事では、技術者の担い手確保や入

職しやすい環境づくりなど改革の一環とした週休

２日モデル工事を施行しており、受注工事の現場

閉所の状況に応じて労務費や間接工事費などの経

費に補正係数を乗じた措置を行い、請負代金額の

変更をするなど実施をしているところであります。

これら労働者の処遇改善や福利厚生の充実などは、

官民が連携して進める必要があります。また、安

定的な事業が確保できれば、労働者の安定した雇

用の確保につながります。しかし、建設事業の発

注の平準化となると、現状では夏場に集中する工

事や施設側の施工期限による工事、予算執行期間

内までとする工事など工期が厳格になる事業が多

いと認識をしております。このため、労働時間を

制限した場合は工期の長期化や工事費の増加は避

けられず、労働者確保とともに大きな課題である

と言えます。今後は、国や道の先進的なモデル事

業の成果と課題を踏まえて、個々の建設企業や建

設業界全体が適切な労務管理や生産性向上に向け

た取り組みがなされるとともに、工期延長や工事

費の増加など発注側や市民の理解を得ていくこと

も不可欠であります。名寄市の公共事業において

は、各事業の発注時期の調整などで平準化を今後

も図り、この地域における季節的費用など建設業

業界の現状も踏まえながら推進してまいりたいと

考えております。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、名寄産業高校が担う農業担い手対策につい

て申し上げます。

初めに、小項目の１、農業担い手海外派遣事業

の検証と評価及び今後の対応についてであります

が、農業担い手海外派遣事業につきましては、平

成２７年度から２９年度までの３カ年、道北農業

担い手育成対策協議会の事業として取り組まれ、

名寄産業高校酪農科学科の生徒を台湾へ派遣する

ことを通じて国際感覚を養い、幅広い視野を有す

る農業後継者の育成を目的とするもので、市とし

まして研修費用などへの支援を行ってきたところ

であります。３カ年の実績についてでありますが、

派遣人数につきましては平成２７年度が４名、２

８年度が８名、２９年度が１２名、合わせまして

２４名で、主な内容につきましては虎尾高級農工

職業学校生徒との交流、農家での作業実習、現地

での日本産農産物の販売状況や歴史、文化などを

学ぶ貴重な機会として取り組まれてきたところで
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あります。参加した生徒からは、作物の栽培、管

理における工夫や日本農業との違いを学んだ、言

葉の壁を越えて同年代同士の親交を深め、友情が

芽生えた、国際交流の必要性を実感するよい機会

となったなどの感想が報告されるとともに、学校

からは生徒の国際交流に対する積極性や意識の変

化に成長が見られたなどの評価をいただき、事業

として一定の成果、効果があったものと受けとめ

ております。

今後の対応についてでありますが、本事業は当

初計画どおり３カ年での事業とし、一区切りさせ

ていただきましたが、現在も農業に限らず広く市

内高校生が台湾高校生との交流を図る修学旅行受

け入れ事業を初めといたしまして、昨年度からは

中学生の台湾派遣事業が新たに取り組まれており

ます。また、農業におきましても国際感覚豊かな

担い手の育成を目指し、昨年度から台湾へ市内農

業青年を派遣する農業青年派遣事業がスタートし、

今年度は台湾の農業青年を受け入れる台湾農業青

年受入事業が取り組まれ、相互交流に発展するな

ど新たな取り組みもスタートしており、事業の成

果を踏まえ、より多くの若者が海外において多様

な体験ができるよう民間団体とも連携しながら取

り組みを進めているところでありますので、御理

解をお願いしたいと思います。

次に、小項目の２、名寄産業高校酪農科学科の

現状と公立高校間口維持に果たす役割への認識に

ついて申し上げます。まず、酪農科学科への入学

状況につきましては、平成２８年度は入学者１０

名で、その内訳は市内３名、道内６名、道外１名

となっております。平成２９年度は２１名で、市

内５名、道内１１名、道外５名、平成３０年度は

２５名で、市内８名、道内１４名、道外３名、平

成３１年度につきましては１５名で市内４名、道

内８名、道外３名となってございます。また、名

寄産業高校酪農科学科の受験者交通費等助成事業

につきましては、道北地域の基幹産業である農業、

特に酪農従事者の人材育成確保のために酪農科学

科の存続は重要なことから、道外からの生徒を呼

び込むことを目的としてございます。助成の内容

につきましては、道外からの受験者に対し受験に

係る交通費や宿泊費の一部を助成することで保護

者の経済的負担の軽減を図り、受験しやすい環境

をつくり、入学者の増につなげるため平成２９年

度から実施しているものでございます。

次に、小項目の３、名寄産業高校及び道北農業

担い手育成対策協議会からの要望状況とその対応

について申し上げます。農業担い手海外派遣事業

につきましては、２年生を対象に実施してまいり

ましたが、平成２９年度は学校側から最終年度と

なるために１年生も参加させてほしいとの要望を

受け、対象となる学年を拡大し、支援を行ってま

いりました。御質問のありました事業継続の要望

などにつきましては、現時点まで正式な要請はい

ただいていないところでございます。しかしなが

ら、今後学校側あるいは道北農業担い手育成対策

協議会の総意として事業再開の要請があった場合

には改めて検討させていただきたいと考えており

ますが、生徒が市内にとどまらず広く入学してい

る状況を鑑みますと、名寄市単体での支援ではな

く、関係する自治体、ＪＡなどが一体となって支

援に取り組む姿が望ましいと考えているところで

あります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 続きまして、

大項目３、名寄市立大学を活用した地域ケア力向

上プロジェクト事業の取り組みについて、小項目

１、当該事業の概要について申し上げます。

本事業は、議員お話しのとおり全国的にも不足

している保育士などの専門職育成を図り、安全、

安心な地域社会、子育てや定住環境の充実に資す

ることを目的に地方創生推進交付金事業の採択を

受け、平成２８年度から平成３０年度の３カ年事

業として実施いたしました。御質問の当該事業の

概要ですが、まず平成２８年度は上川、留萌、宗
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谷管内の保育士、幼稚園教員を対象に実態調査を

実施しました。実態調査の内容は、労働条件や仕

事内容、今後受講したい研修内容など大きく３区

分３９項目と自由記述で構成し、約 ０００人か

ら回答をいただき、調査結果は報告書にまとめ、

関係機関に配付いたしました。この実態調査の結

果を踏まえて、平成２９年度、平成３０年度は各

種講習会や研修会を開催し、専門職の資質向上や

リカレント教育を推進する取り組みを行いました。

主な内容といたしましては、保育士、幼稚園教員、

小中学校教員を対象にした特別支援教育コーディ

ネーター養成研修、保育士、幼稚園教員を対象に

した保育者リカレント講習会、加えて地域から強

い要望のあった幼稚園教員免許状更新講習を本学

と公益社団法人北海道私立幼稚園協会との共同実

施により本学教員を講師に２日間日程で選択領域

１２時間を実施いたしました。当該事業は平成３

０年度で終了しましたが、今後とも本学の社会連

携、社会貢献の事業の中で専門職のスキルアップ

やリカレント教育のための研修会等を実施し、ケ

ア、専門職の人材育成に努めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それぞれ御答弁をい

ただきまして、ありがとうございます。再質問を

させていただきたいと思います。

建設業、私何回も何回もこの関係といいましょ

うか、関連する形で質問させていただいていると

ころでありますけれども、この働き方改革、こう

いうふうな形で非常に建設業を営む事業者含めて

やはり現状の状況であっても技術者、技能労働者、

そして新卒者含めてなかなか確保に至らないとい

う現状がある中でこういうふうな形で働き方改革

という形で法制化されているというふうなことで

あり、確かに建設業に関しては猶予期間も持たれ

ているところではあるけれども、いずれにしても

猶予は５年ですから、あと二、三年すると一般則

の適用というふうなことで、これは取り組みを絶

対しなければならないという状況になるというふ

うに思いますから、この時点で慌ててこの対策に

取り組んでも遅いという部分、そういう懸念が自

分にもありますし、業者のほうもやはりそれを何

とかしなければならないというふうなことでいろ

いろ御意見をいただくところでありますけれども、

行政一丸となってやっぱりこの対策しっかり進め

ていかなければならないなというふうに思ってお

りますので、改めて建設水道部長のこの理解と今

後のどういうふうに進めていったらいいのかとい

うお考えをお聞きをしたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 議員のほうから、

大変大きなテーマですし、本当に難しい課題だと

いうふうに私も承知をしてございまして、確かに

法の理念というか、働き方改革によって議員の御

質問にもありました３Ｋ職場から少しでも軽減を

図りながら、若い人でも希望が持てる職場環境を

つくっていこうということについては当然理解を

するものでありますけれども、なかなか、先ほど

私も答弁させていただきましたけれども、理想に

向けて準備をしていくことと今現在の現実のギャ

ップというのは大変大きなものがあるというふう

に認識をしてございまして、御承知のようにやは

り十分な工期だとか、それに見合う人件費などの

積算なども含めてということは恐らく今後の先ほ

どのモデル事業などを通じた中で具体的な数値等

が今後示されて、積み上げられていくような形で

の指導というのが行われてくるのだろうというふ

うに思っておりますけれども、ただこれは私ども

行政側もそうですけれども、今現在例えば名寄地

域の各業種の皆さんもそうでしょうし、全道、全

国がそれぞれ官民一体となってその認識をやはり

少し切りかえる努力を、現場での本当に切実な声

というのは重々私ども承知をしているつもりです

けれども、これ経営者の皆さんも、そして行政も

本当に、先ほど繰り返しになりますけれども、ま

ずは認識を一致をさせると言ったらおかしいので
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すけれども、少しでも、一歩でも改善に向けての

理解、認識を広げていくことがまずイの一番だと

いうふうに思ってございます。年数が限られてい

る中でございますので、恐らく段階的にさまざま

な手だてを講じるよう道や国等の指導も十分情報

収集しながら準備、備えについては万全を尽くし

ていきたいなというふうに思っているところでご

ざいますので、御理解いただければと思っており

ます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 認識はしっかり持っ

ておられるというふうなことで、社会の情勢を見

ると思っていてもなかなかできない、進まないと

いうジレンマに陥る部分というのはあるのだろう

と思うのですけれども、市内のやはり一番苦労し

ているというか、確保に苦労している建設業者等

々のほうから要望、相談とかいうふうなことはお

ありなのかお聞きをしたいのですけれども、年に

１度は建設業協会のほうから要望というふうな形

で毎年出されているのは承知をしているところで

ありますけれども、この働き方改革が打ち出され

て以降相談、要望等々ございましたらお教えいた

だきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 今手元になくて、

ちょっと私の記憶の話になって申しわけございま

せん。

例年建設業協会さんからもさまざまな課題につ

いての意思疎通を図ろうということで要望や、そ

して意見を交換させていただく機会などを持たせ

ていただいてございます。もちろん経営者として

のさまざまな課題、そしてまた現場の声というこ

とで聞かせていただいております。やはり災害が

当然今大変大きな課題になっていますので、それ

に対する官民との協力関係だとか、そういったこ

との課題も議論させていただいたような記憶もご

ざいますし、一定程度といいますか、事業量の安

定的な確保、当然それが雇用等々に反映するとい

うことに、めぐりめぐっての話になりますけれど

も、そういったことでの御要望等々は承ってござ

いますので、これは私ども建設水道ばかりでなく、

理事者、そして経済部、総務部等々を含め一緒に

御相談というか、お話を聞かせていただく機会な

どは持たせていただいてございますので、そのよ

うなところで御理解いただければと思っています。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） やはり切実な問題な

ので、恐らく要望なり相談なりというのはあった

のだなというふうには思います。今実際に中央と

地方というふうに分けて考えると、中央には人は

集まる。現状オリンピック、来年開催されますけ

れども、それらに伴う工事の関係だとか、災害に

伴う部分で災害復旧という形で技能を持たれてい

る方はそちらのほうに比較的集まっていっている

という状況は、これは事実だというふうに思いま

すから、地元等々にとっても、この名寄だけの問

題ではなく、地方にとって非常に切実な問題なの

かなというふうに思っています。確かに今回サン

ピラー温泉の浴室の天井の崩落といいましょうか、

破損ですね。それに伴って改修工事を、実際改修

しなければならないという現状の中でも実際それ

に特殊な技能者が必要なわけですけれども、その

方たちの確保はなかなか難しいという理由でやは

り少し先延ばししなければならないというような

説明も行政側からもあったわけですから、そんな

ことも含めて、工種、業種には限る話ではありま

せんけれども、実際に人材を確保することは必要

なのだなというふうに思っています。そのこと含

めて、やはり一番私申し上げたいのはしっかりと

した体力強化を図るためにもしっかりとした事業

量の確保というのが当然必要なのだなというふう

に思っています。やはりそうしなければ技術者な

り技能労働者をしっかり抱えていくだけの余力が

ないとか、ほかに転職をする部分が考えられると

すれば、それを引きとめる部分についてもいろん

なことを考えなければならないというふうなこと
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に当然なってくるわけですから、この部分の事業

量の確保というのは非常に必要なのだなというふ

うに思っています。

この技能労働者等々については、単にそのこと

ばかりではなく、私たちの市民の生活においても

非常に重要な役割を担っているというふうな部分

の認識が私は強いのです。したがって、除排雪、

要するに冬、半分は雪に閉ざされるわけですから、

その除排雪の部分についても技能労働者がいなけ

れば、重機がなければこれは除雪、排雪ができな

いというふうなことになるわけですし、そういう

ふうなことからすると、やはりしっかりとした人

材の確保が必要だというふうに思うのですけれど

も、この部分についても何度も市民生活を守るた

めにも必要なのだというふうなことでお話をして

いるわけですけれども、しつこいようですけれど

も、この人材確保、本当になかなか事業者だけで

は進まないという部分があると思うのです。です

から、先ほども工期の関係だとか、それから工事

発注の平準化をどうするかというふうな部分で、

確かに国費を使い、道費を使い、市費を使いとい

う部分ではなかなか、採択を受けて事業発注につ

なげますから、思ったような平準化が保てるかど

うかについてはこれ甚だ難しい話だなというふう

に思いますけれども、やはりそこのところを知恵

を使ってしっかりとした対応をしていただく。そ

のことにより少しは改善をしていけれる部分とい

うのはあるのかなというふうに思うものですから、

その辺について、しつこいようですけれども、も

う一度御答弁いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 貴重な御提言い

ただいているなというふうにお聞きしていました

ところです。それぞれ業界、先般除雪関係の団体

からも要請等々もございまして、その中で人材育

成が大きな課題、キーワードということでござい

まして、どういった人材育成の具体的な手だてが

打てるかというのは、ちょっとまだこれは経済部

も含めて少し知恵をひねっていかなければならぬ

かなというふうには思っていることなのですが、

お話戻りますけれども、基本的にやっぱり安定し

た事業量の確保というか、それをタイムリーな形

で平準的にしっかりと出していくというふうな形

だというふうに思っています。確かに国、国費を

当てにしますとなかなか全体的に配当が厳しいと

いったような状況が続いております。しかしなが

ら、御承知のとおり地域財政計画の中では普通建

設事業については一定程度の金額を見通しての予

定を立てていただいてございます。これしっかり

工事、また委託業務等々も含めて多種多様な形に

なりますけれども、全てが土木、建築にかかわる

というわけではございませんけれども、できる限

りその中での確保というか、事業を起こして、大

ぶれしないというか、一定程度のやっぱり安定し

た形での確保がめぐりめぐってのそれぞれ事業者

の、そしてまた人材育成につながるものだという

ふうに思ってございますので、十分この辺につい

ては意を払ってこれからも留意してまいりたいと

いうふうに思っていますので、御理解賜ればと思

っております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。力強いお言葉をいただきましたので、よろし

くお願いしたいというふうに思います。この事業

量確保、これは公共の事業ばかりではなくて、民

間さんの協力もなければ、ということは民間事業

のほうの受託も含めたトータルの話だというふう

に思いますけれども、実際この事業量の話、今建

設事業費の部分のお話もありましたけれども、担

当するのはやはり財政ですから、総務部長もしく

は副市長から、安定的なこの事業量の確保、当然

財源が必要です。財源というふうなことで今、今

年度の建設部分については１８億円を超える予算

を計上していただいているわけでありますけれど

も、やはりもう少し思い切った対策を講じていく

ことはできないのかということで、例えば今も市
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内どこを見ても公共の部分については３０年以上、

４０年以上超えているという老朽化している施設

がほとんどだというふうに思いますけれども、そ

れらの改修含めた事業の前倒しというふうなこと

も含めてある程度これ長期的なスパンで考えてい

かなければならない部分かなというふうに思って

いますけれども、その辺の部分の認識についてお

知らせいただきたいと思っています。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今大きくは普通建設事

業費にかかわってということで捉えさせていただ

きたいと思います。先ほど天野部長のほうからも

ありましたし、議員もそこのところは一致するか

と思いますけれども、国、道からの交付金が非常

に減ってきて、なかなかそれを使った公共事業が

できないという事情があります。恐らく五、六年

前からそういうことがだんだん表に出てきて、し

かしながら道路では一方では傷んでいる道路が出

てきておりますので、昨年度からでしたか、西１

条通りについては単独費を使ってより利便性の高

い道路ということで、そういうような事業も行っ

ているところです。今お話しのとおり、老朽化し

ている施設はたくさんあるのはこれは間違いない

という状況ということで財政のほうも認識してお

ります。一口に老朽化している施設といいますけ

れども、目に見えるところ、例えばいわゆる施設

の部分ありますが、恐らくこれから目に見えない

部分、地下に潜っているといいますか、上下水道

室のほうもそうでしょうけれども、今回の議会の

中でも出ましたが、例えば下水道管などにおいて

はかなり古い年数たっているのもあります。今そ

の洗い出し作業も含めて、これも同じく数年前か

らさまざまな長期にわたる老朽化している部分の

改修計画、あるいは場合によっては長寿命化とい

うような形、さらには立地適正化計画の中では複

合化も含めてどういう形がいいのか今議論してい

る最中でありますが、今課題になっているのはそ

ういう今市のやっていることに対して実際に工事

を行う事業者の皆さんがどういうような形で対応

していったらいいか、そこの部分が一番大きな鍵

になるかと思います。これについては、先ほど天

野部長からもありましたけれども、さまざまな業

界の皆さんと議論をする場も設けて、いろんな意

見交換する場も設けているところであります。

言われているのは、改めてどれぐらいの事業が

今後あるのかということになるかと思います。市

のほうとしましては、これ大変大きな問題ですの

で、一つには財政的には苦しいのですけれども、

一定の普通建設事業費は確保していく。それにつ

いては財政規律も設けながらですけれども、それ

についてはできるだけ確保していく。そして、今

後大きな改修、あるいは大きな更新があれば、こ

れは明らかにする必要があるのですけれども、や

はりそれは総合計画なり、毎年のローリングなり

の中をくぐらなければなかなか明らかにできない

と思います。一番肝心なのは、ベースになるとこ

ろがどこまでなのか。それは、普通建設事業費の

この水準では財政規律で改めてお示しできるかと

思います。それにあわせて老朽化、あるいはさま

ざまな形でこの施設をどうするかについてはロー

リングの中で判断し、それをできるだけわかりや

すくお伝えするということが非常に重要な問題だ

と思っております。長いスパンの中でこの問題は

解決しなければなりませんので、今１０月の後半、

１０月になったらまたローリング再開しますけれ

ども、１１月の予算編成を経て、そのあたりで少

しずつ形は見えてくる。立地適正化についても今

年度一つのめどになっていますので、さまざまな

形がだんだん見えてくる、そういうふうな状況に

あると思いますので、改めて機会をつかまえて情

報発信に努めてまいりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。今副市長から御答弁いただきました。非常に

内容はとても理解できる話です。そうだというふ

うに認識はするわけでありますけれども、ただ、
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今のこの地域の現状を考えると、地域経済をどの

ようにしていくのかとか、好循環を生むためには

どうしたらいいのかというふうなことで考えてい

けば、ちょっと大なたを振るわなければならない

部分もあるのかなというふうに思いますから、そ

こら辺もしっかりとした考慮をいただきながらこ

の安定的な予算確保を進めていただければという

ふうに思います。要望としてお話をさせていただ

きます。

次に、産業高校のこの農業担い手の部分であり

ます。御答弁いただきました。実際にこの研修、

要するに農業研修ですね、取り組んだことによっ

て、これはこのことがしっかり起因する大きな要

因だったというのはわからないのです。しかしな

がら、実際に入学者を見るとふえているわけです。

ですから、それも倍増なんていうものでないくら

い、もともとの分母が小さいですから、実際には

２１名なり２５名なりであるという部分について

は確かに定員４０名から下回る部分ではあります

けれども、大きな部分だというふうに認識します。

やはり一番の部分は全国各地から来ることができ

るという全国区枠ですから、それらもしっかりと

した要因としてでき得るものというふうに認識を

していまして、やはり市内の農業者ばかりではな

く、道内、道外からも、道外も結構３人、４人と

来てくださっているというふうなことであります

から、これらについてはしっかりこの、先ほども

ちょっと話しましたけれども、中学校に対して要

請活動といいましょうか、募集案内というふうな

形で行ったときにも学校側のほうから要するに評

価をされているというふうな部分でお聞きをして

います。実際に担当する経済部のほうでどのよう

にお聞きしているかちょっとわかりませんけれど

も、私がそのようにお聞きをしておりますので、

この辺のこと含めて評価、検証については理解を

しました。ただ、これが今後どうなのだろうとい

うふうな部分で、道北農業担い手育成対策協議会

ですか、ここの部分でしっかりもんでいただくと

いうふうなことだとか、やはり総意というふうな

もので例えば要望というのを出さなければいけな

い。その中で出されていたのは、やはり名寄市だ

けではなくてＪＡなり、他の行政の協力、これは

不可欠であるというふうな御答弁をいただいたわ

けでありますけれども、そういうふうなことも誰

かが仕掛けていかな……仕掛けるという表現は妥

当かどうかわかりませんけれども、そのような話

をその会議の中でもしていかなければならないと

いうふうには私考えるのですけれども、それら含

めてこの辺の認識について再度お聞きをしたいと

思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 再質問いただきまし

た。当該の事業について高く評価をいただいたと

いうことでありますので、私も所管の部長として

そこについては大変うれしく思うところでありま

す。今議員が言われたように、事業の目的そのも

のは基幹産業である農業の後継者を育成するとい

う目的ではありましたけれども、間口等について

も効果があったというところについては私どもも

教育部のほう通じながら聞いている部分あります

ので、効果はあったのだろうというふうに思って

います。

今回当初から３年の事業として進めさせていた

だいたということでありまして、今言ったように

先ほど申し上げたような効果もあったということ

でありますけれども、この効果を踏まえたときに

次のステップに移行するとすれば、先ほど申し上

げたように、やはりこの酪農科学科に来る生徒に

ついては名寄市内の生徒だけではありませんので、

関係する自治体、あるいはＪＡも含めて総体とし

て担い手を支援していくというのがあるべき姿だ

と思っていますので、次のステップとしてこの事

業を継続とするとすれば、私どもとするとそうい

う姿の中で継続されるべきだろうというふうに思

っていますし、今議員が言われたようにそういっ

たことについては事務局である学校あるいは担い
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手協議会の中で議論がされていくべきだろうとい

うふうに思っています。ただ私どももそこの構成

員の一つの自治体でありますので、これは事務局

である学校のほうとも少し膝を交えてその辺の状

況については検討させていただきたいと思います

ので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） しっかりと今までの

検証結果も含めて話題提供して、そしてその中で

どうなのかというふうなことは議論をしていく必

要があるというふうに思います。この間口確保と

いう部分については、経済部、農業の関係につい

てはかけ離れる話なのかもしれませんけれども、

名寄市全体の高校生の要するに高校間口というこ

とを考えると、やはりその一つの大きなものにな

っているのかなというふうに私は理解をしますの

で、このことに関してしっかりと農業ばかりでは

なく全体的な認識を持っていかなければならない

というふうに思っておりますので、その辺よろし

くお願いをしたいと思います。したがって、この

ことだけではなくて、この研修事業のことだけで

はなくて、今後のことを含めて道北の担い手対策

協議会ですか、そちらのほうでしっかりとした議

論をしていただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いいたします。

それで、最後の名寄市立大学の地域ケア力向上

プロジェクトの事業というふうなことで、これは

私も市内の幼稚園のほうから要望があって、実際

働く教諭の方たちが新制度で１０年に１度の更新

が義務づけられたというふうなことで、３０時間

の講習を受けなければ更新できないというふうな

部分でありまして、必須領域なり選択必須領域、

これ６時間ずつで、これは選択が１８時間でトー

タルで３０時間だというふうに思いますけれども、

そのうちの、名寄大学としてしっかり御協議をい

ただいて、それまで実際に旭川、札幌等々の大学

で実施をしているその講習会には職員を派遣をし

ていたというふうな部分ではありますけれども、

実際に名寄大学で実施できないのかというふうな

ことをお話をし、その中でこの１２時間の確保を

していただいたというふうなことで非常にありが

たく思っていますし、市内の幼稚園の教諭の資格

を持っていらっしゃる方については朗報だったな

というふうに思っています。先生というよりは幼

稚園を経営していらっしゃる方たちにお聞きをす

ると、札幌、この３０時間というのは少なくても

２週連続で講習、連続というよりは２週間、１泊

２日で行かなければ講習受講できないというふう

なこともありまして、やはり結構負担になる部分

があるのですというふうなお話でしたから、名寄

ではどうなのですかというふうなお話をして、取

り入れていただいたと。しっかりとこの地方創生

の総合交付金の採択を受けて３年間取り組んでい

ただき、やはりこの専門職の資質の向上を図る等

々の目的というふうなことで幾つかの講習会を、

実際に把握をする初年度には実態把握をする部分

でアンケート調査を行っていただいて、それをも

とに２年後、３年後ということで講習会を実施を

してきているというふうなことで成果が見られて

いるのだというふうに思いますけれども、この部

分でいきますと、できれば３０時間やってもらう

のが一番だなというふうに思いますけれども、例

えばこのほかに何らかの方法で少しでも名寄で受

講が可能な取り組みというふうなことができるの

かどうなのか、そのことを視野に入れた部分で大

学内部で話し合われていること等々含めてありま

したらお知らせいただきたいというふうに思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） いろんな地

方創生の取り組み、評価いただきましてありがと

うございます。幼稚園教諭の免許証更新講習、議

員お話しのとおり３０時間ということで必修領域

の６時間と選択必修６時間、そして選択領域が１

８時間ということで、先ほど答弁の中では選択領

域１２時間とお話しさせていただきまして、１８



－105－

令和元年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号

時間足りないという部分なのだろうと思います。

１日大体６時間にテストという形なので、残り１

８時間になると３日ほどかかるということなのだ

ろうと思いまして、２９年、３０年度と２年続け

て１２時間やってきましたが、やはり要望もある

ということもありまして、地方創生推進交付金事

業が３０年度で終わりまして、今年度からは北海

道私立幼稚園協会が主催で行っていただく形にな

りまして、３月に毎年行っている選択領域１２時

間の講習については引き続き実施していただくと

いう形が決まっております。また、拡大実習とい

う形でいろいろ御要望ありまして、学内的にもい

ろいろやはり必要だろうという部分も含めまして

協議を進めて、協会のほうとも話しさせていただ

きました。なかなか講師の確保だとか、そういう

難しい部分があったのですけれども、今般、来年

１月なのですけれども、札幌市をメーン会場に２

日間日程で開催されています必修領域６時間、あ

と選択必修領域６時間の講習がありまして、イン

ターネットといいますか、同時中継の絡みでサテ

ライト会場の一つとして実施してもらえないだろ

うかということを協会のほうとも協議させていた

だきまして、インターネット環境も全てクリアし

まして、今般その会場の一つとして実施すること

が決まったということで、北海道私立幼稚園協会

のホームページにもその旨記載されているという

形になりました。この幼稚園教員免許証更新講習

につきましては、免許の有効期間が満了になる日、

あるいは終了確認期限の２年２カ月前から２カ月

前の２年の間にこの必修６時間、選択必修６時間、

選択１８時間の３０時間を受講するということが

要件でありまして、２年ベースで見ますと今回の

サテライトの拡大実施によりまして本学を会場に

する講習を受講することによりましてこの要件を

満たすと。２年ベースで見るということが可能に

なりまして、この圏域の幼稚園の先生ですとか受

講する方の負担軽減につながるものなのだろうと

考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 今お話しいただきま

すと、札幌で行われるサテライト、そこで実際そ

こに集まって受講されるのだと思うのですけれど

も、その受講を名寄の大学でインターネット環境

の中で受けられる。受けたものは実績としてなる

というふうなことで、そうすれば３０時間のうち

の１２時間もともとあり、必須、選択必須の６時

間ずつですよね。ですから、１２時間クリアでき

るということで、あと選択の６時間だけが必要に

なるのかもしれませんけれども、そのように今回、

私立幼稚園か何かの組織があるのですね。そこと

でそれが合意されて、やれるようになったという

ふうなことで理解をしてよろしいですね。ありが

とうございます。

やはり資格を有している方たちにとっては本当

に朗報といいましょうか、大変貴重な部分だとい

うふうに思います。これ今回だけということでは

なくて、今後も例えば続くというふうなことで理

解をしていいのかどうなのか。サテライトの部分

ですけれども、もし御答弁いただければ。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 基本的に毎

年継続ということで考えています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。本当にそのようにいろんな学内で協議をされ

て、そして相手方があると思うのですけれども、

そちらとしっかりお話をし、実現した部分だとい

うふうに、非常に喜ばしい話だというふうに思い

ます。ありがとうございます。今後に向けてもし

っかりとした形で、いろんな形で地域に貢献をす

るというふうな形で進めていっていただきたいと

いうことをお願いをし、私の質問を終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で塩田昌彦議員の
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質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時３７分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄市病院事業について外２件を、今村芳彦議

員。

〇６番（今村芳彦議員） 議長より指名をいただ

きましたので、通告に従いまして、順次質問をし

てまいります。

大項目の１、名寄市病院事業について質問いた

します。小項目の１番、職員の雇用状況と人材育

成についてお伺いいたします。平成２８年度から

制定された新名寄市病院事業改革プランは、平成

３０年度に改定がなされており、収支の改善につ

いて一定の成果があらわれていると考えておりま

す。このことは、病院運営を行うスタッフそれぞ

れの不断の努力の成果そのものであり、お礼を申

し上げます。道北地域有数の医療拠点として十分

信頼し得る施設であると認識をしているところで

あります。この中で経常収支比率に係る目標設定

の考え方として、平成３０年度の医療報酬改定な

ど一定の収益を確保できるものと見込んでおりま

すが、消費税増税や働き方改革など病院経営にと

って厳しい状況は続くと前置きをした上で、目標

達成に向けた具体的な取り組みとして名寄市立総

合病院及び名寄東病院双方ともに医師の確保、医

療スタッフの確保、この２点を第１点として挙げ

ております。そこで、名寄市における看護師等の

医療スタッフの雇用状況及び充足率についてお伺

いをいたします。

また、安定的な医療体制を供給する上で人材育

成についても特に重要であり、名寄市立総合病院

では奨学金制度に取り組まれており、修学金資金

貸し付けにおいても平成３１年度予算では ５０

０万円の枠内で看護師５５名、助産師１名への貸

し付けを予定されております。現在の利用状況と

効果についてお伺いをいたします。

続きまして、小項目の２番、業務内容について

お伺いいたします。特に市立総合病院では、先ほ

ども述べましたとおり、高度な医療提供可能な施

設として旭川以北屈指であり、名寄市のみならず

幅広い地域の住民から信頼されている病院である

ことは周知のとおりであります。しかしながら、

外来での診察待ち時間が長大でもあります。当然

従事者として対処についても苦慮されていること

と思いますが、改めて原因と対処方法についてお

伺いいたします。

また、想像はしたくありませんけれども、万が

一大規模な事故、災害等が発生し、多数の死傷者

が搬入された場合についても同じく診察処置まで

に時間がかかってしまうのかどうかお伺いをいた

します。

続きまして、大項目の２番、風連地域の課題に

ついて質問をいたします。小項目の１番、風連地

区市街地再開発事業の評価についてお伺いをいた

します。名寄市との合併による特例債を利用した

風連地区市街地再開発事業は、平成１９年から平

成２２年度までの事業期間で整備はされ、完成か

ら約１０年が経過をしたところであります。現在

ではすっかり風連地域の顔として定着をしており、

風連市街地区の経済、文化の中核としてその機能

が発揮をされております。風連地域交流センター

では今年度も各種コンサートや著名人を呼んでの

講演会など多くの市民が気軽に参加できる施設と

して親しまれております。しかしながら、施工完

了後一定の期間が経過したことで施設の経年劣化

についても散見がされており、今後の維持管理を

行う入居者及び利用者にとって負担が増加するで

あろうと考えられます。

そこで、現在の施設管理状況を十分に把握し、

対処することについて検討を行うこと、このこと

はそのプロセスも含めて今後の名寄市全体のコン

パクトシティー化に向けた具体的な先進事例とし
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て有効であると考えております。そこを踏まえ、

再開発事業の評価と今後考えられる問題点につい

てどうお考えなのかお伺いいたします。

続きまして、小項目２番、風連地域の将来の課

題についてお伺いをいたします。名寄市の第２次

住宅マスタープランを初めとした各種資料からも

読み取ることができますように、特に風連町では

少子高齢化が顕著であり、特に農村地域ではその

傾向が一層強くあらわれております。これについ

ては、家族が同居しているという世帯構成が多い

のも風連の特徴でありまして、戸建ての一軒家が

多く、アパート数が少ないという現状にほかなり

ません。地域住民としてもずっと風連町で住み続

けたいという声が多く聞かれるところであります。

しかしながら、例えば都市部で生活されているお

子さんのもとへ転居される、あるいは遠方へ嫁が

れた娘さんが面倒見てくれるという声を残して名

寄市から転出される方も見受けられます。

そこで、さらなる少子高齢化を迎えるに当たり、

名寄市として一生涯を安心して暮らせるまちをつ

くるべく小項目の２番、特に風連地域を中心とし

た将来の課題についてをお伺いいたします。まず、

今後急激な増加をするであろう空き家、住宅はも

ちろんですが、これに付随します店舗、あるいは

倉庫、あるいは所有者不明になってしまった土地

についてどうお考えなのかをお伺いいたします。

また、高齢者向け介護施設の要望も高まることが

予想されます。今後の名寄市としてのお考えをお

伺いいたします。

続いて、大項目の３番、道路維持管理について

質問いたします。小項目１番、除排雪について３

点お伺いいたします。名寄市は、北海道有数の豪

雪地帯であり、一般的に１２月から３月末までの

４カ月間を雪とともに生活をしているところであ

ります。この中で道路の除排雪の業務については

市民生活の根幹にかかわるライフラインの一部で

あると認識をしており、除排雪の業務につかれて

いる方は夜中から早朝にかけての不規則な勤務に

大変な苦労がされております。

そこで、１点目、名寄市内の国道及び道道、そ

して市道の除雪時間帯のずれなど、特に交差点で

の管理や除排雪業務での支障についてお伺いをい

たします。

２点目、除雪作業に従事する作業員を確保する

ことが至難であることは周知の事実でありますが、

今後の安定的な雇用を守ることがひいては安定的

な道路を通年で維持をする、通年での維持につな

がると考えております。支援策などお考えがある

のかどうかお伺いをいたします。

３点目、除雪作業機について、昨年のグレーダ

ー、ことしのタイヤショベルと２年ほど導入が連

続しております。防災あるいは減災といった概念

からも機械力の向上は必須であると考えておりま

す。除雪作業機の計画的な更新と要望の状況につ

いてお伺いをいたします。

続いて、小項目の２番、今後の道路維持管理に

ついてお伺いいたします。今現在でも道路の整備

工事は行われておりますが、その取捨選択を行う

に当たり優先順位に対する考え方についてお伺い

をいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 今村議

員からは、大きく３点の御質問をいただきました。

大項目１については私から、大項目２、３につい

ては建設水道部長からのお答えをさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。

初めに、大項目１、名寄市病院事業についての

小項目１、職員の雇用状況と人材育成についてお

答えいたします。市立総合病院のこれまでの職員

数につきましては、平成２１年４月１日での総職

員数は５６５人でしたが、平成３０年４月１日で

は７４３人となっており、当院の役割の変化や機

能の拡充に応じて１０年間で１７８人の増員を図

ってきたところであります。同期間の離職者の状

況については、医師を除いた全職種の正職員新規
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採用者が２６５人で、そのうち７７人が退職をし

ておりますので、離職率については２ １％とな

ります。看護職だけを見た場合では、採用者１９

２人のうち６０人が退職しておりますので、離職

率については３ ２％となっております。 充足率

はどうかとの御質問につきましては、２年ごとの

診療報酬制度の改定によりまして職員配置の要件

や人数が変化していますので、従来から職種ごと

の定数設定は行っておりません。したがって、正

確な充足率の統計はありませんが、現時点では取

得している診療報酬加算の要件は満たしておりま

すので、充足している状況にあると言えます。

また、人材育成の面ではそれぞれの職種ごとに

院内外で専門研修が行われており、病院経営では

欠かすことのできない最新の知識と技能を習得し

ていただくために医師や看護師を初め各職種にお

いて積極的な研修活動への参加を奨励しておりま

す。看護師等学資金制度の利用状況と効果につい

ては、過去１０年間の採用者２１１人のうち貸与

者が１４２人で６ ２％を占めており、入院基本

料の基準を満たす看護職員配置を継続していくた

めには有効な制度となっております。制度利用者

の採用後の定着率については、返還猶予終了年度

で退職した者が２５人、その後も継続して勤務し

ている者が６５人で、６割以上が定着している状

況です。看護師の採用については、道内看護学校

への訪問や合同就職説明会の参加、実習の受け入

れ、市立大学生との交流会、ナースカフェの開催

や院内保育所の整備などにも取り組み、新採用者

の確保に努めてきたところでありますが、毎年一

定数が退職するため、学資金制度の効果を検証し

ながら今後も看護師確保に努めてまいりたいと考

えております。

次に、小項目２、業務内容についてお答えいた

します。１点目の外来待ち時間の主な要因と対応

についてですが、平成３０年度の外来患者数は２

２万 ９８９人で、平成２９年度の２２万 ９４

８人と比較しますと ７％の増となっております。

平成２７年度から毎年１％ずつ減少していました

が、従前の患者数に戻った結果となっています。

１日当たりでは約９４０人の方が受診され、その

うち７割の方が午前８時から１１時の間に受け付

けをされています。診療科により差はありますが、

患者数の多い診療科だと１時間に約１４人が受診

をしている形になります。待ち時間の短縮に向け

ては、医師業務の一部を看護師や医師事務作業補

助者にシフトすることや変化のない薬剤の定期処

方などを他の病院等に紹介し、機能を分担するこ

とで所要時間の短縮や不要不急な受診を減らすな

どの対応を行っていますが、１日で複数の診療科

受診を希望される患者さんも多く、なかなか効果

があらわれてこないのが現状です。また、一部に

は午後の外来診療を拡充してほしいとの御意見を

いただくこともありますが、病棟での業務や定期

手術、救急対応などを行っているため、現状の医

師数では対応できません。具体的な対応としては、

直接的な待ち時間の短縮とはなりませんが、少し

でも負担感を軽減するためにテレビ放送をごらん

いただけるようにモニターを各所に設置させてい

ただきました。そのほか、夏の暑さ対策として壁

かけ扇風機も増設いたしました。今後も他の医療

機関で取り組まれている事例などを参考にしなが

ら軽減対策に努めてまいりますので、御理解をお

願いいたします。

次に、２点目の災害時の対応についてですが、

当院は平成９年に上川北部地域で唯一の地域災害

拠点病院として指定を受けており、名寄市のみな

らず上川北部地域の広域的な災害医療の提供を行

う必要があることから、災害時における人命の安

全確保と適切な医療救護活動を行うことを目的に

名寄市立総合病院防災マニュアルを策定しており

ます。その中では、災害の発生した地点とレベル

に応じて当院がとるべき対応について示しており、

一例として当院が大災害の中心地域内にある場合

には救急患者受け入れ態勢として傷病患者の受け

入れやトリアージエリアの設定、被災現場へＤＭ
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ＡＴ隊を派遣することなどを規定しております。

特にＤＭＡＴ隊は東日本大震災以降に全国的に急

速に整備された制度で、医師、看護師、調整員で

チーム構成され、毎年北海道などが実施する訓練

にも参加をしており、実際に昨年は北海道胆振東

部地震へ派遣するなどこれまでもさまざまな医療

救護活動を実施しております。また、本年８月に

日本災害医学会が開催する多数傷病者への対応標

準化トレーニングが当院を会場に実施され、医師、

看護師ほか消防職員もともに研修を受けるなどさ

まざまな防災訓練、研修を通じて全職員への災害

に対する意識づけに取り組んでおります。

さらに、平成３０年には災害拠点病院に義務づ

けられました名寄市立総合病院事業継続計画、Ｂ

ＣＰを策定いたしました。この計画は、地震及び

大雨災害に対して医療機能の継続を目指すもので

あります。こちらの計画は、実際に被災した病院

から学ぶべき事項がたくさんあるため随時変更、

修正を加えていく必要がありますが、他の関係機

関と連携しながら災害発生時に病院機能ができる

限り維持できるよう通常時から対策を進めること

としております。

そのほかの災害時対応としましては、平成２４

年に道内の４病院、当院と市立函館病院、市立釧

路総合病院、砂川市立病院で災害時等における病

院間の相互支援に関する協定を締結しております。

協定では被災した病院独自で十分に患者の身体、

生命の安全等の応急措置に対応できない場合に協

定病院が被災病院に対して応急物資や人的派遣な

どの支援活動を円滑に遂行することが定められて

おり、今後も関係機関との連絡を密にするなど連

携を図ってまいりたいと考えております。災害対

応が発生した場合には、これらの体制のもとで即

時対応してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 続きまして、私

からは大項目の２、風連地域の課題について、大

項目の３、道路の維持管理について答弁を申し上

げます。

それでは、小項目１、風連地区市街地再開発事

業の評価についてお答えいたします。風連地区市

街地再開発事業は、空洞化が進む旧風連地区の風

連駅前を４ブロックに分けて、１つ目にはＪＡ道

北なよろ、スーパーマーケット、ホール、会議室

が一体となった地域交流センター、２つ目には国

保診療所、３つ目にはコンビニエンスストア等の

店舗や飲食店、４つ目には賃貸住宅などを整備す

ることで都市機能の集約を図り、中心市街地での

活性化を図ることを目的に国土交通省の交付金事

業である都市再生整備計画事業の基幹事業として

平成１９年度から平成２２年度にかけて実施した

事業であります。事業評価に当たっては、わかり

やすさと透明性の確保を図るため目標を定量化す

る指標として事前、事後にアンケートを実施する

ことで検証を行いました。アンケートについては、

事業実施前の平成１７年度と事業実施後の平成２

２年度に調査をした結果、１点目として風連市街

地の生活環境、２点目として市街地のにぎわいを

取り戻すための行政、住民の取り組み、３点目と

して再開発を行った市街地に対する印象、４点目

として地域交流センターの満足度についてとして、

以上４項目についてお伺いをしたところ、全ての

項目の数値が従前値を実施後の数値が上回り、満

足が向上している結果となりました。事業実施か

ら５年経過しました平成２７年度に実施したアン

ケート調査結果から項目によっては事業実施直後

よりも下がった項目はあるものの、美しい町並み

や人々のにぎわいなど地域として誇りを持てる事

業であるといったことがうかがえることでありま

す。このことは、地域交流センター整備事業によ

る地域活動拠点の形成やＪＡ道北なよろの再整備

による地域農業の拠点確保、商業機能の再配置に

よる生活の利便性の向上、老朽化した国保診療所

の建てかえと保健センター機能の新設、民間の調

剤薬局の地区外からの転入による安心な暮らしの
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提供、集合住宅の整備やイベント広場の整備によ

るにぎわいの創出など便利で生活しやすいコンパ

クトな市街地中心部を実現させたことによるもの

と考えられます。

以上のことから、本再開発事業は風連地域住民

にとって必要不可欠な事業であり、今後も本地域

の特色を生かしたまちづくりの規範となるようそ

の取り組みを進めてまいります。

各施設の運営についてですが、風連地域交流セ

ンターの利用状況については、平成２２年４月１

２日に開設され、利用人数的には減少している傾

向にはありますが、年平均３万人以上の利用があ

り、使用回数についても年平均 ０００回以上で、

横ばいもしくは微増しているところであります。

現在指定管理者へにぎわい創出事業展開について

も担っていただいているところであり、風連地区

の文化、交流の中心施設として大いに活用してい

ただいており、今後においても地域の規模に見合

った中心施設として利用していただけるよう関係

機関、団体などと協力し、情報を発信していきた

いと考えております。

国保診療所での利用状況については、平成３０

年度の診療日数では２４２日で、延べ患者数では

平成２９年度では１万 ４３４人、平成３０年度

では１万 ８０７人となっており、外来診療のほ

か高齢者施設への施設回診や往診なども実施し、

各種予防接種や健康診断、在宅医療などの地域医

療の取り組みを進めております。国保診療所２階

のふうれん健康センターについても主に健康相談、

体操教室、リハビリ教室、各種がん検診等の利用

があり、年に ５００人、利用日数にして１５０

日以上の利用実績となっています。また、建物の

維持管理については、平成２３年の開所より８年

が経過し、外壁等の小規模な破損も発生しており

ますが、随時補修を行っており、今後も施設の維

持管理に努めてまいります。

次に、小項目２、将来の課題についてですが、

空き家の状況については平成２９年度に住宅地図

メーカーにより購入した空き家等のデータコンテ

ンツをもとに市内全域の現地調査を実施いたしま

した。空き家や空き地も個人の財産であり、管理

責任は所有者等にあります。また、その使用方法

などについて法的な問題がない場合は原則的に市

が指導等を行うことはできませんが、そのまま放

置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれの

ある空き家については、市から所有者等に連絡す

るなどの対応を行っているところです。あわせて

市では空き家等が適正管理されず、周辺に危険を

及ぼす状態になることを予防するため市広報紙な

どを活用して、適正管理を怠り、他者に損害を与

えた場合のリスクや相続放棄をしても空き家等の

管理責任は失わないことなど従前よりも踏み込ん

で当事者意識を醸成する広報活動を実施している

ところであります。

また、高齢者向け介護施設等の計画については、

名寄市全体として名寄市第７期高齢者保健医療福

祉計画・介護保険事業計画の策定に当たって実施

しましたニーズ調査やワークショップにおいて高

齢者の住まいや介護施設の充実についても課題と

して出されましたが、本計画においては訪問、通

所、泊まりのサービスが一体的に提供される小規

模多機能型居宅介護事業所や認知症グループホー

ムなどの開設の公募、低所得者向け住まいの整備

などを目標に掲げており、今後も市民ニーズを把

握し、地域や関係機関と連携しながら高齢者が安

心して暮らし続けるために既存施設の活用、充実

も含めた高齢者施策を進めてまいります。

続いて、大項目の３、道路の維持管理について、

小項目の１、除排雪業務について申し上げます。

市道の除排雪については、基本的に通勤、通学、

通院時間内に合うよう朝７時ごろまでに終了させ

ることや除雪延長距離が長いことから、出動を判

断する時間帯が午前零時から午前２時と早く、国

道や道道との出動時間にタイムラグが生じます。

また、早朝の２時から３時以降に降雪があった場

合は、朝までに作業を終了させられないことから、
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出動できない場合があるため、国道や道道は除雪

をしているのに市道はしていないという事象が発

生することとなります。毎年冬本番を迎える前に

国や北海道、警察、消防、町内会、関係者といっ

た関係各所に御参集いただき、名寄市除排雪対策

打ち合わせ会議を開催し、情報の共有や課題につ

いて議論し、連携を図りながら効果的で即応性の

ある除排雪体制や除排雪業務における問題点につ

いて意見交換をしております。この会議において、

除雪の課題では出動時間にずれが生じた場合、遅

い時間帯に除雪に入ったほうが交差点の除雪を行

うこと、市道除雪が入らない場合は除雪に出動し

た国や北海道が交差点の除雪を行うよう管理のあ

り方について決定されたところでありますが、引

き続きこのような事象が起きた場合は管理体制が

整うよう周知徹底してまいりたいと考えます。今

後におきましても関係各所と連携し、しっかりと

市民の期待に応えられるよう快適で安心のできる

道路空間、生活空間の確保に努めてまいります。

続いて、除雪オペレーターを初めといたします

除雪作業従事者の確保については、さきに申し上

げました名寄市除排雪対策打ち合わせ会議や委託

業者から受けている要望項目の中でも人材確保や

育成の観点から喫緊の課題であることが提起をさ

れております。本市といたしましても、オペレー

ターや技術者の確保については高齢化や担い手不

足が叫ばれる中、人口減少社会を迎え、大きな課

題であることを認識している一方で、育成や技術

の継承には時間を要することから、関係機関と協

議をする中でしっかりと手法や方策について他市

の状況などを参考としながら考察していく必要が

あると考えているところであります。いずれにし

ましても、将来的にも除排雪事業については継続

して実施続けられるよう他市や国、北海道の事例

など情報収集に努めてまいりますので、御理解を

賜りたいと思っております。

続いて、除排雪機器の関係でございますが、現

在本市が保有している除雪機械は名寄地区は１２

台、風連地区は６台の１８台であります。平成２

４年度から除雪機械の更新及び増強の計画を進め

ており、この間昨年度までに５台の除雪機械の更

新と２台の払い下げ除雪機械を購入し、今年度に

つきましてはこの１２月に除雪ドーザーの納車を

予定をしております。残り１０台の除雪機械につ

いては、更新から１５年以上たっており、老朽化

が著しい現状にあることから、今後も計画的な更

新が必要であると認識をしております。除雪機械

の更新には多額の費用を要することから、道路局

や防衛局の交付金事業を活用して、毎年更新の要

望を進めております。また、北海道の払い下げ機

械の購入についても北海道と情報を共有し、本市

の更新の必要な機械と合致すれば随時購入の検討

も行っているところでございます。今後も計画的

な除雪機械の更新、要望を継続し、冬期間の安全、

安心な生活環境の確保に努めてまいります。

続いて、小項目の２、今後の道路維持管理につ

いて、整備の優先順位の考え方についてお答えい

たします。本市の第２次総合計画において未改良

の舗装化による舗装率の５％向上を目的といたし

まして、国土交通省所管の社会資本整備総合交付

金を活用して舗装化を図っており、毎年度継続し

て国に対し事業要望を行っているところでござい

ます。優先順位に対する考え方でございますけれ

ども、市街地の道路整備では交通量の多い路線や

公共施設沿線及び住宅が張りついている防じん道

路など未改良道路を優先をさせていただいており

ます。郊外地につきましては、道路整備において

国道、道道、近隣市町村につながる幹線道路など

を優先をしているところでございます。今後も安

全、安心な道路空間確保に計画的に努めてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 御答弁いただきました。

まずもって大項目の１番、名寄市職員の雇用状況
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と人材育成についてということで再質問させてい

ただきます。

スタッフの充足率については現在十分足りてい

るという話ではありましたけれども、名寄市の広

報等によりますと求人情報として常に情報が出て

いるということになっております。このことに対

して何で出ているのか、充足率が足りているとい

うところお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 常に当

院の看護師募集、正職員、臨時職員問わず出てい

るという状況だということでございますが、これ

につきましてはやっぱり年間、毎年トータルいた

しますと２０名程度の年度途中、年度末での離職

者がいるということでございまして、そういった

部分の補充、それからまた年度の途中で名寄市に

転入をされてこられる方の中で看護師資格を有し

ていらっしゃる方がいらっしゃると。そういった

方々も随時採用できるようにというようなことも

含めて定期募集のほかに随時募集を図っていると

いうような状況が続いております。特に臨時職員

さんで外来等でお勤めいただいているケースなど

では、年度の途中で御主人の転勤によりましてや

むなく一緒に退職、転出をされるというケースも

ございますので、またそうした逆も、入ってこら

れる方も受け入れられるようにというふうなこと

で継続しているものでございます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 確かに特に看護師さん

についてはやはり女性のほうが多い職場なのかな

という認識をしております。今おっしゃられたと

おり、旦那様の転勤に合わせてですとか、あるい

はライフスタイルに合わせて、子育てですとか結

婚ですとかというところの状況については十分承

知をしているところであります。それにつながり

まして、そしたら産休ですとか育児休暇について

しっかりと取得がなされているのかどうか。そし

てまた、男性の看護師さんについても育児休暇に

ついて認められていると思いますが、その取得の

状況について教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 現在正

確な取得者数持ってきておりません。申しわけご

ざいません。この制度ができる以前の制度からず

っとそうした産前、産後休暇、それから育児休暇、

育児短時間勤務制度、今使っておりますけれども、

全てこうした制度は当初から活用させていただい

ておりまして、現在は女性の看護師ですと出産後

産後休暇を経た後、大体１年以上の育児休業を取

得されているという状況が続いております。３年

まで取得することが可能になっていますけれども、

人数の問題もありますので、看護部長のほうで適

宜相談をさせていただきながら、途中で復職して

いただいたりというようなこともございますが、

多くの方に利用いただいているという状況にあり

ます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） ありがとうございます。

働き方改革等の状況も出てきておりますし、特に

外来ではなくて病棟の勤務におかれましては今３

交代の勤務が続いているところであります。患者

様の命を預かっているという病院の特徴からなか

なか休暇等についての取得も特に難しいのかなと

いうふうに思いますけれども、年次休暇の取得の

状況についてもお知らせください。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 有給休

暇の取得につきましては、職場によってこれスタ

ッフの状況、それから各セクションの稼働状況に

も応じて随分と違っておりますけれども、今平均

的数値でいきますと、正確な数字ちょっと持って

きておりませんけれども、余り多くはないという

ことです。ことしから臨時職員さんについては年

間５日間、来年の１月以降につきましては正職員

も年間５日を取得することが義務づけられており

ますので、それに向けた取得のためのトレーニン
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グといいますか、施行は今入っておりますので、

少しことしは上がってくると思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 状況について把握いた

しました。確かに忙しい職場でもありますし、先

ほどの常に求人情報が出ていることに対して年間

２０名ほどが入れかわりがあるという状況も踏ま

えて、なかなか通年での年次休暇の取得について

は厳しいのかなというふうに考えられます。これ

についてはしっかりと対処をしていただいて、年

次休暇がしっかりとれるような状況をしっかりつ

くっていくことがこの安定的な雇用の状況にもつ

ながってくると思います。安定的な病院につなが

ると思います。ぜひ検討していただきたいと思い

ます。

それに関連して、ちょっと道は外れるかもしれ

ないのですけれども、名寄市の一般の職員の方々

についても年次休暇はしっかりとれているでしょ

うか。一言でいいので、よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 議員がおっしゃるし

っかりとというのはどういう程度なのかわかり…

…済みません。私も正確な数値は持ってきており

ませんけれども、平均して職員は年間１０日、１

１日ぐらいが平均かなというふうに思っています。

職員の場合は、繰り越しなどありますから、２０

日繰り越せば年間４０日という有休になりますけ

れども、平均して１０日と。１０日、１１日ぐら

いかというふうに思っています。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 簡単に休ませてあげて

くださいとも言えないのですけれども、業務に支

障が出ないようにしっかりと休暇とっていただけ

るように配慮お願いしていきたいと思います。

続きまして、医療体制を供給する上での人材育

成について、今取り組まれている修学金の貸付制

度について６ ２％が定着をしているという非常

に有効的な数字であると認識をしております。こ

の事業についてはしっかりと継続をしていって、

安定的な、修学資金なので、本当に新人の看護師

さんが来るという前提で動いていると思いますの

で、これについては続けていただきたいと強く思

います。この制度なのですけれども、名寄市立総

合病院のほうの独自の予算での運営だという話を

聞いておりますけれども、東病院についてこうい

う制度を導入し、あそこはちょっと病院の質とい

いましょうか、急性期ではなく、特に後期の高齢

者の方に向けた病院であるのかなというふうに思

いますので、そこら辺での扱いについてお知らせ

願います。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 当院の

制度につきましては、これは市のほうの過疎債の

ほうからも、過疎ソフトというものも活用してい

ただいて、毎年 ０００万円入れさせていただい

ています。病院のほうではそれにプラスしまして、

全体で ５００万円ぐらいという予算で、今現在

ほぼ６０人近い学生に貸与しているというような

状況にあります。東病院につきましては、これは

指定管理で上川北部医師会のほうに運営を委託さ

せていただいておりまして、そこの部分にこの奨

学金制度、学資金制度を導入するという部分は、

私どものほうとして設定するというものはちょっ

となかなか難しいところがあるかというふうには

思っています。最近の学生さんの傾向としまして

は、学生支援機構の奨学金、返還あり、なし、あ

りますけれども、そちらのほうの奨学金を活用さ

れている方が非常に多くおられますので、それと

付随してまたどういうふうにしていくかというと

ころは考えていく余地はあるのかなというふうに

は考えております。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） ありがとうございます。

考えていただけるということで、ぜひ前向きに検

討していただきたいと思います。また、この制度
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については適用される場所、地域に特に制限が持

たれていないということで、名寄市立総合病院に

就職をしていただくことがどういう状況での確約

なのかわかりませんけれども、例えば本州あるい

は大都市部の学校に通われても取得ができるとい

うことで、これは広く周知を進めていくべきもの

ではないかなと思います。これについてもあわせ

て御検討いただきたいと思います。

それでは、続きまして小項目の２番、業務内容

について、ちょっと時間も少なくなってまいりま

したので、ある程度はしょりながら質問させても

らいます。まず、地域の災害に対する対応ができ

る病院であるということで、専門チームをつくっ

て、トリアージ等の勉強を行う計画もある、訓練

もチームでは行っているということではあります

が、名寄市立総合病院全体を見た中での訓練の計

画、あるいは机上での想定等されているのでしょ

うか。お答えください。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） これは、

以前にも一度全体的に消防なども合同で実施した

ケースもございます。先ほど申し上げましたＢＣ

Ｐの計画の中で、これ毎年訓練を実施することと

いうことになっておりますので、今そうしたもの

の準備も進めているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） わかりました。本当に

あってはならない大災害といいましょうか、事故

についてこの中核の病院の機能が停止してしまう

というのは本当に避けなければならないと考えて

おります。訓練行えるそうですので、ぜひしっか

りと取り組んでいただきたいと思います。

また、待ち時間が長くなるという話についても

確かに医者の診療方針を変える必要はないと私は

考えております。確かに待つことが苦痛になって

いるという患者さんのお声も聞いたことあるので

すけれども、例えば東病院さんでも一般の総合内

科等あります。また、あるいは風連の診療所にも

しっかりとした内科があると考えておりますので、

そこをしっかり分散して、急性期以外はそっちに

行ってくれよというような市民周知についてもあ

る程度検討していただきたいと思うのですが、ど

うお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 外来の

待ち時間につきましては、多く御意見をいただい

ておりますし、時期的に混み合うときには本当に

御不便をおかけしている部分があるということは

十分認識をしているところでございます。この外

来の待ち時間の部分というのは、先ほどもお話し

させていただきましたが、ちょっと外来患者数が

またもとに戻って、増加傾向が見てとれるという

ことでございまして、市内、また地域の民間診療

所等の減少というものも影響しているというふう

には思っています。市のほうでは、開業医師会か

らの要請も受けまして、開業の助成制度も創設し

たということでございますが、いまだちょっとま

だ志す先生がいらっしゃらないと。ここがもし実

現すれば、多少でありましょうけれども、当院の

待ち時間というのは減少していくだろうというふ

うには考えています。ですが、今後なのですけれ

ども、国が進めています医師の働き方改革という

問題がございまして、４年後までに年間の総労働

時間９６０までに詰め込まなければならないと。

これに合わせていくということになりますと、診

療時間ですとか予約の患者数の制限といったもの

が本当に厳しい選択を迫られる医療機関がふえる

というふうに言われております。当院もその中に

入ってくるのではないかというふうに考えており

ますので、このことにつきましては大変難しい課

題ですので、事業管理者と相談しながら対応を進

めていくということにしております。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 先ほどの塩田議員の答

弁でもありましたけれども、働き方改革によって

本当に必要とされているニーズに合わない状況が
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若干見えてきているのかなとも思います。これに

ついては、名寄市全体を挙げて対処していかない

と、医師の確保もできない、あるいは看護師の確

保もできないとなってしまうわけにはいかないと

思います。これについては、省庁を横断してしっ

かりと対応していただきたいと思います。

続きまして、大項目の２番目、風連地域の課題

についてということで、現状の中心市街地の建物

についての利用状況については把握させていただ

きました。本当に交流センターがあってから風連

のまちの中でイベントが各種開催をされ、それに

付随する個人商店等の経済もしっかりと今、回り

つつあるのかなという、とてもコンパクトシティ

ーの見本のような、お手本のような事業であった

かなと思います。このことは、施工前あるいは着

工後、さっきおっしゃいました平成１７年、２２

年、そして平成２７年度のアンケートからも十分

読み取れるところであります。２７年度のアンケ

ートについては、若干数値の低下がされた、なれ

てしまったのかなと思うところもあるのですけれ

ども、この状況、やはり市民に対してもう一度ア

ンケートをとることができるのかどうか。その上

で、このコンパクトシティーのあり方に、特にこ

の名寄市の中心市街地、まだどうなるとかという

話は出ていませんけれども、それに向けた一つの

実例、前例として有効的に活用していただきたい

と思うのですが、いかがお考えでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 今議員のほうか

らこの風連市街地まちづくり交付金事業としてア

ンケートを、先ほど申し上げたように、過去３回

実施をさせていただきました。事業としてはこれ

完了させていただいていることになるわけでござ

いまして、この事業としてまた改めてアンケート

調査するということはちょっと今の時点では考え

てございません。今後さまざまなまちづくりの中

でいろんな市民の皆さんの御意見を賜る機会など

もありますので、できればそういった中での評価

とかアンケートというのは十分あり得るかなと思

うのですが、繰り返しになりますけれども、今回

の駅前の再開発事業についてはこのアンケート等

で完了させていただいているつもりでございます

ので、御理解賜ればと思ってございます。よろし

くお願いします。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） わかりました。アンケ

ートとる予定はないという話なのですけれども、

我々市民、あるいは実需管理者も入っております

ので、そこの意見をしっかりと酌みながら今後も

地域経済、あるいは地域の文化の醸成等に努めて

いただきたいと思います。

そして、２点目の町内に空き家の問題、先ほど

の答弁にもありましたけれども、今回私が想定し

ていた空き家というのは空き家になってしまいま

した、その持ち主はわかってはいるのですが、持

ち主の所在がつかめない場合についてどう考えて

いったらよいのかなというちょっと大きな問題に

なるのですけれども、お答えをいただきたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） ただいま議員から所

有者の所在がわからない空き家についての対応に

ついて御質問いただきました。所有者の特定につ

きましては、危険な状態でない限り個人情報とい

うことで市でもそれ以上調べることができない状

況となっておりますが、そういった空き家がある

ということで御連絡をいただきましたら、まず担

当者が現地を確認させていただきまして、建物の

状況などを外観からですけれども、見せていただ

いて、市として何かできることがないかなどとい

ったことをその後判断させていただくような形に

なりますので、御理解をいただきたいと存じます。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 御理解します。例えば

の話になりますけれども、建物あるいは住宅、土

地が抵当に入ってしまっている、流れてしまって



－116－

令和元年９月１９日（木曜日）第３回９月定例会・第３号

いるという場合にはかなり対処が難しくなってく

ることになると思います。これについて先ほど市

の広報等で周知をさせていただいているという答

弁がありましたけれども、持ち主が市内にいると

は限らないというふうに考えておりますので、こ

れについては全国的な機運になるかもしれません

けれども、こういう状況がしっかりあるのだとい

う問題をまず認識をした上で広く周知をしていく。

この広くというのは、本当に名寄市内にかかわら

ずというところで広く周知をして、解決の糸口を

見つけていくべきだと思います。よろしく御検討

をお願いいたします。

続きまして、大項目の３番、道路維持管理につ

いてというところで御答弁をいただきました。ま

ず、除排雪等でやはり一番クレームの対象とされ

ている除雪時間、もう除雪終わったのにこっちや

っていないのかという、これ誤解になってしまう

のですけれども、これについても承知いたしまし

た。そこで、除雪の業務に当たっている方がとて

も今減っているというのは、この名寄市内の市道

の除雪についてももちろん同じくであると考えて

おります。このことについて、除雪路線の交換、

道道あるいは国道との交換ですとか除排雪の企業

の間で人員をやりとりをする、融通をするという

ことは考えているのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 貴重な御提言だ

と思っておりますけれども、行政、それぞれ国、

道、私どもということで、それぞれ持つ担当、守

備範囲と言ったらよろしいのでしょうか。これか

たくなに決まっているものがございまして、これ

は今村議員も御承知のとおり国道の範疇、道道の

範疇、そして私どもの市の市道という形でそれぞ

れの持つ体制というか、除雪体制、人員体制、そ

の体制を何とか維持し、除雪体制を今何とか実行

できているというのが現状でございまして、それ

は相互の乗りかえというか、協力関係はお互い情

報交換をしながら、交差点の対応だとか、場合に

よっては一部できる分あるのですけれども、かな

り大がかりな形での希望というのが相当壁が高い

なというふうに思ってございます。また、民間サ

イドも大変いろんな形で知恵を出し合っていただ

いて、御承知のとおり名寄地区、風連地区にそれ

ぞれ組織がございまして、その内部ではいろいろ

協力関係というか、十分対応いただいているかと

思うのですが、なかなか地域をまたいでとなりま

すとそれぞれのまた地域の持つ、なかなかそして

それぞれの持つ分野で相互乗り入れというのはち

ょっと現実的にはまだまだ厳しいのかなというふ

うに思うところでございます。一般市民の方から

見れば同じ除雪ではないかというふうに思われる

かもしれませんけれども、道路事情だとか住居の

張りつきだとか、同じような道路というのは一本

もないのだろうというふうに思っていまして、そ

ういった経験値を積み重ねたドライバーさんの技

能等々も含めると、そう簡単にちょっと入れかえ

というのは難しいかなと思ってございます。よろ

しくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 大変難しいだろうとい

うお答えでありましたが、やはり今後の安定的な

道路の維持管理、運営についてこの問題を提起さ

せていただきたいと思います。ぜひ御検討よろし

くお願いいたします。

ちょっと時間が本当にありませんので、３点目

の機械の導入等については要望が上がっていると

いうこと、そして補助金、交付金を使って行うと

いうことで承知をいたしました。この機械の導入

については、しっかりと対応していかなければ災

害級の降雪等に対処ができなくなる可能性ありま

す。しっかりと行っていただきたいと思います。

そして、この道路の整備工事についても幹線等

を優先するということであります。商工関係のト

ラック等が頻繁に通る道路についても名寄市内の

経済を回す上で非常に大切だと思いますので、そ

れについても検討をよろしくお願いします。
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どうしても時間がありません。最後になります。

まず最後に、加藤市長のほうから風連の将来像に

ついてどうお考えなのか、あるいは子供たちに残

したいふるさととして明るく元気な将来像が見え

るような希望にあふれた発言をいただいて、終わ

らせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 旧風連町と名寄市が合併

をしてことしで１３年目を迎えることとなりまし

て、それぞれの自治体の歴史を乗り越えて合併を

決断して、さまざまな課題克服をしながら新市建

設に向けてそれぞれの先人の皆さんあるいは住民

の皆さん、市民の皆さんのこれまでの御努力によ

ってすばらしいまちづくりが行われていると考え

ておりまして、このことにまずは敬意を表します。

合併によって市民サービス、あるいは市民サービ

スに付随する仕組み、あるいは団体だとか組織も

一定の平準化あるいは統一化、画一化を図られて、

そのことによって自治体経営を効率化していこう

ということになっているわけで、このことが今も

なお進行形で進められていることもあるのですけ

れども、私が常々お話ししているのはそうはいっ

てもそれぞれの地域が持つ歴史や風土や文化があ

るわけで、それをしっかりと大切にして、お互い

の地域同士でまた認め合っていく、このことが多

様な住民自治、名寄市の力強い住民自治、まちづ

くりにつながっていくというふうに確証しており

ます。風連地区は、名寄市の１次産業の中核拠点

であります。それがゆえにＪＡの本所もあって、

森林組合の本所もあるということで、この１次産

業の基盤というのは、名寄市にとっても最も大切

な生活基盤であり、ある意味では付加価値を生む

大きな産業の中心的な役割を担っているというこ

とだと思います。加えて、伝統、文化、ちょっと

長くなって済みません。伝統や文化、そうしたこ

とを非常に大事にする地域だし、そのことによっ

て地域の町内会やコミュニティーが非常にしっか

りとしているというふうにも考えております。先

ほど来お話が出ているように、中心市街地の再開

発も合併を通して行われて、非常によりコンパク

トなまちづくりも実践する、その基盤もできてい

るし、この４月からは懸案だった小学校も新しく

なって、幼稚園から中学校まで一貫した教育を地

域で支えるというような仕組みもでき上がってい

るというふうに思います。名寄市にとってこの風

連地区というのは産業、文化、コミュニティー、

教育とある意味ではもちろん重要な地域でもあり、

先駆的な役割を果たしてきた地域だというふうに

も思っています。人口減少や高齢化という課題も

当然あるわけでありますけれども、しっかりと、

先ほど来今村議員もお話しのとおり、いろんな方

々のあるいは団体の皆さんのお話もよく聞きなが

ら、そうした課題も乗り越えて、より地域の皆さ

んが風連に住んでいて、名寄に住んでいてよかっ

たと思えるまちづくりを進めていくためにさらに

政策を磨き上げていきたいというふうに考えてお

りますので、ぜひ議員の御指導、御鞭撻もいただ

ければと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で今村芳彦議員の

質問を終わります。

観光振興について外１件を、富岡達彦議員。

〇１番（富岡達彦議員） 議長から御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、大項目２点につ

いて質問申し上げます。

大項目１、観光振興について、小項目１、ＪＲ

宗谷本線観光列車風っこそうや号の運行を終え、

名寄市としての総括について伺います。宗谷本線

観光列車風っこそうや号が９月８日に延べ１４日

間の運行を終えて１０日ほどが経過しております。

具体的な総括並びに細やかな分析、検証はこれか

らになるかと思います。運行初日の７月２７日が

大雨の影響により運休を余儀なくされましたが、

７月２８日以降は正常ダイヤでの運行となりまし

た。ＪＲ北海道本社関係部署に問い合わせをしま

したところ、前半の稚内音威子府間の往復運行、

７月２８日から８月１２日までの土曜、日曜、祝
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日６日間の乗車効率は速報値で６３％、後半の旭

川音威子府間の往復運行の８月１７日から９月８

日の土日８日間の乗車効率は７０％との回答であ

りました。昨年、２０１８年７月に国土交通省が

ＪＲ北海道に対して今年度、２０１９年、そして

来年度、２０２０年の２カ年に４００億円の財政

支援を決定すると同時に、ＪＲ会社法による監督

命令が発せられました。この２カ年を第１期集中

改革期間としてＪＲ北海道と単独維持困難８線区

で本年４月にアクションプランが策定されており

ます。その中の３本柱の一つが観光であり、国土

交通省も観光戦略実行推進タスクフォースとして

インバウンドの拡大を視野に入れた北海道におけ

る新たな鉄道旅行の需要の創出プランを提示し、

ＪＲ北海道の線路を開放し、外部事業者を公募し

て、観光列車を運行する仕組みを検討することを

掲げております。今回外部事業者によるオペレー

ションはかないませんでしたが、短期間でＪＲ北

海道、ＪＲ東日本、そしてＪＲ貨物が手を組んで

風っこそうや号運行プロジェクトを実現させたこ

とは、極めて異例中の快挙と言っても過言ではな

いと思います。本年２月にこの宗谷本線観光列車

運行に関する発表があってから運行開始までの限

られた期間の中で沿線地域もそれぞれに名物や得

意分野を生かしたおもてなし企画を模索し、創意

工夫のもと実行をしてきました。とりわけ全行程

で折り返し終着駅となった音威子府では、音威子

府村の若手有志が風っこそうやの歓迎やおもてな

しの旗振り、牽引役を担って大いに盛り上げ、好

評を得ていました。名寄市も乗車記念、名寄市訪

問記念のポストカードを希望者に配布し、また復

刻版のニシンかずのこ弁当の予約販売、地域の特

産品の販売など、そのほかキマロキの汽笛吹鳴で

歓送迎をするなどおもてなしを展開をし、好評を

得ております。そこで、風っこそうや号の運行が

宗谷本線と沿線地域に対して果たした効果と評価、

名寄市側の歓迎、おもてなしに関してどのような

自己評価をされているのか伺います。さらに、乗

車旅客のみならず風っこそうやにかかわる旅行者

がもたらした観光経済に対してどのような効果が

あったと捉えているのかお聞きします。ＪＲ北海

道及びほかの沿線自治体とどのような広域連携を

図ったのかお伺いいたします。市民への風っこそ

うやの運行の周知と乗車促進や積極的なおもてな

しの取り組みへの参加要請についてどのようなこ

とを行ったのかお伺いいたします。そして、来年

度以降もＪＲ北海道と連携しながら観光列車の運

行を継続させていく考えがあるのかをまずもって

お尋ねを申し上げます。

小項目の２、サイクルツーリズム推進について

お伺いします。２０１７年５月、自転車活用推進

法が施行されております。それを受けて、北海道

は２０１８年４月に自転車条例を施行いたしまし

た。その自転車条例の第１４条には、サイクルツ

ーリズムの推進が掲げられております。条文では、

道は本道の特性を生かしてその魅力を高めるため

国及び市町村観光に関する事業を行う者、公共交

通に関する事業を行う者、その他関係者と連携を

して観光旅客が自転車を利用しやすい環境の整備、

その他サイクルツーリズムを推進するために必要

な措置を講ずるとうたわれております。サイクル

ツーリズムの推進方針では、サイクルツーリズム

推進による観光立国の実現を掲げ、サイクリスト

の期待に応えるホスピタリティーの提供を目指し

て、自転車の走行環境やサイクリストの受け入れ

環境、サイクリングルートのバリエーションの提

案などハード、ソフトの両面からよりよいサイク

リング環境の創出を目指すという自転車活用推進

計画が２０１８年６月に閣議決定をされています。

本市においても第２次総合計画基本計画、地域の

特性を生かしたにぎわいと活力あるまちづくりの

観光振興計画の中で観光商品ＰＲとホスピタリテ

ィーの向上を掲げています。サイクルツーリズム

では、なよろ観光まちづくり協会や天塩川シーニ

ックバイウェイ運営会議などが中心となった長距

離ライド、あるいは武四郎ＲＩＤＥ、エコモビリ
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ティーツアーなどを展開しておりますが、地域の

観光振興において多様化する観光ニーズに対応す

るためにサイクルツーリズムにおけるバリエーシ

ョン豊かなテーマを持った取り組みをどのように

提供しているのか、そしてサイクリストの人数に

関するリサーチをどのように行っているのかをお

聞かせください。また、地域内の観光資源を生か

した体験、滞在、交流型のサイクルツーリズムや

市内や近隣のサイクル愛好グループや個人で周遊

するサイクリング旅客へのきめ細やかなサイクリ

ングトレールの案内対応など行っていることがあ

れば、レンタサイクルの稼働状況やレンタサイク

ルの充実化なども含めてお知らせください。さら

に、サイクリストの高齢化、そして女性サイクリ

ストの増加などサイクリストの多様性に対するホ

スピタリティーの向上策についてお知らせをくだ

さい。

大項目の２、弥生公園の整備について、小項目

１、桜の名所としての再整備について。弥生公園

は、都市計画公園に認定されている公園ではない

ものの、古くから名寄屈指の桜の名所として市民

や観光客に親しまれ、全盛期には２００本を超え

る自生群落のエゾヤマザクラが咲き誇り、桜の開

花時期には多くの花見客でにぎわいを見せていた

と聞いています。旧深名線には花見臨時列車が運

行され、旧天塩弥生駅から公園まではちょうちん

が飾られ、花見客の列は途切れることがなかった

そうです。しかしながら、近年ではエゾヤマザク

ラの群落に混生するシラカバなどの広葉樹が育ち、

エゾヤマザクラを被圧し、支障するようになって

いました。数年前からエゾヤマザクラを被圧して

いる広葉樹の間伐要請が町内会などからも出され

ていたと思いますが、所管からは必要に応じて予

算内で対応していくとの回答でした。このたび限

られた予算を工面していただきながら、昨年末か

ら本年２月ごろにかけてエゾヤマザクラを被圧し

ている広葉樹、針葉樹の伐採が行われました。施

業工程はほぼエゾヤマザクラ以外の樹木の皆伐に

及んだわけですが、エゾヤマザクラの影響のない

樹木を残す手だてはなかったのでしょうか。この

たびの伐採は、名寄市有林ゾーニングである公益

的機能施業林に仕分けされる保健文化機能等維持

林に照らしてみたとき弥生公園の林分は適用除外

林班だとは思いますが、実質的に桜の名所公園と

いう保健文化機能を持つ林分であることに鑑みて、

このたびの伐採量は適正、適量な伐採だったのか

どうかお尋ねいたします。エゾヤマザクラ以外の

皆伐に至った経緯と経過を含めて伺いたいと思い

ます。また、現在は園の西側の林地残材はほぼ全

て片づけられておりますが、伐採作業後の残材が

花見の時期が来てもなお放置され続け、片づけら

れなかったことの理由と公園東側の私有林との境

界林縁部にいまだ置かれている残材の処理を進め

る予定はあるのかどうか伺います。さらに、今後

の伐採計画と伐採後に出た空間へのエゾヤマザク

ラ植栽に関する計画があればお知らせください。

小項目の２、公園内の設備更新について。諸設

備の更新につきましては、ほかの市有施設や公園

などの整備予定に優先順位があるかと思いますが、

伐採作業時に重機の走行によって園路の舗装面、

かなり傷んでおります。また、駐車場に設置され

た円柱台の保護柵がかなり損傷しております。こ

れらの補修をする予定はあるのか伺います。さら

に、撤去されたウッドデッキの残骸処理と再設置

の予定があるのかどうか伺います。トイレの設備

の更新があるのか、あるいは照明設備の増設予定

はあるのかも伺います。そして、経年劣化をして

いるブランコや鉄棒などの遊具の更新を含めた点

検整備をする予定があるのかどうかについてお尋

ねをいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 富岡議員からは、

大項目２点について御質問をいただきました。大

項目１は私から、大項目２は建設水道部長からそ

れぞれ答弁をさせていただきます。
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初めに、大項目１、観光振興について、小項目

１、ＪＲ宗谷本線観光列車風っこそうや号の総括

について申し上げます。風っこそうや号は、ＪＲ

北海道が北海道胆振東部地震の影響を受けた北海

道を応援するため観光振興と地域活性化を目的と

した観光列車の走行プロジェクトの一環として、

本年７月２７日から９月８日までの土日祝日にＪ

Ｒ東日本から提供を受けた車両、びゅうコースタ

ー風っこを宗谷本線の旭川駅と稚内駅の区間を運

行した観光列車で、名寄を含む旭川音威子府間は

８月１７日から９月８日の土日８日間運行されま

した。この車両は、窓ガラスを外すことで風を感

じることができ、車内は木製のボックスシート、

テーブル、白熱灯でレトロな温かみを感じられる

ことから、道内外の鉄道ファンを初め多くの方が

利用され、ＪＲ北海道によりますと定員１３６人

に対して各日平均１００人程度乗車されたとのこ

とです。名寄駅の乗降者数は各日下り、上り合わ

せて１０人程度でしたが、名寄駅構内で行った名

寄の特産品販売に多くの乗客にお越しいただきま

した。乗降客以外にも風っこそうや号運行に伴っ

て本市を訪れた鉄道ファンもおられたと聞いてお

りまして、一定程度の経済効果があったものと推

察されるところです。ＪＲ北海道との連携につき

ましては、運行に当たり昨年度末から同社と打ち

合わせを開始し、官民一体となった取り組みとす

るため観光協会、商工会議所、市内の鉄道愛好家

と市が連携して複数回にわたり協議を進めてまい

りました。沿線地域との広域連携につきましては、

乗客皆様に上川北部９市町村で構成する道北観光

連盟の観光パンフレットを配布し、広域での魅力

発信に努めましたほか、音威子府村住民若手有志

グループが企画した風っこそうや号を応援する組

織に対して道北観光連盟が寄附をして、その寄附

金を活用して制作したのぼりと手拭いをこの組織

が沿線自治体に提供し、沿線全体で同じのぼりを

掲げ、同じ手拭いを振るなどしてお出迎え、お見

送りをしました。名寄市でのおもてなしにつきま

しては、風っこそうや号で名寄を訪れた方を中心

に限定ポストカードを配布したほか、かつて名寄

で人気を博したニシンかずのこ弁当を市内業者の

協力を得まして復刻し、風っこそうや号の乗客限

定の予約制で販売し、全８日間で２６８個販売い

たしました。また、２４分間と比較的長く停車し

た上りの際には、観光協会、商工会議所と市が連

携して駅構内のホームで名寄の特産品販売を行い

ました。さらには、風っこそうや号がＳＬ排雪列

車キマロキを通過する際にキマロキ保存会が汽笛

を鳴らして歓迎したほか、ＪＲ名寄駅多目的ルー

ムで北国博物館が本年５月に開催した企画展、名

寄駅舎と名寄本線の中から名寄駅の姿の移り変わ

りを紹介するパネル展を実施いたしました。列車

の到着、出発時にはお集まりいただいた市民が一

緒になって先ほど御説明した手拭いを振ったり、

思い思いの方法でお出迎え、お見送りをするなど

おもてなしに努めたところです。一方、本市にお

きましてはお出迎え、お見送りに参加された市民

が限定的であったということは今後の同様な取り

組みが行われる場合に向けた課題だと認識してお

ります。また、宗谷本線における観光列車の来年

度以降の持続可能性につきましては、沿線自治体

で風っこそうや号の効果や課題を検証、共有する

ことが大切だと考えております。

次に、小項目の２、サイクルツーリズムの推進

について申し上げます。本市の観光振興につきま

しては、名寄市観光振興計画に基づき各種事業を

実施しており、サイクルツーリズムにおいては計

画の目標２、いつでも名（ひと）が寄ってみたい

まち・名寄の戦略９、スポーツツーリズムの推進

を重点施策としております。現在のサイクルツー

リズムに関する取り組み状況といたしましては、

なよろ観光まちづくり協会、道北観光連盟、天塩

川シーニックバイウェイなどが中心となりまして、

名寄市独自のイベントや環境整備から広域での取

り組みまで幅広く実施されております。

まず、名寄市での主な取り組みにつきましては、
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観光協会が中心となって実施されており、昨年度

から北海道の名づけ親と言われる松浦武四郎の踏

査地などをめぐる武四郎ＲＩＤＥの開催を初め、

受け入れ環境整備として民間事業者の方々の協力

も受け、駅前交流プラザよろーな、道の駅の公共

施設のほか市内宿泊施設、飲食店などでサイクル

ラック、空気入れなどを設置しております。また、

レンタサイクル事業ですが、ＪＲやバスを利用し

本市を訪れる方を中心にひまわり観光や市内散策

などに利用されており、現在は本格的なサイクリ

ング用スポーツバイクであるロードバイク５台、

クロスバイク５台に加え、初心者から高齢の方ま

で安心して利用できるアシストつき電動自転車２

台、シティーサイクル６台を用意しております。

さらに、本市の観光施設、景観、食などの地域資

源をより知っていただくために９キロメートルか

ら３０キロメートルまでの５本のルートを初心者

から中級者向けとして設定し、名寄サイクリング

周遊マップとして紹介しているほか、サイクリン

グガイドを育成する養成講習会も実施しておりま

す。行政としましては、これらの取り組みへの協

力や支援に加えて、自転車による観光振興、住民

の健康増進、交通の混雑緩和、環境への負荷の低

減等により公共の利益を増進し、地方創生を図る

自治体が連携して情報交換や協働の取り組みを進

めることを目的に昨年度設立された自転車を活用

したまちづくりを推進する全国市町村長の会に加

入し、全国での取り組み事例などの情報収集、各

種整備に係る国への要望などを行っているところ

です。

次に、広域での取り組みですが、９市町村の自

治体や観光団体、商工団体などにより組織される

道北観光連盟や平成２９年度に認定された天塩川

シーニックバイウェイが中心となり、近隣市町村

と連携した取り組みが行われております。主な取

り組みにつきましては、旭川市から日本の最北端

である稚内市までの約３１５キロメートルを２泊

３日の行程でサイクリングを行うＴＥＰＰＥＮ―

ＲＩＤＥが平成２９年度から毎年開催されており、

全国各地から参加いただき、道北エリアの魅力を

体感いただいております。また、サイクリングや

ＪＲ、カヌーなど移動そのものを楽しんでいただ

く取り組みとしてリバー、ロード、レールのＲ３

事業が昨年度から実施されております。この取り

組みでは、ＪＲ北海道とも連携し、輪行バッグで

自転車を車内に持ち込んでの移動なども実証実験

され、この事業は旭川から稚内、全てを自転車で

運行できない、移動できない女性や高齢者にも好

評を得たところでございます。広域でのサイクリ

ングコースにつきましては、国土交通省北海道開

発局認定の名寄川地区かわまちづくりでの名寄下

川間のルート、同じく北海道開発局のモデルルー

ト、きた北海道ルートとして旭川から稚内間が登

録されております。今後日本全体でのナショナル

ルートを設定するなどの動きもあることから、ル

ートの拡充に向け各関係機関と連携してまいりま

す。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 続きまして、私

からは大項目の２、弥生公園の整備についてを答

弁申し上げます。

それでは、小項目１、桜の名所としての再生整

備について数点質問いただいてございますので、

順次申し上げます。まずは、２０１８年年末から

２０１９年２月にかけて広葉樹の伐採に至った経

緯でございますが、近年弥生公園においてはシラ

カバ等の樹木が育成し、増加したことによりもと

もと群生していた桜に日照が当たらなくなり、養

分も届かなくなるなど桜の育成に大きな支障とな

ってございました。支障木の伐採については、数

年前から地先町内会から要請を受けてまいりまし

たが、このたび条件等が相整いまして、町内会と

協議及び現地確認の上、支障木を剪定し、伐採す

ることとなりました。伐採作業については、支障

木を伐採しやすく、園内道路や芝を傷めない冬期
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間に実施したところでございます。

２点目の伐採作業後の残材整理のおくれについ

ては、桜の時期前とはなりませんでしたが、雪解

け後に地盤が落ちつき、足元が乾いた作業のしや

すい状況になってから着手を計画したところによ

り６月中旬の対応となりました。

３点目の今後の伐採計画についてですが、現状

ではございませんが、支障木が散見された場合に

は検討してまいりたいと考えております。

４点目の広葉樹伐採後にできた空間への桜の植

樹につきましては、桜の名所として親しまれてい

る公園であることからも必要であるかと考えてお

ります。一度に多くの桜の植樹を行うことは多額

の費用がかかることから、難しいのですが、少し

ずつではありますが、植樹をしていくことを検討

してまいります。

５点目の私有林を通る遊歩道の再整備について

は、弥生墓地の奥に隣接する敷地から弥生公園に

つながる遊歩道であると認識しておりますが、民

有地であるため整備することはもちろん、草刈り

や雑木等の伐採を行うことができない現状である

ことから、再整備することは難しいと認識してお

りますので、御理解願います。

続いて、小項目２、公園内の設備の更新につい

てでございますけれども、１点目の園内道路の舗

装面については舗装の老朽化や重機作業の走行に

よる損傷箇所を確認しております。部分的な舗装

補修での対応となりますが、随時対応を検討して

まいります。

２点目の園内のトイレ設備更新につきましては、

補修等の対応はしてまいりますが、現状の開設期

間と来場者の利用状況から早急な設備更新は難し

いと考えております。

３点目、遊具の更新を含めた点検整備について

は、園内遊具はブランコ１基と鉄棒１基がござい

ます。毎年開設前の４月に職員による遊具点検を

実施しており、今年度からの点検結果からはブラ

ンコの脚柱と座板に多少腐食が見られますが、ぐ

らつきや大きな破損等はないため、遊具自体には

問題なしと判断しております。また、遊具の更新

については現状では計画はございませんが、道具

にふぐあいや破損がある場合には維持管理での対

応に努めてまいりたいと考えております。

４点目、園内の駐車帯に設置してある円柱台柵

の更新整備については、冬期間に堆積した雪の重

みで支柱部分が傾いたり、柵部分が抜け落ちてい

る状況を確認しましたので、現状の予算範囲の内

において修繕を検討してまいります。

５点目の照明灯の増設については、山の中腹に

あります駐車場とトイレの位置にＬＥＤ照明はご

ざいますが、園路途中には設置してございません。

園内における防犯上や夜間の利用状況、地域にお

ける御意見からも増設については判断しなければ

なりませんが、近隣の防犯灯などの照度との比較

や検証が必要なことから、改めて増設についての

その必要性について検証してまいりたいと思いま

すので、御理解願います。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） それぞれに御答弁をい

ただきました。風っこそうや号が運行されて、私

も乗車しながらお客様にいろいろとアンケート、

インタビューなどをさせていただいたところなの

ですけれども、準備期間が非常に短かったという

こともあって、関係各所の皆さんは非常に人手不

足や時間不足などなどで御苦労されてきたことは

大変理解できるわけなのですけれども、事前に２

月の段階、あるいは３月に関係する方々が集まっ

て懇談会を開いたその結果というものを提示して

いるはずなのですけれども、それらに関してどこ

までやることができるか、あるいはどこまでのこ

とだったらやれるのかということを考えることは

されたのか、そして今回実行に移されたのかとい

うことについての経緯を少々お知らせをいただき

たいなと思うのですけれども、というのもリゾー

ト列車の懇談会から恐らくペーパーが上がってい
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たと思うのですけれども、それらに照らしてみま

すとポストカードの作成ですとか、キマロキの汽

笛を鳴らすとかというようなことは実行されてい

るわけなのですけれども、そのほかのことに関し

てはどう検討されて、何が原因で今回やることに

至らなかったのかというようなことを含めてちょ

っとお伺いしたいなと思います。よろしくお願い

します。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 取り組みの経過

でございます。ＪＲ北海道さんと打ち合わせを最

初に開始したのが３月の上旬でございます。その

ときにお話をいただきまして、そのとき私どもも

市としては観光部門として産業振興……当時は営

業戦略課ですけれども、それからＪＲを所管する

総合政策室で対応させていただき、さらに民間と

いうこともありまして、商工会議所の方も含めて、

あるいは観光協会の方も含めて打ち合わせをさせ

ていただきました。そのときにいろいろとアイデ

アをまず出させていただきましたが、その後より

民間の方々のアイデアを募ることも含めて市内の

ＪＲ愛好の方の御意見も聞いたりする作業が始ま

り、その後ＪＲとも打ち合わせを進めながらやっ

てきたのですが、ＪＲ北海道さんがつくるパンフ

レットというのもございまして、そのパンフレッ

トをつくる校正等の期間も相当程度短かったとい

うこともございました。実際に５月末ぐらいでそ

の締め切りがあるよというところで、我々もやれ

ること何だろうかということ検討してきたのです

が、まず最初にアイデアのあったポストカードで

すとか、お弁当の話も最初のところでアイデアが

あったので、これについては実現に向けて進めら

れていきました。一方で、ＪＲさんがつくられる

パンフレットの締め切りが近いということもあり、

そこまでに一定程度のところを詰めつつそのパン

フレットの校正が終わった後にも具体的なことを

進めなければいけなかったという難しさもあった

のも事実でございます。

また、先ほど議員からもあり、私も答弁させて

いただいた折り返し地点にある音威子府村の住民

グループの方の積極的な取り組みについては、ク

ラウドファンディングを活用したりですとかして

いただきましたけれども、そこには我々何をやれ

るかというところでは道北観光連盟としての活動

をどうするかというところ、道北観光連盟の中で

も話し合いをした中では、期間が短かったことも

ありますし、最初に提示された、これは後から変

わることもありませんでしたが、運行のスケジュ

ールといいましょうか、停車時間ですとか停車の

時刻もそうですし、停車する時間も駅によってま

ちまちで、数分であるところから長い時間とまる

こともあったりということで、それぞれのまちで

できることが違うなというところもあり、今回に

ついては統一した連携はなかなかできなかったと

ころもありますけれども、それぞれの自治体でま

ずやろうということがあり、それで道北観光連盟

としての取り組みとしては若手、音威子府村のグ

ループの組織に対して寄附をするという形で協力

させていただくことになりました。そういったこ

ともあり、短い期間でのできること、できないこ

とを取捨選択しながら私ども名寄市としてはポス

トカードの配布ですとか、ニシンかずのこ弁当の

販売、そして駅での物産の販売といったところに

至ったところでございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） その辺は私も十分に承

知しているところではあるのですけれども、お客

様の声としてはかなり今回の風っこそうやに対し

てはいい印象の答えがたくさん返ってきておりま

す。各駅でのそれぞれのおもてなしに対してとて

もすてきな取り組みだという話が多く聞かれたと

ころなのですけれども、ただ実際に駅ごとに結構

温度差があったようで、その辺を指摘されるお客

様もいらっしゃって、あそこの駅はよかったけれ

ども、ここの駅はああだったよね、こうだったよ

ねというような話も聞くことがあります。音威子
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府村の民間の有志団体がああいうことをやれたと

いうことは、ほかの地域でも民間の有志を募るこ

とによって自由闊達な発想への働きかけというの

ができたのではないかなというふうに私は考えて

いるのですけれども、恐らく私も名寄駅に行ける

範疇で何回も足を運ばせていただいて、見せてい

ただいたのですけれども、やはり土日休日を返上

して関係各職員だけが出てきて対応するというの

は、非常にこれは結構正直言ってつらかったので

はないかなというふうにも思っております。です

ので、そういった大枠でのそれらをプロモーショ

ンできるような団体にある程度運営等を任せる中

で横から、後ろからサポートをしていくというよ

うな形がとれたらもうちょっと高まりを見せたの

ではないかなというふうに思っております。

それであとは、パンフレット等をＪＲ側がつく

ってくる、それに載せるというようなことだけで

はなく、今回は８日間走行したわけなので、毎回

毎回何かしら違ったバリエーションのものがあっ

たのではないか、あるいは今回きょうこうだった

から、あしたこうしてみようか、ああしてみよう

かというようなことがあればもう少し発展的な方

向へ持っていけたのではないかというふうにも考

えるのですけれども、恐らくあそこへ集まってこ

られた関係各方面の方々のお話を聞いても試乗会

には乗ったけれども、実際に営業車には乗ってい

ないというような話も聞いておりますので、営業

車のほうに乗っていろいろとリサーチをすること

はできなかったのかというようなことをちょっと

お伺いしたいなと思うのですけれども、いかがで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） いろいろ貴重な

御提言ありがとうございます。まず、取り組み、

各駅の温度差ということにつきましては、先ほど

申し上げたとおり期間の短さですとか、あるいは

列車のとまる時間の差などもあり、あるいはやっ

ぱり地域の方々の熱の温度差そのものがあったと

思います。音威子府のグループに関しましては、

非常に熱い思いを持った方が中心となってやって

おられました。一方で、私どもも議員おっしゃる

とおり民間のアイデアが必要だと思っておりまし

て、名寄市に在住される鉄道愛好家の方の協力を

得ながら、またその方々は沿線でつながっていら

っしゃいますので、音威子府のその方々とも非常

につながっているというところで、音威子府の組

織とは我々も別々な行動していたわけではなく、

情報交換をしながら、そしてそのグループが実施

されるのぼりですとか手拭いは共有できるとか、

そういったことをお伺いしながらやってきたとこ

ろでございます。

毎日違うことができたかもしれないというとこ

ろについては、私ども、議員おっしゃるとおり市

の職員や商工会議所、観光協会の職員等でお出迎

えさせていただきましたが、８日間で延べ１３２

名ほどが参加させていただきました。土日、毎週

４週間、おっしゃるとおり決して、ある意味少し

きつい部分もあったかと思いますけれども、後の

話題となりますが、この観光列車の持続可能性と

いうところでいくと、そこについても検討する余

地があるのかなと考えています。また、先ほども

申し上げましたが、沿線自治体ごとの温度差とい

いますところでいいますと、名寄については若干

市民全体としての取り組みが限定的であったかな

というところは反省点として残っております。こ

れについては、これがまた次に続くとすればどの

ような形で行うことでより多くの一般の市民の方

も参画していただいて、おもてなしをできるかと

いうことの検証につながっていくことだと思って

います。

試乗会にしか乗らなかったというところにつき

ましては、試乗会でまず実体験した後に私ども今

回ニシンかずのこ弁当を販売させていただきまし

た。下りのときが２分間しか停車しなかったもの

ですから、ほとんどのケースで車内で販売をさせ

ていただきました。その中で車内でのお声を聞く
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ですとか、皆様の感想を直接聞くのもそうですし、

反応を肌で、そして耳で声で感じるというところ

で情報収集はさせていただいたところでございま

す。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 私もその愛好家のグル

ープの多分一員だというふうには認識していると

ころでございますけれども、やり切れなかった感

がちょっとあるというような状況というのは恐ら

く土休日返上で関係職員の方々が主体となってや

ったものに関することで出たものだというふうに

考えるのですけれども、やっぱりもっとこういう

ことをやる場合、音威子府のいい例があったわけ

なので、これは多分総合政策のほうにも絡んでく

る部分あるのかなと思うのですけれども、沿線地

域の連絡システムとか、そういったもの立ち上げ

ながら活性化推進協議会の中でも各地横断的な議

論があってもよかったのではないかなというふう

にも考えますし、そこからもう一歩踏み込んで、

これらのイベント列車等を受け入れるときにプロ

デュースできたり、コーディネートできたりとい

う人たちを集約して、それを行政側がしっかりと

サポートをしていくというような取り組みの仕方

というのも恐らくあってもよかったのかなと。そ

れを実現できたのは、多分音威子府だったと思う

のです。そういったことも勘案しながらやってい

くことというのはすごく大事だったのではないか

なというふうに思うのです。

あとは、沿線にある線路の目の前の名寄高校の

ボランティアの方々ですとか、あるいは大学のボ

ランティアサークル、そういったところへの声か

けなんかもあってもますます発展的な形になって、

毎日違ったバリエーションでのお客様をお迎えす

るような仕組みというのがつくれたのではないか

なというふうに考えているのですけれども、その

辺についてはいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 取り組みの全体

コーディネートということでは、最初話、先ほど

申し上げた３月の上旬のところからそういう話も

私どもの中ではありました。どういった方に頼む

のがいいのか、あるいは候補に挙がった方々もい

らっしゃったのですが、１つにこれは予算的なと

ころもあるのですけれども、音威子府村の皆さん

方のように完全にボランティアでやっていただけ

るかというとなかなか難しいところがあり、まず

そこの部分で一つ立ち消えになったところはござ

います。ですので、今後持続的にやる場合、そこ

も一つの課題かなと思っております。

また、今御提言ありましたとおり、高校生、大

学生など含む市民の皆様への周知につきましては、

今回私どもとしては力不足のところあったかなと

正直感じておりますので、次にやるときには、時

間的なこともあると思いますけれども、そういっ

たところについても考えていきたいと思っており

ます。持続的にやっていくためには、やはりまず

は利用者に喜んでいただけることが一番だと思い

ますが、ＪＲ北海道さんと、それから地域、我々

みんなにとってウイン・ウインになる取り組みと

いうのが必要なのかなと考えているところでござ

います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 恐らく国交省から出さ

れた観光戦略実行推進タスクフォースとしてのイ

ンバウンド拡大を視野に入れた北海道における新

たな鉄道旅行の需要の創出ということに鑑みます

と、これは一過性のものにとどまらないのかなと

いうふうにも考えております。というのも来年は

東急電鉄の車両をザロイヤルエクスプレスとして

道東のほうで運行されます。そういったことを考

えますと、今回の風っこそうや、これが外から借

りてきた車でやったという形ではあるのですけれ

ども、今後はＪＲ北海道が所有している、この間

新聞にも出ておりましたけれども、山紫水明の山

明と紫水という改造された車あります。それと、

今回の風っこそうやの前後についていました北の
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恵み、北海道の恵み車両というのもラッピング車

両あります。そういったものを使いながら新たな

展開として宗谷本線の沿線自治体から上げていく、

話を持っていくというふうなことがあってもいい

のかなというふうにも考えているのですけれども、

その辺含めていかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） おっしゃられた

とおり、ことしの風っこそうやというのがまず来

年等にもつながるロイヤルエクスプレスとの、そ

のうちの一環ということで聞いておりますし、こ

の間ＪＲ北海道さんもプレスリリースされました

とおり、山紫水明の紫水号は宗谷本線を定期的に

走るということもうたわれておりました。そうい

ったこと考えますと、観光列車走ることが宗谷本

線の持続にどの程度好影響を与えるかというのも

あると思いますけれども、観光列車を目的に来て

くださることでこの道北地域を知っていただき、

あるいはこの地域の経済活性化につながるという

ことを考えますと、この観光列車が持続的に続く、

持続的に運行されるようにＪＲ北海道さんとも幅

広くといいましょうか、相当時間的余裕を持って、

あるいは地域とも連携を図れる仕組みといいまし

ょうか、そういったことを検討し、この観光列車

というものが一過性のものに終わらないように私

どもも地域としてできることを考えていきたいと

思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） やはり今後のことを考

えていきますと、恐らく北海道だけではなくて全

国的な鉄道の活用の潮流としまして、今後車両は

ＪＲ北海道で持たないけれども、よそから車を借

りてきて運行するですとか、あるいはどこかのほ

かの会社の車を持ってきてというような形での上

下分離というのができてくる可能性というのがあ

るのではないかというようなことをせんだって名

寄にもよく来られて講演をされていた工藤裕之さ

んですとか、あるいは鉄道の旅行雑誌の編集長の

方が来られたときにそういう懇談をしたときにこ

れからはオープンアクセスというようなことも出

てくるのではないかと。上下分離方式、新たなも

のとして生まれてくるのではないかというような

ことも言われているのですけれども、その辺に関

して名寄市が今後、あるいは、これはちょっと市

長か総合政策部長に聞きたいのですけれども、活

性化推進協議会の中でこれらをどのように取り込

みながら宗谷線の活性化に向かっていくのがベス

トなのかというようなことをちょっとお伺いした

いなと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 富岡議員は日々

お忙しい中、お出迎えに来ていただきまして、本

当にありがとうございます。今総合政策部として

のお答えになってしまいますけれども、観光列車

等の今後の盛り上げ方とかという部分につきまし

ては、先ほどお話出ていました山紫水明号、道産

の木をふんだんに使った観光車両に改造した車両

ですけれども、こちらのほうをＪＲさんも各線区

にしっかりと走らせながら、移動だけではなくて、

列車に乗ることの価値観、それから魅力というも

のをつくり出すという、そして情報発信をすると

いうことをしっかりと頑張っていただきたいとい

うこととあわせて、それに沿線自治体も一緒に協

力して頑張っていくという形がやっぱり求められ

るものなのかなというふうに考えております。根

本的なところでいいますと、鉄路というのはつな

がって、ネットワークを形成して初めて価値が創

出されるという乗り物だと思っていまして、南は

鹿児島から最北、この宗谷本線までつながって、

やはり鉄道というのはしっかり価値を、能力を発

揮するのだろうと考えています。そういった意味

でも、国土形成保全の意味からしてもこれは例え

ば乗っているお客さんの数や収支のみの物差しで

存廃を議論してはいけないのではないかなという

ところが根本にございまして、活性化推進協議会

の報告書でもまとめさせていただきましたけれど
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も、国土保全のためにもしっかりと引き続き根本

的なところについては国に抜本的なやっぱり支援

を求めていきながら、２年後に迫っております法

改正に向けて北海道とともに国に対してしっかり

と協議会としても働きかけをしていきたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ありがとうございます。

熱烈な思い、同じ思いを持ってお答えをいただい

たので、非常に力強いなというふうに思うのです

けれども、来年東急電鉄と共同でできる観光列車

の上下分離方式というのは、恐らく今後ＪＲ北海

道にとっても宗谷線活性化についても可能性の枠

というものを物すごく広げていくものなのだろう

なというふうに考えております。宗谷本線の活性

化にアイデアを寄せてくださる方々の意見もいろ

いろと聞きながら、新しい形で多分オープンアク

セスというような方法というのがとられてくるの

ではないかなというふうに思うのですけれども、

既に道南のいさりび鉄道ではそういった方式で営

業とか運営は日本旅行がやって、そして鉄路を貸

すというようなやり方をしています。そういった

ことも含めて提案をしていきながら、ながまれ、

いさりび鉄道のほうは何か日本一貧乏な観光列車

というのを銘打って走らせて、非常に一世風靡を

してというようなこともありました。宗谷線も類

いまれなる大自然があるわけですので、それらお

いしいものもそろっているので、そういった形で

観光列車を運行させるというのもすごく有効なこ

とになるのかなというふうにも考えております。

特に観光立国の戦略で新たなＪＲ支援をというよ

うな形で新聞記事でも掲載されておりますので、

そこら辺も含めて今回の風っこそうや号を一つの

踏み台として新たな展開へ持っていっていただけ

るような方向に考えていただけるとありがたいの

かなというふうに考えております。宗谷本線の活

性に関しては、恐らく利便性の向上というような

ことも必要になってくると思います。この辺に関

しては、別な機会にまた質問をさせていただきた

いなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いいたします。

サイクル関係の問題でございますけれども、次

のほうに入ります。結構台湾からのお客様という

のがサイクルツーリズムというのに非常に関心が

あるようで、台湾、名寄市も友好関係がございま

す。台湾では、自転車雑誌では北海道の特集が大

変組まれているというような話も聞いております。

北海道のサイクリングというのが大変に人気が上

昇しているという状況の中で、それらのインバウ

ンドのお客様をきちんと取り込むためにもまずは

この市民レベルで乗って歩ける名寄市内のサイク

リングロードの短いものから長いものまでいろん

なバリエーションの提示というものが必要になっ

てくるのかなと思います。その辺に関して今後ど

ういうふうに進めていこうとされているのかあわ

せてお考えをお聞かせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） インバウンドの

サイクルツーリズムに向けてまずは市民レベルで

というところでございます。先ほどの答弁でお答

え申しましたけれども、本市では９キロメートル

から３０キロメートルまでの５本のルートを設定

したサイクリングマップもつくっております。ま

た、レンタサイクルについては市民の方が使うと

いうことではないかもしれませんが、道内の方で

ＪＲでお越しになった方などが多く借りられてい

ることも聞いております。また、インバウンドに

向けては、まだ台湾については交流事業から進め

ているところでございますけれども、今後インバ

ウンドというものを冬の観光だけではなく、夏に

も通年で続けていくためには大事なところだと思

っております。台湾の方々もサイクルツーリズム

で来ていただくためにはまず受け入れ環境も整備

していかなければいけないと思っております。先

ほどの三浦議員の答弁でもさせていただきました
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けれども、インバウンドの受け入れ環境の整備と

いいますものがまだ当市としては十分ではないと

ころもありますので、そこも含めてこれから検討

してまいりたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） ただいまサイクルツー

リズムというところでお話が出ましたが、サイク

ルツーリズムそのものを聞いておりますと、別の

見方、観光の面からでなくて、あるいはスポーツ

コミッションでやるべき、そういう事業という側

面もあります。議員御指摘のとおり、まず市民の

皆さんが自転車に乗ってみて、ここ本当に走りや

すいのかなということをまず感じていただくのも

一つ大事なことかと思います。私も何年か前まで

ちょっと自転車乗っておりましたので、中身につ

いては、道については多少知っておりますけれど

も、平たんで走りやすいのは間違いないので、本

当に気軽に乗っていただける周辺整備、特に道道

あたりは交通量も少ないと言ったらあれですけれ

ども、今室長のほうからルートの説明もありまし

た。ここＰＲも含めてちょっと取り組みについて

は進めなければならない課題かなと思っておりま

す。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 副市長からも御答弁い

ただきました。自転車ってすごく最近やはり脚光

を浴びておりまして、御高齢の方から女性の方ま

で多くの方が愛好されているという乗り物であり

ます。そこで、通行帯ですとか、あるいはトンネ

ル内の照明の増設とか、その他サイクリングコー

スに合わせた形での集落への入り口の案内看板で

すとか駅の案内看板、あるいは休憩スポットの設

置だとか、そういったことに関してどう考えてい

るのかお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 道路環境につきまして

は、それぞれ関係機関との御相談になるかと思い

ますので、進みぐあいに関しますと若干おくれぎ

みになるかなと思いますが、やはり一番この環境

で必要なのは休憩場所ですとか、いざというとき

のエードステーションですとか、特にパンクした

ときすぐどうするかだとか、そういった面につい

ては工夫のしようがあると思うのです。そういっ

たすぐできるところからでも進めるのが一番の近

道ではないかなと思っております。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） うちに来られるお客様

もかなり自転車でのツーリングの方が非常に多う

ございまして、それで名寄市内を結構走っている

とどこに行ったらどんな情報が得られて、どこへ

行けばどういうようなものがあってというような

のは恐らく今よろーなが主体となって、観光協会

に行けばほぼほぼそういった情報というのが得ら

れるのかなというふうに思っているのですけれど

も、そういった流れの中で公共交通機関とのミッ

クスという形で輪行される方というのも非常に多

うございます。その中で公共交通機関との連絡ス

テーションとしてもよろーなの存在ってすごく大

きくなるのかなというふうに考えております。あ

るいは、ずっと日本一周、自転車で旅をしている

ような方々が中継をするステーションとしてもよ

ろーなの存在って大きくなるのかなと思うのです

けれども、サイクルラックですとかコインロッカ

ー、あるいはトイレというのはよろーなにきれい

なものが設置されているのですけれども、これに

加えて更衣室ですとかコインシャワールームなど

がもしあるとすれば非常に便利だなという話を結

構聞きます。こういったことに関して、公共交通

機関と組み合わせた旅をされている方に対する輪

行という形に特化した中で考えたときにそれらの

ことというのは今後考えていく余地があるのかど

うなのかをちょっとお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 例えばコインシャワー

ルームですとか、そういう設備になりますと当然

物理的な取り合いの問題もございますので、この
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場での明確な回答はできないと思いますけれども、

さまざまな形で輪行をサポートするという手法は、

例えばよくサイクルツーリズムでは何かグルメを

食べに行って帰ってくるですとか、そういうポイ

ント、ポイントがあると思います。そのあたり民

間の事業者の皆様ともいろんな形で御踏査させて

いただきながらバックアップできるような、これ

も一つの手法かと思います。よろーなについては、

現状では少し物理的に取り合いは難しいのかなと

考えてもおりますけれども、改めて指定管理して

いる観光協会とも若干相談はさせていただきたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） それらに関しまして、

含めて１つまた御要望させていただきたいのです

けれども、結構聞かれるのが名寄駅の２番、３番

ホームへのエレベーターの設置とか、そういうの

というのは高齢者の側からも出ていますし、自転

車輪行の方からも出ておりますので、これは次の

機会にでもまたあわせて質問させていただくこと

にしようかなというふうに考えておりますので、

その辺もちょっとお含みおきをいただければとい

うふうに思っております。

次の項目に入ります。弥生公園のお話なのです

けれども、今もって東側の林縁部に林地残材がそ

のまま山積みに放置をされているという状況があ

るのですけれども、西側のほうは片づいて、割と

きれいにはなっているのですが、東側の部分に関

しての林縁部の林地残材の回収について、その辺

どう考えているかお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 済みません。ち

ょっと質問のときに私聞き漏らして、答弁漏れし

ていたかもしれません。現地の状況等々、一部残

っている場所があるというふうにお聞きをしてご

ざいまして、担当も含めて現地改めて確認などさ

せていただいて、適正な形になるようちょっと努

力してみたいと思っています。ただ、すぐ、きょ

う、あすとかということでないかもしれませんし、

来シーズンまたきれいな形で桜をごらんいただけ

るようなことで心がけたいというふうに思ってお

りますので、御理解賜ればと思ってございます。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） ぜひ早急にその辺も片

づけお願いしたいなと思います。

あと、伐根を下げるというのもぜひやっていた

だきたい。結構冬場に切って、フェラーバンチャ

ーか何かで多分伐倒されているので、かなり伐根

が高いという状況もありますので、伐根下げなん

かもするともう少し見ばえがよくなるのかなとい

うふうに思っております。

それと、桜の木に関しても昔から自生されてい

る木はかなり年数が、樹齢がたっておりまして、

中が空洞化していたりとか、あるいは太い枝が折

れていたりとかというような木があると思うので

すけれども、その辺に関してぜひ樹木医への診断

を仰ぎながら寿命を延ばしたり、活力を上げてい

くという手だてが必要ではないかというふうに考

えておりますので、その辺をぜひよろしくお願い

したいなと思いますが、いかがお考えですか。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 貴重な御提言い

ただいているかと思ってございます。なかなか私

ども通常弥生公園初め多くの公園、整備、行って

は伐根、伐採等もさせていただいて、おおむね危

険だとか傷んでいるなということで切ってしまう

というのが通常の形でございまして、なかなか専

門医までのというのは今までちょっと事例等々も

恐らくないけれども、基本的には桜は大事にして

いきたいという気持ちの中での今回一連の対応で

ございますので、今回についても少し研究させて

いただきたいなと思ってございますので、御理解

いただきたいと思っています。

〇議長（東 千春議員） 富岡議員。

〇１番（富岡達彦議員） 樹木医、結構いろいろ

と下川なんかでも取り組まれている方がいらっし
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ゃったりとか、この地域にも多分いると思います

ので、ぜひぜひそういった形で診断を仰ぎながら

桜の木の寿命を延ばしていっていただきたいとい

うふうに考えております。弥生公園のみならず、

望湖台の自然公園ですとか日進湖の自然公園、あ

るいは砺波のえんれい公園、智恵文のヒブナ公園

などなど郊外の公園というものをいま一度見直し

ていただいて、名寄市民が憩える場所、そういっ

たものをもう一回きちんと利用促進を願えるよう

な形にしていただければいいなというふうに思っ

ておりますので、その辺観光振興もひっくるめた

中でぜひともブラッシュアップをしていっていた

だくことをお願いして、きょうの質問とさせてい

ただきます。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で富岡達彦議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ３時０４分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 倉 澤 宏

署名議員 遠 藤 隆 男
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開議 令和元年９月２０日（金曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 報告第５号 平成３０年度決算に基づ

く健全化判断比率の報告について

報告第６号 平成３０年度決算に基づ

く資金不足比率の報告について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 報告第５号 平成３０年度決算に基づ

く健全化判断比率の報告について

報告第６号 平成３０年度決算に基づ

く資金不足比率の報告について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

９番 清 水 一 夫 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

地域包括ケアシステムと健康寿命の延伸につい

て外１件を、高橋伸典議員。

〇１３番（高橋伸典議員） おはようございます。

議長の御指名をいただきましたので、通告順に従

いまして、質問をしてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

大きい項目１つ目、地域包括ケアシステムと健

康寿命の延伸についてを質問いたします。第７期

高齢者保健医療福祉計画・介護保険事業計画では、

高齢者が可能な限り住みなれた地域で自分らしい

暮らしを最後まで続けることができるようにさま

ざまな取り組みを推進していく上で、地域包括ケ

アシステムの深化、推進が重要であると言われて

おります。地域の実態や状況に応じて、高齢者へ

の支援や介護予防などにより高齢者が生きがいを

持って生涯生活できる地域の実現を目指すことと

しておりますが、具体的に地域包括ケアシステム

を構築するための一つとして、ＩＣＴによる医療

と介護の連携により医療機関、介護事業所などが

より素早く、効果的かつ効率的な連携ができ、地

域包括ケアシステムの構築がより一層進むことに

より、高齢者施策の推進につながると言われてお

ります。ＩＣＴによる医療と介護の連携の構築に

向けた今後の取り組みと今後の課題について理事

者の御見解をお願い申し上げます。

地域の介護予防教室に介護予防のためリハビリ

専門職、理学療法士と作業療法士を派遣して、高

齢者になっても自立支援に資する取り組みを推進

し、介護が必要にならず、健康を維持できるよう

に地域リハビリテーションの活動支援事業の取り

組みを進めておりますが、現状と取り組みの状況、

課題について理事者の御見解をお願い申し上げま

す。

町内会での自主的介護予防である元気会、老人

クラブに対する介護予防教室を中心に高齢者の健

康づくりを進めているところでありますが、体操

など運動を初め、栄養摂取の知識の普及、口腔機

能向上と口腔ケアの知識など、町内会での自主的

介護予防の元気会や老人会で開催しておりますが、

フレイル予防の現状の取り組みと課題について理

事者の御見解をお願いを申し上げます。

一般介護予防事業の地域介護予防活動事業とし

て、年齢や心身の状況によって高齢者を分け隔て

なく誰でも参加できる名寄市通いの場の事業の現

状と課題についての理事者の御見解をお願いを申

し上げます。

認知症を初期段階で把握し、医療や介護につな

げ、重症化を予防するために、認知症になっても

住みなれた地域で暮らし続けられるよう支援でき

る目的で専門医、医療、介護の専門職がチームと

なり、認知症初期集中支援チームが昨年結成され

ております。現状と取り組みについて、また課題

について理事者の御見解をお願い申し上げます。

名寄には認知症の症状がある可能性がある方が

約 ０００名おられると言われております。２０

２５年には ７００名になると言われております。

名寄市で徘徊高齢者ＳＯＳネットワークには徘徊

ＳＯＳ登録者４８名の方がおられると言われてお

ります。サポート体制を含め、現状の課題につい

て理事者の御見解をお願い申し上げます。

大きい項目２つ目、高齢者の安全運転支援と高

令和元年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号
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齢者の移動手段の確保についてをお尋ねをいたし

ます。東京都池袋で８７歳の高齢者が運転する車

が暴走し、母子２人が亡くなった事故以来高齢者

の事故が続いております。近年交通事故の発生件

数は減少傾向にありますが、７５歳以上の高齢運

転者の死亡事故の割合は高まっており、単純ミス

による事故も目立ってきております。

警視庁は、昨年末時点で約５６３万人いる７５

歳以上の運転免許証の保有者が２０２２年には１

００万人ふえ、６６３万人になるという推計を出

されております。こうした状況を踏まえ、国は１

７年施行の改正道路交通法で７５歳以上の免許保

持者は、違反時や免許更新時には認知症機能検査

を受けることを義務づけられましたが、今や高齢

運転者の安全対策等々及び安全運転支援の取り組

みが待ったなしの課題であります。

また、過疎地域の課題は、いまだ生活の足、買

い物の足、医療の足として欠かせない車の社会が

現実を帯び、高齢者の多くがその現実のため車を

放せない状況にあります。地域における移動手段

の確保の重要性は喫緊の課題になっております。

その意味で地域交通ネットワークの充実について、

また安全運転装置の支援の負担の行政の取り組み

についての理事者の御見解をお願い申し上げ、壇

上の質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） おは

ようございます。高橋議員から大項目２点にわた

り御質問がございました。大項目１は私から、大

項目２のうち小項目１は総務部長から、小項目２

につきましては市民部長からそれぞれ答弁となり

ますので、よろしくお願いいたします。

大項目１、地域包括ケアシステムと健康寿命の

延伸について、小項目１、ＩＣＴについてお答え

をいたします。市民が高齢になっても可能な限り

住みなれたこの地域で自分らしい暮らしを人生の

最終段階まで続けるためには、医療と介護などの

連携による支援がとても重要となっております。

これまでも医療と介護など関係する担当者が各種

会議や日常のケアにおいて個々の状態に応じた適

切なサービスについて検討しながら、身体機能の

維持向上に努めてきております。その支援をさら

に効率的、効果的に行うために情報通信技術、い

わゆるＩＣＴを導入しての取り組みが全国的に進

んでおります。このことから、名寄市においても

ＩＣＴを活用した地域包括ケアシステムの構築を

目指し、検討を進めているところでございます。

現在目指しておりますシステムの仕組みとしま

しては、患者や利用者からの同意のもと市内医療

機関や調剤薬局、介護サービス事業者等が有する

カルテやレセプト、ケアプラン等の情報を患者や

利用者ごとに管理し、医師、薬剤師、ケアマネー

ジャー、介護福祉士等がその情報をお互いに閲覧

できるというものでございます。ただし、職種に

より閲覧する情報の制限をするとともに、セキュ

リティーにも十分注意しながらシステムを構築し

ていきたいと考えております。

システムの構築に当たりましては、既に稼働し

ております医療連携システムのポラリスネットワ

ークの医療データを利用することについて検討し

ておりますが、現在ポラリスネットワークの通信

高度化を図る準備が進められており、その動向を

見据えながらＩＣＴの構築を図っていきたいと考

えております。

今後の進め方としましては、医療と介護双方の

閲覧可能なデータの確定、基幹病院を初めとする

医療機関や介護事業所へシステムの連携に関する

説明を行い、ＩＣＴシステムへの参加を呼びかけ

ながら、システムの構築を図っていくこととなり

ます。持続可能なシステムにするためには多くの

医療機関や介護事業所などの担当者からさまざま

な意見を聞きながら、医療、介護ともに活用でき

るシステムの構築が必要となっております。また、

システムの構築、運用に当たりましては、専門性

が高く、担当する職員のスキルが求められること
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から、十分な準備と体制づくりが必要であると考

えております。

次に、小項目２、地域リハビリテーション活動

支援事業の現状の取り組み状況についてお答えい

たします。地域リハビリテーション活動支援事業

は、介護保険法の地域支援事業、介護予防・日常

生活支援総合事業、一般介護予防事業の一つに位

置づけられておりまして、介護予防の取り組みを

効果的かつ効率的に実施するよう努めるものとさ

れています。実施に際しましては、リハビリテー

ションに関する専門的知見を有する者が高齢者の

有する能力を評価し、改善の可能性を助言するな

ど、地域包括支援センターと連携しながら、通所

系サービス、訪問系サービス、地域ケア会議、サ

ービス担当者会議、住民主体の通いの場などの介

護予防の取り組みを総合的に支援することとされ

ております。

名寄市を含む５市町村では、平成９年度より名

寄地区機能訓練事業として人件費や旅費などを負

担し、名寄市立総合病院の理学療法士等を構成す

る市町村へ派遣する事業を実施しております。こ

の事業では、名寄市への派遣回数が２０６回とな

っており、そのうち１７０回を地域リハビリテー

ション活動支援事業に割り当てられております。

平成３０年度実績としましては、住民への介護予

防に関する技術的助言として、町内会や老人クラ

ブ等において開催しております介護予防教室へリ

ハビリ専門職を派遣し、介護予防の講話や体操の

指導を計１０回、延べ１２０人を対象に実施をい

たしました。また、要支援状態、要介護状態の高

齢者宅に対しましては、地域包括支援センター職

員や居宅介護支援事業所のケアマネージャーと同

行して訪問し、自宅で行うリハビリトレーニング

の評価や指導、身体機能の評価、住宅改修や福祉

用具選定などのアドバイスなど計５２回、延べ７

０人に対して実施をいたしました。さらに、総合

事業や介護サービスを実施している事業所や施設

の介護職員等に対しましては、介護予防に関する

技術的助言として、在宅での助言と同様にリハビ

リトレーニングの評価や指導、身体機能の評価、

それに加えて移動や移乗の介助方法や転倒防止の

方法などの助言を９施設へ計５９回、延べ５８２

人に対し実施をいたしました。そのほか地域ケア

会議やケアマネージャーの業務として開催が義務

づけられておりますサービス担当者会議にリハビ

リ専門職が参加し、ケアマネジメント支援など９

回にわたり指導、助言をいただいております。

今後の課題といたしましては、町内会や老人ク

ラブ等で開催をする介護予防教室などでは、リハ

ビリ専門職をより多く派遣し、介護予防の取り組

みを実施する必要があると考えております。しか

し、名寄地区機能訓練事業では、構成市町村でリ

ハビリ専門職の派遣回数と派遣日の割り当てが決

まっており、介護予防教室や高齢者宅への同行訪

問の回数をふやすことが難しい状況にあります。

また、介護サービス事業所や施設への派遣では、

本年度は１１施設８０回を予定をしておりまして、

今後も派遣希望が多くなっていくことが予想され、

派遣希望に対する調整が難しくなっていくことも

課題であると考えております。このことから、名

寄地区機能訓練事業推進協議会などにおいて課題

解決に向けた検討をしていく必要があると考えて

おります。

続きまして、小項目３、フレイル予防の取り組

みについてお答えいたします。昨年度の取り組み

では、８月２４日に広く一般にフレイル予防の普

及啓発をするために、国立長寿医療研究センター

フレイル予防医学室、佐竹紹介室長による「フレ

イルを予防する生活」と題した介護予防講演会を

開催をいたしました。その後、１０月にワンクー

ル計４回にわたりまして、実践的にフレイル予防

の生活ができるよう市内歯科医や市立大学栄養学

科と共同して楽食講座を開催をいたしました。講

座では、参加者一人一人の口腔機能のチェック、

体力測定や食事摂取量のチェックなどの結果をも

とに、ふだんの生活におけるフレイル予防のアド
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バイスを受けるなど、参加者は自覚できなかった

機能低下に気づくなどみずから介護予防に取り組

むきっかけとなったと大変好評でございました。

その他食事のとり方の重要性や運動、外出等に関

したフレイル予防の講話、生活機能改善機器を使

用した運動機能や口腔機能のプログラムを実践す

るなどの内容で、フレイル予防の介護予防教室を

町内会や老人クラブなどで開催をしてまいりまし

た。今年度におきましても町内会や老人クラブな

どと連携し、実施しております介護予防教室にお

いてもフレイル予防を取り組んでいるところでご

ざいます。

また、フレイル予防の講座につきましては、現

在企画中ですけれども、市民の皆さんがフレイル

予防に関心を持ち、みずから予防に取り組むきっ

かけとなるような講座を考えております。

課題といたしましては、高齢者の介護予防事業

を担当している地域包括支援センターに管理栄養

士が配置されていないため、高齢者へ個別の栄養

指導が実施できないことが挙げられます。また、

健康保険法の一部改正に伴いまして、来年度から

市町村には国保の保健事業、後期高齢者の保健事

業、地域支援事業の介護予防事業の一体的実施を

求められております。名寄市では、実施に向けま

して国保、後期高齢医療制度担当課、保健センタ

ー、地域包括支援センターによる検討を開始した

ところでございます。今後国のガイドライン等が

発出される予定で、短い期間での準備作業になる

ことが予想されますが、市民にとって住みなれた

この地域で元気に住み続けられるように庁内での

横断的な検討を進めてまいります。

小項目４、名寄市通いの場事業についてお答え

いたします。通いの場事業は、一般介護予防事業

の一環として平成２９年度より開始し、現在まで

旭東北区町内会１カ所での実施となっております。

当市の通いの場事業は、買い物支援を付随した事

業とし、旭東北区町内会では開始以降継続して実

施をされております。事業を利用している高齢者

からは、買い物に連れていってくれるのが本当に

助かる、ほかの町内会に住む友人からはうらやま

しがられるといった利用者の声が聞かれておりま

す。

通いの場を実施するに当たっての課題としては、

事業に協力できる担い手の不足や実施場所を確保

するのが難しい、年間４０回程度の開催をするこ

とが困難であるなどが挙げられております。その

課題解決に向けて担い手の発掘、実施できる会場

の確保や立ち上げなどの支援も含めて、ことし３

月に配置をいたしました生活支援コーディネータ

ーの協力を得ながら、通いの場をふやしていきた

いと考えております。また、通いの場の事業の内

容の見直しも必要であると考えており、利用しや

すい事業の再構築に努めてまいります。

次に、小項目５、認知症対策について、初めに

認知症初期集中支援チームの現状の取り組み状況

と課題についてお答えをいたします。当市では、

平成３０年度より認知症初期集中支援推進事業を

開始し、できる限り住みなれた地域のよい環境で

暮らし続けるために、認知症の人やその家族に早

期にかかわる認知症初期集中支援チームを配置し、

早期診断、早期対応に向けた支援体制を構築して

おります。支援チームは、名寄市立総合病院心療

内科、精神科の医師１名、作業療法士１名、地域

包括支援センター保健師１名で構成しており、認

知症の相談があったケースで認知症の本人や家族

が拒む場合や認識がないなどの理由で医療サービ

スや介護サービスを利用していない、また中断し

ている場合に相談があってから早期に継続的な医

療サービスや介護サービスの利用に至るまでの支

援、認知症の重症度に応じた助言、体を整えるケ

ア、生活環境等の改善などの支援を行っておりま

す。

平成３０年度の実績は、支援チームが対応した

ケースは２名で、訪問回数は延べ６回、最終的に

は２名とも介護施設へ入所したことにより、支援

チームの対応は終結しております。今年度につき
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ましては、現在のところ１名のケースを対応をし

ているところでございます。

課題としましては、ひとり暮らしで人と接する

ことが少ない方は認知症の初期段階で発見し、早

期治療につなげていくことが難しい状況にありま

す。このことから、今後も地域での見守りや地域

からの情報提供、医療、介護に従事する関係者の

連携、講演会や広報などを通しての啓発活動など、

早期発見、早期対応に向けた取り組みを進めてま

いります。

続きまして、名寄市徘徊高齢者ＳＯＳネットワ

ーク事業の現状と課題についてお答えいたします。

平成２０年度から名寄市徘徊高齢者ＳＯＳネット

ワーク事業を開始し、認知症の方のうち自宅や施

設から単独で外出をしたり、徘回するなどして帰

宅できず、行方不明になる可能性のある方を事前

に登録し、早期に発見できる仕組みの構築、運用

を行っております。平成２８年度時点での登録者

数は４８名でございましたが、その後年々増加し、

現在は７２名になっております。登録者７２名の

うち特別養護老人ホームや認知症対応型グループ

ホームなどの入所者は３６名となっており、施設

から外出をして行方不明になった場合でも早期に

発見できる体制をとっております。

本事業では、認知症の方が行方不明になった場

合、家族から警察署へ通報、その後警察から高齢

者支援課に情報提供が入り、捜索協力を行います。

警察署からの情報提供後、直ちに健康福祉部内で

捜索協力体制をつくり、市内を捜索したり、コン

ビニエンスストアや交通機関、その他事業への協

力事業者へ捜索協力を依頼するなど、早急な対応

を行っております。

また、本事業では、年１回徘徊高齢者ＳＯＳネ

ットワーク事業捜索模擬訓練を町内会に御協力を

いただいて実施をしており、昨年は北新区町内会

で実施、今年度は豊栄区町内会の御協力のもと、

１０月５日に実施をする予定となっております。

徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事業は、事前に

登録されていない認知症の方が未帰宅による捜索

になると、写真など本人の情報が少なく捜査協力

の開始がおくれるため、行方不明になる可能性の

ある認知症の方は、できるだけ早くに事前登録す

ることが重要であります。また、行方不明になっ

た場合、早期に発見するためには家族が速やかに

警察に通報することがとても重要となっておりま

す。今後におきましても認知症の方を支える家族

への助言や地域の方にも御協力をいただきながら、

支援体制を整えてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 私からは、大項目２、

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保について、

小項目１、地域交通ネットワークの充実について

申し上げます。

本市では、今後の人口減少、高齢化社会の進行

を見据え、恒久的に地域の足を守るために公共交

通の指針となる名寄市地域公共交通網形成計画を

本年度策定したところです。この計画に記載され

ている公共交通カバー率については、公共交通で

カバーできる範囲を鉄道は駅から半径５００メー

トル以内、バスはバス停留所より半径３００メー

トル以内、デマンドバスはデマンドバスのエリア

内としたときにその範囲に含まれる居住地はどの

程度なのかを示すものであります。

平成２７年度の国勢調査時点での全人口の公共

交通ネットワークのカバー率は８ ５％となって

おり、６５歳以上の高齢者に着目した場合にあっ

ても公共交通ネットワークのカバー率は８ ９％

となっています。また、名寄市地域公共交通網形

成計画の策定に当たり実施した市民アンケート調

査では、市民がバスで行きたい場所に８５％は行

けると評価しているほか、自宅からバス停までの

距離及びバス停から目的地までの距離の満足度は

高い傾向にありました。このことから、議員から

御質問のありました地域交通ネットワークの充実

については、一定程度の市民の要求水準を満たし
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ているものと考えております。

しかしながら、公共交通でカバーできていない

公共交通空白地のエリアが農村部を中心に１ ５

％存在することから、本年度策定した名寄市地域

公共交通網形成計画に基づき公共交通空白地にお

ける地域の足の確保について、とりわけ高齢者に

とって望ましい移動手段や需要の規模などを含め

て、名寄市地域公共交通活性化協議会の専門部会

の場において議論を進めているところですので、

御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは、小項目２、

安全運転装置の支援についてお答えいたします。

高齢者の不適切な運転による重大な事故が続い

ており、報道を通して全国的に大きな問題となっ

ています。国の発表では、死亡事故の類型別比較

では、正面衝突など人対車両、追突などが全体の

約７割を占めており、正面衝突や追突などの死亡

事故は７５歳以上の年齢層で多くなる傾向が示さ

れております。また、死亡事故の人的要因として、

７５歳以上の高齢運転者は操作不適が最も多くな

っており、そのうちブレーキとアクセルの踏み間

違いによる死亡事故の割合は低いものの、７５歳

以上の運転者による踏み間違いの死亡事故件数は

それ未満の運転者の９倍以上となっていることか

ら、年齢が上がるほどブレーキとアクセルの踏み

間違いによる事故が死亡事故につながりやすくな

っていると示されております。

こうした操作ミスに対して自動車業界でも対応

が行われてきており、衝突被害軽減ブレーキなど

の先進安全技術でドライバーの安全運転を支援す

る車が登場しております。中には設置できる条件

はあるものの、後づけでできる機器も販売されて

おり、東京都などでは自動車に安全運転支援装置

を設置する高齢運転者への補助制度が設けられて

いると承知しております。しかしながら、これら

の技術は発展途上であり、自動車メーカーも衝突

被害軽減ブレーキなどの技術は交通事故の防止や

被害の軽減に役立ちますが、機能には限界がある

とされ、路面や気象条件などによっては作動しな

い場合があるので、まずはドライバーが安全運転

を心がけていくことが何よりも大切であると周知

されているところです。本市におきましても現段

階では交通安全意識の向上に向けた取り組みを重

点に進めていきたいと考えております。

また、関係機関や団体との連携により開催され

ています高齢者交通安全宣言大会や市民交通安全

運転者研修会においては、名寄警察署からドライ

ブレコーダーの事故映像も交えた交通講話をいた

だくなど、より事故の恐ろしさや悲惨さが伝わる

形で高齢者など幅広い市民に交通安全意識の向上

が図られております。今後も関係機関などと連携

した啓発の強化により、交通安全の意識向上を図

ってまいりますので、御理解をお願いいたします。

以上で私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ありがとうございま

した。再質問をさせていただたいと思います。

まず、地域包括ケアシステムと健康寿命の延伸

についてということで数点質問させていただきま

す。きのうの倉澤議員の答弁でも名寄は高齢率

１６９人いて現在３ ３５％、そして風連が ６

８０人いて４ ９３％という、もう本当にスピー

ドを上げて高齢化率が上がってきているような状

況であります。そこで、先ほど言いました医療と

介護の連携というのが大変重要で、先ほどＩＣＴ、

ポラリスネットワーク、今高度化に向けて進めら

れているということで、岡村部長、いつぐらいで

ポラリスの高度化が終了する予定なのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） まだ着

手前の段階でございますけれども、事業予定とし

ては年度内を予定しております。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 年度内にポラリスが
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高度化できるということで、この介護医療、また

その地域の各医療機関、介護施設、そして薬局等

々、地域包括ケアシステムが連携して、高齢者が

今どのような状態なのか、どういう薬を飲んでい

るのかという状況を見ながら介護サービスが続け

られると思うのですけれども、この体制を構築す

るために今現在どこまで話が進められているのか。

第７期の高齢者保健医療福祉計画ができて、この

ポラリスの話が出て、ポラリスはありましたから、

私はある程度進んでいるのかなという思いがした

のですけれども、それ以上の高度化をつくって、

精度を上げて市民の安全を守っていくという状況

の中でこのＩＣＴを進めていくという状況なので

すけれども、どれぐらい今現状進められているの

かお知らせをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） まず

最初に、ＩＣＴの部分で現在の進捗状況というこ

とで御質問をいただいております。先ほど答弁を

させていただきましたが、ＩＣＴ化につきまして

はもともとポラリスネットワークを活用して、シ

ステムを構築するということで考えておりました

けれども、今回高度化が進められるということで、

当初のシステムよりさらに高度化されるというこ

とで、それに基づいてこのシステムを構築をして

いくということで、もともとそれぞれ市内の医療

機関ですとか薬局だとか介護事業所と話を進めて

まいりましたが、またさらにそのシステムの内容

が少し変わってくるといいますか、高度化になり

ますので、改めて介護側が求めているデータ、医

療が出してほしいデータだとか、それぞれ今さら

にもう一度それぞれの参加機関に御説明をさせて

いただいて、一番いい形でシステム化できるよう

に今詰めているということで、現在その作業を進

めているという段階になっております。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） わかりました。ぜひ

早目にこのＩＣＴ進めていただいて、高齢者が安

心できる部分を構築していただきたいなというふ

うに思います。

続けてリハビリのほうは、ある程度活動がすご

く推進されているように感じます。でも、今通い

の場というのは旭東北区１カ所だと思うのですけ

れども、地域、町内会にもある程度出ているとい

うふうに思います。自宅に通うリハビリ、理学療

法士等々の方というのは、５２回、７０人の方に

行かれている。この方々というのは、介護３だと

か４だとか、そういう動けない方で自宅に通って

いるのでしょうか。また、名寄市立総合病院にお

られる理学療法士の方というのは何名おられて、

何名で活動されているのかお聞かせをいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） リハ

ビリの関係について御質問いただきました。自宅

のほうに指導等に行かれる例なのですけれども、

認定を受けていられる方もいらっしゃいますし、

これから例えば在宅で手すりだとかトイレの関係

だとか、いろいろ不自由になったときにどういう

ふうな形で今後在宅でそういったトレーニングし

ていくかというところも含めて、両方の方に対し

て相談あった場合にこちらのほうから派遣すべき

ということで、一緒に包括の職員を含めて同行し

て、そういう指導を行っているという状況になっ

ております。

それから、市立総合病院のほうから派遣いただ

いている先生なのですけれども、先ほど言いまし

たけれども、名寄市を含む５市町村で協議会を構

成しておりまして、それぞれ年間の割り当てが決

まっておりまして、そのリハビリの方が訪問なり、

事業等に参加するときにその内容に応じて作業療

法士さんだとかさまざまな職種の方に派遣してい

ただいているということで、市立総合病院の中で
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雇用されている先生方それぞれ順番なり、担当を

決めて派遣していただいているということで、特

に何人ということではなくて、市立総合病院に所

属されている先生にその都度内容に合わせて派遣

をいただいているというような状況でございます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ありがとうございま

す。

次に移りたいのですけれども、第７期の高齢者

保健医療福祉計画の中の皆さんからの御意見等が

集計されています。その中で、介護予防・日常生

活のニーズ調査の中で週に１回以上外出している、

また全く外出されていない方というのが７５歳か

ら７９歳までが２ ７％、８０から８４までが３

３％、８５から８９までが４ ２％、９０から

９４の方々でも半分の方々が週１回外出するかな、

ほとんど外出しない人も何十％もおられますから、

閉じこもりのリスクが相当高くなっているのかな

と。

先ほど認知症初期集中支援チームが２回と１回

しか行っていないという部分で、認知症になって

いなくても、ひとり暮らしの方々でしたら状況が

きっとわからないと思うのです。豊栄町内会でし

たら、ある程度福祉部、また役員の方がしっかり

していますから、週に何回かひとり暮らしの方々

のところに訪問して、元気ですかというふうにや

っていますけれども、その体制とられていない町

内会の方々というのは、どういう状況でチームと

しては進めておられるのかお聞かせいただきたい

のと、介護している方々への支援、家族、親戚が

いないために介護するために６０代の方が３６％

仕事をやめなければいけない。５０代の方が２

９％仕事をやめなければならない状況ですという

ふうに、７０歳の方々は自分の御主人でしたら奥

さんを介護しなければいけないのが１ ５％、５

人に１人が見なければいけない。８０代にしては

１ ２％ですから、１０人に１人はそうやって見

ているという状況なのです。この部分をしっかり

と役所も含め、地域も含め、そしてサポーターも

含め構築していかないと、地域包括ケアシステム

というのは完全にでき上がっていかないというふ

うに思うのですけれども、その状況を教えていた

だきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） ２点

再質問いただきました。最初のチームの関係です

けれども、初期集中支援チームにつきましては、

医療だとかそういうものにつなぐ前の段階のサポ

ートということで、例えばそのチームがかかわる

前にもう既にそういうものに、サービスに移行で

きる場合については、このチームにかかわらない

ということですので、全て認知症の初期の診断か

らずっとかかわってということではなくて、あく

までもそこにつながる前の部分のサポートという

ことで、実際には認知症になる方、先ほど議員言

われたように現在 ０００人ぐらいいて、将来的

に ７００、もっとふえていくだろうということ

で言われておりますけれども、実際には認知症に

なる方はふえておりますけれども、あくまでもこ

のチームにつきましては次のステップといいます

か、診断受けて、治療にいくまでのサポートとい

うことですので、意外と数が少ないということで

御報告させていただきましたが、そういう状況で、

そういうサービスにつながっている例のほうが多

いのかなというふうに考えています。

それと、町内会によっては、見守りそれぞれ大

変熱心にやっていただいているところもあれば、

ちょっと温度差があるということでございますけ

れども、地域包括支援センターにおきましても実

際にケアマネさんがついているだとか、支援を受

けている方については、それは安心だと思うので

すけれども、実際にそれを使われていない方、例

えば介護保険の使われていない方どうなっている

のだろうというところも含めて、そこは市のほう

でも押さえておりまして、逆にこちらのほうから
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訪問してどうでしょうかというようなことも、日

常業務の中でなかなか小まめには行けないのです

けれども、そういった対応も今させていただいて

いまして、実際にそれで困っていた、困っている

というか、どうしようかなという方もいらっしゃ

るということで、行政としてはそういう形で取り

組んでいるところでありますし、地域のほうから

例えば民生委員さんだとか地域の福祉委員さんだ

とか保健推進委員さんだとか、そういった方から

の情報もいただきながら、地域と連携しながらそ

ういう方ないように努めさせていただいておりま

す。

それから、介護による離職の方がふえていると

いうことで、名寄だけではなくて全国的にという

ことで、実際には本当に市内でも親の介護で仕事

をやめざるを得ないだとかという方をお聞きして

おりまして、今回この７期計画策定する中でもそ

れまでニーズ調査を行っていましたが、さらに介

護をされている方の調査もさせていただいて、議

員言われたとおりの回答をいただいております。

そういう方の掘り起こしも含めて、どうやったら

そういう介護されている方を支援していけるかと

いうところでは、先ほどの部分もありましたけれ

ども、それぞれ御本人からの相談もあったり、周

りからだとか、それからいろんな方々のかかわり

の中で離職まで至らないような形でのサポート、

例えばヘルパーさんの派遣も含めて、施設の入所

も検討しながら、そういった相談はさせていただ

いておりますので、今回こういうことでニーズ調

査をさせていただきましたが、掘り起こしをしな

がら、そういう離職にならないような形での取り

組みを進めていきたいと思いますし、行政だけで

はなくて地域も含めてお互いに連携しながら、そ

ういったことを対応していきたいというふうに考

えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。ひとり暮らしの方々というのはそういう状況

なので、名寄の職員はこの部分にかかわっている

方が多いので、そういうひとり暮らしの方しっか

りケアしていただきたいなというふうに思います。

その中で、在宅生活されている方で、親が認知

症になるだとか何かという部分で、認知症の介護

をしなければならないということで大変だという

思いをされる方が２ ８％おられるのです。そし

て、できれば大病院だけでなく、市立総合病院だ

けでなく、かかりつけ医でもこの認知症対策を進

めていただいて、対応できることを願っているの

が４ ６％おられました。私も数年前に砂川の市

立病院、または地域包括ケアを見させていただい

て、砂川はしっかり市立病院のかかりつけ医を含

めての連携をとって、その方が違う病気で行って

もそういう対応をされて、そして連絡が来るとい

う体制をとられておりました。名寄としては、こ

のかかりつけ医の体制というのを今後どのように

されるのか。もう現状進めていますよというのだ

ったらいいのですけれども、かかりつけ医の対応

というのはどういうふうに進めておられるのかを

教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 一般

的なかかりつけ医の部分については、詳細は私の

ほうでお答えできないのですけれども、認知症に

限りますと現在名寄市ではサポート医ということ

で２名いらっしゃいまして、そのうち１名が先ほ

ど言いましたチームの中に入っていただいており

ますけれども、さらに民間の医療機関のほうでも

サポート医の研修というのがありまして、そちら

を受講される予定になっておりまして、いわゆる

かかりつけ医的な部分ではこういった専門の知識

を学びたいという先生もいらっしゃいますので、

今後議員おっしゃられた部分につきましては、一

定程度市立総合病院以外でも市内の中でもそうい

うサポート医の研修を受けて、取得するという先
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生もいらっしゃいますので、広がっていくのかな

というふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） わかりました。この

事業は、大変重要かなというふうに思います。砂

川も歯科医の方も含めてこういうサポート医に、

先ほど言った研修受けて、認知症の対策でこうい

うふうな部分だろうという部分しか私わからない

のですけれども、こういう方をふやすということ

が大変重要かなと思います。あと５年後には７０

０人ふえて ７００人、その体制をやっぱり市立

総合病院のサポート医の方１人で診られるという

のも大変でしょうし、いろんな部分で広がりをつ

けていただきたいことをお願いしたいなというふ

うに思います。

続きまして、通いの場についてお伺いをさせて

いただきたいと思います。この第７期の高齢者保

健医療福祉計画では、２８年には１カ所というこ

とで旭東の地域が選ばれて、３１年には、ことし

ですけれども、３組ふえるような形で計画には書

かれておりました。ふえない状況をちょっと教え

ていただきたいかなというふうに思いますし、こ

こに厚生労働省の有識者会議での部分があります。

現状の生活習慣病対策だとか健康づくりは、医療

保険、運動機能向上など介護予防、介護保険で別

々の実施されているけれども、高齢者の多くは複

数疾患を持ち、年齢を重ねるほど身体能力低下や

社会的つながりの減少した複合的な課題を抱えて

います。その部分で公民館とかを拠点に体操やレ

クリエーションを行い、介護予防の通いの場で健

康相談など医療保険の保健事業を展開することが

想定されますと。また、介護予防教室、健康相談

を一緒に開催できることから、保健師が１カ所に

出向いている自治体もあらわれていると。１カ所

で複数のサービスが受けられることで、高齢者も

集まりやすいというふうに言われているのです。

そういう部分でこの名寄で、違う部分の事業があ

るからできないというのもわかるのですけれども、

この部分というのは介護されている方だけではな

く、一般の方々も含めての参加もできる事業なも

のですから、ぜひこの事業をふやしていただく、

または町内会の元気会等々もこれを含めた形で進

めるべきだというふうに思うのですけれども、そ

の状況をちょっと教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 通い

の場につきましては、先ほど答弁をさせていただ

きましたけれども、今のところ１カ所ということ

で、既に開始されているところにつきましては、

実際にその場に行きまして参加された高齢者の皆

さんの声を聞いたりだとか、非常に生き生きとし

ている姿を見て、本当にいい取り組みだなという

ふうに考えております。

先ほどの答弁の中で来年から介護予防と保健事

業の一体的な実施ということで国のほうで法律が

改正になりまして、実施しなさいということにな

っておりますので、この一体的実施の中には今現

在行っております通いの場を活用して実施すべき

というようなことも言われておりますので、この

中で介護予防だったり、フレイル予防も含めて、

それからもともと通いの場につきましては、議員

おっしゃられたとおり、高齢者だけではなくて地

域の子供でも結構ですし、どんな方でも一緒に集

うということで、多世代交流的な部分も考えとし

てはありましたので、現在高齢者のみになってお

りますけれども、その縛りはございませんので、

それは例えば町内会でやったとしても隣の町内会

の方が参加しても問題ないという事業でございま

すので、そういったことも含めて今後、先ほど答

弁をさせていただきましたが、内容の精査、それ

から事業の見直しといいますか、そこも今検討し

ておりますので、国の補助金が入っているという

ことでの縛りはございますけれども、そこも含め

てより使いやすい、またそれを支える方、ボラン



－142－

令和元年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号

ティアの方がいらっしゃらないとできないという

こともありますので、そこの育成も含めまして総

合的に事業を進めていきたいというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） わかりました。

今のお話では、一町内会でやらなくても、よそ

の町内会と組んでもいいというような状況で言わ

れたので、私は４０回必ず開催しなければいけな

いとなれば、連携した町内会でつくり上げてやっ

てもいいのかなというふうに思うのですけれども、

その辺をお聞かせいただきたいのと、答弁で生活

支援コーディネーターの方がこの事業を進めてい

くという部分ですけれども、生活支援コーディネ

ーターの方は名寄市に何名おられるのか教えてい

ただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 通い

の場につきましては、もともと町内単位よりもも

っと小さい単位での身近に家から歩いて１５分以

内とかというような形での小さいものを考えてい

たのですけれども、実際には取り組みをやるとす

ると町内会さんは施設も持っておりますので、実

施しやすいということで今町内会さんに１カ所実

施していただいておりますけれども、議員言われ

たとおり、そういう縛りはございませんので、そ

ういった連携の中で実施することも可能かと思い

ますし、問い合わせも来ておりますので、今ちょ

っと相談しているところもございますが、そうい

う取り組みを今後ふやしていきたいと思います。

それと、コーディネーター今現在１名おりまし

て、一応コーディネーターが町内会に入ったりだ

とか、先ほど言いましたけれども、いろんな会議

に参加していただいて、行政と地域をつなぐとい

う役割になっておりますので、行政とはまた連携

とりながら進めていく予定になっております。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） よろしくお願いしま

す。

また、最後に名寄市徘徊高齢者ＳＯＳネットワ

ーク事業で、本年度で７２名の方が登録をされて

いる。また、そのうち老人ホームに３６名入って

いるので、３６名の方が名寄市内におられること

になりますが、このＳＯＳネットワーク、豊栄町

内会も来月この訓練やらせていただきますけれど

も、もうちょっと家族を含め登録者ふやしたいと

いう部分を言われたのですけれども、その努力は

どうされているのか。

それと、ある方に、同級生で糖尿病を持ってお

られて、お母さんが八十何歳で認知症にかかって

いる方だったのです。そして、自分が病院に入院

しなければならない。お母さんは、そういう徘回

を１回やってしまって、なかなか徘回される認知

症の方は受け入れづらいという病院が多くて、結

局は旭川の病院に入院せざるを得なくなって、そ

れから今度どこに入院するか、回されるかわから

ないけれども、すごく不安なのだよねというお話

をお聞きしたのです。そういった部分で名寄で、

本当に可能な限り住みなれた場所で自分らしく生

きられる社会の構築のためにそういう病院の体制

も必要なのかなと私は思うのですけれども、現状

名寄ではそういう救急のときには何名の方が即時

対応される体制ができているのか。そういう人が

いたら、すぐ入れますよという体制になっている

のか。名寄には３６人しか枠がなくて、もう満杯

で入れませんという体制なのか、ちょっと教えて

いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 認知

症の方が入所されるグループホームとかの施設と

いうことでしょうか。今名寄市内には認知症対応

型グループホームというのが３施設ございまして、

４５床になっておりますけれども、現在満床とい

うことで、待機もそれぞれ十数名の方がいらっし
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ゃいます。７期計画の中で計画書のほうにも記載

されておりますけれども、１８床ふやすというこ

とでツーユニットを計画しておりまして、ただ、

今のところ手挙げされる事業者の方がいらっしゃ

らないということで、引き続き増設に向けて公募

等も含めて対応させていただいております。実際

に家族の方が入院されまして、認知症の方が残さ

れる場合につきましては、例えば市のほうに御相

談いただいた場合については病院のほうに確認し

て突如入院していただくとか、そういう対応は現

在させていただいておりますので、その方お一人

になってしまうということは今のところ現状では

ないというふうに考えておりますので、それぞれ

どうしても緊急性がある場合については、病院の

ほうにお願いしたりということは対応させていた

だいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

します。本当にこれだけ高齢化率がふえたら、そ

ういう方がどんどん、どんどんふえてくると思い

ますので、体制と強化をお願いいたします。

時間もないので、中村総務部長との対話はちょ

っと短くなってしまいますけれども、先ほどの交

通ネットワーク、駅から５００メーター、バスで

あれば３００メーターあって、満足度が８ ５％

というお話をされていました。きっと私前この公

共交通のもので地図で５００メーターの丸をつけ

たら、ある程度つながりはしましたけれども、３

００メーターだったらほとんどつながらないのか

なという部分が多くなってしまうのかな。満足度

的には私は名寄市内はいいと思うのですけれども、

もうちょっとカバー率をふやすだとか、高齢化に

なって、高齢者が先ほど言ったように安全対策で

免許をもし戻したいとなっても、公共交通が不便

であればなかなか先ほど言ったように買い物、病

院、いろんな部分で難しい部分があるのかなとい

う部分になります。そういった部分で公共交通と

いうのは大事かなというふうに思いますし、私よ

りも詰める方が一番最後でこの公共交通だとかい

ろんな部分で言っていただけるので、私は薄くし

ますけれども、この公共交通は高齢者の足です。

しっかりとした体制をつくっていただくのと１

５％の方が不便を感じているという部分の体制も

しっかりつくり上げていただきたいなというふう

に思います。

ピヤシリに行くお風呂、スキーはただなのです。

私は、それだけ満足度がない公共交通なら、高齢

者の方々は無料にしたほうがいいかなと。そんな

に数乗りません。中村さん、どうでしょうか。私

はこのことを言って、答弁を聞いて終了いたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 温泉の関係で公共交

通というふうなことでお話を伺いましたけれども、

基本的には公共交通の分野でないかなというふう

に思っていまして、山崎議員のほうからも風連地

区の住民の皆さんが温泉のほうにというふうなお

話もありまして、答弁のほうも今後そういうこと

も検討も必要ではないかという答弁だったかなと

いうふうに記憶しておりまして、その辺は公共交

通の中でということではなくて、それぞれ担当の

ほうで協議をすることになるかというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

子供たちの未来のために外３件を、高野美枝子

議員。

〇１２番（高野美枝子議員） ただいま議長より

指名をいただきましたので、通告順に従い、質問

をさせていただきます。

大項目１、子供たちの未来のために、小項目１、

子供の医療費の無料化に向けてについて質問いた

します。近隣市町村では、医療費を一部無料化す

るところが増加してきております。市民の皆様、

特にお子様をお持ちの家庭からの強い要望をいた
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だいているところでございます。子供の医療費の

無料化に向けた考え方についてお聞きいたします。

小項目２、子どもの権利条例制定に向けて質問

いたします。今までにも何度か質問させていただ

いていますが、名寄市ではなかなか条例が制定さ

れていません。子ども・子育てについては、名寄

市子ども・子育て支援事業計画など非常に有効な

取り組みをしているところでございますが、少子

化する今現在虐待やひきこもりなど多くの課題を

抱えている子供一人一人を大切にするために、社

会の財産である子どもの権利条例が必要であると

考えます。子どもの権利条例に対する考え方につ

いてお聞きいたします。

小項目３、通学路の安全対策について御質問い

たします。通学路の安全対策については、各機関

や団体から毎年毎回同じような要望がなされてい

るところですが、なかなか進まない、改善されな

い状況です。特に最近は南地区の小学生がふえ、

その小学生を避けながら中学生の自転車通学の様

子を見ていますと、早急に横断歩道や信号機の設

置を検討しなければ事故につながるのではないか

と危惧するところでございます。通学路の安全対

策についてお聞きいたします。

次に、大項目２、市民の財産である公園や街路

樹などの管理について、小項目１、街路樹の管理

について質問いたします。街路樹が死んでしまう

ような剪定の仕方をしているとの御意見をいただ

きました。剪定基準、また樹木の選び方、これか

ら進みます枯れ葉の処理の方法についてお聞きい

たします。

小項目２、除草剤の安全性について質問いたし

ます。近年人体に有害な除草剤がマスコミなどで

取り上げられ、がんになるなど人体に大きな影響

を与えるとの報道もあります。公園を利用してい

る若いお母さん方から除草剤について心配を寄せ

られました。名寄市で使用している除草剤には危

険なものがないかお聞きいたします。

小項目３、句碑の管理について質問いたします。

先月思い出深い石碑を探しにふうれん望湖台を訪

れた方にお会いいたしました。探していた句碑は、

横になってササやぶの中にありました。石碑や句

碑の管理は大変ですが、つくった当時を懐かしく

思い訪れる方もいらっしゃいます。管理について

お知らせください。

小項目４、案内板や案内標識について質問いた

します。道路や公園などの案内標識については、

順次新しいものに取りかえてきていると思います

が、その場所や大きさ、更新時期などについてど

のような基準になっているのかお聞きいたします。

また、初めて訪れる地域の公園や観光地など訪問

する場合、案内板や標識が大変重要です。行って

みたくなるような案内板や標識を設置することに

より、観光客の増加も考えられるところです。案

内板や案内標識についてお聞きいたします。

大項目３、防災について、小項目１、地域コミ

ュニティーとの関係について質問いたします。こ

の間何度か防災については質問をさせていただき

ました。計画や対策、要支援者との良好な関係性

を持っているのは、町内会組織や隣近所がいかに

日ごろから機能しているのかということが非常に

重要であると思います。少子高齢化する町内会、

若い方は日中仕事に行っていない中で災害が起こ

った場合の対策に対応できるのは、地域コミュニ

ティーの力以外にはないと思われます。自主防災

組織の見直しなども考慮し、防災に耐え得る強い

地域の力を育むことが今求められていると考えま

す。その対策についてお聞きいたします。

小項目２、避難所のプライバシーの確保につい

て質問いたします。災害時、自分は大丈夫と考え、

避難所に行かない方が多い反面、若い女性や小さ

なお子様をお持ちの家庭では、いよいよ危なくな

らないと避難所には行けないとおっしゃいます。

ほかの方に迷惑をかけると心配され、敷居が高い

とのことでした。授乳や女性の着がえの場所を備

えた避難所もあります。名寄市の現状をお知らせ

ください。
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小項目３、ラジオの放送が届かない地域につい

て質問いたします。市内にはいまだラジオの放送

が届かない地域があるとお聞きしています。また、

災害時の広報については、各家庭の窓が閉められ

ている状況で、情報が各家庭に届かないとの御意

見もいただいています。対策についてお聞きいた

します。

次に、大項目４、名寄市立大学の将来展望につ

いて、小項目１、時代の変化に対応した大学経営

について質問いたします。旭川市が公立大学設置

に向けて準備を進めています。旭川市から毎年３

０名前後の学生が名寄市立大学に入学しており、

その影響は非常に大きいものと考えます。対策に

ついてお聞きいたします。

小項目２、大学院に対する考え方について。大

学院の計画があるとお聞きいたしました。見通し

についてお聞きいたします。

小項目３、市民を巻き込んだ学びの場について

質問いたします。市内では、学びたい大学の卒業

生や看護師さん、保育士さん、介護士さん、市民

の声をお聞きしています。市民を巻き込んだ市民

が学べる名寄市立大学であることが大切です。一

人でも多くの方に大学の存在意義を知ってもらう

ことが大切です。また、その中心となっているコ

ミュニティケア教育研究センターの意義とこの間

の成果についてもあわせてお聞かせください。

小項目４、学生アルバイトについてお聞きいた

します。名寄市立大学では、学生アルバイトが非

常に多いとお聞きしております。職業教育の一環

として、働くことは学生のためにもなると思いま

すが、一部では大学の学習に影響がある場合も考

えられる雇用主の方もいらっしゃるというふうに

お聞きしたところです。どのような状況であるか、

またその対策についてお聞きいたします。

以上、この場からの発言といたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま高野議

員から大項目で４点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１のうち小項目１及び２は私から、

小項目３は市民部長から、大項目２は建設水道部

長から、大項目３は総務部長から、大項目４は大

学事務局長からの答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

大項目１の子供たちの未来のためにについてお

答えいたします。初めに、小項目１の子供の医療

費の無料化については、これまでも定例会におい

て御質問をいただいており、子ども・子育て支援

事業計画に関するアンケート調査など市民ニーズ

の把握に努め、どの子育て支援を優先して充実さ

せていくか検討していくこととしております。

アンケートの結果につきましては、未就学児の

世帯では子供の遊び場の充実、就労環境の整備、

保育や放課後児童クラブ等のサービスの充実を求

められている家庭が多く、小学生の世帯では子供

の遊びの充実、就労環境の整備、医療費の助成拡

大を求められている世帯が多い状況にあります。

未就学児、小学生ともに遊び場の確保を求める声

が多く、次いで就労環境の整備が多く求められて

きております。医療費の助成拡大につきましては、

未就学児の世帯は既に全額助成を実施しているこ

とから要望は少ない状況ですが、小学生の世帯で

は通院の助成拡大を実施していないことから、近

隣市町村と同様に拡大を求める声が多い状況にあ

ります。

子ども・子育てにかかわる予算については、こ

れまでも小児科医療の充実、各学校での特別支援

教育学習支援員の拡充など、子供の医療費助成拡

大に限らず、名寄市ならではの支援を拡充してき

ております。子供の医療費助成拡大につきまして

は、これまでも総合計画第２次の中期計画の策定

や市長ローリング、当初予算査定時などにおいて

も協議をしてきております。今年度においても子

ども・子育ての支援の充実や少子化対策に向けて

市民ニーズの把握に努め、子供たちが明るく元気

に安心して成長ができる環境を整えていくため、

限られた予算を有効に活用するとともに、持続可
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能な制度を構築していきたいと考えておりますの

で、御理解をお願いいたします。

次に、小項目２の子どもの権利条例の制定につ

いてお答えいたします。子どもの権利条約が定め

ている生きる権利、育つ権利、守られる権利、参

加する権利の４つの権利を尊重し、実践するため

に、名寄市では名寄市子ども・子育て支援事業計

画において子供の権利が尊重される名寄として、

子供たちが安心して生きるための支援、虐待や犯

罪から守られる支援、平等で自分らしく育つ支援、

意見発表や参加するための支援の４本の支援を柱

とし、地域活動や学校、幼児教育、保育施設など

と連携し、子供たちを見守りながら計画を推進し

てきているところであります。

児童虐待においては、全国的に相談対応件数が

年々増加している状況にある中、国において児童

虐待防止対策体制総合強化プランが策定され、名

寄市においても本年４月から子ども家庭総合支援

拠点事業を開始し、保健センター、教育委員会、

基幹相談支援センター事業ぽっけなどとこれまで

以上に連携を図り、虐待や不登校を初め家庭での

困っていることなど、子供と家庭を支援する取り

組みを充実させてきております。

名寄市においては、条例の制定は実施しており

ませんが、引き続き子どもの権利条約の理念に基

づく子ども・子育て支援事業計画を策定し、この

計画に基づき子供の権利が尊重されるための啓発

活動を図り、住民理解を深めることにより地域全

体の認識のもと全ての子供の権利を擁護し、子供

が健やかに生まれ育ち、安心して子育てができる

よう支援の充実に努めてまいります。そのために

も条例があるなしにかかわらず、条約に定めてい

る精神に基づき、個別の計画を実施していくこと

が重要だと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは、小項目の

３、通学路の安全対策についてお答えいたします。

本市においては、登下校の児童の安全を守るた

め、各小学校で設置する安心会議で登下校の見守

りを行っているほか、各学校の安心会議や関係機

関の取り組みなどについて情報共有を図ることを

目的とし、安全安心円卓会議を開催し、児童生徒

の生活状況の報告、あるいは不審者情報やいじめ

の問題などの課題なども含め情報交換を行い、各

学校の安心会議の取り組みに生かしていただいて

いるところです。

通学路の交通安全の観点では、交通安全教育指

導員による街頭での見守りや幼児や児童を対象と

した交通安全教室を実施するほか、昨年７月に文

科省、国土交通省、警察庁の連名で発出された通

学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な

取り組みの推進に基づきまして、教育委員会を事

務局として設置した名寄市通学路安全推進会議に

おいて各関係部署と連携をしながら、安全対策に

取り組んでいるところです。

横断歩道や信号機などの交通安全施設の設置に

つきましては、公安委員会にて決定されるところ

であり、窓口となる名寄警察署に対して要望をし

てきております。直近では、平成３０年１月２４

日付で名寄警察署に対し、要望としまして市内１

９カ所について提出しております。徳田地区に関

する要望としましては、１点目としまして８号と

徳田１６線交差点に信号機の設置、２点目としま

して国道４０号と徳田１６線交差点に信号機の設

置、３点目としましてみなみっこ橋すぐ横の道路

への横断歩道の設置、これらにつきましては本年

７月に公安委員会よりいずれも現地調査を実施し

た結果、横断場所指定等に必要な条件を満たして

いるとは認められず困難との回答がございました

ので、御理解をお願いいたします。

以上で私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 続きまして、私

からは大項目の２、市民の財産である公園や街路
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樹等の管理についてを答弁申し上げます。

まずは、小項目１の街路樹の管理についてでご

ざいます。本市が管理する街路樹は、緑による潤

いのある生活環境の向上を目的とし、主に街路事

業等の道路事業とあわせて整備をしており、事業

を計画する段階において整備する路線に隣接する

町内会との協議の上、樹種の選定を行ってきてお

ります。現在では、中高木約 ０００本、低木約

０００本を整備をしてまいりました。

街路樹の剪定については、毎年委託業務として

発注しており、３年から４年に１度の周期で剪定

を実施しております。また、道路標識や道路照明

の支障となるものは、適宜直営などにより対応し

ており、電線にかかるような場合については安全

面を考慮し、管理者に依頼して剪定していただい

ております。剪定方法についてですが、街路樹は

大きくなることにより強風や雪の重み、また枯れ

たことによる倒木等において大変危険になります。

そのため張り出した枝を切ることとしております

が、一部の樹木においては芯どめを行うことによ

り樹木が大きくなるのを抑制し、安全を確保して

まいりました。

これからの時期の課題となる枯れ葉の処理につ

きましては、車道部は本市で処理を行い、歩道部

につきましてはスイーパー車が走行できないこと

から、町内会に御協力をいただき、配付したボラ

ンティア袋に収集後本市で回収させていただいて

おります。今後も引き続き町内会と本市が連携を

図りながら、対応してまいりたいと考えておりま

す。

次に、小項目２、除草剤の安全性についてです。

本市が管理している街区公園の草刈りは、毎年公

園愛護事業として町内会の協力により景観を維持

していただいております。基本的には月に１回、

人力によります刈り払い機の使用により草刈りを

していただいており、除草剤を使用しての処理は

行っておりませんが、公園入り口部などの機械で

草を刈り取りにくい箇所については、少量の除草

剤を使用している公園もございます。使用してい

る除草剤は、通常市販されている除草剤で、人体

に影響を及ぼすものではなく、また毒物及び劇物

に該当しないものでございます。今後も除草剤の

使用については、しっかりと注意事項を厳守し、

周囲に配慮しながら作業を行っていただくよう周

知徹底に努めてまいりますので、御理解願います。

小項目の３、句碑の管理についてでございます。

ふうれん望湖台自然公園に設置してある句碑につ

きましては、昭和６２年に当時の風連町文化協会

がふうれん出逢いの森事業として有志を募り、昭

和６３年、同自然公園内に５９基の句碑を設置し、

長く訪れる人の目を楽しませてきましたが、設置

から３０年以上経過し、それぞれ経年による傾き

や樹木の成長により視認が困難なものも出てきて

おります。同協会からは、今後の維持管理等につ

いて移設も含め相談いただき、これまでも協議を

させていただいておりますが、改めて協議の場を

待ち、同協会の意向を尊重し、御理解をいただき

ながら今後の方向性を決定していきたいと考えて

おります。

小項目４、案内板や案内標識についてでござい

ます。案内標識は、目的地や通過地への方向や距

離など経路案内の情報を提供する青い標識と主要

地点や観光施設など沿道案内の情報を提供する白

色の標識との２種類の区分があり、正しく車両や

人を誘導するための大切な役割を果たすものであ

ると認識しております。近年では、平成２７年度

に社会資本整備総合交付金を活用し、道立サンピ

ラーパークや駅前交流プラザよろーな、市立天文

台きたすばる、ＥＮ―ＲＡＹホールなどの施設整

備により現状の車両交通と既存の案内標識の配置

に乖離が生じたことから、関係部署と協議の上、

新たに４基の標識の設置と既存の標識２基の改修

を実施してきたところです。

案内標識の設置場所については、各目的地まで

の車両交通量の分散や通行時間の短縮等を考慮し、

国道や道道、市道では東８号通や１７線道路など
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の主要幹線に主に配置をしております。標識の大

きさについては、板のサイズにさまざまな規格が

あることから、明示する内容に合った大きさのサ

イズを選定し、設置をしてございます。

今後につきましても新たな公共施設の建設など、

案内標識設置の必要性が生じた場合は、道路の構

造や交通の状況を検討の上、関係部署と協議の上、

対応してまいりたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 私から大項目３、防

災についてお答えいたします。

初めに、小項目１、地域コミュニティーとの関

係についてとして、自主防災組織の設立や組織の

活性化の対策について申し上げます。自主防災組

織につきましては、住民一人一人がみずからの命

を守ることと自分たちの地域は自分たちで守ると

いう考え方に立って、自主的に防災活動を行う組

織となります。災害時には自助、公助とともに地

域の自主防災組織などの助け合う共助の仕組みの

構築が重要となります。議員のお話にあったとお

り、コミュニティー機能は災害だけでなく、犯罪

の防止や福祉、教育、環境等のさまざまな問題解

決への役割を果たすものと考えておりますので、

自主防災組織の組織化や活性化についても地域社

会とのつながりや結びつきが重要と考えています。

現在自主防災組織の組織率については、３割に

満たない状況となっておりますので、組織化に向

けて防災訓練や防災セミナー、出前講座、町内会

連合会の総会や広報など、さまざまな機会に自主

防災組織で活用できる補助金とあわせて周知して

おります。前段にも申し上げましたが、自主防災

組織はあくまでも自主的な防災組織の活動となり

ますので、今後とも組織化に向けた支援等につい

て取り組んでまいります。

次に、小項目２、避難所でのプライバシーの確

保についてですが、避難所運営につきましては、

基本的には学校の体育館などの大きなスペースを

皆さんで活用していただくこととなります。プラ

イベートスペースの確保としては、教室などの個

室のスペースがありますので、必要に応じて更衣

室や授乳室としての活用も可能となります。また、

インフルエンザやノロウイルスなどの感染症の病

気等にかかっている方などは、他の避難者への感

染予防のためにも病気の症状に応じて別室での避

難生活が想定されます。避難所の個室の数にもよ

りますが、個室が必要な場合には優先されるもの

から順次活用していくこととなりますので、御理

解お願いいたします。

また、大規模災害では多くの方々が体育館のよ

うな大きなスペースで寝泊まりしていただくこと

となります。段ボールの仕切りなども備蓄はして

おりますが、体育館でのプライベートスペースの

確保は現状では難しいと考えております。災害の

種類や規模にもよりますが、避難所運営について

は極力快適な空間となるよう状況に応じて臨機応

変に対応できるように努めてまいります。

次に、小項目３、ラジオの放送が届かない地域

についての対策についてお答えいたします。現在

エフエムなよろの放送については、年２回受信状

況を調査していただいており、電波の弱い地域や

受信できない地域が存在しているとの報告を受け

ております。ラジオや携帯電話には電波の弱い地

域もありますし、広報車は屋内では聞きづらいな

どの欠点もありますが、災害時の情報伝達につき

ましてはラジオだけではなく、テレビや携帯電話、

スマートフォンへの緊急速報メール、ホームペー

ジやフェイスブックなどのインターネットの活用

や広報車での周知など、あらゆる手段を活用した

情報を発信いたします。災害時におきましては、

これらの情報伝達手段の活用できるものから広く

情報を収集していただき、命を守る行動につなげ

ていただきたいと思います。

以上、答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 続きまして、
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大項目４、名寄市立大学の将来展望について、初

めに小項目１、時代の変化に対応した大学経営に

ついて申し上げます。

御案内のとおり、旭川市長は、本年４月に旭川

大学の公立化方針を表明しました。旭川大学及び

短期大学部の学科構成は、本学と類似しており、

その公立化は１８歳人口の減少で学生確保が難し

くなる中、旭川市の有利な都市環境の条件を踏ま

えると、学生確保のほか教員確保においても本学

への影響は多大なものがあると危惧しております。

この公立化への対策については、公立化の時期な

ど詳細が不透明な中、現状では本学の教育力のさ

らなる向上が最も重要であり、学生確保につなが

るものと考えております。

本学の現状の教育力をあらわす指標として、看

護師、保健師、社会福祉士などの国家試験合格率

がありますが、ほぼ全国の新卒合格率を上回って

おり、旭川大学と比較しても本学がすぐれており

ます。また、本学の退学率は１％と低く、正規就

職率は９７％と高い数値となっております。これ

らの数値は、本学に入学したほとんどの学生が本

学における４年間の学習によりまして入学時に目

指した資格をしっかりと取得し、卒業後はさまざ

まな企業、団体に正規職員として就職し、ケアの

専門職として活躍していることを示しております。

本学としては、今後もこれらを維持向上できるよ

う開学時の理念である保健医療福祉の連携と協働、

少人数教育の実践、地域社会の教育的活用と地域

貢献に基づきまして、学生ファーストを全教職員

で共有して教育力のさらなる向上に努めるととも

に、まだ検討を始めたばかりですが、大学院の開

設や教育研究環境の整備などの取り組みを進め、

加えて独自の給付型奨学金や海外語学研修への助

成など、さまざまな学生支援の施策をしっかりと

高校生やその保護者にＰＲしながら、学生確保に

努めてまいります。

本学を取り巻く環境は、年々厳しさを増してお

りますが、１０年後、２０年後も小さくてもきら

りと光る大学であり続けるために今後も努力して

まいりますので、御理解と御協力をお願いします。

次に、小項目２、大学院に対する考え方につい

て申し上げます。本学では、平成２９年２月に今

後１０年間の計画的な運営指針とする名寄市立大

学の将来構想を作成しました。この構想におきま

して本学の専門教育の充実と発展の視点から、保

健医療福祉の高度化、専門化並びに地域社会のケ

アニーズの増大に対応し得る実践活動の理論的基

盤を担える人材、さらに大学教員として寄与でき

る人材を育成するために大学院の設置を検討する

こととし、その検討は令和２年度から行うことと

していましたが、今般本学を取り巻く環境の動き

と専門教育の充実強化の観点から、１年前倒しで

検討を始めることとしました。

大学院の設置に当たっては、開設前々年度の３

月に文部科学省への認可申請を行う手続になって

おりまして、２０２２年度開設を目標とした場合、

２０２１年３月に申請を行うと、そういったスケ

ジュールになります。現在学内では大学院の設置

に向けた検討を進めるに当たって、全体での意見

交換を行った段階であります。今後本学に大学院

を置く意義、目的のほか、学生確保や教員確保、

さらに運営財源と収支計画等についてしっかりと

検討を進めていくことにしておりますので、御理

解願います。

次に、小項目３、市民を巻き込んだ学びの場に

ついてお答えします。本学では、社会人などを対

象とした講習会、研修会など多様なリカレント教

育の推進を将来構想に掲げ、本学の有する知的財

産を活用したケア専門職等の継続教育やスキルア

ップを目的とするセミナーや研修会を行っており

ます。資格取得に関する講習会としては、夏休み

期間を利用して北海道教育委員会が主催する教育

職員免許法認定講習を指導大学として行っており、

今年度は市内の小中学校教員や幼稚園教員を含め

８５人が受講し、特別支援学校教諭免許状の取得

に必要な単位を修得しております。また、３月に
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は公益社団法人北海道私立幼稚園協会との共同実

施により、幼稚園教員免許状更新講習を開催し、

本市及び近郊の幼稚園教諭の方々が受講しました。

さらに、各学科を中心とした看護セミナー、こど

もセミナーなどの開催、加えて市内事業所等から

の依頼により研修等の企画立案における指導、助

言、講師等の紹介など専門職の継続教育の支援も

行っております。

次に、コミュニティケア教育研究センターの意

義と成果についてですが、本センターは平成２８

年の設置から４年目を迎え、この間地域と大学と

の橋渡し拠点として、教育、研究、地域交流を活

動の３本柱に掲げ、さまざまな事業に取り組んで

まいりました。

センター事業の評価と検証は、将来構想の前期

実施計画で今年度行うこととしており、現在学内

で作業中ですが、センター設置前の平成２７年度

と設置３年目の平成３０年度を研修会や公開講座

等の実績で比較すると、２７年度は事業数９、延

べ参加者数４２４人に対し、３０年度は事業数２

５、参加者数 ５１３人と事業数で ８倍、参加

者数では ９倍となっております。今後も地域交

流の窓口としてセンター活動を充実させてまいり

ますので、御理解と御協力をお願いいたします。

次に、小項目４、学生アルバイトについて申し

上げます。本学学生のアルバイトにつきましては、

平成２９年度に大学が行った学生生活実態調査に

おいて約９０％の学生がアルバイトの経験がある

と回答しており、ほとんどの学生がアルバイトを

行っている現状にあります。本学では、学内で定

めた基準に基づき、雇用主から提出されたアルバ

イトの求人票を学内に一定期間掲示し、学生に求

人情報を提供しておりますが、近年は学生アルバ

イトをめぐっていわゆるブラックバイトが全国的

にも問題となっており、学生の労働条件や学業へ

の影響なども懸念されるところです。この対策と

して、本学では毎年４月に実施している新入生ガ

イダンスや在学生ガイダンスの場においてアルバ

イトをする上での注意事項の説明やアルバイト先

とのトラブル防止についての指導を行っているほ

か、学内に厚生労働省が発行するリーフレットを

掲示するなどして、アルバイトの労働条件に関す

る啓発も実施しております。

また、学内において学科教員、学生委員会、保

健福祉センター及び事務局学生課など全学的な相

談支援体制を構築しており、アルバイト先でのト

ラブルを含めて、修学や健康面、生活面など学生

が抱えるさまざまな課題に対応しております。今

後とも学生が安心して学生生活が送ることができ

るよう学内のサポート体制の充実を進めるととも

に、必要に応じて関係機関と連携し、トラブルや

犯罪被害の未然防止に努めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 丁寧な説明をいた

だきました。再質問させていただきます。

まず、子供の医療費の無料化についてでござい

ますけれども、札幌市ではことしから小学２年生

までの無料化に向けて取り組んでいるところなの

ですけれども、小学生全部というふうには申しま

せんので、順次１年生、２年生と拡大していくと

いうお考えはないのかお尋ねいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 医療費無料化に

向けて段階的な制度の拡充という御質問でござい

ますけれども、答弁でも申し上げましたとおり、

これまでも話ししていますけれども、子育て支援

に対してどのような政策するかということで、何

を優先していくかというところで、財源が必要に

なってきますので、今議員が言われたように段階

的な拡充というのも一つの手法としてはあるかと

いうふうに思います。一方で御承知のとおりハー

ド面で学校や保育所などは耐震化になっていない

状況の中で、これは子供たちが毎日行く施設とし

て、安心、安全に生活できる、学べる、そういっ

たことが優先されるということもありますので、
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そういったことも含めてさまざまな状況を考慮し

ながら、子ども・子育ての支援策については検討

していきたいというふうに思っていますけれども、

言われていました医療費の拡大、段階的な拡充に

ついてもこれまでも検討してきていますし、今後

もそれも含めて検討していきたいというふうに考

えておりますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 今までは、国庫負

担金でペナルティーもあったところなのですけれ

ども、そこもなくなるというふうにお聞きしてお

りまして、少しでも小さい子供をお持ちのお母さ

ん、家庭のために医療費の無料化ということで、

本当に市民の方からは再三要望があるところで私

も質問させていただいております。そのことにつ

いて、小学校も本当に高学年になるとそんなに病

気をしなくなるのですけれども、やはり小学校入

る前、今無料化の部分になっていますけれども、

それと１年生、２年生ぐらいが一番病院に行かな

くてはいけない時期であるというふうに考えると

ころなのですけれども、今御答弁いただきました

けれども、市民の要望が非常に強いということに

関して、ほかのところで取り組みをなさっている

と今御答弁いただいたところですけれども、この

間ずっと市民の方から隣の士別市だとか旭川市だ

とか、市町村は随分進んでいるところなのです。

そこからいらしていただいて、どうして名寄はこ

ういうふうになっているのだということで言われ

ますものですから、そこのところ無料化もしてい

ますし、病院も充実していますし、本当にいろん

なところで名寄市は子ども・子育てに取り組んで

いるのだということは説明しているところなので

すけれども、どうもここのところがすとんと落ち

ていかない市民というか、お金がかかる、医療費

がかかる、高いですから、やはり子供といっても。

そして、子供が２人、３人となると３人目だけで

もというような、そのようなこともあるのですけ

れども、そのことについては、３人目とか２人目

とか、そういうことも考えられないのかお聞きい

たします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 令和２年度に向

けての市長ローリングの中で、こども未来課につ

いては８月にも実施をしてきています。その中で

は、言われたように２子目、３子目の対応の場合

はどうだという状況も含めて検討してきています

し、昨年の当初予算の中では小学校３年生まで担

当としては上げましたけれども、財源確保ができ

ないということで保留になりましたけれども、担

当としてもいろんな拡大策導入できないかどうか

も含めて検討しているということで御理解をいた

だければというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） そういうことで進

んでいるのだということは理解いたしましたので、

次に子どもの権利条例制定について再質問させて

いただきます。

今名寄市子ども・子育て支援事業計画が進んで

いるところで、その中で十分にこの条約のことを

盛り込んでいただける、施策の体系のところの６

番で子供の権利が尊重される名寄ということでい

ただいているところでございますので、このこと

をしっかりとやっていただき、子供たちのために

安心して生きる、犯罪から守られる、平等で自分

らしく育つ、意見や参加する、やはり参加すると

いうことが大切であると思いますし、自分を大切

にして、小さい子供にも権利があるのだというこ

とを子供自身が知ることが非常に重要であるとい

うふうに思いますので、計画の中に盛り込んでい

ただいているということでございますけれども、

さらに重点的に、こういう虐待だとか不登校だと

かいろんな子供の人権が守られないような状況に

なっているものですから、その点確認させていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 議員から言われ
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ましたとおり、子どもの権利条約にされています

４つの権利につきましては、今ありました子ども

・子育て支援事業計画の中で、一つ一つ項目を起

こしながら計画をつくっております。何カ所か私

読みましたけれども、子どもの権利条約に基づい

てこうやって項目をそれぞれやっているというの

はまだ探していないのですけれども、そういう面

では名寄市においてはしっかりそこを踏まえて、

その計画がつくられているというふうに認識をし

ているところであります。当然項目を起こしてい

ますから、それぞれ具体的に何をするかというと

ころも、これは子供に関係する教育委員会だった

り、幼児施設に関係する施設と協議をしながらや

ること、それぞれの取り組みも含めて検証しなが

ら来年度に向けて策定しますから、その辺もさら

により充実をさせていきながら、そして当然市民

への啓発も含めてこの計画をしっかり実行できる

ように、そういった取り組みも考えながら進めて

まいりたいというふうに思いますので、御理解を

お願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 次に、通学路の安

全対策について、公安委員会でちゃんと報告をい

ただいているところですけれども、やっぱり地域

の方にとっては非常に不安だということで、これ

も何回も何回も言われているところで、ずっとこ

ういう回答であるというふうに思うのですけれど

も、士別市で最近信号機がついたところは死亡事

故が起きたところなのです。死亡事故が起きるま

で無理なのかという思いもありながら、指導員の

方をふやしていただくとか、地域でできるところ

は安全会議だとかそういうところで重点的に、事

故が起きてからではやはり遅いので、しっかりと

対策をとっていただけるように配慮していただき

たいと思いますけれども、地域の方の御意見とい

うのは強いものがあると思うのですけれども、そ

の辺どのように捉えているかお聞きいたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 信号機ですとか横断

歩道、また道路標識などの交通安全施設の整備に

つきましては、先ほどの答弁の中でも申し上げま

したように北海道公安委員会のほうで決定するよ

うになるのですが、決定に至る過程としましては

道路の構造ですとか交通量、また安全施設の整備

状況、先ほどちょっと出ていましたが、交通事故

の状況、こういったものを勘案して決定されるこ

ととなっております。これまでなかなか整備され

ていない状況が続いているという部分は、議員の

おっしゃるとおりなのですけれども、子供たちを

守るために通学路の安全確保を図っていきたいと

いう思いは市も全く同じでございますので、今後

も引き続き地域の声として、また名寄市としても

要望を上げてまいりたいと考えておりますので、

御理解をいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 同じ思いで私もし

っかりと地域の方たちと話し合いながら安全に向

けて、また冬の除雪の問題もありますけれども、

またそのときに発言させていただきたいと思いま

す。

少子化時代を迎えまして、子供たちは本当に名

寄市の宝であるというふうに思います。この宝で

ある子供たちを私たち一人一人が最大限の支援を

して、この地域全体で見守り、育てることがやは

り必要だというふうに思います。ここで育ててよ

かった、育ってよかったと思われる名寄市である

ために、今後とも議論を重ねていきたいと思いま

す。

次に、市民の財産である公園や街路樹の管理に

ついて質問いたします。街路樹の管理ということ

で、お叱りを受ける場面が非常に多くて、行政と

すれば美観ということを優先するわけにはなかな

かいかないのかなというふうにも考えるのですけ

れども、とにかくあの切り方は何だ、あの公園は

何だということが最近多く聞かれるところなので

すけれども、そこら辺は担当部としてどのような
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捉えているのかお聞きいたします。

〇議長（東 千春議員） 天野建設水道部長。

〇建設水道部長（天野信二君） 大変市民の皆様

の声を受けとめていただいて、御苦労をおかけし

ているのだなと改めて思ってございます。街路樹、

当然道路整備とあわせて整備をさせて、できた当

初というのは地先の方も含めて、本当に緑が潤い

を与えるという形で大変よろしいことなのですけ

れども、どうしても年数等々がたちますと成長す

るだとか落ち葉の問題だとか、また場合によって

は除雪の関係だとかもあって、大変御心配をかけ

る面もあるのですけれども、やはりまちのコンク

リートばかりではなく、道路沿いに緑があっての

市民の潤いのある生活という面では、その必要性

というのはどなたも御理解いただけるかと思って

います。

ただ、先ほど申し上げたように街路樹、おおよ

そ３０路線の超える形で、先ほど言ったように約

０００本を超える形での樹木を植えさせていた

だいて、種類も大変多種多様な形で、なかなか全

てを適時適切な管理というのはかなり厳しい条件

がございまして、先ほどの答弁で言わせていただ

きましたように数年単位で整備をさせていただく

形で、そういう面では時間差もたってしまいまし

て、統一的な美観を保つという面では厳しい面が

あるかと思っています。

また、当然あわせまして私ども道路管理者でご

ざいまして、冬場であると枝から雪が落ちて、近

くを走る車両に例えば雪が飛ぶだとか、枯れ木の

枝が落ちるだとかそういった心配面、私ども安全

上を最優先せざるを得ないという点がございます

ので、その観点に立っての対応でございますので、

美観を含めて１００点満点になることはないとは

思ってございますけれども、今後も引き続き鋭意

努力はさせていただきたいなと思ってございます

ので、御理解いただければと思っております。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 植えるときは小さ

いので、楽しみながら育てるのですけれども、大

きくなると、家庭でもそうですけれども、厄介な

ものになってしまうという、市でもそうなのかな

というふうに思って今お聞きしたところなのです

けれども、まちの中にはそういう木の専門家とか、

樹木医ときのうの質問の中にあったのですけれど

も、美観に詳しい方とか、町内会長さんを入れて

そういうお勉強をなさっている方もいらっしゃる

ので、一言、町内会長の声を聞いて伐採したとい

うお話も聞いているのですけれども、やはりそう

いうところでちょっと相談をしていただくとか、

そういう体制づくりをぜひしていただきたいなと

いうふうに思っています。

除草剤については了解いたしました。非常に敏

感になっておりますので、除草剤のことについて

は配慮していただきたいというふうに思います。

句碑については、名寄に、公園に、すばらしい

ところにうちの誰々さんがというふうに楽しみに

行ったところがササやぶの中で朽ち果てていたと

いう、そこのところの場面も私も一緒にいたもの

ですから、何とも言葉に出せないような、何か申

しわけないような気持ちになりました。いろいろ

な面で整備ということに関しては大変なことだと

いうふうに思いますけれども、心がけていただけ

るということの答弁いただきましたので、期待し

ております。

案内板や案内標識についても、観光客も名寄に

いらしたときには見るところでございますので、

観光客や外国の方も名寄はきれいなところだとい

うふうに、自然環境、句碑、あと街路樹、心がけ

てやっていただきたいというふうに思います。

次に、大項目の３、防災についてお尋ねいたし

ます。今ブラックアウトで、千葉県でまたこのよ

うなことが起きて、去年のブラックアウトを思い

出すところでございますけれども、名寄市１年た

ちましてその体制については、教訓として市民は

ポータブル石油ストーブを購入するとか、食品の

備蓄とか水とかそういうことに心がけているとこ
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ろですけれども、心配なのはやはり福祉施設だと

か学校の体制、ブラックアウトとか災害になった

ときに。その点については、十分に災害対策やブ

ラックアウト、電気が通らないとか休校になると

か、そういうことについてはおのおの努力してい

るというふうに思います。風連の庁舎で北海道新

聞に出たところでは配電盤ですか、そのことにつ

いて再度確認するというか、再度災害に備えるの

だということを新聞に書かれていたのですけれど

も、風連庁舎については災害時のブラックアウト

対策というのは大丈夫なのですよね。確認いたし

ます。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） ブラックアウト対策

が大丈夫かということで聞かれたのですけれども、

いわゆる庁舎の電源については、名寄庁舎のほう

は発電機ありますし、風連庁舎のほうも中型です

けれども、発電機３台ほどあります。現在発電機

あるのですけれども、電源通す際には発電機から

延長コードで電源をとっているということで、今

後できましたら配電盤などを配置をしながら、そ

れぞれ部署のほうで照明も含めてとれるような体

制は今後考えていきたいというふうに思っている

ところです。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） これから台風だと

か雪の時期になりますので、防災については特段

の御配慮をいただきたいというふうに思っており

ます。

大項目の４、名寄市立大学の将来展望について

でございますけれども、旭川で随分特別委員会も

つくりまして議論をしているところでございまし

て、名寄市立大学にも大変な影響があるのだとい

うふうな答弁であったかというふうに思います。

いろんな工夫をされて、大丈夫なように努めてい

るということでございます。

そしてまた、大学院に対する考え方についても

お知らせいただいたところでございますけれども、

財源とか開学時期だとか……財源ですね、開学時

期についてはお答えいただいております。あと、

教員の確保とかその点について、財政的にどうな

のかなというところが心配なところですけれども、

お答えいただいてよろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 教員確保で

すとか、まず財源の関係です。先ほども申し上げ

ましたけれども、今の段階では学内的には検討を

始めるというところがまずありまして、財源だと

かそこまでは至っていないのが現状です。まず、

決めなければならないのは、どんな大学院とする

か、理念ですとか意義ですとか、そういうのが大

前提になって、それからどういう教員が必要なの

かだとかそういう部分もありますし、大学院の教

員につきましてはいろいろ条件がありまして、な

かなか確保が難しいという部分もありますし、あ

と兼務にするのか、採用するのか、兼務にすれば

大学、今の学部の部分で兼務になりますので、採

用は要らないという形になるのですが、そうなっ

た場合は先生方の兼担した場合の業務がすごく忙

しいだとか、そういう部分もあります。まずは、

学内においてそういう部分を含めて議論をさせて

いただきながら、その中で財源につきましても検

討していきたいと思いますので、御理解いただき

たい。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） 大学院をつくるこ

とによって旭川大学と差をつけるのか、今ある状

況の中で大学院が必要なのかというところ、両方

なのでしょうけれども、非常に財源もかかるとこ

ろなので、慎重に進めてほしいというふうに思い

ますが、旭川市議会の一般質問の中で西川市長が

答弁している中で、名寄の市長とお会いして、道

北地域の高等教育が共存しながら発展していくこ

とができるようにしたいという思いを共有してい

るというふうな説明もあったところですけれども、

加藤市長としては旭川大学との関係についてどの
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ようにお考えかお知らせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） ３月の下旬だったと記憶

していますが、西川市長が直接市役所にお越しを

いただいて、４月に発表されましたけれども、旭

川大学をベースとした公立化に向けた検討を始め

るという発表をさせていただきたいと。ついては、

この大学ができることによって名寄市立大学に影

響が出ないようにしっかりと配慮をしていきたい

というお話を確かにいただきました。いただきま

したが、先ほど来お話が出ているようにほぼ学科

構成もかぶるということもありますので、では具

体的にどのような影響が出ないような対策をお持

ちなのかということを御質問しましたが、具体的

な返答は得られませんでしたので、私としては賛

同はしかねるし、できれば再考してほしいという

お話を西川市長にはさせていただいたところであ

りまして、共有という話は間違いで、そこは一方

的にそういう話はありましたが、そのようなお話

をさせていただいたということでありまして、こ

れでよろしいでしょうか。御理解いただければと

思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で高野美枝子議員

の質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０３分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

子供への虐待防止のための取り組みについて外

２件を、川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 通告順に従いまして、

大項目３点についてお伺いをしたいと思います。

大項目１点目、子供への虐待防止のための取り

組みについて伺います。またしても虐待と思われ

る痛ましい事件が相次いで起きてしまいました。

全国の児童相談所での児童虐待相談対応件数が昨

年の厚労省が出した数字で、平成２９年度分です

が、１３万 ７７８件となっています。虐待相談

の経路別では、家族から ８％、近隣、知人から

１ ７％、本人から ８％、福祉事務所から ７

％、警察から４ ４％となっています。そこで、

小項目４点にわたってお尋ねをしたいと思います。

１つ目、児童相談所との連携について伺います。

道北地域では、旭川市に児童相談所、稚内市にそ

の支所があるのみであります。名寄市での児童相

談所との連携はどのように行われているのかお聞

かせください。

２つ目、市の取り組みについて伺います。妊産

婦支援やこんにちは赤ちゃん事業、定期健診など

細やかな対応をしていただいていると承知をして

おります。そして、今年度からは、子ども家庭総

合支援拠点事業が取り組まれております。親子で

通える相談者がいる居場所、ひまわりらんど、ま

た親子関係、家族関係等を見抜く専門性の高い人

材の育成には名寄大学の協力を得られるかと思い

ます。今後の取り組みについてお考えを伺います。

また、転居先、転居元との連携、情報提供につい

てどのようにお考えか伺いたいと思います。

３つ目、市民としてできること。通報はもとよ

り地域での日ごろからのつながりを大切にしてい

きたいと考えていますが、市としてのお考えをお

聞かせください。

４つ目、子どもの権利条例制定に対する考えに

ついて伺います。行政も市民も一緒に子供の権利

について考えていきたいと思います。お考えをお

聞かせください。

大項目２点目、名寄市立大学のあり方にかかわ

って伺います。学科構成が類似する旭川大学の市

立化については、それぞれ大学の成り立ちが異な

っていると思っておりますが、少子化が進む中で

は考えていかなければならない課題と捉えていま

す。そこで、３点にわたって伺います。

１つ目、名寄市立大学のこれからについて。大

学院構想が学長から語られていました。大学院の
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問題では、先ほど意見交換が始まったばかりとい

う御答弁がありましたけれども、教員確保の問題

や院生の学費の問題等課題はあるかと思います。

その点についてお考えをお聞かせください。また、

名寄大学の特質として、教育力の高さを武器にと

報道では記載されていましたけれども、研究力の

向上についても求められているのではないかと考

えます。お考えをお聞かせください。

２つ目に、市民とのかかわりについて伺います。

積極的な住民票の登録を期待するところでありま

す。入学式時に出張窓口があって、手続が便利だ

ったとの学生の声がありました。今後の取り組み

についてもお知らせください。また、オープンキ

ャンパス、入学式や卒業式では保護者の方々もた

くさん参加していただいています。オープンキャ

ンパスでは、バスツアーで市内施設の案内などで

当市のＰＲをしていると聞いていますけれども、

ここでの市民との交流についてのお考えをお聞か

せいただきたいと思います。アルバイトや実習体

験などでの市民との交流、町内会との交流が進ん

でいます。研修会や大学祭など、学校行事に市民

が参加できるようになってはいますが、まだまだ

少ないように感じますが、進めるためのお考えを

お聞かせをいただきたいと思います。

３つ目に、環境整備について伺います。登校時

の交通安全対策についてどのようにお考えかお聞

かせをいただきたいと思います。また、グラウン

ド周囲の小道の活用についてもお考えをお聞かせ

ください。多くの学生がアルバイトをしながらの

学業に頑張っておられます。学生の働き方につい

ても悩みなどの相談事も多いのではないかと推測

いたします。学生のための相談室の状況はどのよ

うになっているのかお聞かせをいただきたいと思

います。

大項目３つ目、名寄東病院の今後について伺い

ます。現状についてであります。入院患者の減が

気になるところであります。稼働率では９割前後

が必要ではないかと考えますが、市立総合病院の

後方支援病院としての考え方について市の考えを

お聞かせをいただきたいと思います。

２つに、今後についてであります。開業医の進

出も進まない現状下で、ホームドクター的役割を

持つ病院として週３回の午後診療も行われ、喜ば

れています。しかし、交通の便、耐震化以前の建

物のための老朽化などの課題があります。名寄市

立地適正化計画にどのように反映されようとして

いるのかも含め、名寄東病院の今後についてお考

えをお聞かせをいただきたいと思います。

以上でこの場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま川村議

員から大項目で３点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１は私から、大項目２は大学事務局

長から、大項目３は病院事務部長からの答弁とな

りますので、よろしくお願いいたします。

大項目１、子供への虐待防止のための取り組み

について、小項目１の児童相談所との連携につい

て、小項目２の市の取り組みについて、小項目３

の市民としてできること、小項目４の子どもの権

利条例制定に対する考え方については、関連があ

りますので、一括して答弁させていただきます。

児童虐待においては、全国的に相談対応件数が増

加傾向にある中、国においては児童虐待防止対策

体制総合強化プランを策定し、各自治体でも対策

を講じてきているところでありますが、そういっ

た最中においても幼い命が奪われるなど、許すこ

とのできない痛ましい事件が絶えない状況が続い

ており、関係する機関の連携や対応の不十分さが

問題となっております。当市における管轄は、旭

川児童相談所となっており、平成２９年度の虐待

通告は、名寄市を含め５３８件との報告がありま

した。経路別では５ ５％が警察からの通告とな

っており、市町村からの通告は ４％程度で、全

国的傾向と同様となっております。市町村は、児

童相談所と同様に通告先となっているためであり、
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市町村から児童相談所への通告は送致として取り

扱っているため、件数が少なくなっているものと

思われます。相談内容としましては、心理的虐待

が６７％、身体的虐待が１５％、ネグレクトが１

６％となっており、心理的虐待が増加している傾

向にあります。

また、旭川児童相談所の管轄は、上川、留萌、

宗谷の３つの振興局で、広い面積と４０自治体を

カバーしている状況にあり、児童相談所と自治体

がこれまで以上に情報伝達、連携、指導、助言を

効率的、効果的に行う体制づくりの充実が重要と

なってきております。

名寄市における児童相談所との関係については、

これまでも虐待案件があった場合は逐一報告をし、

関連機関で構成している要保護児童対策地域協議

会のケース検討会議を開催し、児童相談所も交え

て対応の協議をしてまいりました。本年４月から

は、子ども家庭総合支援拠点事業を開始し、社会

福祉士資格を有する職員と保育士資格を有する支

援員を配置し、対応の強化を図り、育児に不安を

感じている家庭の相談や支援に対して保健センタ

ー、教育委員会、基幹相談支援センター事業ぽっ

け、市立総合病院などの関係機関が情報共有を図

り、家庭訪問を実施しながら、切れ目のない支援

体制を構築して対応してきております。また、児

童相談所で即時に対応できない場合においても、

児童相談所からの助言をいただきながら、きめ細

やかな対応を図り、関係機関で協議した内容を児

童相談所に報告し、連携に不備が生じないように

対応してきております。

名寄市の取り組みとしては、育児不安や子育て

の負担感から虐待に発展しないよう母子健康手帳

の交付申請時から相談支援を開始し、出産後も体

調や不安等がある産婦に対して助産師が自宅に訪

問し、心身のケアや育児サポート等の支援を実施

する産後ケア事業や生後４カ月までの赤ちゃんが

いる全家庭を訪問するこんにちは赤ちゃん訪問な

どを実施しております。さらに、子育て支援セン

ターやこども発達支援センターなどにおいては、

発達相談を随時受け付けており、困ったときに気

軽に相談できる窓口をできるだけ多く確保し、保

護者に寄り添った対応をしてきております。

専門性の高い人材の育成といたしましては、虐

待専門の職員の配置としてではありませんが、資

格を有する担当職員を配置し、要保護児童対策地

域協議会のケース検討会議において複数の関係機

関がかかわる中、それぞれの機関、担当者の情報

を共有し、虐待が疑われる情報や不審な情報がな

いか確認をとりながら、対応してきております。

転入転出等による自治体間の連携については、

保健センター間での情報連携、こども未来課など

の家庭児童相談員を配置している部署における情

報連携を実施することとしており、継続した見守

りができる体制を整えております。

昨年度実施した子ども・子育て支援事業計画に

関するアンケート調査では、虐待防止にかかわる

啓発活動の意味を込め、名寄市独自に児童虐待に

関する項目を設けております。児童虐待を見たり、

聞いたりした場合の通報先についての設問では、

児童相談所、学校、警察、市役所といった回答が

多くありましたが、通報しようと思わないとの回

答も若干ありました。地域での見守りの体制とし

ては、誤報の心配などもあるかもしれませんが、

その家庭での虐待はなくても子育てに対する何ら

かの不安や虐待の予兆の可能性があるため、何か

おかしいと感じた場合には連絡をいただけるよう

関係機関とも連携して、市民への周知、啓発活動

にも努めてまいります。

最後に、名寄市子どもの権利条例の制定につい

てですが、児童福祉法は子どもの権利条約を理念

に改正されており、名寄市はこの理念に基づき子

供の最善の利益を念頭に、全ての子供が健全に養

育される権利を持っていることを十分に踏まえ、

子ども・子育て支援事業計画において子供の権利

が尊重される内容として４つの支援を掲げている

ところであります。その中の一つとして、子供た
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ちが虐待や犯罪から守られる支援を実施してまい

りました。全国的にも児童虐待による事件が絶え

ない状況にありますが、次期子ども・子育て支援

事業計画においても子どもの権利条約の理念に沿

った計画を策定し、子供の権利を守り、子供が不

利益をこうむることがないよう市民への情報発信

も含め取り組んでまいりますので、御理解をお願

いいたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 続きまして、

大項目２、名寄市立大学のあり方にかかわって、

小項目１、大学のこれからについて申し上げます。

本学では、地域に根差した大学であり続けるた

めに、今後１０年間の計画的な運営指針とするビ

ジョン２０２６と名づけた名寄市立大学の将来構

想を平成２９年２月に作成しました。この構想は、

１８歳人口の減少など全ての大学が抱える課題に

加え、本学と競合する大学、学部、学科の新増設

など本学独自の課題もあり、また近年の私立大学

の公立化により公立大学の数が増している中で埋

没することなく、存在意義を確立していくための

指針とするものです。

この構想では、保健医療福祉の連携と協働を支

える専門職を育成するための学士課程教育の充実

はもちろんですが、本学の専門教育の充実と発展

の視点から保健医療福祉の高度化、専門化並びに

地域社会のケアニーズの増大に対応し得る実践活

動の理論的基盤を担える人材、さらには大学教員

として寄与できる人材を育成するために大学院の

設置を検討することとしています。その検討は、

令和２年度からと位置づけておりましたが、本学

を取り巻く環境の動きと専門教育の充実強化の観

点から、１年前倒しで検討に取り組むこととした

ところです。

現在の学内での検討状況は、大学院の設置に向

けた検討を進めるに当たっての全体での意見交換

を行った段階で、今後本学に大学院を置く意義、

卒後の就業等出口を見据えた上での学生確保、大

学院指導教員の要件充足の見通しと教員確保等に

ついて決して楽観的な想定に立たずに、しっかり

と検討を進めていくことを全教職員で共有したと

ころであります。

また、研究力の向上につきましては、これまで

行ってきたコミュニティケア教育研究センターが

進める地域をフィールドにした研究への研究費助

成、また個人の研究活動を支える研究費支援を今

後も継続し、学部教育に与える効果とともに、今

後議論する大学院が目指す教育研究方針に反映で

きるよう研究力向上のための下支えを行ってまい

ります。

続きまして、小項目２、市民とのかかわりにつ

いて数点にわたって御質問がありましたので、そ

れぞれ申し上げます。初めに、平成２９年度から

入学式当日に学内に開設しております転入手続の

臨時窓口につきましては、今後も市の市民課と協

力しながら、継続して開設してまいります。

次に、オープンキャンパスの保護者向けバスツ

アーにおける市民との交流についてですが、この

バスツアーはオープンキャンパスに参加した高校

生のほとんどが大学入学後親元を離れて初めての

ひとり暮らしを経験することから、保護者に子供

たちが暮らす環境を知ってもらい、安心して暮ら

せるまちであることを実感してもらう、そういう

ことを目的に実施しているものあります。コース

は、アンケート調査による保護者の意向を踏まえ

まして、実習先やアルバイト先のほか、医療施設、

商業施設、アパート、マンション等を中心に設定

しておりまして、当日の厳しいスケジュールの中

ですが、市民との交流を図る機会の設定は難しい

ものと考えておりますので、御理解いただければ

と思います。

次に、学生と市民との交流についてですが、本

学では積極的に地域に出向いて行っている演習、

実習のほか、ボランティア活動、サークル活動、

アルバイトなど、さまざまな場面での交流を行っ
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ております。交流先は、行政、団体、施設、農業、

学校などさまざまですが、特に町内会等は各学科

の専門分野に関する実習先となっているほか、学

科混成のグループで行っている連携教育科目での

交流、子ども会行事へのボランティアスタッフと

しての参加など、市民と学生がより距離間の近い

交流を行っているものと考えております。

大学行事等への市民の参加につきましては、コ

ミュニティケア教育研究センターにおいて地域の

ケア専門職の方々の継続教育やスキルアップを主

な目的とする研修会や対象を特定せず広く市民の

生涯教育に資する市民公開講座を開催し、市民の

皆様に御参加をいただいております。また、毎年

７月に行われる名大祭には多くの市民の皆様に御

来場いただき、出店やフリーマーケットにも参加

いただいております。今年度は、福祉わくわくフ

ェアｉｎ名寄市立大学と題して、名寄、士別、剣

淵の福祉事務所による加工品や作品の販売会も行

われ、大学祭のにぎわい創出に御協力をいただき

ました。後夜祭では、近隣の町内会と学生が一緒

になって花火大会を見る企画も行われており、大

学祭は市民の方々が大学に触れ、学生と交流する

機会となっております。

本学といたしましては、今後も地域と大学との

橋渡しの拠点として位置づけているコミュニティ

ケア教育研究センターを窓口として、大学と市民

との交流を深めてまいりたいと考えております。

次に、小項目３、環境整備についてお答えいた

します。初めに、交通安全対策についてですが、

学生の登下校は多くの学生が大学周辺に居住して

いることから、夏は自転車通学か徒歩、冬期間は

徒歩かバス通学と認識しております。自転車通学

では、過去に１号館南側の丁字路において交差点

に進入した学生が直進する車両と衝突し、大けが

をするといった事故がありました。また、１号館

と３号館の間の手押し式信号が設置されている交

差点でも車両同士の事故があったと認識しており

ます。大学周辺の市道は、東中学校の通学路であ

ることから、これまでも学生には交通法規、モラ

ルを遵守するようガイダンスで指導しているとこ

ろですが、最近はスマートフォンを使用しながら

の自転車走行も多いとの報道もあり、降雪、積雪

時の自転車通学禁止とあわせて、学内掲示やガイ

ダンス等で交通安全指導を徹底したいと考えてお

ります。

次に、グラウンド周囲の小道の活用についてで

すが、小道だけを捉えますと雰囲気もよく、大学

が作成するパンフレットでも背景として使った経

緯がありますが、小道の両端からアクセスできる

目立ったものがなく、また図書館の北側に位置す

るため景観的に見通しが悪くなり、加えて樹木の

傷み等も目立ってきたことから、積極的な活用の

見通しを持っていない現状であることを御理解い

ただければと思います。

次に、学生のための相談室についてですが、大

学では学生が学習に専念し、安定した学生生活を

送ることができるよう学生支援に関する方針を定

めています。その方針は、１つ目として教職員が

連携して相談支援に取り組む修学支援、２つ目と

して保健管理、事件事故防止、日常生活を含めた

学生生活と学生が自主的に社会活動等に取り組む

正課外活動を支援する学生生活支援、３つ目とし

て持続的な就業力及び進路、就職、さらに資格取

得の支援を含めたキャリア支援、この３つを柱に

しております。この３つの柱は、安定した学生生

活を送るに当たって密接にかかわっており、悩み

や不安、体調の不調を抱える学生の兆候は、まず

修学状況にあらわれることが多く、そのサインを

認知した教職員が関係する学内機関、教職員と連

携し、適切な対処、対応をとるようにしておりま

す。また、学生がみずから体調や心の健康につい

て相談する場所として、保健福祉センターを開設

し、看護師、精神保健福祉士の有資格者が対応し

ております。いずれの場合も個人情報の保護と学

生の意思を尊重しながら、必要に応じて学生の保

護者も含めた相談に教職員で連携して取り組んで
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おります。今後とも学生が安心して学生生活を送

ることができるよう学内の相談支援体制の充実に

努めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 岡村病院事務部長。

〇市立総合病院事務部長（岡村弘重君） 私から

は、大項目３、名寄東病院の今後についてお答え

を申し上げます。

初めに、小項目１、現状についてですが、東病

院は指定管理先であります上川北部医師会により

慢性期医療を中心に運営されている病院で、入院

診療が医業収益の主体となっております。議員御

指摘のとおり、入院患者数は、平成２９年度の３

万 ８５０人から平成３０年度には２万 ０１８

人と大きく減少しており、収益への影響は大きく

なってきております。本年度７月末の実績におき

ましても対前年度比で８ ８％の状況であり、厳

しさは増している状況にあります。

病院側では、収益の減少を補うための取り組み

として、外来診療や健診への受け入れ拡大を図っ

ているところでございますが、診療単価の違いか

ら十分な補填には至っておりません。患者減少の

要因といたしましては、人口減少による影響のほ

か、士別地域からの入院患者が減少したことと看

護スタッフの不足によります一部休床によるもの

と分析をしているところでございます。

市立総合病院の後方支援病院としての役割につ

いては、急性期から慢性期に移行する患者さんの

受け入れ先として連携を図ってきておりますが、

転院先につきましては御本人や御家族と相談の上

で決定するため、東病院だけを指定するというこ

とはできませんので、御理解をお願いいたします。

次に、小項目２、今後についてでございますが、

診療体制については東病院において適宜御検討を

いただいていますが、運営の方向性については地

域医療構想の協議状況や市側との協議により改革

プランの見直しを行っていくことになると考えて

います。

利用者の交通の利便性については、周辺の福祉

施設を含めた配慮がなされてきたものと考えてお

りますが、患者や御家族との転院の御相談の際に

は、立地的に利用しにくいとの御意見もあるとの

ことです。この点につきましては、東病院を利用

されている方からの御意見をお伺いする機会も必

要かと考えています。

施設の整備につきましては、現状の運営に必要

な設備投資は継続して実施してきております。老

朽化への対応については、十分認識をしていると

ころでありますけれども、こちらも運営の方向性

が定まらなければ計画に至らないことから、現状

では御報告できる段階にございません。したがい

まして、立地適正化計画への反映はとの御質問に

つきましては、現段階では具体的な検討はされて

おりませんので、御理解をお願いいたします。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それでは、それぞれ

御答弁をいただきましたので、再度質問をさせて

いただきたいと思います。

まず、子供への虐待防止についてであります。

きのう、きょうとまた本当に痛ましい、胸が痛く

なる、怒りも湧いてくるぐらいの思いでいるとこ

ろであります。第１回定例会でもこの問題に触れ

させていただきましたけれども、日本中どこでも

発生してほしくないのですが、私どものいるこの

地域からは絶対に出したくないと、そんな思いで

取り上げさせていただきましたので、御理解をい

ただきたいと思います。

まず、児童相談所との関係のところでは、密に

連絡をとりながら、また連携の充実が重要と、そ

んなふうなお答えいただいたかなというふうに思

っていますので、この点については私が望んでい

る部分と合致しますので、引き続きそこのところ

にぜひとも強く充実を求めるところであります。

そして、子供の虐待の状況なのですが、今言っ

たように起こさせてはならないということなので
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す。虐待の状況が生じてからでは、子供の保護者

もまた傷つくというふうに私は思っています。そ

ういう状況にならないために、みんなで知恵を出

していきたいなというふうに思っているところで

あります。

それでまず、子どもの権利条例制定にかかわっ

てからお話をさせていただきたいと思うのですが、

いろいろ計画の中では子どもの権利条約の中身を

しっかりと踏まえながら計画を立てているという

御説明がありました。しかし、それは行政の中で

の取り組みというふうに押さえられるのではない

かというふうに私は思っています。要するに行政

も市民も、そして子供たちも一緒になってこの子

供の権利について考えていかなければならないの

ではないかというふうに思うのです。子どもの権

利条約の第１２条の中に、子供自身の意見表明権

を定め、子供を保護を受ける主体であると同時に

あらゆる権利の行使の主体として尊重しようとし

ています。そして、子供が権利の主体として、ま

ず自分の権利について知ることが重要だと言われ

ているのです。子供自身が権利について学び、嫌

なことは嫌だと声を上げられることが重要だとい

うことだと思います。この間も何度かこの権利条

例つくってはどうかと言ってきました。きょう持

ってきたのは、青森市でつくっているパンフレッ

トなのですけれども、このように子供たちも一緒

になって権利ということ、人権ということを学ぶ

ということであります。

それで、先ほど御紹介した厚労省が発表したデ

ータの中で、虐待を受けた子供の年齢構成なので

すけれども、ゼロ歳から学齢前、小学校に入る前

まで、そこの割合が４ ７％、最も多いのですけ

れども、小学生で３ ３％、中学生で１４％、合

わせると４ ３％ですから、半分近い虐待を受け

た子供たちが小学校、中学校に通っている子供た

ちなのです。ですから、この子供たちにあなたの

権利は、生きる権利がある、虐待を受けそうにな

ったときには嫌だと言う権利があるのだと、この

ことを教えていく必要があるのではないかと思う

のです。そのために子どもの権利条例制定してい

くことがこのまちの中でみんなで話し合って、子

供も大人もみんなそれぞれ一人の人権があり、そ

して子供の権利というのはこういうふうになるの

だよというのを学び合える場をつくっていくため

にも条例の制定が私は強く求められていると思う

のですが、再度お考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 川村議員から条

例制定についての御質問がありました。子供が生

きる権利、子供がしっかり考えて主張できる、そ

のことが一番ですけれども、ただ幼い子供であれ

ばそこを理解して、それを訴えるということはな

かなか難しい状況だと思います。やっぱりまずも

って今回の計画をつくるに当たって、先ほど議員

から言われたとおり、市民にできることというこ

とも言われていましたけれども、保護者であった

り、地域の方がしっかりそこを認識して、子供を

育てる、かかわる、みんなが子供にそういった教

えをしていくことが重要だなというふうに思って

います。前の虐待を受けた子供も受けていても言

えなかったという、そういったことでなかなか保

健センターとかいろんなところの機関が動けなか

ったという状況があります。そういった面では、

市民全員が子供の権利、生きる権利、育つ権利、

いろんな権利をしっかり尊重して、とうとい若い

命を大切に育てるという、そういった認識がしっ

かり持てるかというふうに思っているところであ

ります。そういった面では、条例は、先ほどの答

弁でも言いましたけれども、制定はしていません

けれども、今回の計画の策定に当たっては一番重

要視する課題かなというふうに思っていますので、

子育て支援会議の中でもそういったことも含めて

しっかり協議をしながら、いかに市民の皆様にそ

ういった意識を持ってもらうためには、どういっ

た具体的な取り組みができるか等も含めて考えな

がら、そして実行に移すような、そういったよう
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な取り組みを進めてまいりたいというふうに思い

ますので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 本当におっしゃるよ

うに市民がみんなで子供の虐待に対して子供を守

るという、人権としての権利を守る、このことに

ついてみんなで考えていきたいということなのだ

と思います。あらゆる場でそのことを考えていき

たいなというふうに思っていますので、それが条

例をつくるきっかけに、条例を制定されたところ

の視察をさせていただいてお話を伺えば、やはり

そのことが主になってみんなで考えてつくってい

っているのです。それを生かしながら、また救済

の制度だとか考えていっているということ、何回

も御紹介させていただいてまいりましたからくど

く言いませんけれども、そういったことで改めて

またそのことを市民の皆さんと考える機会を設定

していただくことを強く求めたいというふう思い

ます。

そして、私たち市民としても地域で日ごろから

のつながり大切にしていって、これはおかしいな

というようなことに気づく、そういうきっかけを

私たちは勉強しながらいかなければならないなと

思うのですが、そのことで先ほど通報はしかねる

というアンケートもあったというふうにありまし

たけれども、やっぱりそれが子育てしている方々

に負担になるようなことになってはまただめかな

というふうには思っているのです。子育て中の皆

さんは、ほとんどの皆さん方が一生懸命、隣の子

とちょっと違ったらうちの子はおくれているのだ

ろうかと心配したり、誰かにちょっと言われたら

そのことがすごく重くなったりとか、いろんな不

安を抱えながら一生懸命子育てしていますので、

大昔ですけれども、私も経験しながらきました。

だから、そういう思いを含みながら、私たちはそ

ういった皆さん方、子育てしている皆さん方を支

援していきたいというふうに思っているところで

す。

それで、今お話があった子ども家庭総合支援拠

点事業なのですけれども、配置人員等、体制等は

御答弁の中にありましたから、専門性の高い職員

も配置されたということで御答弁がありましたか

らちょっと安心しているのですが、これが市民周

知のところではどのくらい皆さん方に浸透してい

るかというとこら辺が私はちょっと不安がありま

すが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今回の配置で人

員も職員も増員して体制をつくったということの

周知ということでありますけれども、私も言いま

したけれども、基本的に地域の方だったり、そう

いう方が虐待事案であったり、そういった可能性、

虐待になってしまったらもう手おくれかもしれま

せんので、そういった予兆の部分についてどこに

気軽に相談できる窓口があるかというところが重

要かなというふうに思っています、その事業がと

いうよりも。そういった面では、市役所だったり、

基幹相談支援センターぽっけだったり、発達支援

センターだったり、保健センター、いろんな窓口

がありますので、そういうところに気軽に本当に

相談してもらいたいと、そういった周知をしっか

り今後もしていきたいなというふうに思っていま

す。虐待がはっきりしていないと通報しづらいと

いう方も多くいるかと思うので、疑いではなかな

かできないという方も、先ほども言いましたけれ

ども、あるかと思いますので、ただ疑いの段階で

確認をしていくのが大事だというふうに、そこで

早期発見、早期対応ができるということでありま

すので、そういった面ではそういった相談できる、

通報できる窓口も幅広くあるということも含めて

きちんと市民にお知らせしながら、そして気軽に

ちょっと変化というか、気になることがあれば通

報できるような、そういったような周知喚起も今

後より一層強めてまいりたいというふうに思って

いますので、御理解をお願いします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。
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〇１０番（川村幸栄議員） 本当にちょっと寄っ

て苦労話、子育ての苦労話を聞いてもらえるだけ

でもすごく軽くなるのです。自由に出入りして、

ゆっくり過ごして、子供とゆったりする場所とい

うのも必要かなというふうに思っています。先ほ

ど言ったひまわりらんどもいろいろな遊びの計画

が随分なっているのですが、何もなくただふらっ

と行って、子供とただゆったりしていられる場所

というのも必要かなというふうに思っているので

すが、その点についてまたお考えをお聞かせいた

だきたいのと、それから子ども家庭総合支援拠点

事業の周知のことなのですけれども、これは東京

港区が出しているパンフレットなのですけれども、

本当にわかりやすく出されています。これは東京

の港区ですから、いろんな財源の問題も含めてゆ

ったりあるかなというふうには思うのですが、で

もすごくわかりやすいです。こういったようにつ

くって、いつでもいろんなことが相談できるのだ

よというふうに書いています。そういうこととい

うのが必要かなというふうに思うのですが、その

点についてお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 議員からありま

したことも参考にしながら対応してまいりたいと

いうふうに考えておりますけれども、名寄市は特

に転勤の方が多いということでありますので、そ

ういった面では何回か集中的にやればいいという

ものではなくて、定期的に継続的にやることが重

要だというふうに思っています。そういった意味

では、先ほどのひまわりらんどの特に転勤して周

りに知り合いがいない場合に気軽に行って、そこ

で友達ができたり、そういった不安を相談できる、

そういった環境もより気軽に行けるような、そう

いった体制をつくりながらいきたいというふうに

思っています。今出された港区の部分も含めて参

考にしながら、周知の方法も工夫しながら、今後

進めてまいりたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） あともう一点、ファ

ミリー・サポート・センターの活用もあるかなと

いうふうに思っています。これは、保育所に入る

ことが無理だけれども、ちょっとの時間見ていた

だきたいという、こういったことなのですが、し

かしここで預けるときに預かっていただく人と子

育てのお話もちょっと触れたりするという、講習

会を受けて、資格は不要だけれども、講習会は受

けていただくというふうになっているのですが、

先ほども言ったように名寄市立大学もあるという

意味では、そういった研修も受けていただいて、

そういう悩みも積極的に聞くわけではなくても、

何げにお話しする中で困っていることがあればと

いうような、そんな雰囲気づくりというのも必要

かなというふうに思うのですが、その点について

のお考えをお聞かせをいただきたいのと、あと決

算委員会に向けての資料請求の中で出てきたので

すが、ひまわりらんどと風連のこぐまさんのとこ

ろ、ここで相談の状況を見ると、利用者はひまわ

りらんどのほうがずっと多いのですが、相談状況

を見ると風連のこぐまさんのほうがずっと多くな

っているのです。ここのところをどのように見ら

れているでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） まず、ファミリ

ー・サポート・センターにつきましては、ボラン

ティアも含めてどこまで研修も含めてスキルアッ

プをお願いできるかというのはあるというふうに

思いますけれども、実際に運営している、社協に

委託していますから、そういったような実際の状

況も確認しながら、支援する側、される側の状況

も確認して、よりよい体制づくりに努めてまいり

たいというふうに考えているところであります。

ひまわりらんどとこぐまとの相談件数、今詳細

の中身のデータを持っていないので、はっきりし

たことはわかりませんけれども、どのレベルの相

談を件数にカウントするかというのもあるかとい

うふうに思いますし、より身近なところで気軽に
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何でも相談できる体制ができているのかという状

況もあるかと思いますので、その辺については確

認をさせていただきながら、もしひまわりらんど

がもっとそういった相談も受けられるような体制

づくりが必要であれば、それをこぐまのやってい

るよりよいものを取り入れながら、お互いの状況

を確認して、よりよい体制づくりに努めてまいり

たいと思いますので、御理解をお願いします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 虐待に至る背景とい

うのは、専門家のところでも一言では言えないと

いうふうにおっしゃっていて、貧困であったり、

子育ての困難、孤立、核家族化ということもあっ

たりして、非常に複雑な流れになっているかなと

いうふうに思うのですが、しかしそういったさっ

きもお話ししたように虐待に至る前にみんなでサ

ポートして、守っていきたい。子育て中の方々も

子供もあわせて守っていきたい、そんなふうに思

っていますので、ぜひ取り組みを進めていただく

ことを強く求めて、次に行きたいと思います。

名寄大学の問題に行かせていただきます。大学

院の話については理解をしたところであります。

また、これからいろいろな議論がされていくのだ

と思いますので、そのときにいろいろとお話を聞

かせていただきたいなというふうに思っています。

私も短大のときでしたけれども、卒業生として、

少人数の公立大学のよさというのを本当に実感し

ています。学生、また教職員の皆さん、そして市

民の皆さんとの結びつきの深さ、このよさを今の

学生の皆さんにも存分に味わっていただいて、名

寄に来てよかったなということで全国にまた帰っ

ていただきたいなというふうに私は思っていると

ころであります。そうしたことで市民とのかかわ

りの中でお話をさせていただきました。

町内会の交流のところでも本当に町内会の皆さ

ん方学生の皆さんが参加されると、楽しみにして

いるし、学生の皆さんの顔を見たら破顔するよう

なくらい喜んでいらっしゃいます。そういった部

分も学生の皆さんには多分たくさん伝わっている

だろうというふうに思っていますし、これからも

そういう取り組みを進めていきたいというふうに

思っています。

それで、環境整備なのですけれども、登校時の

交通安全のところが一番私は気になっています。

自転車が物すごい猛スピードでクロスしています。

道路をクロスしているのです。ですから、何か大

きなことになってからでは、保護者の皆さんも遠

くにいらっしゃる方も多いわけですから、そんな

ところで大きな事故になっては大変ですので、徹

底した交通安全訴えて、指導していただきたいと

いうふうに思います。

また、グラウンド周囲の小道なのですが、哲学

の道というふうにまでは言いませんけれども、で

も何かすごく個人的には非常にいい空間だなとい

うふうに思っていて、またちょっと私のほうも皆

さんの意見も聞きながら検討をしていきたいなと

いうふうに思っているところであります。

もう一つ気になるのが学生さんのための相談室

の状況ですが、この相談室についてもいろんな形

で支援していただいているということなのですが、

これは毎日あいているのだったのでしょうか。そ

の部分ちょっとお聞かせをいただきたいと思いま

すが。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 保健福祉セ

ンター、土日はやっていないのですけれども、基

本的に月から金まで、朝から晩までという形で、

交代で保健師、看護師、精神保健福祉士という形

でいるような体制をとっております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 少し安心をしていま

す。いつでも行けるということですね。

それであと、大学図書館なのですが、大学図書

館も私も随分利用させていただいています。市民

の利用状況等をお知らせをいただきたいと思うの
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ですが、図書館にいらっしゃる司書さんについて

も本当に専門性が高いなというふうに感心をしな

がらいるのですが、ちょっと聞いただけですぐ的

を絞って探していただいています。そういった部

分での大学図書館の市民利用の状況、それからあ

と試験中の図書館の利用状況について、学生さん

が勉強している中での小さな子供が走り回ってい

る状況も何度か目にしていますので、それに対す

る対応についてお聞かせをいただければと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 渡辺大学事務局長。

〇市立大学事務局長（渡辺博史君） 平成２９年

度に開館した大学図書館につきましては、議員お

っしゃるとおり、一般の方にも利用していただい

ております。貸し出し数につきましては、図書館

できる前の平成２８年度以前は年間で約３００人、

７００冊だったのに対しまして平成２９年度は７

４６人、 ７４８冊、平成３０年度は７７３人の

７２９冊と約２倍以上の利用になっているとい

うことになっています。

あと、試験期間ですとかそういうときの利用の

関係ですが、まず今現状として学生さんがテスト

期間に例えば席が満杯になって利用できなかった

ということは聞いたことありません。

あと、図書館、２階、３階あるのですけれども、

そこで例えば今おっしゃられたお子さんが来てち

ょっとという部分につきまして、基本的には目に

余るものがあればそこにいる司書が注意して静か

にしてもらうという形で対応をとっているという

ところです。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 図書館も含めて本当

に身近な大学をみんなで守りながら、またその還

元も、さっきも言ったように学生さんたちが来て

いただいて元気になるという、そういった還元も

受けながら応援をしていきたいなというふうに思

っています。

それでは、３つ目の東病院の今後についてであ

ります。確かに上川北部医師会の指定管理という

ことでいろいろ難しい部分もあるかと思うのです

が、実は東病院がなくなるのではないかというよ

うな市民の声が聞こえてまいりました。私も先ほ

ども言ったように週３回の午後診療で非常に助け

られている一人なのですが、そういった中で市民

はもちろんなのですが、病院で働く皆さんにとっ

ても不安が重くのしかかってくるのではないかと

いうふうに思っています。きのうの質問だったか

と思いますけれども、人材確保のことが取り上げ

られていましたけれども、こういった東病院なく

なるのではないかというような、そんな市民から

の声が出てきたのでは人材確保にも支障を来すの

ではないかというふうに思うのですが、この点に

ついてお考えをお聞かせをいただければと思いま

すが。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） まず、東病院がなくな

るのではないかという不安の声があるということ

でありますけれども、市として東病院をなくすと

いう決定をしたことはございませんので、東病院

については地域の慢性期医療の中核を担う病院と

いうことでありますから、非常に重要な医療拠点

の一つと考えておりますし、川村議員おっしゃる

ように午後診療もやっておりますから、議会の質

問でもありましたけれども、これに国保診療所を

加えて、名寄市立総合病院の混雑の緩和の一翼も

担っているということでありますので、非常に大

事な施設だと思っております。

ただ、先ほど岡村事務部長のほうの最初の答弁

にもありましたけれども、経営そのものは今非常

に厳しいという状況があるのは、これは否めない

事実でありますが、今お聞きするところによりま

すとスタッフの皆さん一丸となって、この病院の

稼働率、病室の稼働率を上げるということで前向

きな形で取り組んでいただいているという報告も

いただいております。ここのあたりを十分見据え
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ながら、そして最後は地域医療構想の中でどうい

う形になるのか、それは私どもの検討材料の一つ

でありますので、今はそういう状況あるというこ

とで御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ちょっとほっといた

しました。

先ほど入院患者さんの減が気になるというふう

なお話もさせていただきました。士別市立病院の

関係もありますし、また市内の民間病院さんとの

関係もありますから、強硬に入院患者さんをこっ

ちにということにはならないかというふうには思

うのですが、先ほどもお話あったように午後診療

もある中で、もう少し交通の便がよくなればいい

のではないかなというふうに思っているところで

あります。清峰園があり、そよかぜ館があり、そ

してそういう介護施設が建ち並ぶ医療と福祉の施

設がまとまっている地域でありますから、コミュ

ニティバスの利便性を高めることで病院の利用を

高めていくということになるのではないかという

ふうに考えるのですが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 東病院、それから清峰

園、清峰園は私もちょっと縁の深いところであり

ますし、考えてみますとあの地域はそういう施設

があるのですが、また丘があって坂道があるとい

うところで、平地ではないので、かなり行きづら

いというところもあるかと思います。

東病院の皆さんと１度お話しさせていただく機

会もありまして、いろいろ意見交換したのですけ

れども、バス停の話も出たのは事実でありまして、

いろんな形でなるべく使いやすいような交通網の

体系というのは必要かなと思っております。議員

御指摘のところではコミバスというお話も出まし

たが、別の手段もひょっとしたらあるかもしれま

せん。それこそデマンド形式でのやり方ですとか、

そういうほかの部分も含めて、公共交通の体系に

ついては地域公共交通形成の委員会の中の専門部

会ございますので、協議会の専門部会ありますの

で、その中でも御相談させていただければと思い

ます。

名寄市全体を見渡しますと、東病院、清峰園、

そよかぜ館を含めて、あの地域に施設はあるのだ

けれども、ちょっと行きづらいというその環境自

体はやはり認識しなければなりませんので、これ

からの時代も踏まえるとどういう足の確保が一番

いいのか、これは引き続き研究させていただきた

いと思っております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 人口減が進む中でコ

ンパクトシティーの問題も出てくるかというふう

に思うのですが、ただ名寄市地域公共交通網形成

計画の中で述べられているように医療福祉施設、

商業施設や住居などのまとまった立地と公共交通

の活用によりというふうなことで、快適で安全性

の高い生活空間の形成を基本に適正な規制、誘導

を行うというふうに述べられておりますので、今

御紹介しましたように医療と福祉の施設がまとま

っている地域であります。そして、坂もあります

から、例えば介護施設に行こうと思っても車がな

いと、自転車ではなかなか難しいということなの

です、夏であっても。そういうことで、もっとバ

スが便利がよかったらいいのにという声が随分私

のところにも寄せられているところであります。

そういった部分で病院も利用する、そして介護施

設のほうも利用するというような、そういう地域

の活性化も含めてぜひとも検討をしていただきた

いし、さらに先ほどお話があった地域医療構想の

中でまた東病院ぜひ守っていただいて、ホームド

クター的な役割というとこら辺で私は重要だとい

うふうに思っています。先ほど副市長もおっしゃ

ったように風連の診療所も含めて、急性期の市立

総合病院だけではないそういった病院もあるとい

うところで市民は安心して暮らすことができると

いったところを押さえていただいて、取り組んで

いただきたいと思いますが、再度お考えをお聞か
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せいただいて、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） やはりこの地域の医療

を担うというポイントになるのは、公的なところ

でどこまでベースをつくれるかと、これは非常に

大きな問題だと思っておりますし、これは必ずク

リアしなければならない問題だと思っております。

一方では地域医療構想の中でもいろんな考えが出

ておりますし、それから変化している社会情勢の

中でこれから必要になる医療の分野もあるかと思

います。例えば地域包括ケアそのものの中からい

けば在宅はどうするのだ、あるいはもう少し時間

がたってからになるかもしれませんが、人が最後

一生を終えるときにどういう医療が必要なのか、

例えば今東病院でも一部取り組んでいただいてお

りますけれども、東病院ではそのものではありま

せんけれども、緩和ケアですとか終末期医療の問

題も出るかと思います。そのあたりも含めて、今

後ベースになるところをしっかりつくるという、

そういう観点のもとで改めて取り組ませていただ

きたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

地域の特色を生かした教育行政の推進について

外１件を、山田典幸議員。

〇１６番（山田典幸議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告に従いまして、大項目２

点について順次質問をしてまいります。

初めに、大項目１点目、地域の特色を生かした

教育行政の推進について、小項目１、コミュニテ

ィ・スクール制度の市内全校導入後における具体

的な取り組みについてお伺いをいたします。平成

２９年度に智恵文小学校、智恵文中学校にコミュ

ニティ・スクール制度が導入されたのを皮切りに、

その後市内小中学校に順次導入が進み、本年６月、

名寄西小学校に学校運営協議会が設置されたこと

により、市内全ての小中学校がコミュニティ・ス

クールとなりました。学校と家庭、地域が教育活

動の目標を共有し、ともに協働して組織的に課題

に対応する地域とともにある学校づくりのさらな

る充実が期待されるところですが、今後名寄市の

教育行政として目指すべき学校のあり方とそれに

向けての具体的な取り組みについてお伺いをいた

します。

小項目２点目、市内高等学校の今後のあり方に

ついてお伺いをいたします。人口減少や少子化の

影響により中学卒業者数が減少傾向にあり、募集

定員の削減が避けられない中、道教委ではこれま

で公立高等学校配置計画において欠員が４０名以

上生じている学校について、学科の見直しや定員

調整などについて検討が必要との見解を示してき

ました。当市を含む上川北学区内においても近年

定員割れが顕著になっていることから、学校の再

編や学科の配置などを地域に見合ったものにして

いかなければならない状況に置かれております。

名寄市内の高等学校については、次年度より名

寄産業高校の学科の転換による１間口の削減が既

に示されており、また先日報道がありましたが、

名寄高校が次年度募集１間口減の３間口となるこ

とが明らかになりました。このような状況の中、

昨年３月に名寄市内高等学校在り方検討会議の議

論等を踏まえ、令和５年度をめどに名寄高校と名

寄産業高校を発展的に再編統合するよう道教委に

対して要望したところですが、その後の協議等は

現在どのような状況になっているのかお伺いをい

たします。

小項目３点目、新学習指導要領における外国語

活動と外国語授業についてお伺いをいたします。

次年度から全面実施される小学校の新学習指導要

領においては、中学年での外国語活動、高学年で

の教科としての外国語、また令和３年度から全面

実施となる中学校の新学習指導要領においては、

コミュニケーション能力を養うための学習活動を

重視することなどの内容がそれぞれ新たに導入さ

れることとなっております。昨年度からの移行期

間において既に先行実施されているところではあ
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りますが、次年度以降小学校、中学校それぞれの

全面実施に向けての具体的な取り組みについてお

伺いをいたします。

小項目４点目、中学校における武道授業につい

てお伺いいたします。平成２０年の中央教育審議

会において中学校の保健体育における武道につい

て、その学習を通じて我が国固有の伝統と文化に

より一層触れることができるよう指導のあり方を

改善するという答申が出され、これを受けた学習

指導要領の改訂により平成２４年度から中学校の

保健体育において武道授業が必修化され、７年余

りが経過いたしました。現在の当市の中学校にお

ける実施状況や課題等についてお知らせを願いま

す。

続いて、大項目２点目、名寄市地域公共交通網

形成計画にかかわって２点についてお伺いをいた

します。人口減少や高齢化社会の急速な進行に対

応した地域の足としての公共交通による移動手段

の確保は、安心して快適に暮らせるまちづくりを

進めていく上で大変重要な課題となっております。

そのような状況を踏まえ、当市においては恒久的

に地域の足を守るために今後の名寄市の公共交通

の指針となる名寄市地域公共交通網形成計画が本

年５月に策定されたところです。

そこで、１点目、公共交通空白地における移動

手段の確保対策についてですが、当市の公共交通

カバー率は８割を超えている一方で、公共交通で

カバーできていないエリアが１ ５％存在してお

ります。今後計画に基づき、具体的にどのような

形で交通空白地の移動手段の確保に取り組んでい

くのか考え方をお伺いいたします。

２点目に、高齢者の移動における課題と対策に

ついてですが、全国的にも高齢ドライバーの交通

事故が増加傾向にあり、大きな問題となっており

ます。当市における現状と課題についてどのよう

な認識しているのか、また今後どのような対策を

とっていこうと考えているのか御見解をお伺いし

て、壇上からの質問といたします。よろしくお願

いいたします。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 皆さん、こんにちは。

山田議員からは、大項目２点にわたり御質問いた

だきました。大項目１は私から、大項目２の小項

目１は総務部長から、大項目２の小項目２は市民

部長からの答弁となりますので、よろしくお願い

をいたします。

まず、大項目１、地域の特色を生かした教育行

政の推進について、小項目１のコミュニティ・ス

クール制度の市内全校導入後における具体的な取

り組みについてですが、学校が子供たちに生きる

力を育むためには家庭、地域、社会との連携を深

め、子供たちの生活の充実と活性化を図ることが

大切となります。その際、学校、家庭、地域社会

がそれぞれ本来の教育機能を発揮し、全体として

バランスのとれた教育が行われることが重要と考

えております。しかし、少子高齢化や核家族化な

ど子供たちを取り巻く環境の変化の中で、本来で

あれば保護者や地域住民を含む社会全体で取り組

むべきことについても学校に期待されております。

したがって、学校だけで子供たちの抱える多様な

問題に対処するのは難しくなってきている現状で

ございます。子供たちが抱える課題を地域ぐるみ

で解決し、質の高い、よりよい教育を提供してい

くためには、学校、家庭、地域社会がそれぞれの

立場から子供たちの将来のためにという共通の目

的のために協力し合うことが大切となります。

こうした状況の中、平成２７年１２月、中央教

育審議会において新しい時代の教育や地方創生の

実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と

今後の推進方策についてが取りまとめられました。

この答申では、今後の地域における学校との協働

体制のあり方について地域と学校が連携、協働し

て地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、

地域を創生する地域学校協働活動を推進すること

やコミュニティ・スクールの一層の推進を図るこ

となどが提言されています。また、平成２９年３
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月には地方教育行政の組織及び運営に関する法律

が改正され、学校運営協議会の設置が努力義務化

されました。これらの動向を踏まえ、本市では平

成２９年度に智恵文小学校、智恵文中学校に学校

運営協議会を設置してコミュニティ・スクールと

したのを皮切りに、名寄東小学校、中名寄小学校、

名寄西小学校にはそれぞれ単独で学校運営協議会

を設置するとともに、名寄小学校と名寄東中学校、

名寄南小学校と名寄中学校、風連中央小学校と風

連中学校においては小中合同の学校運営協議会を

設置し、本年６月をもって市内全ての学校をコミ

ュニティ・スクールとし、地域とともにある学校

づくりを推進しているところでございます。

御承知のとおり、学校運営協議会の主な役割に

は４つの視点があります。１点目は、校長が作成

する学校運営の基本方針を承認する、２点目は学

校運営に関する意見を述べることができる、３点

目は教職員の任用に関して教育委員会に意見を述

べることができる、４点目は学校運営に必要な支

援等について協議するの４つでございます。今後

は、とりわけ４つ目の学校運営に必要な支援につ

いて充実させていきたいと考えております。現在

国では、学校運営に必要な支援の充実を目指し、

２０２２年度までに地域と学校が連携、協働して

行う地域学校協働活動を推進することや地域学校

協働活動を推進する体制である地域学校協働本部

を設置するという目標を掲げております。このよ

うなことから教育委員会といたしましては、各学

校のコミュニティ・スクールと社会教育の体制と

しての地域学校協働本部が相互に補完し合い、高

め合う存在として両輪となって、地域とともにあ

る学校づくりのさらなる充実を図ることができる

ような体制づくりと活動の充実を目指していきた

いと考えております。

続いて、小項目２、市内高等学校の今後のあり

方についてですが、道教委ではこれからの高校づ

くりに関する指針に基づき、中卒者数の増減に適

切に対応し、教育推進の維持向上などを図る観点

から、地域の実情や私立高校を含めた高校の配置

状況等を考慮し、定員の調整や学校の再編整備等

を行ってきています。また、生徒の多様な学習ニ

ーズなどに対応し、特色のある学校づくりを推進

するため、地域別検討協議会において地域の方々

の御意見を伺いながら公立高等学校配置計画を策

定し、進めてきております。

名寄市内の高校の状況につきましては、少子化

の影響で中卒者数は減少傾向にあり、名寄産業高

校については定員割れが続いている状況から、現

在の酪農科学科、電子機械科、建築システム科、

生活文化科の４科から令和２年度には電子機械科

と建築システム科が機械・建築システム科に再編

され、４間口から３間口に減少することになって

おります。また、名寄高校においても定員割れは

続いており、令和元年度の入学者数は１６０名の

定員に対し、入学者数９９名で１間口減となって

ございます。このようなことから、現中学３年生

の進学希望状況を調査分析し、また今後の上川北

学区の中卒者数の推移を勘案した中で、来年度の

３間口での募集が今月の道の教育委員会議の中で

決定したところでございます。

議員から御質問がありました市内２高校の再編

統合に向けた協議等の状況についてでございます

が、道教委では現在名寄高校、名寄産業高校の光

凌キャンパス、名農キャンパスの３施設をどのよ

うに活用していくか、それにあわせて普通科、酪

農科学科、機械・建築システム科、生活文化科の

４学科をどのキャンパスに配置するか、さらに普

通科単位制の導入など魅力ある学校づくりをどの

ように進めていくかなど、さまざまな角度から検

討している段階にございます。今後においては、

道教委との連携をさらに深めるとともに、これま

でも市内高等学校のあり方について検討をしてい

ただいた名寄市内高等学校在り方検討会議などで

御意見を伺いながら協議を進めていきたいと考え

ております。

次に、新学習指導要領における外国語活動と外
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国語授業について申し上げます。平成２０年に改

訂された現行の学習指導要領では、小学校におい

て外国語活動を新設したり、中学校の外国語の授

業時数や指導する語数をふやすなどして、外国語

を通じて言語や文化に対する理解を深め、積極的

にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

に努めてきました。しかし、学習指導要領改訂に

向けた中央教育審議会教育課程企画特別部会など

において小学校５、６年生の外国語活動について

は、外国語を使った音声中心の活動が中学校進学

後の外国語の学習に生かされていない状況がある

こと、また中学校においては国語と英語の音声の

違いや英語の発音とつづりの関係を理解すること

が不十分であることなどの課題が指摘されたとこ

ろです。このようなことから令和２年度から実施

される新学習指導要領においては、小学校３、４

年生から聞く、話すを中心とした外国語になれ親

しむ外国語活動を年３５時間、５、６年生は聞く、

話す、書く、読むの４技能を総合的、系統的に扱

う教科外国語を年７０時間行うこと、中学校にお

いてはより具体的で身近な話題についての表現や

簡単な情報交換ができるコミュニケーション能力

を養うための学習活動を重視することなどの改善

が図られました。

本市の小学校においては、校長会や名寄市教育

改善プロジェクト委員会が中心となって、中学校

や高学年との接続に十分配慮することが重要と考

え、日課の見直しや朝や放課後の時間を有効に活

用するなどして、平成３０年度から３５時間の３、

４年生の外国語活動、７０時間の５、６年生の外

国語の授業時数を確保し、先行実施しているとこ

ろでございます。とりわけ小学校５、６年生にお

ける外国語の授業では、映像資料やＡＬＴ等を活

用して英語を繰り返し聞かせながら、日常生活に

関する身近で簡単な英語を理解することができる

ような力を育んでいます。また、音楽に合わせて

リズミカルに繰り返し口ずさむチャンツや児童が

自分のことを話す活動に取り組むことで、基本的

な英語表現を用いて身近な事柄について自分の考

えや気持ちなどを伝え合う力を育んでいます。

今後教育委員会といたしましては、名寄市教育

改善プロジェクト委員会のグループを中心に、市

内各校の実践をもとにした研修や名寄市教育研究

所の外国語活動英語班の研修活動、上川教育セン

ターの外国語科指導講座、道教委の英語指導力向

上に向けた各種研修等を通して、学級担任を初め

とした教員の実践的な指導力の向上に努めながら、

次年度の全面実施に向け、校内体制を整えていく

ようお願いしてまいります。

次に、中学校武道の実施状況や課題等について

お答えします。中学校学習指導要領の保健体育科

の中で平成２４年度から全面実施されている武道

については、その学習を通して我が国固有の伝統

と文化により一層触れることができるよう指導の

あり方を改善すると示されております。この方針

に基づき、平成２４年度より前は１学年において

武道、またはダンスから男女とも１領域を選択し

て履修できるようにすることとしていたことを改

め、第１学年及び第２学年においては全ての生徒

に履修させることや第３学年においては球技及び

武道のまとまりの中から１領域以上を選択して履

修できるようにすることとし、また武道の運動種

目は柔道、剣道、または相撲のうちから１種目を

選択して履修できるようにすることとしています。

こうした指導内容の取り扱いを踏まえ、本市の

中学校では２校が柔道、１校が剣道、１校が相撲

を選択し、武道の授業を行っています。これまで

の武道の授業を通して見られる教育上の効果とし

ては、子供たちが基本動作と基本となるわざを練

習し、相手の動きの変化に対応した攻防を行うこ

とによりわざができる楽しさを味わいながら、相

手を尊重する態度や安全に留意する態度を身につ

けていること、礼に代表される伝統的な考え方な

どについての理解を深めていることなどが挙げら

れます。

現状として武道場については、体育館や格技場
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を活用していることから、武道の授業を行う場合

でも特に問題はありませんし、用具についても各

中学校の実情や要望を踏まえ、柔道の畳、剣道の

防具、相撲の土俵用マットや簡易回しなどを配置

しております。指導者については、武道を担当す

る先生方は適切な指導方法を身につける必要があ

ることから、道教委主催の武道講習会などに参加

して研修を深めております。特に柔道については、

有段者との複数体制での指導が求められているこ

とから、担当する先生方に有段者がいない場合に

は柔道等授業支援事業の外部指導者等派遣事業を

活用して名寄市柔道連盟の方に講師をお願いし、

技能面の指導の充実はもちろんのこと、安全面に

十分配慮して授業を行っているところです。

今後も武道の授業を効果的かつ安全に行うこと

が重要であり、武道を担当する先生方の指導力の

向上を図ることや有段者を確保することが課題で

あると考えております。このため教育委員会とし

ては、各中学校における武道の授業の状況等を把

握し、担当する先生方の研修を促したり、柔道や

剣道の有段者である先生が転出した場合には同じ

く有段者である先生を確保するなどして、指導の

継続、充実が図られるよう支援していきたいと考

えております。また、子供たちが安心して積極的

に武道の授業に取り組むことができるよう関係機

関、団体の御指導や御協力をいただきながら物的、

人的な条件の整備も一層進めてまいりたいと考え

ております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 私からは、大項目２、

名寄市地域公共交通網形成計画にかかわって、小

項目１、公共交通空白地における移動手段の確保

対策について申し上げます。

本市では、今後の人口減少、高齢化社会の進行

を見据え、恒久的に地域の足を守るために、公共

交通の指針となる名寄市地域公共交通網形成計画

を本年度策定したところです。この計画の策定に

当たり、公共交通の空白地となっている智恵文地

区及び東風連地区に居住する市民へアンケート調

査を行っております。この調査結果からは、現状

では両地区とも外出時の送迎については自分で移

動できるため送迎は必要ないという回答に加えて、

気軽に頼れる家族や知り合いがいるという回答が

多くあったほか、公共交通が不便な状況について

当面は困らない、今は困っていないが、近い将来

困る可能性があるという回答が多くありました。

また、デマンド型交通の利用意向についてもアン

ケートを調査を行い、現在の自動車による移動手

段がなくなったら利用すると思うという回答が多

くありました。

これらのアンケート結果から、名寄市内には交

通空白地が存在するものの現状では自動車利用者

が多く、また送迎を頼める家族や知り合いがいる

ため、公共交通空白地における移動手段に困って

いる市民は多くない状況にあります。しかしなが

ら、議員御質問のとおり、将来的には高齢化の進

行などにより自動車の運転ができない、または送

迎を頼む家族や知り合いがいなくなることが想定

されるため、移動手段の確保に取り組む必要があ

ることから、本年度策定した計画に基づき、名寄

市地域公共交通活性化協議会の専門部会において

デマンドバスや乗り合いタクシーのほか、タクシ

ー等を活用した地域の足の確保について議論を進

めているところです。議員から御質問のありまし

た具体的な交通空白地の移動手段の確保について

は、専門部会において議論を進めている最中であ

りますので、地域の事情や公共交通の需要を把握

しながら、交通空白地における公共交通施策につ

いて引き続き議論を進めていきたいと思います。

以上、答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 私からは、小項目の

２、高齢者の移動における課題と対策についてお

答えいたします。

全国的に高齢者の運転による重大事故が大きく
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報道されており、社会的な影響も大きくなってお

ります。高齢者のみならずとっさの操作誤りは、

ちょっとした不注意や焦りなどによって誰の身に

も起き得ることですが、高齢になると判断力、反

射反応機能など運動機能の低下、動体視力、視野

の広さ、聴力など身体感覚機能の低下など、運転

操作への影響があらわれる傾向があると言われて

おります。

本市では、運転免許保有人口約１万 ０００人

のうち２ １％が６５歳以上となっており、およ

そ４人に１人がいわゆる高齢ドライバーとなって

おります。名寄市では、名寄市交通安全運動推進

委員会との連携により、運転免許証を自主返納さ

れた高齢者の方に、歩行時の交通事故防止を目的

として交通事故防止グッズと ０００円分の商品

券を交付しております。グッズの交付数は、本年

１月から８月末までで５０人となっておりまして、

昨年１年間に交付した４５人を既に上回っており

ます。本市では、関係機関や団体との連携により

開催されている高齢者交通安全宣言大会や市民交

通安全運転者研修会において名寄警察署からドラ

イブレコーダーの事故映像も交えた交通講話をい

ただくなど、より事故の恐ろしさや悲惨さが伝わ

る形で高齢者など幅広い市民に交通安全意識の向

上が図られており、最近の高齢者による事故の増

加などと相まって免許返納の流れが進み、グッズ

の交付数にもその効果があらわれているものと考

えております。今後も関係機関などと連携した啓

発の強化により、安全運転の意識向上を図ってま

いります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） それぞれ御答弁をい

ただきましたので、改めて質問させていただきた

いと思います。

まず、地域の特色を生かした教育行政の推進に

ついてということで改めてお伺いをいたします。

初めに、コミュニティ・スクール制度、このたび

市内全校に導入がされたということであります。

ある意味小野教育長の肝いりで取り組まれた取り

組みではなかったかなというふうに思います。こ

れをきっかけに、また一層地域とともにある学校

づくり、また学校を核とした地域づくり、いわゆ

る地域コミュニティーの形成の手段であり、方法

が教育、学校教育という形で地域に根づいた教育

活動をますます進化させていくことを御期待を申

し上げたいというふうに思います。

お答えの中にもありましたけれども、今後の具

体的な取り組みということで教育部長のほうから

ありました学校教育と社会教育が一体となった取

り組みを今後していくということで、私もそこら

辺が大変これから重要になってくるのだというふ

うに思っておりますけれども、もう少し具体的に

例えば学校教育と社会教育が一体となった取り組

み、地域づくり、具体的にどのような取り組みを

想定しているのか、イメージしているのか、改め

てお聞かせをいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 学校教育と社会教育

の融合ということなのですけれども、コミュニテ

ィ・スクール設置した場合、地域コーディネータ

ーという役割の方を配置して、その方を中心とし

て保護者、地域住民の方々と学校運営に関してい

ろいろなことを進めていくというようなことにな

ってございますので、まず地域学校協働活動推進

員、地域コーディネーターを配置をしながら、そ

の方については可能であれば社会教育に精通され

たような方を各コミュニティ・スクールで選定し

ていただきながら、学校教育と社会教育をつなぎ

合わせるような役割を担っていただきながら進め

ていければというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） １回目のお答えにも

ありました地域学校協働本部、これはいわゆる社

会教育を担う形の部分だというふうに思います。

そういった中では、学校教育と社会教育をコーデ
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ィネートする地域コーディネーターを配置してと

いうことで今お答えをいただいたと思いますが、

今回私地域の特色を生かした教育行政の推進とい

うことでありますので、例えば今回コミュニティ

・スクールが全校に導入されたということを踏ま

えて、地域の特色ということであれば今幾つかの

学校、全校とはなかなかなっておりませんけれど

も、実施されております農園活動、この取り組み

をある意味もう少し拡大することによって名寄市

の基幹産業、これを生かした形での学校教育と社

会教育の一体化、融合と。特に私のおります智恵

文地域、高齢者学級の方が小学生と、また中学生

は独自で農園活動をやっておりますけれども、そ

んな取り組みをいわゆる名寄らしさというのだと

思いますけれども、各学校、農園活動をしている

学校、またしていない学校等もありますけれども、

高齢者の方とうまくかかわりが持てるそんな地域

の特色を生かした取り組みにしてはいかがかとい

うふうに思いますが、そんな可能性も含めて改め

て考え方をお伺いをしたいと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 智恵文地区につきま

しては、高齢者学級、友朋学級の皆さんと小学生

が一緒に農園活動をしているという事例をお伺い

しております。また、智恵文中学校におきまして

もカボチャをつくって、交通安全のために国道で

配付をしているというふうな活動をされていると

いうこともお伺いしております。また、ほかの小

学校についても全ての学校については農園活動、

学校菜園ということで農園活動をさせていただい

ておりますし、風連中央小学校あたりはコミュニ

ティ・スクールの委員の中にも老人クラブの方に

入っていただきながら、高齢者と子供たちのつな

がりといいましょうか、というような活動をして

いただいている学校等もありますので、そのよう

ないろんな各学校の、金太郎あめではないのです

けれども、地域とのかかわりですとかいろんな形

があるものですから、その辺は今後も大事にして

いきながら、地域と学校とがうまく連携しながら、

子供たちを育んでいただければというふうに考え

ております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 学校側の子供だけの

学びの場ということではなく、大人にとっても学

びの場であることが、またそういったコミュニテ

ィ・スクールの取り組みが地域づくりの核になる

ということにもつながるのだというふうに思いま

すし、また子供たちと高齢者のかかわり、それぞ

れの学校独自のものもありますし、特に東小学校

のコミセンなんかは長い歴史、もともとコミュニ

ティ・スクール導入する前からそれ以上の取り組

みもやっていたということでありますので、それ

ぞれの学校の特徴を生かしつつ、また名寄市らし

さというものも少し取り入れながら、それぞれの

学校が学校教育と社会教育が一体となった取り組

みますます拡大されるよう、今後もその取り組み

を推進していただきたいというふうにここはお願

いをしておきますので、よろしくお願いしたいと

思います。

高校の関係に移りたいと思いますが、先ほど壇

上でも申し上げましたが、先般報道がありまして、

名寄高校も次年度１間口減の３間口ということで、

中学校の卒業者数の推移を見ますと、予測はある

程度されていたということでありますけれども、

現実的にはこれは単独で４間口を今後継続して維

持していくのは、それ自体が困難だということが

一定程度明らかになってきたのかなというふうに

は考えるところであります。今後の中卒者数の推

移を見ても、緩やかに下がって、一回平成３４年

で市内は少し上がるような予測がありますけれど

も、それ以降はまた下がったりという部分で、今

後の見通しはやっぱり下がっていくのだというと

ころなのだというふうに思います。先ほど道教委

への昨年３月に要望をした名寄高校と名寄産業高

校の発展的な統合に関して、引き続き名寄市内高

等学校在り方検討会議を中心に議論をしていくと
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いうことでありますので、そこは引き続きの取り

組みをお願いをしたいと思いますけれども、そう

いう状況でありますので、今後はそれぞれ地域の

特色をより生かした形での魅力ある名寄の高等学

校ということをこれは地域全体でつくり上げて、

そして支えていく体制が今後ますます重要になっ

てくるのだというふうに考えております。

先ほどのコミュニティ・スクールも名寄市内は

全小中学校に導入されたということでありますの

で、名寄市内の高校もこれはこの機会にコミュニ

ティ・スクールの導入を検討すべきではないかと

いうふうに私は考えているのですけれども、道立

高校ですから、これは市教委の判断でということ

にはならないと思いますけれども、当然学校の理

解、そして保護者の理解、また地域の理解という

ものを在り方会議中心にそういったものを醸成し

て、こういう状況でありますので、地域で支えて

いく、地域でつくり上げていく高等学校というの

が今後必要になってくるのだというふうに思いま

す。仮に今後市内の高校、コミュニティ・スクー

ル制度を導入したという形であれば、その後市内

の小中学校に設置されたコミュニティ・スクール

としっかりと連携をとりながら、継続的な今後間

口の維持も含めた形での魅力ある高校づくりにこ

れはつながっていくのではないかなというふうに

思いますけれども、そのあたりのお考え、ここは

コミュニティ・スクールの関係も含めて、ぜひと

も小野教育長にそのあたりの考え方をお伺いして

おきたいと思いますので、よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 小野教育長。

〇教育長（小野浩一君） 今山田議員のほうから

コミュニティ・スクールと、それから高校再編に

かかわってのことについて御質問をいただきまし

たけれども、例えば高等学校のコミュニティ・ス

クールの全国の導入状況でございますけれども、

現在幼小中高、特別支援学校、これ全体の導入率

というのは、全国でまだ昨年の４月段階で１５％

程度なのです。高校だけに限って見てみますと、

これも全国で１０％程度ということでございます。

全国的に高等学校でまだ１０％程度ですけれども、

行っております特色あるコミュニティ・スクール

の取り組みとしては、これは報道等で確認された

こともあるかなと思いますが、例えば熊本県です

けれども、熊本県では県立高等学校全てで学校運

営協議会、これを設置したと。そして、熊本地震

の教訓を生かした取り組みというのを学校と地域

と一体になって進めているというようなお話も聞

いておりますし、またある県では、今議員から御

指摘ありましたように少子化ですとか過疎化が進

んでいまして、高校の存続に強い危機感を持って

いる地域、この地域において学校運営協議会にお

いて学校が存続していくために必要なことは何か

という議論を保護者と地域住民でいたしまして、

地域の子供たちが進学を希望するような魅力ある

高校にしようというような取り組みも数年前から

見られるという状況であります。

議員御指摘のように市教委としては、道立高等

学校へのコミュニティ・スクールの導入、これを

推進する立場には全くありませんので、もし今後

高等学校に学校運営協議会が設置された段階です

けれども、さきの例でお示ししましたように保護

者、地域住民とともに魅力ある学校づくりという

観点から例えば間口維持の取り組み、これも十分

可能なことかなと思いますし、また小中の運営協

議会はもう既にできておりますので、他と連携し

まして、そして例えば小中高一貫の生徒指導を充

実させるだとか、そんな特色ある取り組みを十分

に行っていけるような環境になってくるのではな

いかなと思っております。そのような機会が訪れ

ましたら高等学校のほうと連携しながら、より子

供たち、より名寄の教育課題に対応できる学校づ

くりを進めていきたいなと考えております。

以上でございます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 教育長直接の御答弁

ありがとうございました。
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実例として、間違いないと思いますが、今年度、

３１年４月となっていますが、道北地区でも隣町

の下川商業高校が学校運営協議会を設置したと。

あと、豊富高校、興部高校ということで、近隣道

立高校にも実際に設置したという事例もあります

ので、これは教育長まさにおっしゃったように道

立高校に対して市教委としての判断をできるもの

ではありませんけれども、そのあたりは何かしら

の機運が高まってくる、地域としてもそういった

機運が高まってくるということが今後重要になっ

てくるのだというふうに思いますので、市内の高

校の重要性、そして地方から来られている高校生

の生徒さんも多くいらっしゃいますので、やっぱ

りそういうことを途切れさせないためにも本当に

今まで以上に魅力のある高校づくり、そういった

ものをこれはまた行政もそういった部分にしっか

りとかかわっていただいて進めていただきたいと

いうことを改めてお願いしたいというふうに思い

ます。

また、このあたり少し別な場面でもいろいろと

議論を私も近隣の状況等も調査しながら、また御

指導いただきながらとも思っていますので、よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

次に行きます。英語、外国語活動であります。

それぞれ今先行実施がもう既に行われておりまし

て、日課等の見直し等を行い、順調に準備は進ん

でいるということでのお答えであったというふう

に思います。同僚議員が同様の質問をいつかの場

面でもあったかと思いますが、ＡＬＴ増員したり

ですとか、そういった資格を持っている先生を増

員したりというのは、物理的になかなか簡単にい

かないという部分もあるようなお話を聞いており

ますけれども、ここも先ほどコミュニティ・スク

ール、今高校に導入してはということでお話をさ

せていただきましたけれども、こういった部分で

も例えば先ほどの話、小中高が、市内の小学校、

中学校、そして高校がコミュニティ・スクールを

きっかけに連携することによって地域力を活用し

た、特に今英語の話ししていますけれども、そん

な取り組みができるのではないかなというふうに

考えております。というのは、一つの例としてで

すけれども、今名寄高校に名高イングリッシュプ

ロジェクト、略してＭＥＰという取り組みがされ

ておりますけれども、英語力向上と英語のコミュ

ニケーション力の向上を目的とした校内独自のプ

ロジェクトでありますけれども、もう既に小学生

向けの公開講座なんかも毎年１回必ずやっている

というような取り組みをしているということであ

ります。地域全体がそういった部分、地域の教育

に携わる、また子供たちにかかわっていく、例え

ば高校生が小学生、中学生にしっかりとかかわっ

ていくといういわゆる小中高のしっかりとした連

携がとれれば、そういった取り組みも可能になっ

てくるのかなと。ただただ学校の先生に負担をか

けずに、また今本当にカリキュラムが非常に厳し

い中でのこういった導入であったかというふうに

も思いますので、しっかりと地域力を活用できる

体制も重要ではないかなというふうにつながって

くるのだというふうに思います。特に今外国語教

育という部分でお話をさせていただきましたけれ

ども、今後そういった取り組みの小中高の連携の

可能性について考え方をお伺いをしておきたいと

思います。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 小中高の連携の可能

性ということだと思うのですけれども、今議員か

ら事例を紹介していただきましたけれども、名寄

高校につきましては平成２４年から名寄高校英語

力プロジェクト、ＭＥＰということで、英語で発

信する力等を身につけるために行っているという

ことで、実は平成２５年から３年間の期間でした

けれども、市内の小学生を対象としました開放講

座ということで、高校生と英語で遊ぼうという講

座を開いていただきまして、小学生が参加してき

たという事例がございます。内容的には小学生と

高校生がともに互いに交流をしながら、とても楽
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しく英語を学んだということだったとお聞きして

おりますけれども、そういうプロジェクトとかと

いうことで進めていただければそういう講座、小

学生、中学生も参加する機会があるのだろうとい

うふうに思いますけれども、今後ももしそのよう

な高校のほうで企画立案していただくような小中

学生が対象となるような外国語に対する活動等に

ついて開催等をしていただければ、また教育委員

会としましても各学校に積極的に参加を促してい

きたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） ぜひそういった小学

校、中学校、そして高校が連携した中での市内の

教育活動を進めていただきたいというふうに思い

ますので、コミュニティ・スクール導入される、

されない、またそこは別の話だと思いますし、導

入されればより連携、地域もしっかりとかかわる

という形になってくるのだというふうに思います

ので、可能性をぜひ少し探っていただいてと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

済みません、次に武道授業についてということ

であります。それぞれの学校、柔道が２校、剣道、

相撲がそれぞれが１校ということでありますけれ

ども、現行の学習指導要領が今そういう形でいず

れか１つを選択してということになっております

けれども、今度新しくなる学習指導要領の中では

柔道、剣道、相撲以外にも学校や地域の実態に応

じて空手道、なぎなた、弓道、合気道、少林寺拳

法、そして銃剣道などについても履修させること

ができるというふうに、これは選択制だと思いま

すけれども、そういう形になったということであ

ります。私今回地域の特色を生かしたということ

を一つの共通のキーワードというか、そういうこ

とで質問させていただいていますが、武道授業に

関しても、当然柔道、この間も新聞にもありまし

たけれども、柔道は山下道場の子供たちすばらし

い活躍をしています。全国の大会に行かれます。

剣道を一生懸命やっている子供たちも大勢いらっ

しゃいます。また、そういう意味では名寄市は銃

剣道のスポーツ少年団すばらしい活躍をされてお

ります。全国大会でも毎年上位に入るというよう

な活躍をしているという名寄市でありますので、

少し地域性、そういったものに鑑みた中で、仮に

地域の特色ですとかそういったものを教育活動の

一環として、銃剣道も最初は体験でもいいかもし

れません。そういったものを中学校の武道授業に

取り入れる可能性はあるのかどうか、そのあたり

の考え方についてお伺いをしておきたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 河合教育部長。

〇教育部長（河合信二君） 中学校の武道につい

ては、先ほど申し上げましたとおり、柔道、剣道、

相撲のうちの１種目を選択してということになっ

てございます。名寄市内の中学校の状況について

は、先ほどお答えしたとおりでございますけれど

も、地域や学校の実態に応じてという文言が入る

のですけれども、その他の武道、例えば今議員か

らいただきましたけれども、弓道、空手道、合気

道ですとか少林寺拳法、なぎなた、名寄の銃剣道

などがあるということになってございます。その

他の武道を取り上げる場合については、原則先ほ

ど言った３つの柔道、剣道、相撲なのですけれど

も、それにかえて地域の実情、地域の特色の事情

がある場合については、先ほど申しましたその他

の武道を履修させることができるというようなこ

とでなってございます。令和３年度からの、再来

年度からの中学校で全面実施されます新学習指導

要領においても武道の運動種目についても同じよ

うなというか、本格実施されてもそのようなこと

で３つの武道のほかに地域の特色、実情に応じて

選ぶことができるというようなことがございます。

先ほど議員のほうからも言われましたけれども、

名寄市については柔道も当然強いのですけれども、

銃剣道についても名寄ピヤシリ銃剣道スポーツ少

年団等については、全国大会で３回ほど優勝する



－177－

令和元年９月２０日（金曜日）第３回９月定例会・第４号

というような非常に優秀な成績をおさめていただ

いているということもあります。このような状況

も考えて、地域の特色を生かしたということにな

るのでしょうか、そのようなこともありますので、

ただし導入する場合、導入する要件の一つに教員

が指導から評価まで行うことができる体制が整備

されているというようなことが条件としてありま

す。そのような課題がありますけれども、教員の

武道講習会の参加や外部指導者などとの連携を通

して行っていけば、学校の判断により柔道、剣道、

または相撲にかえて銃剣道を履修させることは可

能ではないかと現時点では考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 外部指導者等も活用

した中で、また最終的にはこれは学校の理解等も

含めてあると思います。そういった多くの子供た

ちが親しんで、また頑張っている競技でもありま

すので、これが名寄の特色という部分も含めてぜ

ひ御検討、可能性があるということでのお話でし

たので、御検討をいただきたいというふうに思い

ます。

時間がなくなりましたので、公共交通の関係と

いうことで、高齢者の移動における課題と対策の

ほうなのですが、自主返納が昨年が４５人だった

のがもう現時点で５０人ということで、ふえてい

るということでお答えがありました。実際に原因

はどのように捉えていらっしゃるのか。ふえてい

る原因って何だと思いますか。お答えをいただき

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 返納されている方に

直接お伺いしたわけではないのですが、最近頻繁

に高齢者の交通事故が取り上げられるということ

で、そういったことで不安を覚えられて返すとい

う方がふえているのではないかと思っております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） ふえているというこ

とでありますので、一定程度そういったやられて

いる取り組みも効果が出ているのだというふうに

思いますけれども、免許返納者へのインセンティ

ブの検討を今回の地域公共交通網形成計画の中で、

今年度、２０１９年検討、次年度、２０２０年実

施ということで計画の進行管理になっていますけ

れども、そのあたりのインセンティブの検討状況

等、今の段階でありましたらお伺いをしておきた

いと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 網計画の中の進行管

理の中で免許返納者へのインセンティブの検討と

いうことで、２０２０年度実施ということで、今

年度協議をするということで、この事項について

はまだ協議をしておりません。今５月２９日に計

画ができまして、それ以降８月２０日に１度専門

部会を開催をしまして、４項目ほど取り上げて各

委員の皆さんから御意見をいただいたということ

で、その中には地域の足の確保対策、デマンドバ

スですとか乗り合いバス等の活用についてという

ことで議論が今始まったということでありまして、

議員言われている内容についてはこれからという

ことになります。済みません。よろしくお願いし

ます。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） 目的はそのインセン

ティブとかではなくて、最終的に免許を返納させ

る、インセンティブをつけて返納させることでは

なくて、高齢者の事故を防ぐ、そして車の依存度

が高いので、そういった手段を解消して公共交通

を維持していくということだと思いますので、そ

のあたりで引き続きの取り組みをお願いして、終

わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で山田典幸議員の

質問を終わります。

これをもちまして一般質問を終結します。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 報告第５号
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平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の報

告について、報告第６号 平成３０年度決算に基

づく資金不足比率の報告について、以上２件を一

括議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 報告第５号 平成３０年

度決算に基づく健全化判断比率の報告について及

び報告第６号 平成３０年度決算に基づく資金不

足比率の報告について、一括して御報告を申し上

げます。

報告第５号は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項の規定に基づき、また報

告第６号につきましては同法第２２条第１項の規

定に基づき平成３０年度決算に基づく健全化判断

比率及び資金不足比率を御報告を申し上げるもの

でございまして、細部につきましては総務部長か

ら説明をさせますので、よろしく御審議ください

ますようお願いを申し上げます。

〇議長（東 千春議員） 追加説明を中村総務部

長。

〇総務部長（中村勝己君） それでは、私から報

告第５号 平成３０年度決算に基づく健全化判断

比率の報告について及び報告第６号 平成３０年

度決算に基づく資金不足比率の報告について一括

して追加説明させていただきます。

配付いたしました資料の１ページをお開きくだ

さい。初めに、総括表①、健全化判断比率の状況

（平成３０年度決算）についてでありますが、実

質赤字比率及び連結実質赤字比率については赤字

が発生していないことから、なし、バー表示とな

っております。実質公債費比率については前年度

より １ポイント増の ５％、将来負担比率につ

いては ２ポイント減の３ ６％となりました。

次に、各指標の具体的な説明をさせていただき

ます。２ページをお開きください。総括表②、連

結実質赤字比率等の状況（平成３０年度決算）に

ついてであります。初めに、表の左上の欄、一般

会計等の赤字の割合を示す実質赤字比率積算の内

訳を記載しています。一般会計の実質収支は３億

２４３万 ０００円の黒字、市立大学特別会計

の実質収支はゼロ円となっております。分母であ

る標準財政規模に対する割合はマイナス ８６％

で、実質的な赤字が発生していないことになりま

す。次に、表の右下をごらんください。一般会計

等に加え、特別会計、企業会計など全ての会計を

対象とした連結実質赤字比率については、全ての

会計の実質収支を合計すると１５億 ７６７万

０００円の黒字となりました。この額が標準財政

規模に占める割合はマイナス１ ７３％になり、

特別会計、企業会計を合わせた全ての会計におい

ても実質的な赤字が発生していないことになりま

す。

３ページをお開きください。次に、総括表③、

実質公債費比率の状況（平成３０年度決算）につ

いてであります。実質公債費比率とは、一般会計

の公債費に加え特別会計や企業会計、一部事務組

合などへの公債費に準じた繰出金や負担金などの

合計額が標準財政規模に占める割合をいい、直近

の決算の３カ年平均を用います。平成３０年度単

年度では、衛生施設事務組合の起こした起債の一

部償還終了、災害復旧費等に係る基準財政需要額

の増加などにより、前年度より ９ポイントの減

の ６％となりましたが、平成２８年度から平成

３０年度の３年平均では １ポイント増の ５％

になりました。

４ページをお開きください。総括表④、将来負

担比率の状況（平成３０年度決算）についてであ

ります。将来負担比率とは、地方債残高など一般

会計が将来にわたって負担すべき金額が標準財政

規模に占める割合をいいます。平成３０年度決算

では、前年度より ２ポイント減の３ ６％とな

りました。上段の将来負担額は、地方債の現在高、

債務負担行為に基づく支出予定額、公営企業債等

繰り入れ見込み額、職員の退職手当負担見込み額

など将来にわたって負担すべき金額を記載してお
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ります。また、中段の充当可能財源等は、充当可

能な基金や公営住宅使用料等の特定歳入、将来に

わたって地方交付税で措置される基準財政需要額

算入見込み額などを記載しております。将来負担

比率が増加した主な要因は、地方債の現在高の減

少、職員の年齢構成の変化による退職手当負担見

込み額の減少が挙げられます。

５ページをお開きください。ここでは公営企業

会計の資金不足比率の状況をあらわしております。

企業会計である水道事業会計及び病院事業会計の

歳出相当の額は貸借対照表における流動負債から

翌年度償還の企業債等の額を控除した金額を、ま

た歳入相当の額については流動資産の額をそれぞ

れ記載しており、その差額が資金不足額となりま

す。両会計とも歳入相当額が歳出相当額を上回っ

ているため資金不足額はマイナスとなっており、

資金不足比率はありません。

また、食肉センター事業特別会計ほか２特別会

計については、それぞれ歳出歳入の決算額を記載

しており、いずれの会計も一般会計繰入金で調整

しておりますので、収支均衡となっており、資金

不足は生じておりません。

以上、追加説明といたします。よろしく御審議

くださいますようお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） これより、報告第５号

外１件について一括質疑に入ります。御発言ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

報告第５号外１件を終結いたします。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、あす９月２１日から９月２

６日までの６日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、あす９月２１日から９月２６日までの

６日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

ご苦労さまでした。

散会 午後 ３時１２分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 清 水 一 夫
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開議 令和元年９月２７日（金曜日）午後１時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１号 名寄市廃校体育施設の設

置及び管理に関する条例の制定につい

て（総務文教常任委員長報告）

日程第３ 議案第２１号 平成３０年度名寄市一

般会計決算の認定について（決算審査

特別委員長報告）

議案第２２号 平成３０年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第２３号 平成３０年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第２４号 平成３０年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第２５号 平成３０年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について（決算審査特別委員長

報告）

議案第２６号 平成３０年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２７号 平成３０年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて（決算審査特別委員長報告）

議案第２８号 平成３０年度名寄市立

大学特別会計決算の認定について（決

算審査特別委員長報告）

議案第２９号 平成３０年度名寄市病

院事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

議案第３０号 平成３０年度名寄市水

道事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

日程第４ 議案第３２号 名寄市パートタイム会

計年度任用職員の報酬、手当及び費用

弁償に関する条例の制定について

議案第３３号 名寄市フルタイム会計

年度任用職員の給与に関する条例の制

定について

議案第３４号 地方公務員法及び地方

自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について

日程第５ 議案第３５号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第５号）

日程第６ 意見書案第１号 プラごみ対策とごみ

を出さないシステムの確立を求める意

見書

意見書案第２号 林業・木材産業の成

長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める意見書

日程第７ 報告第７号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第８ 名寄振興公社のあり方に関する特別委

員会の設置について

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 議員の派遣について

日程第11 委員の派遣について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１号 名寄市廃校体育施設の設

令和元年９月２７日（金曜日）第３回９月定例会・第５号



－182－

置及び管理に関する条例の制定につい

て（総務文教常任委員長報告）

日程第３ 議案第２１号 平成３０年度名寄市一

般会計決算の認定について（決算審査

特別委員長報告）

議案第２２号 平成３０年度名寄市国

民健康保険特別会計決算の認定につい

て（決算審査特別委員長報告）

議案第２３号 平成３０年度名寄市介

護保険特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第２４号 平成３０年度名寄市下

水道事業特別会計決算の認定について

（決算審査特別委員長報告）

議案第２５号 平成３０年度名寄市個

別排水処理施設整備事業特別会計決算

の認定について（決算審査特別委員長

報告）

議案第２６号 平成３０年度名寄市食

肉センター事業特別会計決算の認定に

ついて（決算審査特別委員長報告）

議案第２７号 平成３０年度名寄市後

期高齢者医療特別会計決算の認定につ

いて（決算審査特別委員長報告）

議案第２８号 平成３０年度名寄市立

大学特別会計決算の認定について（決

算審査特別委員長報告）

議案第２９号 平成３０年度名寄市病

院事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

議案第３０号 平成３０年度名寄市水

道事業会計決算の認定について（決算

審査特別委員長報告）

日程第４ 議案第３２号 名寄市パートタイム会

計年度任用職員の報酬、手当及び費用

弁償に関する条例の制定について

議案第３３号 名寄市フルタイム会計

年度任用職員の給与に関する条例の制

定について

議案第３４号 地方公務員法及び地方

自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について

日程第５ 議案第３５号 令和元年度名寄市一般

会計補正予算（第５号）

日程第６ 意見書案第１号 プラごみ対策とごみ

を出さないシステムの確立を求める意

見書

意見書案第２号 林業・木材産業の成

長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める意見書

日程第７ 報告第７号 例月現金出納検査報告に

ついて

日程第８ 名寄振興公社のあり方に関する特別委

員会の設置について

日程第９ 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第10 議員の派遣について

日程第11 委員の派遣について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員
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１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 久 保 敏

書 記 渡 辺 敏 史

書 記 開 発 恵 美

書 記 長 正 路 慶

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 中 村 勝 己 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 天 野 信 二 君

教 育 部 長 河 合 信 二 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
渡 辺 博 史 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 鈴 木 康 寛 君

会 計 室 長 末 吉 ひ と み 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

１７番 黒 井 徹 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 議案第１号

名寄市廃校体育施設の設置及び管理に関する条

例の制定についてを議題といたします。

付託しました委員会の審査の経過及び結果の報

告を求めます。

総務文教常任委員会、高橋伸典委員長。

〇総務文教常任委員長（高橋伸典議員） 議長の

御指名がありましたので、第３回定例会で総務文

教常任委員会に付託されました議案第１号 名寄

市廃校体育施設の設置及び管理に関する条例の制

定についての審査の経過並びに結果について御報

告申し上げます。

委員会は、９月１０日、１７日、１８日の３回

開催し、慎重に審査を進めました。

条例制定の趣旨は、市民の文化及びスポーツ活

動の普及振興を図るため、廃校となった屋内運動

場のうち旧風連日進小学校と旧東風連小学校を市

民のスポーツ及びレクリエーション活動の場とし

て確保することを目的とするものであります。

第１回では、名寄市内学校開放施設の利用状況

と名寄市立学校施設開放利用条例の資料説明を受

け、質疑を行いました。主な質疑では、名寄中学

校と名寄東中学校が改築及び統廃合になった場合

の整合性についてに対し、両中学校とも今後いつ

まで利用できるかという問題はあるが、もし統廃

合や建てかえがあるならその時点で検討する。こ

の条例を制定するということは、今後もこのよう

な施設が出てくるだろうと想定している。現況で

は、両中学校の学校開放における利用人数と団体

数はふえているし、この２施設も使いたいという

ことで条例を提案している。また、第６条２項で

未成年が利用するとき保護者、またはこれにかわ

る責任者が必ず付き添うことを求めている。大学

生と成人未満の社会人にも適用されるのかに対し、

この条例の想定は少年団であり、指導者や保護者

の同伴により秩序を守っていただくことを想定し

て２項をつくっている。第６条で廃校体育施設を

利用できるのは、名寄市内に居住する５人以上の

グループとしているが、自治基本条例の名寄市民

についての定義との整合性に対し、自治基本条例

の考え方は名寄に通勤、通学されている方も含め

る広義な判断と理解しているのですが、今後の課

題と考えるなどの答弁がありました。

第２回では、前回の審議を踏まえ、補足説明と

して、名寄地区の学校施設開放事業利用団体の状

況の説明の後、第２項中、保護者、またはこれに

かわる責任者が必ず付き添わなければならないの

質問に対し、公の施設である廃校体育施設は、住

民の福祉の向上を目的に設置されており、住民で

ある市民が利用することを想定している。設置し

た施設で市民全体の平等性を維持するために自治

基本条例の定義とは差があると考える。大学生は、

住民票がなくても市内に住んでいる方は対象とし

ている。２項の利用促進という観点ではなく、施

設管理、使用者の管理という観点で、大学生であ

っても未成年の利用であれば一定程度の責任を負

える人材が適当と説明を受けました。その後、市

内に居住する住民でなければだめなのか、また大

学の１８歳、１９歳が健康づくりのために自由に

使用できるようにするのが教育都市宣言している

名寄市の対応ではないか、２項の保護者、または

これにかわる責任者とは誰なのかに対し、保護者、

またはこれにかわる責任者とは、大学を想定すれ

ばグループ代表の成人している人、大学の門戸を
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閉じることではなく、利用していただける方向で

検討をする。ただ、廃校体育館は管理する方がい

ないので、ある程度成人者がいることが望ましい

と答弁がありました。しかし、委員からは、大学

生や１８歳、１９歳でも楽しく気軽に利用できる

環境を整える意味から、第６条の１項と２項には

原則を加えるべきとする意見と居住する市民の平

等性、安全性や不測の事態を想定しながら条例を

つくるのが行政の役割で、原案のとおりでよいと

の意見に分かれたため、原則を入れることへの法

制担当の意見を確認することで閉会をいたしまし

た。

第３回では、原則を入れることへの法制担当か

らの回答で、原則を入れている条例はほかにもあ

るが、この条例を制定する理由は名寄市立学校施

設開放利用条例における学校施設が廃校で減少し

ている中で、使えなくなった方たちや地域住民に

廃校になったが、使用可能な体育施設を使用して

いただくのが出発点である。新規の政策として設

置したものではなく、名寄市立学校施設開放利用

条例の延長的なものとして同様の規定にした経緯

があると説明がなされました。その後、河合教育

部長から今後規定と運用で配慮して、この条例が

市民が利用しやすいものとなるよう対応するとの

発言を受け、質疑を終結し、採決の結果、全会一

致で原案のとおり可決すべきものと決定をいたし

ました。

以上をもちまして令和元年第３回定例会付託議

案第１号 名寄市廃校体育施設の設置及び管理に

関する条例の制定についての審査の経過と結果の

御報告をいたします。

〇議長（東 千春議員） これより、委員長報告

に対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。本件は委員長報告のとおり

決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は委員長報告のとおり可決

されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時０９分

再開 午後 １時０９分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第３ 議案第２１号 平成３０年度名寄市

一般会計決算の認定について、議案第２２号 平

成３０年度名寄市国民健康保険特別会計決算の認

定について、議案第２３号 平成３０年度名寄市

介護保険特別会計決算の認定について、議案第２

４号 平成３０年度名寄市下水道事業特別会計決

算の認定について、議案第２５号 平成３０年度

名寄市個別排水処理施設整備事業特別会計決算の

認定について、議案第２６号 平成３０年度名寄

市食肉センター事業特別会計決算の認定について、

議案第２７号 平成３０年度名寄市後期高齢者医

療特別会計決算の認定について、議案第２８号

平成３０年度名寄市立大学特別会計決算の認定に

ついて、議案第２９号 平成３０年度名寄市病院

事業会計決算の認定について、議案第３０号 平

成３０年度名寄市水道事業会計決算の認定につい

て、以上１０件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過並びに結

果の報告を求めます。

決算審査特別委員会、佐久間誠委員長。

〇決算審査特別委員長（佐久間 誠議員） 議長

より御指名をいただきましたので、今定例会で決

算審査特別委員会に付託されました議案第２１号

平成３０年度名寄市一般会計決算の認定につい

て、議案第２２号から議案第２８号までの各特別

会計決算の認定について、議案第２９号 平成３

０年度名寄市病院事業会計決算の認定について及

び議案第３０号 平成３０年度名寄市水道事業会

計決算の認定について、委員会の審議経過と結果
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の御報告を申し上げます。

第１回委員会は、９月２日に開会し、直ちに正

副委員長の互選が行われ、委員長には私佐久間誠

が、副委員長には塩田昌彦委員が選任されました。

第２回の委員会は、９月２４日に開会し、審査

日程を９月２４日から２７日までの４日間と決め、

実質審査に入りました。

審査期間中は、市長を初め関係する職員の出席

を求め、説明、答弁をいただき、各会派の代表に

よる総括質疑並びに委員による質疑を行い、慎重

に審査を行いました。

審査経過につきましては、当委員会は全議員を

もって構成された特別委員会ですので、詳細な御

報告は省略させていただき、審査の結果のみを御

報告申し上げますので、御了解をお願い申し上げ

ます。

当委員会に付託されました全会計決算中、一般

会計及び国民健康保険特別会計については起立多

数により、その他の６特別会計、病院事業会計、

水道事業会計はいずれも全会一致で原案のとおり

認定すべきものと決定しました。

よって、当委員会に付託されました各会計決算

につきましてはいずれも正確な収支が行われ、予

算の執行が適正であったことが認められました。

以上が審査の結果であります。

なお、委員会開催中は、委員並びに理事者各位

におかれましては終始慎重かつ熱心に審査を尽く

していただきましたことにお礼を申し上げます。

また、日程どおり決算審査特別委員会を終えるこ

とができましたことに重ねてお礼を申し上げまし

て、本委員会の報告とします。ありがとうござい

ました。

〇議長（東 千春議員） ただいま決算審査特別

委員会委員長より報告のありました議案第２１号

外９件については、全議員をもって構成されまし

た特別委員会でありますので、この際質疑を省略

し、直ちに採決を行います。

議案第２１号 平成３０年度名寄市一般会計決

算の認定について委員長報告のとおり認定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第２１号は委員長報告のとおり認

定することに決定いたしました。

お諮りいたします。議案第２２号 平成３０年

度名寄市国民健康保険特別会計決算の認定につい

て委員長報告のとおり認定することに賛成の議員

の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第２２号は委員長報告のとおり認

定することに決定いたしました。

次に、議案第２３号 平成３０年度名寄市介護

保険特別会計決算の認定についてから議案第３０

号 平成３０年度名寄市水道事業会計決算の認定

についてまでの８件について委員長報告のとおり

認定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２３号から議案第３０号までの

８件は委員長報告のとおり認定することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第３２

号 名寄市パートタイム会計年度任用職員の報酬、

手当及び費用弁償に関する条例の制定について、

議案第３３号 名寄市フルタイム会計年度任用職

員の給与に関する条例の制定について、議案第３

４号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例の制定について、以上３件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３２号 名寄市パ

ートタイム会計年度任用職員の報酬、手当及び費
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用弁償に関する条例の制定について、議案第３３

号 名寄市フルタイム会計年度任用職員の給与に

関する条例の制定について、議案第３４号 地方

公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついて、一括して提案の理由を申し上げます。

平成２９年に地方公務員法及び地方自治法の一

部が改正をされ、新たに会計年度任用職員制度が

創設をされました。改正法につきましては令和２

年４月に施行されることから、本市においても関

係条例の整備及び既存条例の一部を改正するもの

でございます。

議案第３２号 名寄市パートタイム会計年度任

用職員の報酬、手当及び費用弁償に関する条例の

制定は、平成２９年改正後の地方公務員法第２２

条の２第１項第１号で定める会計年度任用職員に

ついてその報酬、手当及び通勤費用に係る費用弁

償等について定めるものでございます。

議案第３３号 名寄市フルタイム会計年度任用

職員の給与に関する条例の制定は、同条第１項第

２号で定める会計年度任用職員の給料、手当等に

ついて定めるものでございます。

議案第３４号 地方公務員法及び地方自治法の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例は、会計年度任用職員制度の創設に

伴い、関係条例１０本について会計年度任用職員

に適用される制度に関する規定の整備、国の法改

正に伴う引用条項ずれの修正、文言整理などを行

うものでございます。

なお、議案第３２号 名寄市パートタイム会計

年度任用職員の報酬、手当及び費用弁償に関する

条例第３条第１項及び議案第３４号 地方公務員

法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例第７条において

改正をいたします名寄市統計調査条例第９条第３

項で規定をする条例は、新たに制定をする条例の

ため引用条例番号が空欄となっておりますが、議

決いただけました後に条例番号を議会に通知をさ

せていただくこととしております。

以上、よろしく御審議くださいますようお願い

を申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、議案第３２

号外２件について一括質疑に入ります。御発言ご

ざいませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） １点確認をさせてい

ただきたいと思います。

まず、フルタイム会計年度任用職員の給与に関

する条例の中の給料表であります。この中で、行

政職給料表を使用するというふうになっているの

ですが、市の職員の給与に関する条例の中では行

政職、また医療職、医療看護職、教育職等々給料

表があるのですが、そこで今現在臨時で働いてい

る皆さん方、あらゆる場面で働いていらっしゃる

のですが、それが行政職給料表のみを使うとなっ

ているところについて御説明をいただきたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 今川村議員のほうか

らフルタイム会計年度任用職員ということで御質

問ございましたけれども、パートタイム会計年度

任用職員の関係につきましても同じように行政職

の１表を使って、これは会計年度任用職員をどう

いった給料表に位置づけるかということで行政職

の１表を使っているということでございますので、

御理解をいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 端的にお答えいただ

いたのですけれども、ちょっとわかりづらいのか

なというふうに思うのですが、もう一度わかりや

すくお答えいただけないでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 中村総務部長。

〇総務部長（中村勝己君） 例えば一般的な事務

職員もいますし、病院のほうで働く方、あるいは

図書館で働く方、嘱託の方、臨時の方もいらっし

ゃいますけれども、全て行政職の１表の中で取り
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扱うということで、行政職１表の中でどういうふ

うに位置づけをするかということで、職種なりに

よって変えながら、その給料表を使うということ

でございます。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今回のこの会計年度

任用職員制度、国の制度として新しく公務員の中

で取り入れられた制度であって、非常に新しい制

度でありますからわかりにくいということが多い

ですし、一般質問でも取り上げさせていただきま

したけれども、現在働いている皆さん方は非常に

不安を持って働いていらっしゃいます。どういっ

た中身になるのかということです。ですから、今

の給料表一つとってみてもわかりづらいというこ

とがあるかというふうに思いますので、今臨時で

働いている皆さん方がこの会計年度任用職員に移

行した後どんなふうになっていくのか、本当に丁

寧な説明が必要かなというふうに思っていますの

で、そこに最善の努力をしていただくことを強く

求めて、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３２号外２件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３２号外２件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第３５

号 令和元年度名寄市一般会計補正予算（第５

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３５号 令和元年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を中心

に補正しようとするものでありまして、歳入歳出

にそれぞれ ３５５万円を追加し、予算総額を２

０９億 ０２７万 ０００円にしようとするもの

でございます。

補正の理由を歳出から申し上げます。６款農林

業費におきまして林業振興一般行政経費３００万

円の追加は、現在往来が不可能となっている林道

武徳日進線の路盤修繕工事を実施しようとするも

のでございます。

７款商工費におきまして名寄振興公社経営改善

事業費 ０５５万円の追加は、施設の運営上緊急

的に必要な資金として、名寄振興公社緊急運営資

金貸付金 ０５５万円を補正しようとするもので

ございます。

次に、歳入について申し上げます。２０款繰入

金におきまして財政調整基金繰入金 ３５５万円

を追加をし、収支の調整を図ろうとするものでご

ざいます。

以上、補正の概要について申し上げました。よ

ろしく御審議くださいますようお願い申し上げま

す。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

山崎真由美議員。

〇３番（山崎真由美議員） 先ほど御提案のあり

ました７款商工費、１項商工費の貸付金、名寄振

興公社経営改善事業費、名寄振興公社緊急運営資

金貸付金について何点か質問させていただきます。

今回緊急運用資金ということでの御提案であり

ますけれども、この補正に至るまでに別の方策の
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検討がなされたのかどうかについてお伺いしたい

と思います。前回からの継続的なものを頭の中に

残して今回の補正予算の審議に当たらせていただ

いておりますので、緊急ということであることに

は違いないのだろうというふうには認識しており

ますが、緊急の度合いについて、具体的なものに

ついて十分知らされていない部分もあろうかと思

います。緊急ということでのその状況について詳

しくお知らせいただきたいと思います。

それから、３点目になりますが、貸付金という

ことであります。貸し付けるということであれば、

当然償還返済の部分の計画、どの時期からどれぐ

らいの割合でというものが示されてしかるべきか

なというふうに思います。規則等の話も以前は出

ていたところでありますが、その議論も途中で終

わっている経緯もございますので、貸し付けると

いうことに当たっての詳細についてお知らせいた

だきたいと思います。

それから、この間の議論について、市民も本当

に心配をしながら見守っていただいているところ

が大きい中で、市民説明も十分果たすということ

を御答弁の中で何度かいただいているわけではあ

りますけれども、やはり名寄市の自治基本条例に

照らし合わせましたときに、自治基本条例第７条、

情報共有、第５項のところに「市は、まちづくり

に関する情報を積極的かつ速やかに市民に提供し、

及びわかりやすく説明する責務を負う」、自治基

本条例のこの項目は大変重要であると思っており

ます。この点についてもお考えを伺いたいと思い

ます。

以上、４点についてお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今４点について

御質問いただきました。まず、緊急的というとこ

ろでございますが、今回の貸付金に当たるものが

本来公社に入るべき指定管理料の相当額でござい

まして、これについては公社の意思によらぬ資金

調達に伴うものでありますこと、それから供託さ

れている指定管理料に関しましては現在係争中で

あることと、そしてこの公社において現在資金不

足が懸念されているというところで緊急性がある

と考えているところでございます。

また、別な方策を考えたかどうかというところ

でございますが、このたびの財政支援に当たりま

しては、補助金ですとか損失補償なども含めて検

討したところでございますが、今回今申し上げた

緊急性というところもありまして、また先ほど係

争中ということを申し上げましたけれども、係争

中であるというところで、これについて仮に勝訴

した場合におきましては、この供託されているお

金は公社が得るというところでありまして、その

場合には速やかに償還がされるということも総合

的に勘案しまして貸し付けということを提案させ

ていただきました。

続きまして、償還等につきましてですが、今回

この貸付制度につきましては、公社に対する緊急

運営資金貸付規則として９月２５日に決定をした

ものでございます。これにつきまして償還期間に

おいては、公社の経営状況及び供託された指定管

理料に係る裁判の行方など、そういったものを総

合的に勘案いたしまして、償還期間を１０年とし

ているところでございます。この償還につきまし

ては、さきに特別委員会でお示しした振興公社さ

んの収支計画は一旦取り下げさせていただきまし

たけれども、今後精査していく中で、その利益を

もとに償還をしていくところでございますが、こ

の１０年間の中でその利益の中から可能な範囲で

の償還をしていく計画をもとに、その規則におき

ましてはまず公社のほうから借り入れ申請書とい

うものが出されるわけですけれども、この中に償

還計画書が必要な書類として提出されることにな

ってございます。ですので、その償還計画に基づ

いて償還されるものでございます。

それから最後、情報提供というところでござい

ますけれども、まずこの問題につきまして、さき

に提案させていただいたものにつきまして特別委
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員会等で審議していただきましたけれども、今後

につきましては新たに特別委員会も設置されると

いうところでございますので、その中で議論をし

ていただき、私どもも可能な限り情報提供させて

いただきたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ御答弁いた

だきましたけれども、１０年で償還計画が立てら

れているということでありましたが、具体的な数

字については１０年間の中のどこからスタートし

て、どれぐらいの率でという、そういうところに

ついてのお話はなかったかと思っています。きょ

うの午前中まで３０年度の決算審査を行っており

まして、ずっと財政については厳しいものがある

という話も出ている中で、そして名寄市の公共施

設等緊急性を要する老朽化施設が多くなってきて

いるその財政についての議論をしてきたそのすぐ

後での今回の補正予算の提案でありますので、や

はりそこはもう少し具体的なものを示していただ

きたいというふうに思っているのが市民感情も含

めてであります。すぐにこの年度中に償還が始ま

るということは厳しいのかもしれませんが、１０

年間のどこからスタートをして、本当に１０年間

でしっかり償還が整うのかどうか。その見通しに

ついては、さきに示していただきました年次別の

収支計画書ですとか健全経営の計画書等も一度取

り下げになっている中では、やはり判断基準がい

ま一つ私たちにしてみれば整っていない状況での

補正予算の提案をいただいているというその思い

が強いものでありますから、そこについてはもう

一度御答弁をいただきたいというふうに思います。

あわせて市民説明については、確かに特別委員

会もこの後予定されている部分も大きいかと思い

ますけれども、それだけでは市民への説明を十分

に果たしているというふうには思えないのであり

ます。速やかにという言葉が自治基本条例の中に

しっかりと文言として入っておりますので、この

点についてはやはり早急な対応を求めたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） まず、償還につ

いて御説明申し上げます。

１０年というところですが、もしこの議案が可

決していただけましたら、速やかに貸し付けの手

続といいましょうか、まず公社さんのほうから申

請書を提出していただく手順になると思います。

その後決定をしまして貸し付けをすることになり

ますので、明けて１０月の初旬、早い時期になる

とすればそこからカウントして１年、２年として、

今のところそういう考えでおりますので、まず１

年目というのは来年の９月といって１０年間の償

還と。償還計画のその償還の仕方というのは、こ

の規則の中で率を定めているのではございません。

それは、公社さんのほうで収支計画に基づいてそ

の年度、年度で償還できる額をこれから申請して

いただくところの償還計画書の中で提出していた

だくことになるところではございますが、この中

ではさきの一旦取り下げはしましたけれども、収

支計画というもの、あれをブラッシュアップする

ことになってくると思いますけれども、あの中で

毎年度の利益の中からできる返済をしていってい

ただくということになると考えております。

この貸し付けにつきましては、先ほども一部申

し上げましたが、裁判の結果、勝訴すればそのお

金については公社が得るものでございます。です

ので、裁判の期間ですとか結果について予断を持

って返済計画を立てるということはなかなか難し

いと考えるところでございますので、この利益か

ら返済していく中で勝訴した際の繰上償還につい

ても規則の中で想定しているところでございます。

市民説明につきましては、先ほど申し上げまし

たとおり、特別委員会の中で私どもとしては説明

をさせていただこうと考えているところでござい

ます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 特別委員会の場でと
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いうことでありますけれども、それは市としての

対応の場とは少し意味合いが違うのではないかと

思っております。当然それぞれの担っている役割

の中で市民に対して説明をしていくということは

責任は担っていると思いますが、そことはまた違

う部分での市の責務というのはあろうかと思いま

すので、改めて理事者から御答弁をお願いしたい

と思います。

それから、償還についてでありますが、申請が

上がって、手続が整えばそこから１年目がスター

トするということでありました。本当に１年目か

ら順調に改善計画のとおりに数字が積み重ねられ

ていくのかどうかについて不安があるので、私た

ちは発言が多くなってきているわけであります。

改めて確認させていただきますが、この債務は確

定しているという認識の中でよろしいのでしょう

か。これは、もう一度確認させていただきたいと

いうふうに思っています。

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時３９分

再開 午後 １時４０分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 私のほうから前段の市

民説明についてお答えしたいと思いますが、これ

から私どもまちづくり懇談会も控えておりますし、

その中で十分ひとつ時間をとりながら説明させて

いただくこともありますし、またこれからのこと

でありますけれども、きょうの段階で少し固まり

つつあるような情報もありますから、それも含め

てできるだけ早いうちに市民の皆さんへの説明の

機会を設けさせていただきたいと思いますが、１

０月に入りますと中旬ぐらいにはもう既にまちづ

くり懇談会もございます。ちょっと資料のつくり

込みもありますけれども、必ずどこかのチャンネ

ルでは市民の皆さんに今こういう状況なのだよと

いうことで説明はさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 債務の確定というと

ころの御質問がありました。１つは、公社が今回

の資金調達の関係で負うリスクというのでしょう

か、そこのところについては今まさに係争中、裁

判に入ったというところでありますので、この結

果をもって額が確定してくるということであると

思いますが、その最大の額については今さまざま

な機会でお知らせしているように今回の貸付金の

額が最大の金額になるということであります。ま

た、市と公社の間での貸付金の債務等については、

市と公社が契約をした段階で債務が確定するとい

うふうになるということで御理解いただければと

思います。

また、今回の貸付金については、先ほど室長の

ほうから申請行為というふうに話をさせていただ

きましたけれども、当然償還計画等については市

としてもしっかりと内容を確認した上で貸し付け

の決定を行っていくことでありますので、あわせ

て御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今山崎議員のほうか

らありましたけれども、やはり貸し付けに至る経

緯がはっきり明確に示されていないなというふう

に思います。１つは、自助努力、ここのところが

どうだったのか。市からの貸し付けでなければど

うしてもだめだったのかどうかです。それからま

た、株主の中には地元金融機関も入っているわけ

ですが、そういったところの方々との相談等はど

うしたのか、そういった部分でもちょっと疑問が

残るところであります。

あと、北海道、道の対応についてどのようにな

っているのか。例えばこの ０５５万円のうち、

道の分でいいますと ４７４万 ０００円が含ま

れているわけですけれども、この部分については

どのように道のほうからお話があったのかどうか、

これについてお知らせをいただきたいと思います。

それからあと、貸し付けの部分での今取り決め
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の話が出ていましたけれども、償還に１０年をと

いうお話でした。指定管理をお願いしている期間

でいいますと、どの場所についても令和３年から

４年までというふうになっているのですけれども、

これ以降もずっと償還をしてもらうというふうな

ことでいうと、なかなか市民理解としては難しい

ということであります。

そして、今回１度だけで済むのかというのも非

常に不安です。予算単年度の中での今年度中にそ

れを終わらせるのか、また来年度も、再来年度も

というような市民の皆さん方からの不安が非常に

多く寄せられているところであります。ですから、

そういった中で財政調整基金を取り崩して使って

いくということでありますけれども、やはり財政

収支に大きな影響を及ぼすのではないかという不

安が広がっているわけです。ここの部分について

お答えをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ３点御質問をい

ただきました。まず、自助努力というところにつ

きまして、これは先に提出をさせていただきまし

た経営改善計画の中にも書かせていただいており

ますが、まず公社の自助努力として金融機関から

の貸し付けを受けて、当面の資金の悪化を回避し

たというところもございますが、今回におきまし

ては供託ということで、本来公社に入るべき指定

管理料が入ってこないというところに関しての資

金繰りの悪化というところで、緊急的に市が貸し

付けるという提案をさせていただいたところでご

ざいます。

道との対応につきましては、北海道とは緊密に

連携をしながら、打ち合わせも進めているところ

でございます。北海道としては、道立サンピラー

パークの指定管理を公社さんに委託しているとこ

ろでございますけれども、今回この貸し付けにつ

きましては、まず道に対して既に債権譲渡通知と

いうところを受けまして多大な御迷惑をかけてい

るところでございます。その意味で公社の５１％

の株主である市としては、大株主の責任を果たす

ということが必要であると考えておりまして、こ

れから本格的なシーズンを迎えるカーリング場を

備えており、本市の冬季スポーツ拠点化の中核施

設である道立サンピラーパークの運営をとめない

ためには、市が責任を持って公社が置かれている

現在の状況を回避しなければならないというとこ

ろから、供託されている道と市の指定管理料相当

額である今回の貸し付けについて市として貸し付

ける御提案をさせていただいたところでございま

す。

また、この償還１０年について１度で済むのか

といったところについての御質問ですが、今回先

ほど申し上げたとおりの考え方で１０年間の償還

期間としているところでございます。１度で済む

かというところについては、今回改善計画につい

て最大株主である市としても十分に精査をしなが

ら計画を立てさせていただきまして、今回この貸

し付けをまずすることで資金繰りの苦しいところ

を回避することにしておりますが、この後につき

ましては、これは特別委員会でもお話をさせてい

ただいておりますが、まだ不明金ですとかそうい

ったところの部分がございますので、それについ

ては今後特別委員会等でも協議をさせていただき

たいと思っているところでございます。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時４９分

再開 午後 １時４９分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 振興公社として株主

である金融機関等とも相談したかというような御

質問だったというふうに思いますが、答弁が漏れ

ていて申しわけございませんでした。

ここについては、先ほど室長のほうから公社の

自助努力の中で資金調達をしたという話をさせて
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いただきましたけれども、まさにこの相手となる

金融機関が株主の方という、そういった団体でも

ありまして、そういった機関とも相談させていた

だいた上で、自助努力の中での資金調達に結びつ

いているということで御理解をいただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 当面については自助

努力もしながらきたけれども、ここに資金ショー

トが目の前に迫ったというような御説明だったか

なというふうに今お聞きしたのですけれども、し

かし北海道の対応について市の責任をもって道の

分も責任を担うというようなお話でした、今。道

の指定管理料を負担するまで名寄市が負担できる

状況にあるのかというのが非常に今のお話聞いて

疑問をさらに深くなったところであります。当面

については自助努力もしたけれども、これ以上は

できないという状況がやはり私たち議会の中でも

示されていませんし、市民の皆さん方にももうこ

れ以上自助努力は難しいのだといったところが見

えてこない。何か市のほうで思いやって、出して

あげているのでないかというふうに思わざるを得

ない。今の道の分も負担するということをお聞き

すると、そんなふうに思ってしまいます。その点

について再度お答えをいただきたいと思います。

それから、貸し付けですけれども、この取り決

めの中身、償還の中身についても何か曖昧ではな

いでしょうか。個人的な貸し借りのところを例に

出しては申しわけないのですけれども、やはりき

ちっとした書面を出し、計画を出し、その上で貸

し借りが決まっていく。今回この予算が決まった

ら、計画書も出してもらうというようなことで、

すんなり貸すことになってしまうのか。非常に疑

問であります。その点についてお答えをいただき

たいのと、あと先ほども言ったように１０年間と

いうところに管理運営が令和３年、４年までとな

っているところに対してのお考えをお聞きしてい

ませんので、再度お願いをいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ３点御質問をいただ

きました。１つ、道の分も含めてなぜ市が負担を

するのかということであります。ここは先ほど室

長も申し上げましたけれども、今回公社の大株主

が市であるということが１つと、もう一つは市の

施策として冬季スポーツ拠点を初め道立サンピラ

ーパークについても重要な施設であるという位置

づけがあるというのがございます。それと、もう

一つについては、今回については貴重な市の財源、

厳しい中での予算措置ではありますけれども、貸

付金という形で提案をさせていただいたというこ

とでありまして、期間はかかるかもしれませんけ

れども、基本的には貸付金でありますので、後年

時の中でこれについては団体としての利益の中か

らお返しをしていただくと、そういう考えのもと

に立っているということで、決してここに公社の

今後の努力を求めないということではありません

ので、そこについてはぜひ御理解をいただければ

というふうに思います。

それと、償還の中身についてということであり

ます。これは、さきの特別委員会でも向こう令和

６年度までの損益計算書もつけてお示しをさせて

いただきました。一部誤っていた部分もあって、

そこは改めておわびを申し上げたいと思います。

ただ、基本的には公社からの経営改善計画があっ

て、それに対する市の評価、さらには考え方があ

りましたので、ここについては今後も基本的に大

きく変わるものではないのだろうと思いますけれ

ども、さらに数字等についてはブラッシュアップ

をさせていただきたいと思いますし、今人材のと

ころについても市としてもできる努力をさせてい

ただいておりますので、そういった機関からも助

言をいただきながら、さらにブラッシュアップを

させていただきたいなというふうに思っています。

いずれにしても、そこに一度下げましたけれど

も、基本的な改善計画の方向等については検討さ

せていただいておりますので、それのデータをも
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とに向こう１０年以内の中でこの償還ができるも

のというふうに考えておりますし、具体的には先

ほど申し上げたように改善計画を添付した申請を

もって、それを私どものほうでしっかりと内容を

確認した上で貸付実行に移していきたいと思いま

すので、そういう手順があるということでぜひ御

理解をいただければと思います。

それと最後に、指定管理のところで向こう１０

年間の中で指定管理期間が切れるということも当

然ありますので、そこの危惧だというふうに思い

ますけれども、公社が指定管理として受けている

施設については、一般公募ではないという施設な

のです。特定のノウハウ、技術がなければ運営が

できない施設ということでありまして、ここにつ

いては今後も変わらないというふうに思っていま

す。さらに先には違う団体が出てくれば別ですけ

れども、当面についてはここはやはり公社でなけ

れば担うことができない施設というふうには考え

ておりますので、そこも含めて今回の貸し付けと

いう措置に至っているところでありますし、そう

いう施設でありますので、向こう１０年間の中で

は引き続きぜひ再建をして、施設を担っていって

いただきたいと、そこの思いも込めて１０年間に

ついてということで期間を設けたということでぜ

ひ御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ５１％の株主、一番

の株主という名寄市であるのは承知していますし、

またこれから冬に向けて大きな取り組みをしてい

く重要な施設というのも理解して、その中で市民

の皆さんもそこは十分に理解をしている中で、こ

の多額の資金を貸し付けるといったところに不安

が不信感もあわせて広がっているわけです。そん

な中で、今おっしゃったように株主だから、冬の

そういう冬季スポーツ拠点化事業を進めるために

北海道のこの分を一緒に名寄市が負担すると、貸

し付けるといったことに理解できるでしょうか、

市民の皆さん、御説明して。非常に私は理解に苦

しみます。

今係争中ということもありますから、この供託

した部分がいつ返ってくるかどうかもわからない

というようなことでありますし、そしてこの供託

が今回さっきもお話ししたように１度で済むのか

どうか。来年度も、またその次もどうなるのだろ

うという不安もあるわけです。これから特別委員

会が設置される予定でありますけれども、そこで

は第三セクターにおいては財政的リスクを存在す

る第三セクターにおいて速やかに抜本的改革を含

め経営健全化を検討することが強く求められると

いうことで、総務省の指針にも出されているとこ

ろであります。その抜本的改革のところは、地方

公共団体が主導することが必要だと、こんなふう

に書かれているわけですが、この点についてはこ

れから設置されようとする特別委員会の中で議論

をしていくことが必要だというふうには思います

けれども、今問われているのはこの ０５５万円

の貸し付けです。この貸し付けるということに理

解がなかなか進まない状況では、次の特別委員会

での議論も進んでいかないのではないかというふ

うに考えるのですが、再度この貸し付けに対する

お考え、また道の負担をするお考えを改めて聞き

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 先ほど申し上げたと

ころに加えて、当該の振興公社が運営している施

設については、もとより市民の皆さん御利用され

るところもありますので、そのサービスをとめる

ことができないという部分も含めて今回の貸し付

けをして、資金ショートを乗り越えていきたいと

いう思いがあるということでぜひ御理解をいただ

ければと思います。

それと、２点目の次年度以降もこの供託をしな

ければいけないのではないかという、そういう心

配がないのかということでありますが、これにつ

いては今回の資金調達、私どもの認識とするとち

ょっと不当な資金調達というふうに認識していま
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すけれども、これに伴うものということでありま

すので、それは既に今回の ０５５万円の中にあ

るということでありますので、次年度以降につい

て供託するということはないというふうに考えて

ございます。

最後に、三セクの抜本的な改革に係る市の姿勢

というか、かかわり方ということだと思います。

これについては、本来であれば公社の黒字がもっ

と早い段階であれば、あるいは国の指導をしっか

りと遵守をすればもっと早い段階での対応が必要

だったのかもしれませんけれども、公社からの報

告が黒字だったということもありまして、手続的

には少し遅くなった感については否めないのかも

しれませんけれども、これを機に改めて第三セク

ターに対するかかわり方については内部でもしっ

かりと検討しながら、厳しさを持ちながら対応し

てまいりたいと考えておりますので、ぜひ御理解

をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 山田典幸議員。

〇１６番（山田典幸議員） 今回貸付金として

０５５万円提案されましたけれども、今定例会初

日に、ちょっと話戻りますけれども、付託されて、

特別委員会を設置して同様の額の貸付金、そして

経営改善補助金ということで提案されたのが９月

１８日議案の撤回があったということでの今回

０５５万円の再提案だったというふうに理解して

いますけれども、今その内容等についてはさきの

議員のやりとりの中で一定程度理解するものであ

りますけれども、改めてのいろんな経緯の中で議

案の撤回になったという経過もありまして、収支

計画等にやっぱり影響を及ぼす事態に陥ったとい

うことでの撤回だったというふうに思います。当

然 ０５５万円に前回は付随して提案された部分

でありますので、これは全く関係ないということ

には私はならないと思いますので、ちょっと確認

しますけれども、今後の見通しとしていつ精査さ

れた収支計画、経営改善計画も含めていつの段階

で明確になって、改めて議会に対して提案がされ

るのか。そして、経営改善計画ですけれども、そ

れも含めてどういうような内容を精査して、改め

ての提案がされるのか。というのも議案の撤回に

よって設置されていた特別委員会も今はない状態

になっています。その特別委員会の議論の中でも

明確になっていない部分が多々あります。また、

方向性が明確に示されていない部分というのが非

常に多いまま特別委員会が解散してしまったと。

結果的に議案の撤回によって解散してしまったと

いう状況でありますので、そういった部分も含め

ての経営改善計画、精査して改めて出てくるのか

どうか、そのあたりの見通しと少しスケジュール

感というのを明確に示していただきたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今山田議員から

スケジュール感というところでの御質問がござい

ました。まず、さきの特別委員会で提出させてい

ただきました経営改善計画あるいは収支計画につ

いては、先ほど臼田部長からの答弁もありました

とおり、一部修正等もございまして御迷惑をかけ

たところでございます。

現在先ほどの貸し付けについての償還の計画を

立てるに当たりましても、公社のほうでまず収支

計画についても精査をしているところでございま

す。また、改善計画につきましては、総務省から

の通知に基づきますと、昨年２月２０日付の総務

省の通知で第三セクター等の経営健全化方針の策

定についてという通知がございまして、これに基

づきますとことしの３月３１日までに実は提出し

なければいけないということがございましたが、

これにつきましてはこの健全化方針を出さなけれ

ばいけない地方公共団体というものがその第三セ

クターが債務超過法人であるですとか、実質的に

債務超過である法人ですとか、そういったものが

対象になるというところでございました。この通

知があったときには、先ほど申し上げましたが、

当初の公社の報告におきまして黒字であったとい
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うところもあって、このときにはしかも債務超過

になっていなかったので、この段階での提出はし

ておりませんでしたが、改めての……

（何事か呼ぶ者あり）

〇産業振興室長（田畑次郎君） そのために改善

計画を改めて精査しなければいけないと思ってお

りますけれども、これについては時期的にいつま

でというのはまだ公社とも精査しておりませんけ

れども、できるだけ速やかに提出したいと思って

おります。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今後の見込みというこ

とでありますけれども、 ０５５万円、今回の貸

し付けのほうからお話しさせていただきますが、

さまざまな公社いろんな資金調達も努力しており

ましたけれども、本来入るべき指定管理料が入ら

ないということで、このままでは９月末、今月末

で資金が枯渇するというのが目前に迫っていると

いうことにあります。

お金の流れ的な話ですけれども、 ０５５万円

貸し付けて、資金はそこで一通りあるのですが、

シミュレーション上は前回の経営改善計画でお示

ししたところもありますけれども、ことしで資金

がなくなるだろうという見込みは立てていますの

で、追ってことしの４定の中では経営改善計画と

ともに今後の資金どれぐらい必要なのかも改めて

精査させていただいて、提出させていいただくこ

とになろうかと思います。たしか前回の中では

０５５万円のほかにプラス ０００万円というこ

とでありましたけれども、そのプラス ０００万

円のほかに今回の調査の中で不明金の部分も出て

きておりますし、よくよく考えますとここの部分

も恐らく資金のところではかなり厳しくなります

ので、これについてはどういう形の補正の手法が

妥当なのか、今回補助金ですとか貸付金ですとか、

場合によりましては公社が借り入れる、そしてそ

の借り入れたものに損失補償を市がする、いろん

な手法はあるかと思います。いろんな形でどうい

う方法がいいのかよく検討させていただいた上で、

また議会のほうと御相談させていただければと思

っております。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） ４定までにはという

ことでありましたけれども、さっき私が経営改善

計画を精査してどういう形で出してくるのかとい

うことは、今回特別委員会を９月の頭から９月１

８日まで設置して、さまざまな議論がありました。

そういったものも含めて改めてそこを市としても、

当然振興公社としてもしっかり受けとめた中で、

改めてのそれも含めた中での改善計画をこれはし

っかりと出していただきたいのです。そういう部

分ではやっぱり明確になっていない部分が多々あ

りますので、そういった部分もしっかりと明確に

した中で、結果的にはこういう形になりましたけ

れども、これをきっかけに収支計画も今後かかっ

ていくものを全て改めて精査して、きちんとした

形で、いつまでにということであれば４定という

ことで期限ありましたけれども、そこら辺の考え

方についてお伺いをしているわけであって、そこ

らあたりの考え方少し明確に御答弁をお願いした

いと思います。

あと、そういった部分では……一回それお答え

いただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 済みません、言葉足ら

ずで申しわけございません。

特別委員会で議論していただいたことについて

は、これは決して無駄にしてはいけないと思って

おりますので、その点は十分次の計画の中に織り

込み、また再度再精査させていただく時間を与え

られたというふうに認識しておりますので、十分

そこについては庁内、そして公社のほうにもこれ

でいいのかと、本当はここが一番大事なことだと

思っております。これだけ市民の皆さん心配して

いる振興公社、これでいいのかと、ここが一番大

事なことだと思っておりますので、改めていろん
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な方法あるかと思います。私ども公社と指定管理

の基本協定結んでおりますので、それにのっとり

ましてきちんとした形で対応していただく。改め

て信頼回復というのはどういうものなのか、これ

は公社のほうに十分考えていただくことも踏まえ

て計画をつくらせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 山田議員。

〇１６番（山田典幸議員） ある意味そういった

お言葉を改めて確認したかった部分もありますの

で、そこのところはよろしくお願いしたいと思い

ますし、先ほど特別委員会どうこうと、まだ設置

されていませんけれども、これは議会の立場とし

て主体的にそこにはしっかりとかかわっていこう

と。ここは昨日の東議長が議会を代表して記者会

見もされていますので、そういう意思のもとに今

後、まずは第４回定例会に提案される予定という

ことで今ありましたので、ある意味私たちは主体

的にそこにかかわる中で、その議論をするための

下地づくりを継続して進めてまいりたいというふ

うに思いますので、そのことを改めて申し上げて、

終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間誠議員。

〇４番（佐久間 誠議員） これまでの各議員と

のやりとりの中で多少重複する部分もあると思う

のですが、今市民が一番心配しているのは、今回

例えば ０５５万円をつぎ込んで、緊急避難的に

公社を救済すると。しかし、それで終わるのかと

いうことなのです。幾らつぎ込んだら安定した体

制を取り戻せるのかと、ここが一番ポイントであ

りまして、ここの考え方をきちんとやっぱり整理

していかなければいかぬと思うのです。先ほど橋

本副市長御答弁あったようにとりあえずこの ０

５５万円をつぎ込めば、１２月末まではこれは大

丈夫なのかなというふうにちょっと考えるのです

けれども、そこら辺が安定的に、例えば供託金部

分はもう裁判上の供託ということで、これは積み

上げられていると。その部分を例えば指定管理料、

これを貸し付ける、その部分の分を。そうすると、

これだけで経営は本来でいったら安定するのでな

いかなという率直な気持ちもあるのですが、しか

し先般経営改善計画、特別委員会の中で示された

もの、これ見たらそんなものではないなと。いろ

いろあるなと。先ほどお話あったように不明金の

整理、あるいは恒常的な赤字部分だとか、それか

ら緊急的な潤滑油的な緊急なものも含めてちょっ

とあるものですから、そこら辺が一番心配してい

るということです。

それと、２つ目は、先ほど来の御答弁で規則に

ついて、貸付規則、これについて今整備をされて

いるということなので、この議案が例えば通過し

たらそういったものも見られるようになるのかな

と思うのですが、指定管理団体というのは何も振

興公社だけでなく、ほかにもいろんな団体あるわ

けです。そこの団体が仮に、こんなことあっても

らったら困るのですけれども、例えばまた同じよ

うな状態があったときに、その別な団体にも貸し

付けられるような公平、公正性を担保した規則に

なっているのかどうなのか、そのことについてこ

れは２点目にお伺いしたいというふうに思ってお

ります。

それと、第三セクターへのいわゆる国の方向性、

これは先ほど川村議員も触れられておりましたけ

れども、かなり厳しいものになっているというこ

ともありまして、それと私心配しているのは、財

政援助制限法第３条にこれは抵触するのではない

かというふうにちょっと考えているのです。ただ、

いわゆる特別の事情というものもこれは加味され

ているのかなと思うのですが、かなり第三セクタ

ーに対する貸し付けは全国的な第三セクターの経

営不振、累積赤字、恒常的なそうした債務の超過

みたいなものから総務省がこれは通達を出されて

いるものでありますから、これはこの先まだまだ

財政出動が必要だということで考えるのであれば、

どこかでやっぱりこれは決断をして、新たな形を

模索するという方策も市のほうとしてはとらなけ

ればいかぬのではないかというふうに思いますか
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ら、このあたりの考え方について御質問したいと

思います。

それと、貸し付けでありますから当然、先ほど

１０年という償還期限おっしゃられておりました

けれども、金利だとかの設定というのは、これは

どういうふうになっているのでしょうか。ここら

辺についてちょっとお聞きしたいと思います。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私のほうからは、

まずちょっと順不同になるかもしれませんけれど

も、金利のところから説明させていただきますと、

今回先ほど申し上げました緊急運営資金貸付規則

の中では、先ほどと御説明が重複しますけれども、

本来公社に入るべき指定管理料相当額でありまし

て、また公社の意思によらぬ資金調達に伴うもの

であること、また供託されている指定管理料に関

しては現在係争中であり、勝訴した場合には公社

が得るものであることなどを総合的に勘案し、無

利子、ゼロ％としているところでございます。

あと、この規則そのものがほかの団体、指定管

理団体が同じようなことがあったときにその公平

性はどうかというところでございますが、今回こ

の規則につきましては名寄振興公社緊急運営資金

貸付規則という名称のものでございまして、その

趣旨におきましてもピヤシリスキー場など名寄市

の公共施設の管理運営を所管する出資法人である

株式会社名寄振興公社の経営の安定と事業の円滑

な運営を図るために緊急な運営資金を必要とする

ためというところになっておりますので、今回の

貸付規則につきましては名寄振興公社に対しての

ものとなってございます。

供託をされたものがこの貸し付けがあれば本来

であれば安定するはずのものがさきに提出した改

善計画や収支計画の中ではそうではない部分があ

るのではないかというところでございますけれど

も、これについては決算を再精査させていただい

たところ、累積の赤字と、それから年間 ０００

万円程度の赤字になるという構造的なこともござ

いましたので、計画の中では採算部門であると考

えられていたなよろ温泉サンピラーの部分につい

ても指定管理料を入れることでの安定をさせてい

ただくような計画を出させていただいたところで

ございました。ですので、今回の貸し付けの後に、

先ほど副市長からも御説明ありましたが、まだ不

足する部分がありますので、これについては今後

計画を出させていただく中で協議させていただき

たいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ３点目にありました

今回の予算措置、これを実行すると法人に対する

政府の財政援助の制限に関する法律、これに触れ

るのではないかという御質問だったというふうに

思います。これは、佐久間議員も以前ごらんにな

っているかと思いますけれども、第三セクター等

の経営健全化の維持等に関する通達が出されてお

りまして、これは積極的に発動せいということで

はありませんけれども、行政側からの三セクに対

する支援策の中に長期あるいは短期の貸付金とい

う方法があるということで明示がされております

ので、法には触れないものだという認識をしてご

ざいます。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 金利については、経

営安定するまで取れないということだとか、規則

についてはこれは限定するものであると、振興公

社に限定する規則であるというような御説明だと

か、そのあたりはお答えはわかりましたけれども、

最後の国の指針と、それから市が出せるべき限度

額というのが幾ら緊急避難的、突発的といえども、

通常は株式５１％、この持ち株の範囲内、つまり

名寄市であれば９５０万円とかそのあたりだと思

うのです、三セクのところでいうと。市民のさま

ざまな生活が脅かされるようなことになっては、

これは到底だめだと思うのです。だから、今回は

貸付金というくくりですから、返してもらえるこ
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とを前提に考えるならば、これは緊急避難として

やむなしかなというふうに私も思うのですけれど

も、かなり苦悩されていると思いますから、この

あたりしっかり調整したり、それから市民の皆様

の説明責任も含めて、きちんとこれは説明をして

いただきたいというふうに思いますし、市もこれ

は苦悩しているだろうと思いますが、私どももこ

の間特別委員会の中で真剣に議論して、名寄市の

将来や、あるいは振興公社の将来あるべき姿、そ

のことをどういうふうに再構築していけばいいの

かということで、大変難しいことで、議論も大変

苦悩するものでありましたから、ここは余りにも

底の見えない泥沼のような形で突っ込んでいくよ

うなことがあってはならないと私は思います。だ

から、その歯どめ策、そのことを周りの方とも重

複しますからもう一度御答弁いただきまして、私

の質問については閉じたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 今回の貸し付け ０５

５万円についてですけれども、私も財政を預かる

立場として非常に市民の皆さんに心苦しく思って

おります。当然市民の皆さんからいただいた税金

を入れての支援となりますので、ただ貸し付けと

いうことでございますから、これは最終的には何

らかの形で公社のほうから返還していただくと、

これは大前提としてこれはゆるがせはできないと

思っております。係争案件ということですから、

そこの問題発覚したときにはあってはならないこ

とという表現させていただきましたが、本来債権

譲渡できないというふうに協定で書いてあるもの

がされているということでありますから、この部

分も含めて係争ということになっております。最

終的には必ず何らかの形で公社のほうからこの貸

付金については返済していただくと。そのために

もしっかりした経営改善計画と今後の収支見込み

もつくっていただくと、そういう形でまた公社の

ほうとさまざまな形で協議させていただきたいと

思います。

そして、もう一つ、次から次へとお金をつぎ込

むことになる、これは本当に避けなければならな

いことだと思っています。先ほどお答えしました

けれども、ことしの４定の中でまた再精査させて

いただきたいと思いますが、当然経営改善計画も

つくりますので、翌年度以降これは最終的には予

算の審議していただくことになって、その中で指

定管理という形になりますけれども、あわせて提

出させていただくことになりますし、節目節目で

公社の経営どうなのだと。それについては今回の

議会でもいろいろ御議論いただきましたが、必ず

今の経営状態どうなのだと、これは我々としても

しっかり監視の目を光らせて、もしそれでなかな

かうまくいかないような兆しがあれば、これはお

っしゃるとおりいろんな手法考えられるかもしれ

ません。これは、道のほうの指定管理も受けてお

りますので、私のほうで一概に今ここで言うこと

はできませんけれども、当然市民の皆さんの税金

を際限なくつぎ込むという話にはなりませんので、

そこはしっかり監視といいますか、さまざまなデ

ータも読み取りながら、そして今状況どうなのだ

と、さらに密に連絡とり合いながら、不測の事態

にならないように進めてまいりたいと思っており

ます。

〇議長（東 千春議員） 倉澤宏議員。

〇２番（倉澤 宏議員） ７款商工費 ０５５万

円、名寄振興公社経営改善事業費についてお尋ね

をしたいと思います。

先ほど来から質問ございましたけれども、今副

市長からも貸付金ということで、将来的に税金を

投入しますけれども、返済されるというような前

提でのお話がございました。さきに修正して出さ

れた決算報告書、振興公社の平成３０年度第４７

期の決算状況、株主資本合計でマイナス ２１７

万 ０８５円とかなり債務超過をしている状況の

会社であるといったところに、あえて貸付金でリ

スクを負って市が直接貸し付けるといった判断に

至った考え、これについて御確認をしたいという
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ふうに思います。将来的に先ほど貸し付け内容の

部分では１０年ほどの償還を考えているといった

期間のお話もありましたけれども、１０年間その

債務を市として背負っていくというリスク、途中

で償還ができなくなった際に債権を放棄しなけれ

ばいけないといった事態が出てきたとき、その際

にもまた議会の債権放棄に関する議決、議会に預

けられるといった状況がある中では、補正予算の

部分についても議会として慎重にならなければい

けないといった考えは当然皆さん持っていると思

いますので、そちらについての考え方もう一度お

聞かせいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今回は、緊急措置と

いうことでの貸付金ということでの提案をさせて

いただいたというのが１つありまして、緊急に対

応しなければいけないというのが１つあるのと、

それともう一つは先ほどからの答弁の中にもある

ように決して市が肩がわりをするということでは

なくて、最終的には公社の責任としてしっかりこ

の金額については返済をいただき、市民の皆さん

に御迷惑をかけないという前提もあって、そうい

った意味も含めて、市としてのリスクはあるのか

もしれませんけれども、市としてある意味ゼロ金

利、金利は無利子ですので、そこのところについ

ては支援という意味もあるのかもしれませんけれ

ども、そういった意味も込めて今回は市からの直

接の貸付金として提案をさせていただいていると

いうことであります。

また、このリスクについては、先ほどからの答

弁にあるようにしっかりと三セクについて厳しい

視点を持って対応していきたいと思いますし、今

回の貸し付けの大前提となります償還計画、ある

いは今後先ほど４定までというお話もさせていた

だきましたけれども、その中の改善計画もさらに

精査をさせて説明をさせていただきたいと思いま

すので、ぜひ御理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） さきに撤回されました

議案第３１号 令和元年度名寄市一般会計補正予

算（第４号）、こちらにつきまして合計金額で１

億 ０５５万円、経営改善補助金と貸付金 ００

０万円と ０５５万円、それぞれ金額ありますけ

れども、これ一度撤回されて、今回貸付金という

部分だけ再度補正予算として上程されてきている

わけですけれども、先ほどもちょっと申し上げま

したとおり、将来的に債権を市が担っていかなけ

ればいけない、裁判の係争中の部分のリスクも含

めて償還が滞るといった部分のリスクについては、

ここは拭えない部分だというふうに思っておりま

すけれども、今回の上程なぜそちらの貸付金を選

択されたのか、そこについてもう一度、補助金で

はなくて貸付金を選択されたのかお伺いをいたし

たいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今回の ０５５万円

貸付金については、最初の室長の説明からもあっ

たように本来指定管理料として入るべきお金とい

うこともありましたので、入るべきお金というこ

とで、ここは緊急を要するということもありまし

たので、市として貸付金という形で対応させてい

ただいたということであります。

また、前回提案をしました ０００万円につい

て、これはもう資料を既に出させていただいてい

ますけれども、この間の累積として ０００万円

ほどの赤字があるということでありますので、こ

こらの対応については４定までに改めて公社とも

しっかりと指導するところは指導させていただき、

協議するところは協議させていただいて、それら

の対応については改めて４定の中で御審議をいた

だければというふうに思っておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 倉澤議員。

〇２番（倉澤 宏議員） 先ほど来から４定の中

でまた再度補正予算の提案というようなお話が出

てきておりますけれども、率直にお伺いしますけ
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れども、今年度この ０５５万円含めて幾ら程度

名寄振興公社に補正予算も含めてお金をこの後つ

ぎ込もうとしているのかというところ、どれぐら

いを想定しているのかというところをお尋ねをし

たいというふうに思います。

あわせて先ほど来からお話ししているとおり、

リスクをはらんだ貸付金を選択したというところ

でございますけれども、補助金ではなく償還して

いく部分での貸付金ということで、無利子で償還

をしていくといったところ、やっぱり貸し付けに

関しては市が貸し付ける方法ではなく、先ほど来

からありますけれども、民間金融機関を利用して、

市が損失補償をした中での貸し付けという方法も

選択肢としてあったのではないかというふうに考

えておりますけれども、最後にそちらの検討の経

過ももしあればお知らせをいただければというふ

うに思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 民間から公社が資金

を調達して、市は恐らく損失補償の議決をいただ

いて資金調達をするという方法も確かにあるのだ

というふうに思っておりますが、ここはいずれに

してもリスクのところでいくと、方法は違っても

同じなのだというふうに思っています。ただ、今

回緊急であるということで、いずれにしても公社

が金融機関と調整をしなければ融資に結びつかな

いというところがありますので、一つ時間的な猶

予からいくと、そこのところはできるだけ速やか

に運ぶとすると市の直接的な貸し付けがいいだろ

うというのが１点ありました。

それと、公社の実態については、既に収支の修

正あるいは差しかえをもって報告させていただい

ておりますけれども、非常に厳しい経営状況にあ

るということでありまして、これは先ほど支援と

いう言葉もちょっと使わせていただきましたけれ

ども、民間から資金を調達すると当然金利がかか

るわけでありますので、ここについては市の支援

として金利分については市のほうで負担というか、

金利を軽減できるような方策を考えさせていただ

いたということでぜひ御理解をいただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 高野美枝子議員。

〇１２番（高野美枝子議員） ただいまの答弁で

ございますけれども、民間から借り入れというこ

とで今お話があったのですけれども、そのことの

話し合いというのですか、そのことを前提に議論

したことはなかったのかということが１点と、私

たち特別委員会を設置いたしまして議論をしてき

たわけです。市民の方からたくさんのお手紙もた

くさんのお電話もたくさんの苦情、相談もいただ

いたところです。本当に市民がこのことに関して

名寄市の一大事であるというふうに受けとめてい

ますし、私たちも真剣に特別委員会で議論をして

きました。その結果撤回ということで、本当に残

念です。またいろいろと考えているところもあり

ますけれども、皆さんがこのことに関して本当に

心配をしている。今このことで本当に問題が解決

されるのか。経済部産業振興室の方が本当に一生

懸命書類をつくって、議会に提示していただいて

いますけれども、公社の姿が見えない。そのこと

も懸念されているところでございます。先ほどか

らの議論の中で、係争中の件に当たっては勝訴す

るということでございますけれども、市民はそう

いうふうには見ていない。そのことをどういうふ

うに考えているかお聞きしたいと思います。

そしてまた、先ほど副市長がこれでいいのか、

公社ということで、しっかり頑張っていただくと

いうことです。本当に公社の姿が見えない。そし

て、今回緊急的に ０５５万円貸付金として提案

されていますけれども、しっかりと皆さんで議論

をしていただいたのか。そして、このこと以外に

指定管理者、一般公募でない指定管理者制度とい

うところで問題があるのではないかというふうに

も考えております。この点についてお聞きいたし

ます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。
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〇経済部長（臼田 進君） まず、市民の皆さん

が大変心配をされていると。議員のもとにも多く

の声が寄せられていることについては、私どもも

真摯に受けとめたいというふうに思いますし、私

どもも直接、市長名で入っている投書もあります

し、私どももいろんなところに出るときにはいろ

んな声をいただいておりますので、ここは真摯に

受けとめたいと思いますし、必要なところは公社

にもしっかりと伝えながらいきたいと思います。

また、公社のほうも当然そういった厳しい声をい

ただいているということについては、私どもも認

識しているということでぜひ御理解をいただけれ

ばというふうに思います。

公社の姿が見えないということであります。こ

こについては、公社は公社の中で職員レベル、あ

るいは取締役のレベル、あるいは株主を集めての

説明も含めて取り組んでいるところはありますけ

れども、ある意味でいうと係争中のところもあっ

て、十分情報が発信し切れていない部分もあるか

もしれませんので、ここについては私ども市のほ

うからも三セクに対して改めて、さきにも指導は

しておりますけれども、改めてきょうの御意見を

受けて指導をさせていただきたいと思いますので、

ぜひ御理解をいただければと思います。御理解を

いただければと思いますが、よろしかったでしょ

うか。

（何事か呼ぶ者あり）

〇経済部長（臼田 進君） 大変申しわけありま

せん。民間からの借り入れということでありまし

た。これについては、先ほども申し上げましたが、

公社が独自に借り入れるところについては、先ほ

どもお話ししたように株主の理解もいただきなが

ら、株主である金融機関の理解もいただきながら、

自助努力の中で最大限の借り入れを行ったという

ことについては、これは事実としてあるというこ

とで御理解をいただければと思います。さらに、

今回の市としての ０５５万円の提案について、

これについても民間のほうから借り入れられない

かという御質問だったというふうに思いますが、

これは先ほどの倉澤議員のところでもお答えをさ

せていただきましたけれども、緊急的な対応があ

るということと、さらにはかなり大きな金額、し

かも公社の意に沿わないところの ０５５万円と

いうことがありましたので、ここは市としての一

定の支援という意味も含めて市から直接貸し付け

をさせていただきたいという提案であるというこ

とで御理解をいただければと思います。

（何事か呼ぶ者あり）

〇経済部長（臼田 進君） 済みません。ちょっ

と一遍に覚え切きれなかったので、申しわけござ

いません。

指定管理のところです。これが一般公募によら

ないところに一つ問題点があるのではないかとい

う御指摘なのだというふうに思います。ある意味

でいうと、指定管理の市内における課題なのだろ

うというふうに思っています。ただ、名寄市が行

っている指定管理については、これは決して公社

が受けている施設だけではありませんけれども、

やはり市内企業の育成、あるいは市内での資金の

循環も含めて、市内に事務所のある事業所等とい

うことで一定のキャップを設けさせていただいて

いるのがあります。その中で申し上げますと、公

社が請け負っている施設については、やはり特定

の技術であったり、知識であったり、それが必要

となる施設でありますので、市内においてはそれ

にかわる団体がないということで今も公社に公募

によらない方法での指定管理のお願いをしている

ということでありますので、御理解をいただけれ

ばと思います。今後ともそれは指定管理のあり方

も含めて、課題として受けとめさせていただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） やはり指定管理は、

先ほどから皆様おっしゃっているように非常に問

題であるというふうに思いますし、都会の状況と

また地方における人口減少、企業が少ない中での
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指定管理が本当に難しくて、このような結果にな

ったのかなというふうにも思いますけれども、今

回債務が確定していない中での今回の貸し出しで

す。また、改善計画も特別委員会で途中になって

いるところでございますけれども、このことにつ

いて補助金として前の委員会には出ていたわけで

すけれども、このことに関して今後どのような対

応をとられていくのかお聞きいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今後の経過というか、

見通しという御質問だったのだというふうに思い

ます。ここは、先ほど橋本副市長のほうからもお

話ありましたけれども、今回については貸付金と

いうことでありますけれども、前回提案した ０

００万円、あるいは不明のところもありますので、

これらについてはできるだけ早期に明らかにしつ

つ、４定に向けて改めて精査をして御相談あるい

は御提案をさせていただきたいと思いますので、

ぜひ御理解をいただければというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） これから公社に対して

どれぐらいの資金が必要なのかというのは、やっ

ぱり大きな問題だと思っておりますが、これは中

身を十分分析させていただきまして、先ほども答

弁させていただきましたけれども、それぞれこれ

は公金を使うべき、あるいはこれは公社のほうで

借り入れをすべき、それともこれは完全に不法行

為なので、自分たちで決着をつけてくださいとい

うものもあるかと思います。それぞれの状況に応

じた形で資金の支援、あるいは自分たちで何とか

しなければならないところ、そういうところも分

析も踏まえて４定の中でまた御議論させていただ

ければと思います。

〇議長（東 千春議員） 高野議員。

〇１２番（高野美枝子議員） まさに株式会社名

寄振興公社でございますので、やはり株式会社と

して自分の責任で経営をしていってほしいという

ところでございます。４定の中で議論をさせてい

ただくということでございますけれども、市のか

かわりのある出資している振興公社ということで

もありますけれども、本来であればやはり振興公

社が自分が株式会社としてひとり立ちし、そして

借り入れ、利子も払いながら企業努力をしていく、

そのことが一番求められるというふうに思います。

今回の件は、本当に想像もしない状況でございま

すけれども、やはりこのことに対して市としてき

ちんと対応していただきたいと思いますし、私た

ち議会もきちんと対応したいというふうに思いま

す。今回振興公社は、非常に道内外、また全国か

ら注目を集めているところでございます。このこ

とを株式会社としてしっかり努力していただくと

いうことをもう一度確認したいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 本当に大変な問題引き

起こしたということでありますので、先ほども申

し上げましたけれども、公社の責務必ずあるはず

ですし、私ども市もきちんとそこは指導なりなん

なりをしていかなければならない問題だと思って

おります。何といっても市の重要な施設を担って

いるところでありますし、言いかえると長い間蓄

積されたノウハウもあったということですけれど

も、よくよく考えてみますと指定管理そのものの

根幹にかかわる問題もこの中で浮き彫りになった

かもしれません。さまざまな角度から検証し、再

度４定の中でしっかりとした計画、しっかりとし

た資金のあり方詰めながらまた御説明させていた

だきたいと思いますし、市民に対しての説明も、

１０月からになるかと思いますけれども、その中

でしっかりさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐藤靖議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） それでは、今までの

いろんな議論がありました。今回の ０５５万円、

ここにいる１８人の議員それぞれこれがなかった

らさらに資金ショートを起こすという事態は理解

をしているものであります。それ以上でもないけ

れども、ただそれが本当に振興公社のためになる
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のかというと、あるいは振興公社がこれから大丈

夫かというと、先ほどの副市長の答弁ではないで

すけれども、一回撤回をされた経営改善計画、来

年度から ０００万円ずつ赤字が出るのだという

計画で出ていたもの、そこに ０５５万円投入す

るということへの不安というのはやはりあると。

本当に回収がちゃんとできるのか。きょうまさに

議決をされた後これから契約していくときに、ち

ゃんと成り立つのかという意味も含めて皆さんに

不安があると。何回も言いますけれども、 ０５

５万円の必要性はみんな認識していると思うけれ

ども、これは多くの人が振興公社を守るための

０５５万円ではなくて、なよろ温泉サンピラー、

日の出湯さんもなくなって、市内唯一の一般浴場

になった名寄振興公社の経営を潰してはならない

と、運営をとめてはならないという意味も含め、

あるいは冬季スポーツの拠点化を含めてあの施設

をそのまんま潰してはならないという思いを含め

て持っているからなかなか踏み切らないことであ

りますけれども、そういう意味では先ほど副市長

が公社とのやりとりの中でこれでいいのか、これ

でいいのかというようにきちっと問答をしていく

というお話をしました。その背景にあるのは、場

合によっては市直営でもいいという決断をされる

時期があるのか、あくまでも振興公社を守るため

の議論を深めていこうとしているのか、そこにつ

いて改めてお答えをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） これでいいのかという

発言させていただきましたけれども、この議会の

場で ０５５万円、本来入るべき指定管理料が入

らないという事態でこれだけの大きな議論を巻き

起こしているというこの状況そのものをもう一度

振興公社の皆さんにも考えていただきたいという

ことも入っております。市のほうの最初のこの問

題発覚のときには、やはり事業の運営をとめては

いけないということが大前提でありますし、この

０５５万円については、これは振興公社を守る

というためのものでは私個人的には思っておりま

せん。これをもとに当然振興公社の経営が改善さ

れていって、今まで蓄積されたノウハウも生かし

ながら、しっかりと名寄市の事業を請け負ってい

ただく、道の事業を請け負っていただく、これは

もう一番いいことでありますし、それについては

市のほうも一定の支援をする。ただし、これで甘

えるような公社であってはいけないというのはも

う当然でありますし、それはこれでいいのかの中

に入っているというふうに思っていただいて結構

だと思います。当然先ほどの佐久間議員のやりと

りの中でもありましたけれども、節目節目できち

んと見ながら、今後どうなっていくのか、これは

そのたびごとに注視しながら、状況もお話ししな

がら進めていかなければならない問題だと思って

おります。ただ、現状では、先ほどの公募、非公

募、民間との指定管理のやりとりもございました。

あの施設そのもの、事業そのものをしっかりと運

営できる人材そのもの、あるいは企業も含めてな

かなかないのも実際でありますから、非常に難し

いかじ取りが迫られるとは思いますけれども、改

めてこの ０５５万円の貸し付けの意味をしっか

り公社と、そして我々市も受けとめさせていただ

いて、今後どういうふうになっていくのか、これ

は十分責務を果たしながら進めてまいりたいと思

いますし、場合によりましては公社はここの事業

はやっぱり不得手だったらどうなのだろうねとい

う話もそのやりとりの中ではしなければならない

場面もあるかと思います。全て今後の事業の進み

方によりますけれども、きょうのこの議論をしっ

かり公社にも、恐らく聞いていると思いますけれ

ども、しっかり聞いていただいて、本当に大変な

事態なのだと改めて認識していただいて、そして

前向きにやれるところからすぐにでもやっていた

だくのが一番だと思っております。

〇議長（東 千春議員） 佐藤議員。

〇１１番（佐藤 靖議員） そのためにも公社が

そのまま経営を継続する意味なら、先ほどの山田
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議員とのやりとりもありましたけれども、やはり

経営改善計画を４定までではなくて、一日も早く

議会側に提示をして、４定で初日に提案されて、

また最終日まで決めるというと、議会の日程を含

めてまたせっぱ詰まった中で議論をしていくとい

うことには私はなるべくしたくないと。せっかく

これから議論の中で特別委員会をつくるのなら、

その中でじっくり振興公社でやっていけるのかと

いう議論を特別委員会の中でもしていけるような

環境を整えると。そういう意味では、４定ではな

くて、経営改善計画を一日でも早くつくり上げて

出すと。既に ０５５万円きょう議決したら、こ

の後契約でまたお話があるでしょうから、当然な

がらそれも償還計画も含めて早急につくっていく

ということでありますので、その辺については確

約をいただきたいと。４定で頭でいいということ

ではなくて、一日でも早く出すということで確約

をいただきたいと思いますけれども、いかがです

か。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 私のほうで確約という

ことでありますけれども、一日でも早くというこ

とですので、一日でも早く出させていただきたい

と思います。ただ、公社のほう、今のやりとりの

中で公社のほうの状況についても私いろいろ伺っ

ておりますけれども、特別委員会の中でもたしか

あったと思いますが、現場の職員がまだ足りない

ですとか、さまざまな今問題も出てきております。

こちらについては、並行しながら手当てしている

ところでありますけれども、その行方も見守りな

がらでありますが、経営改善計画、そして今後ど

ういうふうになっていくのかについては、できる

だけ早く、それこそ佐藤議員の言うとおり一日で

も早く出せるように頑張ってまいりたいと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） これより採決を行いま

す。

議案第３５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 意見書案第

１号 プラごみ対策とごみを出さないシステムの

確立を求める意見書、意見書案第２号 林業・木

材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める意見書、以上２件を一括議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外１件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外１件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号外１件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 報告第７号

例月現金出納検査報告についてを議題といたし

ます。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。
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〇議長（東 千春議員） 日程第８ 名寄振興公

社のあり方に関する特別委員会の設置についてを

議題といたします。

お諮りいたします。名寄市の第三セクターであ

る名寄振興公社の経営形態、施設整備、あり方に

ついて一定の方向性を見出すことを目的に、名寄

振興公社のあり方に関する特別委員会を設置した

いと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、名寄振興公社のあり方に関する特別委

員会を設置することに決定いたしました。

ただいまの決定に基づき名寄振興公社のあり方

に関する特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第７条第１項の規定により、倉澤宏議員、

山崎真由美議員、佐久間誠議員、三浦勝秀議員、

今村芳彦議員、塩田昌彦議員、東川孝義議員、山

田典幸議員を指名いたします。

正副委員長互選のため暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時５３分

再開 午後 ３時０３分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

正副委員長の互選が行われましたので、その結

果を報告いたします。

名寄振興公社のあり方に関する特別委員会委員

長に東川孝義議員、副委員長に佐久間誠議員、以

上であります。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 閉会中継続

審査（調査）の申し出についてを議題といたしま

す。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申し出のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、申し出のとおり決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議員の派

遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付のとおり、議

員を派遣することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議員の派遣が決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 委員の派

遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付のとおり、委

員を派遣することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、委員の派遣が決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

これをもちまして、令和元年第３回定例会を閉

会いたします。

大変お疲れさまでした。

閉会 午後 ３時０５分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 佐久間 誠
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署名議員 黒 井 徹
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和元年第３回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 山 崎 真由美 １ 若年世代のまちづくりへの意識を高める取り組みについて

（Ｐ ３６） (1) 参議院選挙における若年世代の投票結果について

(2) 若年世代の主権者意識を高める取り組みについて

(3) 主権者教育につながる子ども議会（仮称）開催について

２ 市民協働のまちづくりについて

(1) 市民協働の意識を高める情報公開について

(2) パブリック・コメントによる意見集約について

(3) 世代を意識した情報公開について

３ 公衆浴場の確保について

(1) 現状と必要性について

(2) 公衆浴場設置による効果と将来展望について

２ 東 川 孝 義 １ 平成３０年度行政評価について

（Ｐ ４７） (1) 評価事業全体の総括について

(2) Ｃ評価事業における今後の対応について

(3) 名寄市総合計画（第２次）中期基本計画への反映について

２ 下水道事業の運営について

(1) 名寄市下水道事業中期経営計画の評価について

(2) 名寄市下水道事業経営戦略の推進に向けて

(3) 今後の推進における課題について

３ 閉校施設の利活用に向けて

(1) 閉校施設の利用実態について

(2) 地域住民との協議について

(3) 官民連携の運営について

３ 遠 藤 隆 男 １ 障がい者福祉の推進について

（Ｐ ５７） (1) 就労支援について

(2) 地域生活支援について

(3) 生活環境等整備について

令 和 元 年 第 ３ 回 ９ 月 定 例 会
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(4) 障がい者・障がいへの理解及び障がい者の重度化・高齢化につい

て

２ 農福連携の推進について

(1) 現状と課題について

(2) 農福連携の考え方について

４ 清 水 一 夫 １ 防災について

（Ｐ ６５） (1) 雪害等における市の対応について

(2) 本年度の名寄市防災訓練の成果等について

(3) 避難行動要支援者の同意書の対応について

２ 冬の観光について

(1) スキーツアーなどのインバウンド（訪日外国人）受け入れ施策に

ついて

３ 冬季スポーツ施設整備について

(1) 健康の森クロスカントリーコースの整備進捗状況について

５ 倉 澤 宏 １ 産業の振興について

（Ｐ ７６） (1) 創業支援および事業承継事業について

(2) 企業誘致等の取り組み状況について

(3) 実施計画等の状況について

２ 高齢化社会等に対応した各種支援策について

(1) 現状の把握と分析について

(2) 衛生面の支援について

(3) 生活関連の支援について

６ 三 浦 勝 秀 １ 中心市街地活性化について

（Ｐ ８８） (1) 空き家対策について

(2) 中心市街地の再整備について

２ 観光振興について

(1) 名寄市観光振興計画の進捗状況について

(2) イベント事業の効果検証について

７ 塩 田 昌 彦 １ 建設業が抱える働き方改革への対応について

（Ｐ ９５） (1) 建設業における働き方改革の施行による影響について

(2) 今後における課題と対策について

２ 名寄産業高校が担う農業担い手対策について

令 和 元 年 第 ３ 回 ９ 月 定 例 会
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(1) 農業担い手海外派遣事業の検証と評価及び今後の対応について

(2) 名寄産業高校酪農科学科の現状と公立高校間口維持に果たす役割

への認識について

(3) 名寄産業高校及び道北農業担い手育成対策協議会からの要望状況

とその対応について

３ 名寄市立大学を活用した地域ケア力向上プロジェクト事業の取り組

みについて

(1) 当該事業の概要について

８ 今 村 芳 彦 １ 名寄市病院事業について

（Ｐ１０６） (1) 職員の雇用状況と人材育成について

(2) 業務内容について

２ 風連地域の課題について

(1) 風連地区市街地再開発事業の評価について

(2) 将来の課題について

３ 道路の維持管理について

(1) 除排雪業務について

(2) 今後の道路維持管理について

９ 富 岡 達 彦 １ 観光振興について

（Ｐ１１７） (1) ＪＲ宗谷本線観光列車「風っこそうや号」の総括について

(2) サイクルツーリズムの推進について

２ 弥生公園整備について

(1) 桜の名所としての再生整備について

(2) 公園内の設備の更新について

１０ 高 橋 伸 典 １ 地域包括ケアシステムと健康寿命の延伸について

（Ｐ１３２） (1) ＩＣＴによる医療と介護の連携構築について

(2) 地域リハビリテーション活動支援事業について

(3) フレイル予防の取り組みについて

(4) 名寄市通いの場事業について

(5) 認知症施策について

２ 高齢者の安全運転支援と移動手段の確保について

(1) 地域交通ネットワークの充実について

(2) 安全運転装置の支援について
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１１ 高 野 美枝子 １ 子どもたちの未来のために

（Ｐ１４３） (1) 子どもの医療費の無料化に向けて

(2) 子どもの権利条例制定について

(3) 通学路の安全対策について

２ 市民の財産である公園や街路樹等の管理について

(1) 街路樹の管理について

(2) 除草剤の安全性について

(3) 句碑の管理について

(4) 案内板や案内標識について

３ 防災について

(1) 地域コミュニティとの関係について

(2) 避難所のプライバシーの確保について

(3) ラジオの放送が届かない地域について

４ 名寄市立大学の将来展望について

(1) 時代の変化に対応した大学経営について

(2) 大学院に対する考え方について

(3) 市民を巻き込んだ学びの場について

(4) 学生アルバイトについて

１２ 川 村 幸 栄 １ 子どもへの虐待防止のための取り組みについて

（Ｐ１５５） (1) 児童相談所との連携について

(2) 市の取り組みについて

(3) 市民としてできること

(4) 子どもの権利条例制定に対する考えについて

２ 名寄市立大学のあり方にかかわって

(1) 大学のこれからについて

(2) 市民との関わりについて

(3) 環境整備について

３ 名寄東病院の今後について

(1) 現状について

(2) 今後について

１３ 山 田 典 幸 １ 地域の特色を活かした教育行政の推進について

（Ｐ１６７） (1) コミュニティ・スクール制度の市内全校導入後における具体的な

取り組みについて

(2) 市内高等学校の今後のあり方について
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(3) 新学習指導要領における外国語活動と外国語授業について

(4) 中学校における武道授業について

２ 名寄市地域公共交通網形成計画にかかわって

(1) 公共交通空白地における移動手段の確保対策について

(2) 高齢者の移動における課題と対策について
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令和元年第３回名寄市議会定例会議決結果表

令和元年９月２日～令和元年９月２７日 ２６日間

本会議時間数 １６時間４０分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市廃校体育施設の設置及び管理に関する 元. 9. 2 元. 9.18 元. 9.27
第 １ 号

条例の制定について 総 務 文 教 常 任 委 原 案 可 決 す べ き 原 案 可 決

名寄市下水道事業及び名寄市個別排水処理施 ― ― 元. 9. 2

第 ２ 号 設整備事業の地方公営企業法適用に伴う関係 ― ― 原 案 可 決

条例の整備に関する条例の制定について

指定管理者の管理期間の見直しに伴う関係条 ― ― 元. 9. 2
第 ３ 号

例の整備に関する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 元. 9. 2
第 ４ 号 名寄市印鑑条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市災害弔慰金の支給等に関する条例の一 ― ― 元. 9. 2
第 ５ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市職員の特殊勤務手当に関する条例の一 ― ― 元. 9. 2
第 ６ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市立大学の授業料等徴収条例の一部改正 ― ― 元. 9. 2
第 ７ 号

について ― ― 原 案 可 決

名寄市立大学奨学金給付条例の一部改正につ ― ― 元. 9. 2
第 ８ 号

いて ― ― 原 案 可 決

名寄市総合福祉センター条例の一部改正につ ― ― 元. 9. 2
第 ９ 号

いて ― ― 原 案 可 決

名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保 ― ― 元. 9. 2

第 １ ０ 号 育事業の運営に関する基準を定める条例の一 ― ― 原 案 可 決

部改正について

名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関 ― ― 元. 9. 2
第 １ １ 号

する基準を定める条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市保育所に関する利用者負担額等を定め ― ― 元. 9. 2
第 １ ２ 号

る条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 元. 9. 2
第 １ ３ 号 名寄市水道事業給水条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市立総合病院食堂等使用料徴収条例の一 ― ― 元. 9. 2
第 １ ４ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市有給吏員退隠料等支給条例の廃止につ ― ― 元. 9. 2
第 １ ５ 号

いて ― ― 原 案 可 決

― ― 元. 9. 2
第 １ ６ 号 名寄市特別用途地区建築条例の廃止について

― ― 原 案 可 決

― ― 元. 9. 2
第 １ ７ 号 財産の取得について

― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市一般会計補正予算（第３ ― ― 元. 9. 2
第 １ ８ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 元. 9. 2
第 １ ９ 号

予算（第１号） ― ― 原 案 可 決

令和元年度名寄市介護保険特別会計補正予算 ― ― 元. 9. 2
第 ２ ０ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

平成３０年度名寄市一般会計決算の認定につ 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ １ 号

いて 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市国民健康保険特別会計決 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ２ 号

算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市介護保険特別会計決算の 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ３ 号

認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市下水道事業特別会計決算 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ４ 号

の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市個別排水処理施設整備事 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ５ 号

業特別会計決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市食肉センター事業特別会 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ６ 号

計決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市後期高齢者医療特別会計 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ７ 号

決算の認定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市立大学特別会計決算の認 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ２ ８ 号

定について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市病院事業会計決算の認定 元. 9. 2 元. 9.27 元. 9.27
第 ２ ９ 号

について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定

平成３０年度名寄市水道事業会計決算の認定 元. 9. 2 元. 9.26 元. 9.27
第 ３ ０ 号

について 決 算 審 査 特 別 認 定 す べ き 認 定
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

元. 9. 2 ― 元. 9.18
令和元年度名寄市一般会計補正予算（第４

第 ３ １ 号 名 寄 振 興 公 社 ― 議 案 撤 回
号）

運 営 審 査 特 別

名寄市パートタイム会計年度任用職員の報 ― ― 元. 9.27

第 ３ ２ 号 酬、手当及び費用弁償に関する条例の制定に ― ― 原 案 可 決

ついて

名寄市フルタイム会計年度任用職員の給与に ― ― 元. 9.27
第 ３ ３ 号

関する条例の制定について ― ― 原 案 可 決

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す ― ― 元. 9.27

第 ３ ４ 号 る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する ― ― 原 案 可 決

条例の制定について

令和元年度名寄市一般会計補正予算（第５ ― ― 元. 9.27
第 ３ ５ 号

号） ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 元. 9. 2
専決処分した事件の報告について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 元. 9. 2
専決処分した事件の報告について

第 ２ 号 ― ― 報 告 済

報 告 平成３０年度名寄市一般会計継続費精算報告 ― ― 元. 9. 2

第 ３ 号 について ― ― 報 告 済

株式会社名寄振興公社の経営状況について ― ― 元. 9. 2
報 告

（平成２８・２９年度事業決算の修正及び平 ― ― 報 告 済
第 ４ 号

成３０年度事業報告書の再提出）

報 告 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率の ― ― 元. 9.20

第 ５ 号 報告について ― ― 報 告 済

報 告 平成３０年度決算に基づく資金不足比率の報 ― ― 元. 9.20

第 ６ 号 告について ― ― 報 告 済

報 告 ― ― 元. 9.27
例月現金出納検査報告について

第 ７ 号 ― ― 報 告 済

― ― 元. 9. 2
諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について

― ― 適 任 と 認 め る

意 見 書 案 プラごみ対策とごみを出さないシステムの確 ― ― 元. 9.27

第 １ 号 立を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の ― ― 元. 9.27

第 ２ 号 充実・強化を求める意見書 ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄振興公社のあり方に関する特別委員会の ― ― 元. 9.27

設置について ― ― 決 定

― ― 元. 9.27
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定
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